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part.1 「死」から始まる夢物語  

part.1-1 

 それは、突然に起こった事だ。 

「しおりー、朝だぞー」 

 いや、もしかしたら僕が気づけなかっただけなのかもしれない。  

「もう朝ご飯出来てるってよー」 

 今考えると栞は必死に誰かに救いを求めていた……ような気がする。  

「全く、いつまで寝てるんだよ……」 

 僕は寝ぼけた頭で愚痴をこぼしながらドアを開けたんだ。 

「っ！？」 

 その時確かに世界が凍り付いた。栞の足は宙に浮き、首には太いワイヤーが肉を切る勢い

で絡みついていた。そう、栞は首を吊っていたのだ。 

「うわあああああああああああああああああああああああああああああ！！！」  

 ショックに理解が追いつく間もなく僕は叫んだ。身体は言うことを聞かずに勝手に足を曲げ、

地面に跪かせる。僕はそのまま前を向くことが出来ずにうずくまった。初めてだった……初めて

『人の死』を目の当たりにしたんだ。 

 

 それからはもう滅茶苦茶だ……。 

「翔太、ご飯出来たから栞呼んできなさい」 

「母さん、栞は……もう……」 

 母さんはこんな感じ、いつまでも栞の死を認めない……。 



「呼んで来なさいってば！！！！！」 

「居ないんだよもう！！栞は……死んだんだ」 

「そんなわけ無いでしょ！！悪い冗談は止てよ！！！」  

 母さんは僕の首を掴み、強く握りしめた。僕は必死に藻掻いて何とかその手を解くと、母さん

は力を使い果たして音も無くその場に倒れ込んだ。ずっとこの繰り返しだ……。 

 え？父さん？仕事だよ。最近は忙しいみたいでずっと家に帰ってない。まあ、『忙しい』ってい

うか『わざと忙しくしてる』が正しいかな。どうやら仕事に依存しているらしい。でも良いんじゃ無

いかな。どうせ家に帰ったら仕事じゃなくて酒に依存するだけだし……。 

 あの日から僕らの時間は凍ったまま、時計の針だけがただ精密にその 1 秒を刻んでいた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 あれから 1 ヶ月、母さんは完全に心を壊して精神病院に入院、父さんは相変わらずワーカー

ホリックで家に帰らない。実質家に住んでるのは僕「佐 伯  翔 太
さいき しょうた

」だけだ。 

「んん……もう朝か……」 

 こんな状況でも朝は来る。全く、土日以外の朝は残酷だ。僕はゆっくりと身体を起こし、階段

を降りてリビングに向かった。朝ご飯はカップ麺、最初は自炊してたけど何かもうめんどくさくな

って最近はほとんどこれだ。お湯を沸かしてる間に着替えを用意して、お湯が沸いたらカップ麺

に注ぐ。で、出来上がる 3 分間を待つ間に着替えを済ませる。単純な流れ作業だ。 



 ご飯は律儀にリビングで食べる。家には誰も居ないしもうそんなことしなくて良いんだけどね。

『オペラント条件付け』ってやつ？……いや、ちょっと違うか。まあそんなわけでそういう癖が付

いてるんだよ。 

 ご飯食べて歯を磨いたら準備完了、家を出て高校に向かう。学校までの距離は徒歩通いで歩

いて 10 分位でそんなに遠くない。『あれ？以外と近いな』って最近思った。おかしいな、もう 2

年も通ってる学校のはずなんだけど……。 

 ……ああ、そうか。妹の栞と一緒に通ってたからだ。あいつ歩く速度遅いんだよな、いつも僕

が無意識に合わせてたから昔は通学時間がもうちょっと長かった気がする。妹の歩く速度に合

わせられるなんて、僕はちゃんと『お兄ちゃん』出来てたんだね！……いやそんなわけ無いか。  

「しょーた！おはよっ！」 

 不意に後ろから掛かる明るい声と少しのボディタッチ、僕のクラスメートであり僕 (と栞)の幼な

じみの『 住 屋  茜
すみや あかね

』だ。 

「今朝も早いねー、ちゃんとご飯食べた？顔色がよろしくないみたいだけど」  

 茜はわざとらしく僕の顔をのぞき込む。 

「母さんかよ、ちゃんと食べてるって……」 

 僕は心底ウザそうな顔で返答した。まあ実際ウザいとは 1 ミリも思ってないんだけど……これ

は僕なりの照れ隠ｓ（ｒｙ 

「ふーん？何食べたの？」 

「まああれだ、ご飯に味噌汁、それから目玉焼きにシャケがあったから塩焼きにしてだな……」  

「おー、それなりに豪勢だなー」 

 茜は棒読みで反応した。うーん、嘘吐いたってバレてますね、これは……。 



「で、本当は？」 

 はいやっぱり……。 

「……カップ麺と水」 

「それはそれで美味しそうだね」 

 僕は不機嫌そうに返答すると、茜は『にしし』と悪戯っぽい笑顔を見せてそう言った。  

「でもそれじゃ身体持たないよ？朝はちゃんと食べないとね！」  

「分かっちゃいるんだけどね……！？痛てっ！」 

「そんなしょーたにお弁当を作ってきたのだ！」 

 茜はそう言いながらお弁当の角をぶつけてきた。僕はそのお弁当を受け取る。ピンク色の可

愛らしい布地に包まれたお弁当はまだ温かい。なんだよ……結構恥ずかしいじゃないか。  

「あ、ありがとう」 

 僕は恥ずかしさにどもりながらも何とかその言葉を口にした。 

「本当はしょーたん家に行って朝ご飯作りたいんだけどね！私は朝が弱いのだよ……」  

「しなくていいよそんなこと！」 

 『ふわぁ……』とあくびする茜に対し僕は貰った弁当を鞄に放り込みながらそう叫んだ。  

 

 『住屋 茜』さっきも言ったけど彼女は僕の数少ない友達の一人だ。それと同時に妹である栞

の友達でもある。と言うか、茜は僕よりも栞の方と仲が良かった。どちらかというと僕はついで

に仲良くなったという感じだ。だからこそ栞の死を茜は僕らと同じ位に悲しんでるんじゃ無いか

と思ってる。それなのにこんな感じで毎日僕に明るく接してくれるんだ。  

「ありがたいし、敵わないな……」 



 僕は虚空に向かってそう呟いた。 

「え？何か言った？」 

「なんでもねーよ！」 

 

続く…… 

 

 

part.1-2 

 学校に到着すると僕と茜は別れて教室に向かう。男女が校内を一緒に歩いてると目立つから

だ。それでクラスメイトに茶化されるのは嫌だからね。教室では基本何も喋らない。僕は人間で

は無く空気である。それは授業中も昼休みも変わらない。 

「おっ？可愛いお弁当じゃん！」 

 でも今日の昼休みは違った。いつも通り一人でご飯を食べようとすると、一人の男が話しかけ

てきた。クラスメイトの「武 田  和 也
たけだ かずや

」である。 

「もしかしてだけどさ、それ住屋の弁当じゃね？」 

「……何で知ってんだよ？」 

「やっぱそうだったのか！？いやーたまにあいつこの弁当箱使ってるからさ！」  

 人から話しかけられた上に図星まで食らって僕は少し不機嫌になってしまう。特にこういう『誰

にでも仲良く』するような人間は苦手だ。少なくとも僕と同じ人種では無い。  

「住屋の弁当って事はさ？やっぱ付き合ってたりするの？二人はさ？」  

「付き合っちゃいねーよ！誤解だ誤解！」 

 和也はグイッと顔を近づけて小声で話しかてきた。いや、近いっての！  



「なんだぁ、つまらん……」 

 和也はがっかりと肩を落としてそう言った。思春期の子供達はほんっとこーゆー話しが好きだ

ねー(棒)。 

 それから和也はちゃっかりと僕の席で昼ご飯を食べた。どうやら彼は茜と同じ陸上部に所属し

ていてそれなりに仲が良いらしい。……そう言えば茜の部活動の姿はあんまり知らないな。 

「なあ武田、茜って部活動の時はどんな感じ？」 

 僕はお弁当のウインナーを口に運んでから尋ねた。 

「んー、どんな感じって言われてもなー……あいつハードル走担当で、何度も大会に出ているく

らいには優秀かな？賞も取ったことあるし結構出来ると思うぞ」 

「へー……」 

 聞いておいて心底どうでも良さそうに生返事を返した。賞かぁ、何か僕にも出来ることがあっ

たらな……。 

 それからチャイムが鳴って午後の授業。それなりに聞き流して休憩後の穏やかな睡魔と仲良

く過ごす。 

 授業が終わり、帰り支度をすると帰るのでは無く、部活に向かう。帰宅部と思われがちだが、

僕は科学部の部長なのだ。 

「あ、しょーた！」 

 教室を出て化学室に向かう途中で僕は茜に呼び止められた。 

「しおりちゃんのお墓、今日も行くでしょ？」 

「ああ……」 

 と、茜の質問に答える。 



「今日はあたしも行こうと思ってるの、だから私の部活が終わるまで待っててねー」  

「はあ！？」 

 茜はそう言い残して走り去って行った。いや、今日 10 分位で部活終わらせようとしてた所な

んですけど！？ 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 化学室に到着した。今日の作業は特に何も予定してはいない……はずだった。  

「うわ、何これ？」 

 化学室の教卓にぽつりと置かれた 1 本のビーカー、張り紙に「えんさん」と殴り書きで書かれ

ていた。いや、『塩酸』くらい漢字で書けよ！ 

「要はこれを廃棄しろ言うことですな……」 

 塩酸は劇薬であり、普通に流しに捨てると大変なことになる(多分捕まる)。と言うわけでこれ

を無毒な物にしなければならない。具体的には水酸化ナトリウムを使って中和することになる

のだ。で、それを今僕に押しつけられている。もう、岡田 (化学の先生)のバカ！ 

「えーっと水酸化ナトリウムは……ああ、あったこれだ」  

 僕は劇薬が管理されている棚の中から水酸化ナトリウムを取りだした。 

 

ぼやきながら作業を行っているが、作業自体は難しい内容では無い。ビーカーの中にフェノ

ールフタレイン液を垂らして、それから水酸化ナトリウム水溶液を決まった分量だけ混ぜる。液

が薄いピンク色になれば中和された証だ。 



「これでよし……！」 

 僕はその薄いピンク色になった液体を流しに捨て、ビーカーを洗って乾燥機に放り込んだ。そ

して携帯電話を取り出す。 

『もしもし？』 

「あー僕です」 

『え？何ですか？詐欺ですか！？』 

「違います岡田先生！佐伯です」 

 電話の相手は「 岡 田  克 典
おかだ かつのり

」先生、化学の先生であり、僕が所属している科学部の顧問

の先生でもある。 

「例のやつ、やっておきましたよ。使用した水酸化ナトリウムの量は 0,5mol なんで、えーっと 2

0g になるかな？」 

『ほーい、ありがとさん』 

 電話の向こうから陽気な声が聞こえてぷつりと切れた。さて、これでお仕事は終了だ。僕は本

来の目的を果たすために化学室の流しに向かった。鞄から弁当箱を取り出してこれを洗う。  

「……」 

 『ジャー』という水の音が流れ、その音源に弁当箱を突っ込む。洗剤でスポンジを泡立てて

『冷たい……』とかぼやきながら弁当箱を洗っていた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

『僕は、立派な人間か？』 



 不意に……本当に不意にそんな言葉が出て来た。答えは無論、『NO』である。何故なら一人

の家族を『独り』にしたからだ。その結果、事態は取り返しのつかない所まで行き着いてしまっ

たのである。そしてその後、僕は『逃げた』のだ。 

 

『何から逃げた？』 

 家族と向き合うこと、かな。母さんも父さんも現実逃避をした。それはいい、現実逃避でもしな

いと死にたくなるからね。でも、僕はダメだったんだ。誰かが何とかしないと皆バラバラになって

しまう。きっと僕がどうにかしないといけなかったんだ。例えば『あの人』のように、強く生きてい

れば…… 

 

『強く、なりたい？』 

 そうだ、強く……強くなりたい。 

 

『キミは、もう一度やり直したいかい？』 

 『やり直す？』やり直したいね！全っ部 1 からやり直したいさ！！それさえ出来れば……！ 

 ……？『これ』は僕じゃない？じゃあ、『キミ』は誰？ 

『僕は……』 

 

続く…… 

 

 

part.1-3 



『僕は……』 

 『』の中の声の主が言いかけたとき、また別の方向から声が聞こえてきた。  

『……ぁ……』 

 ……？ 

『しょーた』 

 何だろう？僕を呼ぶ声がする……。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「しょーたってば！」 

「んん……あ？」 

「やぁっと起きた、水出しっぱなしだったよ？」 

 隣には茜の姿、どうやら僕はあれから居眠りしてしまったらしい。えっと、何してたんだっけ？

そうだ、弁当箱！ 

「あれはもう私が洗っておいたから。っていうか、わざわざ洗ってくれなくても良かったのに」  

「そうか、すまない……」 

 僕の謝罪に茜は「良いって良いって！」と朗らかな笑みを浮かべて言った。  

「それより大丈夫なの？こんな所で居眠りしちゃってたけどさ？」  

 茜は小首をかしげながら僕の顔色を伺う。 

「大丈夫、少し疲れてるだけだ」 

「ふーん、なら良いけど」 



 僕が力無く笑うと、茜はこれ以上追求することは無かった。 

「よし、じゃあ行こう！」 

「へ？」 

「しおりちゃんのお墓参りだよ！部活前に約束したじゃん！」  

 顔を膨らませて茜は言った。そう言えばそんな約束してたな。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 日もすっかり暮れ、月の青白い光を中心に星がぽつぽつと浮かび上がる中、僕と茜は墓地を

訪れていた。目の前には「佐伯家之墓」と掘られた墓石が立っていた。そう、今はここに栞が眠

っているのだ。 

「……」 

 僕らは目を閉じ、両手を合わせて栞の冥福を祈った。  

「……」 

 ふと、茜を片眼で見る。凜とした姿が月光に照らされ、まぶたを閉じた横顔はまるで完成され

た絵画のような、現実感が無い程の美しさがあった。 

「っ！？」 

 僕はブンブンと首を振った。いかんいかん、取り乱した。 

 

 よし、僕がここで誓うこと、それは 2 つある。そう、たった 2 つだ。 



 一つはバラバラになった家族を再び一つに戻す事、栞はもう戻っては来ないけど僕らには家

族が確かに居るんだ。だからこのままで良いはずが無い。 

 もう一つは、僕が強くなること。例えば、今隣にいる茜みたいに……。今の僕の姿を見たら栞

は何て言うだろうか。 

 

「よし、そろそろ行こうか」 

 数分の後、茜は静かにそう言った。僕も静かに頷いて荷物を取る。  

「栞、また来るよ」 

 僕は目の前の墓石に語りかけて、茜と共に墓地を後にした。 

 

 茜と別れて家に帰ると、僕は夕飯の支度をした。流石に夜はちゃんと作る。僕は冷蔵庫から

適当な野菜や豚肉、カレールーを取り出した。そう、カレーだ。作っておけばしばらく持つから

ね。作ってる合間を縫って風呂のお湯を溜める。で、カレーが出来上がったらさっさと食べる。

……おっとその前に風呂のお湯を止めないと！よし、今度こそカレーを食べる。うん、普通。食

べ終わったら食器類を片付けてお風呂。上がったら自分の部屋で今日の宿題を片付ける。今

日の宿題は国語に数学……げっ、英語まである！ 

「あーめんどくさー！」 

 僕は独り言を喋りながらそれらを片付けていった。 

 僕が宿題を終える頃には辺りは暗く、街灯などの人工的な光以外はほとんど何も見えない。

勿論上を見上げれば無数の星が見えるだろうが、僕は上を向かない。一度向いてしまえばそ



れに手を伸ばしたくなってしまうからだ。夢は見たくない。見上げた夢が大きい程、届かなかっ

たときの虚無感は激しいからだ。なのになんで……、 

「『強くなりたい』何て言ったんだろうな……」 

 消灯直前、睡魔で濁った思考で僕はそう呟いた。 

 

続く…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そう、今日が終われば明日が続く。痛みや苦しみがリセットされること無く、少し変わった『今

日』が続くんだ。僕はそう思っていた。再び目を開くまでは…… 



「どこだ？ここ……」 

 目の前には知らない平原が広がっており、僕はその大地に寝そべっていた。空を見上げると

見たことの無い鳥が舞っており、太陽は僕が知るそれより遙かに青白く、そして眩しい。横を向

くと雑草と柔らかな土の香りが鼻腔をくすぐる。僕は起き上がり、その世界の空気を大きく吸い

込んだ。今までで感じたことの無い爽快感がある。初めてだ、初めてたかが呼吸で爽快感を感

じた。そして、あまりの出来事に一瞬麻痺した思考が徐々に正常な働きを取り戻していくと、今

度は大きな焦りが頭の中を巡り始めた。 

「どこだここーーーーーーーーーーーーー！！！！！！」 

 

続く…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



part.2 こうして私は異世界に……  

part.2-1 

 これは、佐伯 翔太が転生をする約 1 ヶ月前の話。 

「栞―、朝ご飯出来たから翔太呼んで来なさい」 

 栞の母「佐伯 秋恵」は栞にそう言った。 

「はーい」 

 栞は気だるげにそう言った。『ふわぁ……』と大きなあくびをかましながら階段を上る。 

「兄さぁん、もうご飯出来てるってよ？」 

 栞は言いながら兄「佐伯 翔太」のドアを叩く。中から返事は無い。 

「全く、いつまで休日気分なんだか……」 

 繰り言をこぼしながら栞はゆっくりとドアを開くと、翔太が『んー……』と呻きながら寝返りを打

っていた。その姿を見るや栞の表情が僅かに緩んでいた。 

「兄さん起きて、土日はもう終わったよ？」 

 翔太が寝ている布団を揺すりながら栞はそう言った。 

「祝日は？」 

「無い」 

 兄の戯れ言に栞はきっぱりとそう言った。 

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」  

 と、長いため息を吐きながら翔太はゆっくりと身体を起こし、 

「おはよう」 

 細い目をしたまま棒読みで翔太はそう言った。 



「おはよう、早く行くよ？」 

「ぉぉぉぉぉぉちょっと待てよ……」 

 翔太の声を無視して栞は翔太の手を引っ張ってリビングまで連れて行った。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 朝ご飯を済ますと学校への支度をして学校へと向かう。基本は兄である翔太と一緒に登校し

ている。 

「……」 

 栞は自分の携帯を取るとその手を強く握りしめた。画面電源を付けると大量のメッセージ通知

が入っていたが、詳しく確認することは無かった。 

(また井上さんか……) 

 メッセージの差出人だけ確認するが、メッセージの概要がどうしても目に入ってしまう。中身は

『返事しろ！』『クズ！』『死ね！』等の稚拙な文章だったが、栞を傷つけるには十分だった。そ

う、栞は今、虐めを受けている。 

「学校、行きたくない……」 

 栞はそう呟きながらそっと携帯を鞄にしまった。この程度はどうということはないが、これから

学校でメッセージの差出人と直接会わなければならないと考えると反吐が出る。栞の目は自然

と充血し、涙が滲んでいた。 

(いけない、こんな所兄さんには見せられない…… ) 



 栞は急いで涙を拭うと、部屋にある姿見の前に立ち、笑顔を作った。笑顔で細めた目は充血

部分を上手く隠している。 

「栞〜、そろそろ行くぞ〜？」 

 部屋の外から翔太の腑抜けた声が聞こえてきた。「今行くよー！」と、栞は姿見の前に立った

まま、そう叫んだ。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「お？やっと来た！」 

 栞の姿を見るや翔太がそう言った。なんだかんだでいつも翔太は栞が来るのを待っている。  

「お待たせ、兄さん」 

 栞がそう言うと、翔太と共に歩き始めた。翔太は『ふわぁ……』と、大きなあくびをしながら栞

から付かず離れずの距離を保って歩いている。 

「はあ、平日が 1 日、平日が 2 日……」 

「兄さん、五月蠅い」 

 兄の戯れ言に栞はそう返した。 

「……っと、そう言えば最近お前元気無いよな？」 

「え、そう見える？」 

 翔太の言葉に栞は僅かにたじろぎながらそう答えた。  

「ああ、何というか、最近俯きがちだよな？」 

 そんな栞を横目で見ながら翔太は言う。 



「あーあ、やっぱお前も学校という名の牢獄の辛さが分かってきたかぁ……」  

「……何言ってるの？」 

 そのまま翔太は戯れ言を続ける。秘密を持っている栞は少しだけほっとしながら兄の顔を見

ていた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……」 

 翔太と別れて学校に着いた栞は翔太と並んで居るときよりも俯いていた。どうしても足が動か

ない。恐怖と虚無感で押しつぶされそうな勢いだった。 

(……ダメだ、行かないと！) 

 栞は決意を固めて彼女が通う学校へと足を運んだのだった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 その日の昼休み、 

「何これ？チョーウケるんですけど www」 

 学校の屋上で栞の周りに取り巻きが出来ている。中でもとりわけ目立っているのが「井上 紗

耶香」栞のクラスメートで、現在の状況通り、この取り巻きのリーダー的存在である。  

「ねえ、これ『リスカ』っていうの？マジウケる」 

 紗耶香は言いながら栞の左腕の袖を強引にまくる。左腕には栞が過去に行ったリストカットの

跡がまだ残っている。 



「ねえ、リスカってどうやってやるの？今ちょっとやってみてよ w」 

 紗耶香は栞に持っていたカッターナイフを手渡した。後ろの取り巻きは先程からスマホを手に

持って栞の姿を撮影し続けている。栞は無言のまま渡されたカッターナイフを受け取り、  

「これでいいの？」 

 と、ナイフの刃を手首に押し当てた。冷たい金属の感覚が血と混ざり、それは痛みとなって肌

に赤い線を引いていく。 

「え、うっそ！こいつ本当にやってるんだけど ww」 

 紗耶香はそれを愉快そうに笑いながら自分の持つスマホにその映像を収めていた。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 昼休みが終わり、紗耶香は栞を解放したものの陰湿な虐めは終わらない。教室に戻り、自分

の席に着くと、 

『死ねよブス！！』 

『キモい』 

『リスカオタク！』 

 と、殴り書きで書かれていた。罵倒する言葉は非常に幼稚だがこの学年になって半年以上ず

っと同じことをされている。 

「……」 



 栞は無表情で文字を消した。文字自体は水性のマジックで書かれているらしく案外簡単に消

すことが出来る。恐らく授業が始まり、担当する教師が来る前に消させるために敢えてこうして

いるのだろう。その文字を書いた人の思惑通りに教師が来る前に文字を消すことが出来た。 

(もう……いや……) 

 心にそう思っても決して涙は見せない。何故なら誰かが常に栞を見ているから。今なお誰か

のスマホのカメラが明らかに栞に向いている。彼らのおもちゃ探しが終わることは無いのだ。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「先生、授業で分からない所があるんです」 

「お、そうか。じゃあ職員室で話しを聞くよ」 

 授業が終わり、下校時間になると栞は担任の教師にそう言った。実は分からなかったところ

は特に無かったのだが、こう言っておけばいじめっ子達は栞の後をつけることが出来なくなる。

要するにブラフだ。 

「何処が分からなかったんだ？」 

「えっと、ここの辺りです……」 

 栞は適当な所を指して説明を受けた。 

「失礼しました」 

 その後、職員室を後にする。職員室の辺りにクラスメイトはいない。栞は廊下の窓の死角にな

る場所を出来るだけ選んで下校した。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

 その日の帰り道、学校から解放された栞は寄り道もせず粛々と帰路に付いていた。俯いた顔

には涙の跡が残っている。 

「おーい、栞―！！」 

 不意に後ろから声が聞こえる。栞の兄である翔太の声だ。栞は振り返る前に涙の跡を袖で拭

って後ろを向いた。 

「兄さん！？どうして居るの？」 

「いやぁ今日は部活が無くて暇だったからな、お前を待ち伏せしてやろうと思ってたんだが、い

ざ来てみたらお前が俯きがちに帰るからどうしたものか思ってな？」  

 翔太の言葉に栞はビクンと肩を震わせる。 

「お前、何かあったのか？」 

 翔太は栞の顔を覗きながらそう訊いた。その言葉に栞は俯いて黙り込む。  

「……」 

 翔太は黙り込んだ栞をじっと見て答えを待っている。 

(……もしも、兄さんに言ったら、どうなるかな？ ) 

 『私を助けてくれるかな？』『それとも笑うかな？情けないって思うのかな？』そんな様々な未

来を想像する。そんな栞の考えを知る由もなく翔太はじっと栞を待っていた。別に急かしている

訳では無いのだが、その目は栞を焦らせた。 

(……どうしよう……) 

 栞は俯いた顔を上げず、迷っている。しかし意外な方向から栞の決断を余儀なくされた。  



「……！」 

 不意に後ろから視線を感じる。クラスメイトの誰かが栞を付けており、スマホのカメラがこちら

を向いている、様な気がした。自分で『流石に自意識過剰なんじゃないか？』と考えたが、これ

で怖くなってしまった。 

「なんでも無いよ、兄さん」 

 栞は言って力無く微笑んだ。 

「本当か？……うーん、なら良いけど」 

 翔太はもやもやする気持ちを抑えてそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「はあ……」 

 家に帰り、栞の部屋に入ると、大きなため息を漏らした。それと同時に我慢していた涙が頬を

伝う。彼女にとって声を出さずに泣くことは得意だ。おかげで誰も栞に気付く事は無い。栞は机

の中に隠していたワイヤーを取り出した。 

(これで今度こそ終わるんだ……何もかも ) 

 ワイヤーを結んで栞の頭が通る位の輪っかを作る。そして、結んでいない方のワイヤーの端

を天井にくくりつけた。何度も繰り返したことだ、流石に手慣れていた。  

「今日こそ私は死ぬんだ。今日こそ、ここで……」 

 栞は椅子の上に乗り、首をワイヤーの輪にかける。これで即席の処刑台の完成だ。 

「後は私が椅子から飛び降りるだけ……」 



 

 ……、 

 ………、 

 でも、それが出来ない。『今日こそ』と、何十回も誓ってまだその程度のことが出来ないでい

た。 

(誰かが私の背中を押してくれれば良いのに……) 

 栞は首にワイヤーを掛けたまま、そんなことを思っていた。 

「栞―、ご飯よー？」 

 不意に母親である秋恵が栞を呼ぶ。 

(……うん、ご飯を食べて、お風呂に入って、それで身体を綺麗にしてから死ぬのも良いかもし

れない) 

 そう考えた栞は母親の声にこう答えた。 

「今いくよー」 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……」 

 入浴後、部屋に戻った栞は『処刑台』も作り直した。 

(これで最後、じゃないと……) 

 

『死ねよクズ！』 



 

『何見てんの？マジキモいんだけど ww』 

 

 ……、 

 ………、 

 栞は思い出したくない事をあえて思い出してギリリと下唇を噛み締めた。目の前にある「死」

の恐怖をこれまでの「苦痛」でかき消す。しかしまだ足りない、自殺への決意はまだ固まってい

なかった。その時である。 

『ブー、ブー』 

 携帯が鳴った。電話の主は『井上  紗耶香』と書かれている。 

「ひっ！」 

 栞は思わず顔を歪ませる。 

「そんな……こんな所まで……」 

 直ぐに携帯を伏せた。事情を知らない携帯はそれでも冷酷に振動を続けている。  

「逃げなきゃ……」 

 不意に呟いた時、自然と全体重を首に掛けてあるワイヤーに任せ、足を宙に浮かせた。やっ

てみると意外に痛みは感じないし呼吸も出来る。しかし目を閉じても居ないのにだんだんと目

の前が暗くなり、耳を塞いでも居ないのに暖房の音や時計の秒針の音が遠ざかっていた。  

「あ……待っ……」 

 そう言ったときには既に自分の身体は制御不能になっていた。動けなくなった栞はただ自ら

の死を待つことしか出来なかった。 



 

続く…… 

 

 

part.2-2 

 覚めるはずの無い目が覚めた。 

「……」 

 ゆっくりと目を開くと見たことの無い平原が映し出された。 

「これは？」 

 栞はそう呟いて辺りを見渡す。 

(どういうことだろう？確か私は首を吊って死んだはず…… ) 

 見覚えの無い景色に栞はそう思ったが、一つの結論にたどり着く。 

「異世界……転生……！？」 

 栞は辺りを見渡してそう言った。そう、これは異世界転生だ。今までにそんな小説を何冊も読

んできたことがある。しかし、目の前に広がるのは無数に羅列された文字では無く、無限に広

がる壮大な大地だ。そして栞はいかにも異世界の村人が着ているような服装をしていた。 

「これから、どうすれば良いんだろう……？」 

 少しずつ覚醒してきた頭から、最後にこの言葉が導き出された。  

 

◉ ◉ ◉ 

 



 それから栞は歩いた。歩き続けた。けれど何処へ行っても町や村は見えもせず、空腹と不安

でヘトヘトになってしまった。最早異世界がどうこうでは無い。  

「うぅ……」 

 遂に栞はその場にうずくまってしまった。首を吊るよりも辛い苦痛が栞を襲う……。  

(どうして、こんな私が転生なんてしたんだろう？) 

 そう思った次の瞬間、背中にぷにっとした感覚が当たる。 

「……！？」 

 手を回すとひんやりとした感触のものがプルプルと震えている。持ち上げて見てみると黄色い

半透明のゲル状の物体に顔が付いていた。それはファンタジーの世界に出現する『スライム』

そのものだ。その『スライム』は何故か震え続け、顔も何かに怯えているようだった。  

「？えっと、君は誰？」 

 栞は何となくスライムに声を掛けてみる。すると、そのスライムは大きくぴょんぴょんと、栞の

手の上で跳びはねた。声に反応しているもののどこかそれどころじゃ無いといった様子だ。  

「……あっ！？」 

 遂にそのスライムは栞の手から離れて逃げていった。 

「待って！」 

 栞はその後を追いかける。しかし、足は意外に速く、これまでの疲れも相まってなかなか追い

つけない。栞は全力疾走で何とかそのスライムに追いつくことが出来た。スライムにも体力があ

るのか分からないが、心なしかぐったりしているように見える。 

「さっきからどうしたんだろう？この子？」 



 何か栞から逃げているような気がする。しかし両手を差し伸べてみると力無く栞の手に乗っ

た。どうやら栞から逃げている訳では無いらしい。栞は安堵の表情を浮かべるが、次の瞬間、

背後から誰もものとも分からない足音が聞こえた。 

「っ……！？」 

 赤い瞳の狐のような生物が鋭い視線を送っていた。凄い殺気だ。どうやらこのスライムはこの

狐から逃げていたらしい。 

「い、嫌……！」 

 恐怖で栞は後ずさるが、その狐も栞に合わせてじりじりと近づいてくる。大きさ自体は栞の膝

小僧までの高さでそれほどでも無いが、むき出しになった牙は鋭く、ハァハァと熱い息を漏らし

ており、かなり興奮している様子で、まるでそれは猛犬そのものだった。  

 途端に栞は振り向いて思いっきり走り出した。それに合わせて狐もその足を動かす。あての

無い鬼ごっこが始まった。平原に木々や大きな岩など、身を隠せるような場所が無い為、先に

体力を使い果たした方が負けとなる。栞は走り続けた。彼女自身の恐怖が身体を容赦なく動か

す。 

「痛たっ！」 

 不意に栞は石に躓いてしまう。そのままうつ伏せに倒れてしまった。  

「ウォォォォォォォォォォォォォォォォォォ ! !」 

 それを見た狐は遠吠えに近いような雄叫びを上げた。恐怖に震え上がるがもう足が動かな

い。その時だった。 

 

『ザン ! ! !』 



 鈍い音と共に鮮紅の液体が真横に飛ぶ。途端に狐は 2 つに別れ、そのまま絶命した。返り血

を浴びた栞は思わずその衝撃の光景に絶句し、口元を押さえた。  

「お嬢さん、大丈夫ｋ……」 

 何処からか声が聞こえてくるが、栞の目の前は次第に暗くなっていき、遂にその声を最後まで

聞くことが出来ず、栞は気を失ってしまった。 

 

続く…… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



part.3 私を救ってくれた人  

part.3-1 

 異世界『アレンガルド』この世界の大半を占める大陸に『リアラ大陸』が存在する。リアラ大陸

には数々の国が有り、結ばれた条約によって人々は自由に国を行き来することが出来る平和

な世界だ。しかしながら、人間と同等、又はそれ以上の力を持つモンスター達がこの世界の住

人を苦しめてきた。そんな中、ここ『ガレルヤ王国』領内の『カドゥ平原』は王国内でも屈指の穀

物生産地として知られて来た。しかし、農村の村人の高齢化、人口減少、そして有害なモンスタ

ーの増加により、穀物地帯は年々減少し、ここ数年間税としての麦を納め切れていない。幸い

なことに王政は国民に対して寛大的で本件も『気長に待つ』とのことで税の一部免除、及び納

付猶予が与えられているものの貧乏な国家故にあまりに悠長にしていると国が潰れかねない。  

「そこで、君へクエストを発注したい」 

 カドゥ村の村長は厳格な顔立ちでそう言った。冒険者である『スミノフ  イヴァンカ』も自然と指

先に力がこもる。 

「具体的には探索とモンスターの討伐だ。特に最近はレイジフォックスの被害が増えている」  

「探索？モンスターの討伐は既に伺っていますが……」  

「ああ。探して欲しいのは水場だ」 

「水場、と言うと？」 

「かつて使われていた古井戸や池などの水場があるはずだ。水が無いと作物は育てられんだ

ろう？」 

「なるほど、確かにそうですね」 



「だが、水場があったとしてもそこはモンスターの巣窟となってしまっている場所もあるはずだ。

だから安全な水場を確認して欲しい」 

 と、村長は答えた。つまりイヴァンカの初仕事は水場周辺の安全を確保すると言うことだ。  

「よろしく頼む。これが過去のカドゥ村の地図だ。井戸の場所も大雑把に描かれてある」  

「ありがとうございます」 

 イヴァンカは村長から地図を受け取った。 

「くれぐれも気をつけてくれ。君の父さんも油断してしまったから……」 

「分かっていますよ。行ってきます」 

 村長の気遣いにイヴァンカはそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 イヴァンカの父親である『スミノフ  クレオス』は冒険家だった。冒険家としてのランクはそれな

りで、レイピア一本で多くのモンスターと戦ってきたクレオスは彼女にとってまさに『自慢のお父

さん』だった。 

『イヴァンカ、強い人になりなさい。身体の強さでは無くて心の強さだ。心さえ強ければ良い、後

は男が守ってくれるさ』 

 イヴァンカの父であるクレオスが良く言っていた言葉だ。だからイヴァンカが『お父さんみたい

に立派な冒険家になりたい！』と言う言葉を許してはくれなかった。今となっては真意は分から

ないが娘に危険な想いをさせたくないという想いが強かったのかもしれない。 

 



 ある時、クレオスは死んでしまった。モンスターに追い込まれて崖の端まで追い込まれて、そ

のまま転落死したらしい。その後、遺体は発見されて、今はカドゥ村のお墓で眠っている。  

「お父さん、ごめんね？でも、お父さんも結局私を守ってはくれなかったから……」  

 クレオスが眠る墓の前でイヴァンカはそう言った。イヴァンカはクレオスが決して認めてくれな

かった冒険者になることを選んだ。クレオスが生きている間に振るっていたレイピアを、今は彼

女が握っている。 

「それじゃあ、行ってきます！」 

 イヴァンカはそう言うと、クレオスのお墓を後にした。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

『レイジフォックス』危険度 ★ 

 

群れで狩りを行う肉食系の狐でルビー色の瞳が特徴。 

個々の戦闘力は低く、単独なら冒険者で無くても対応出来るほどだが  

群れで襲われると手が付けられなくなる。 

行動パターンは 

＜1.捜索フェイズ＞ 

獲物を探して周囲を単独で徘徊している状態。単独のため、最も対処が簡単な状況となる。  

 



＜2.アラートフェイズ＞ 

獲物、もしくは敵と認識した生物を発見すると、遠吠えで仲間のレイジフォックスを呼ぶ。この

間、発見した側のレイジフォックスは防戦体制を取り、仲間が駆けつけるまでの時間稼ぎを行

う。 

 

＜3.ハンティングフェイズ＞ 

仲間と合流すると標的を囲み、一斉に攻撃を行う。 

 

となる。また、群れでの階級や役割等が存在する為、非常に社会性の高いモンスターとして知

られている。 

 

 

part.3-2 

「地図によるとこの辺りに……あった！」 

 それからイヴァンカは村長に貰った地図を頼りに古井戸の場所を探していた。  

「中の水は……うん、大丈夫そうだ！かなり苔がこびりついてるけど、これは仕方が無さそうだ

な」 

 イヴァンカは井戸の中をのぞき込んでそう呟いた。 

「よっと、次は……」 

 井戸から顔を話すとまた地図を広げて別の水場を探していた。 

「この近くにあと 3 カ所井戸があるらしい。今いるのがここだから……」 

 地図に印を付けてまた別の井戸を探して歩き始めた。  



「お、あれがそうだな！」 

 イヴァンカはしばらく歩いてまた別の井戸を見つける。しかし、  

「アルミラージ……」 

 その近くには『アルミラージ』と呼ばれるモンスターがうろついていた。ウサギに近い見た目で

はあるものの、牙は鋭く非常に気性が荒い性格だ。幸いにも辺りにはそのアルミラージ以外に

モンスターはおらず、奇襲で簡単に倒すことが出来そうだ。イヴァンカは静かに腰に下げていた

レイピアを抜いた。 

「……はっ！」 

 そのまま一気にアルミラージに突撃する。アルミラージはすんでの所でこちらに気付き、振り

返ったものの、既に身体にはレイピアが突き刺さっていた。 

「ふう……これで良し」 

 言ってイヴァンカはレイピアを納めた。このレイピアはもう何年も研いでいないはずだが、それ

でも良く切れるなかなかの業物だ。イヴァンカはレイピアを納めると、先程と同じように井戸の

様子を確認した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「そろそろ休憩にしよう……」 

 そう言ってイヴァンカはその辺にある岩に腰掛けた。何カ所か古井戸や池などを見て回った

がどれも状態は良く、割と簡単なメンテナンスで再利用出来そうだ。モンスターもこれと言って



強力なものは見当たらず、簡単に追い払うことが出来た。水は恐らく問題ないだろう。そんなこ

とを考えていると、遠くから鳴き声が聞こえてきた。 

「ォォォォォォォ……」 

 狼の遠吠えに近い鳴き声だが、それよりも少し甲高い声だ。 

「これは……レイジフォックス！？」 

 どうやらレイジフォックスが獲物を発見して仲間を呼んでいるらしい。イヴァンカは嫌な予感に

駆られ、その足を動かした。 

「もし、誰かが襲われているのなら……」 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 遠吠えの音源と思われる場所にたどり着くと、そこにはスライムとそれを追いかけるレイジフ

ォックスの姿があった。スライムの種類までは分からないが、人に対して害を与えるようなスラ

イムには見えない。この辺りでスライム系のモンスターもあまり見ない為、もしかしたら誰かの

ペットである可能性もある。 

「一応、助けるか……」 

 イヴァンカはそう呟いてレイピアを静かに抜いた。相手はレイジフォックスだ。もたもたしてい

ると増援が来てしまう。 

「やあああ！！」 

 レイジフォックスと相対すると、間髪入れずに剣を横に振る。しかし、レイジフォックスの反射

神経に間に合わず、向こうはすんでの所で攻撃を躱した。 



「ゥゥゥ……」 

 不利を悟ったレイジフォックスはすぐに防戦体制に入る。恐らく増援を待っているのだろう。イ

ヴァンカが近づこうとすると、敵は後退する。この繰り返しだ。イヴァンカはレイピアを握りしめ、

地面を強く蹴りつけた。強引に走り出した速度に追いつく事が出来ず、レイジフォックスは体制

を崩す。そのまま突きつけたレイピアの刃でレイジフォックスは串刺しとなった。  

「よし、あのスライムは……」 

 既にどこか遠くに逃げていた。しかし、駆けつけてきた別のレイジフォックスと接触している危

険がある。そう考えてイヴァンカはあのスライムの後を追いかけた。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「あのまま逃げ続けているのなら、恐らくこの辺りにいるはずだが……」 

 あれから駆けつけたレイジフォックスを出来るだけ引きつけながらスライムを探し続けたが、

未だに追いつけていない。とはいえ、レイジフォックスの遠吠えも無く、連中が再びスライムを

見つけたとは考えにくい。そろそろスライム探しは打ち切って元のクエストに戻ろうとしたその時

だった。 

「ウォォォォォォォォォォォォォォォォォォ！！」 

 レイジフォックスの遠吠えだ。それもかなり近い。すぐに駆けつけると、そこにはレイジフォック

スに追い詰められたスライムと一人の少女がいた。きっと彼女がスライムの飼い主なのだろう。 

「い、嫌……」 



 その少女はレイジフォックスの威嚇に怯えており、今にも泣き出しそうだ。イヴァンカは真後ろ

から一気にレイジフォックスを切りつけた。 

「ザンッ！」 

 という鈍い音と共に剣を追うように鮮血が飛ぶ。そのままレイジフォックスは倒れて動かなくな

った。 

「お嬢さん、大丈夫かい！？」 

 イヴァンカはそう言って手を差し伸べると、少女はその手を取りながら、力無くその瞳を閉じ

た。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

「スライム」系モンスター 

 

異世界『アレンガルド』全域に存在するぷよぷよとしたゼリー状のモンスターの総称。  

その種類は非常に多く、人間に害を与えるような危険な種もあれば、  

人間の言葉を理解して仕事や生活を支えたり、 

単にペットとして飼われているような種も存在する。 

 

ちなみに例外は存在するが「〇〇スライム」となっているスライムが人間に無害で  



「スライム〇〇」となっているスライムが人間に対して害を与えるものであるという記名ルール

がある。 

 

 

part.3-3 

「お嬢さん、大丈夫かい！？」 

 イヴァンカの問いかけに答える事無く、その少女は力尽きてしまった。  

「まずいな、レイジフォックスはもう仲間を呼んでいる。このままでは囲まれてしまうぞ！」 

 そう考えたイヴァンカは少女を抱きかかえた。その身体はとても軽く、細い腕は今にも崩れそ

うだった。 

「はは、君ちゃんと食べてるかい？」 

 そんな母親のような言葉を呟いた後、イヴァンカはゆっくりと身体を起こした。  

「君はちゃんと走れるな？悪いが君まで抱えて走ることは出来ない」  

 イヴァンカはスライムに向かってそう言った。するとそのスライムはぷるぷると身体を震わせ

て返事をしている。どうやらこのスライムは人間の言葉を理解しているらしい。  

「行くぞ！！」 

 その言葉を合図にイヴァンカとスライムは走り出した。軽いとは言え少女を抱えている為、そ

こまでに速く走ることが出来ない。そんな中当然レイジフォックスはイヴァンカたちを追ってきて

いた。少しずつ迫る足音、その数もだんだん増えており、恐らく 3〜4 匹は追ってきている。レイ

ジフォックスに囲まれてしまうと、最悪 1 人で 10 匹以上を相手にしなければならないこともある

為、どうやら今はまだましと言うことらしい。イヴァンカは適当な木陰に少女を降ろした。  

「ここでしばらく待っててくれ」 



 眠る少女とスライムにそうささやいて、イヴァンカは腰に下げたレイピアを抜き身にした。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「まったく、大変な騒動に巻き込まれてしまった。もしこれがクエストだったら私はいくら貰えてた

だろうな？」 

 イヴァンカは心にも無いことを呟いた。レイピアを握りしめる右手は小刻みに震えている。しか

し相手はたかがレイジフォックス、モンスターと呼ばれる存在でも弱い部類の種だ。  

(ここで怯えていたらどうして私が武器を取ったか分からない ) 

 そう思うとイヴァンカは目を強く見開いて、後ろを振り返った。 

「ゥゥゥ……」 

 その時既にレイジフォックスがイヴァンカの目の前まで現れていた。イヴァンカの予想よりも

早かったが、数は想定通り 4 匹だ。遠吠えも無く、これ以上敵が増える気配は無い。 

「やああ！」 

 先に仕掛けたのはイヴァンカの方だった。最も近いレイジフォックスに向けてレイピアを突き

つける。しかし、動きの素早いレイジフォックスは彼女の剣をひらりと躱した。  

(右！！) 

 それに反応してイヴァンカは右側の水平方向にレイピアを振った。その剣は致命傷を負わせ

るには至らなかったものの、レイジフォックスの右足を断ち切った。足を切られたレイジフォック

スは恐怖したのか、よたよたと歩きながら逃げていった。 

(コイツはもういい、次だ！) 



 逃げていった敵を放置し、次の敵に目を向ける。すると 1 匹のレイジフォックスが護衛対象で

ある少女達のいる木陰に向かっていた。 

(まずい！！) 

 考える間もなくイヴァンカはそのレイジフォックスにめがけてレイピアを投げつけた。投げつけ

たレイピアは見事レイジフォックスを貫いたものの、こうなるとイヴァンカ自身は丸腰である。  

「ゥゥゥ……」 

 じりじりと 2 匹のレイジフォックスがイヴァンカに迫る。悪い状況だ。これを打開するためには

2 匹のレイジフォックスの先にあるレイピアを取らなければならない。  

(……行くぞ！！) 

 次の瞬間、イヴァンカは丸腰のままレイジフォックスに突進した。2 匹のレイジフォックスは彼

女の左右に展開し、突進を待ち伏せている。次の瞬間、右側にいるレイジフォックスが襲いか

かってきた。イヴァンカはこれをひらりと躱したが、その時もう 1 匹のレイジフォックスが飛びか

かっていることに気付いていなかった。 

(間に合わない！！) 

 イヴァンカはレイジフォックスの噛みつきを左腕の小手で受け止めた。その獣の牙は彼女が

身につけている革製の鎧を貫くには至らないが、それでも激しい痛みがイヴァンカを襲った。  

「ぎゃああああああ！」 

 痛みに叫びながらもイヴァンカは目を大きく見開き、そのレイジフォックスを睨み付ける。噛み

ついてきたレイジフォックスに右足で蹴りつけた。 

「ギャウン！」 



 蹴りを食らったレイジフォックスは地面に叩きつけられ、反動でイヴァンカの左腕を離した。左

手が思うように動かない。恐らく折れてしまっている。しかしこれでイヴァンカはレイピアのある

位置にたどり着くことが出来た。 

「さあ、形勢逆転だ！」 

 レイジフォックスの死骸に突き刺さっていたレイピアを抜いてイヴァンカはそう言った。動かな

い左腕はぷらんと垂れ下がっており、格好が付かないものの、足を動かす分には何ら問題無

い。イヴァンカはその足で地面を蹴りつけ、2 匹のレイジフォックスめがけて突進した。右手でレ

イピアを構えているため、自然と右側にいるレイジフォックスが標的になる。  

(どうせ突きは当たらない！奴は右に避けるはずだから…… ) 

 そう読んでイヴァンカは右にレイピアを振った。しかし、予想は外れてレイジフォックスは左に

避ける。そしてレイジフォックスはイヴァンカの懐に入り込んでいる状態となってしまった。  

(しまった！！) 

 懐に入り込んだレイジフォックスはイヴァンカのみぞおちにめがけて頭突きを行う。 

「ぐはっ！」 

 頭突きに怯んだイヴァンカにもう 1 匹のレイジフォックスが飛びかかってきた。今度は左腕で

は無く首元に噛みついてきた。鎧の守りが無い場所で、左腕と違い、攻撃を受けると致命傷を

得てしまう箇所だ。 

「ぐああああああああああああ！！」 

 首の肉を牙が抉る。それでもイヴァンカは自由が利く右腕に物を言わせ、握るレイピアでレイ

ジフォックスの横腹を突き刺した。 

「う、ぅぅ……」 



 イヴァンカはレイジフォックスの死骸をのけてゆっくりと起き上がる。そして最後のレイジフォッ

クスを睨み付けた。 

「よ、くも！やって、くれたな！ぐふっ！」 

 首を噛まれて上手く喋ることが出来ず、途切れ途切れになってしまう。しまいには吐血までし

ていた。レイジフォックスはこれを好機とみたのかイヴァンカめがけて突進してきた。  

(次で最後だ、この攻撃を外せば私は…… ) 

 薄れゆく意識の中に父の顔が浮かぶ。それでもイヴァンカは幻影を払拭し、襲いかかるレイ

ジフォックスを捉えた。レイピアを構え、レイジフォックスを待ち伏せる。  

「やあああああああああああ！」 

 次の瞬間、イヴァンカの剣先はレイジフォックスの額を確かに貫いた。レイピアにはレイジフォ

ックスの重みが掛かり、それに逆らえずに剣を地面に落としてしまう。  

「やったよ……父さぁん……」 

 イヴァンカはそう言いながら、遂に重力に逆らうことが出来なくなり、地面に倒れてしまった。  

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

『アルミラージ』危険度 ★ 

 

肉食系のウサギ。 

好戦的な性格で自分よりも体格差が大きい人間でさえも容赦なく襲いかかってくる。  



見た目は通常のウサギとほとんど変わらないものの肉食獣らしい鋭い牙が生えており、  

攻撃時にこの牙を用いた噛みつき攻撃を得意とする。 

 

動きは俊敏ではあるものの、腕力は意外と少なく、 

噛みつきや頭突きによる攻撃以外にまともな攻撃手段を持たない為、  

最初の一手を躱すと楽に対処出来る。 

 

ちなみに本種の毛皮は黄ばんだ白の色合いであまり綺麗では無いものの  

強靱な素材として知られており、 

鎧の裏地等に使われていることが多い。 

 

 

part.3-4 

 数日後、 

「ぅぅ……」 

 栞が目を覚ますと、見知らぬ天井が映し出された。 

(知らない天井……ここは一体何処だろう？ ) 

 辺りを見渡すと古い木造の部屋となっている。 

「おお、気が付いたか！？」 

 誰かが栞の目覚めを待っていたらしい。その人は栞の目を見ると安堵したように彼女に話し

かけた。 

「キミは平原の中に倒れていたんだ」 



「私が？……あの、ここは何処なんでしょう？」 

 栞はその人に問いかけた。 

「ここはカドゥの村だ。私はここの村長だよ」 

「村長、さん？」 

「ああそうさ」 

 カドゥ村の村長と名乗る人物はそう言った。 

「それで、君の名前は？」 

 今度は村長が問いかける。 

「私……ですか？」 

「ああ！」 

 栞はそう聞き返した。 

(私の名前は……) 

 思考するが、知っているはずの自分の名前が出てこない。 

(どうして？何が起きたんだろう？今まで何があったんだろう？ ) 

 過去の記憶を探るものの何も出てこない。栞は完全に記憶を失っていた。  

「……！」 

 記憶を失った事に気付いた栞は強い恐怖に駆られ、その肩を大きく震わせた。目は視点が定

まっておらず今にも倒れそうだ。 

「？大丈夫か！？」 

 村長が言い切る間もなく栞は再び倒れてしまった。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

「自分の名前が分からない？記憶が無い、と言うことかい？」 

 後日、再び目を覚ました栞から自分の名前が分からないことを聞き、村長はそう言った。  

「……多分、そうだと思います」 

 と栞。 

「ふむ……歩けるかい？」 

 と村長。 

「はい」 

 栞はそう答えてゆっくりと身体を起こした。身体は少し痛むものの歩く事に問題は無い。  

「少し、付いてきなさい」 

 栞はその言葉に従い、村長の後を付いて行った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 とある家の前で村長は立ち止まった。 

「中に入ってくれ」 

「はい」 

 栞はその指示に従って中に入った。 

「この人は？」 



 家の中は簡素な作りであまり物が置かれていない。そしてベッドの上に横たわる女性がい

た。首に包帯が巻かれており、その上から見てもひどい怪我を負っている事が分かる。  

「彼女は『スミノフ イヴァンカ』というこの村の冒険者だ、彼女に見覚えは？」 

「……ありません」 

 少しの沈黙の後、栞はそう答えた。 

「そうか……君はどうやらモンスターに襲われていたようでな……それで彼女は君を助けたん

だ」 

 村長はそう言った。 

「そうなんですか！？と言うことはこの怪我は？」 

「ああ、恐らく君を庇って受けた傷だろう……」 

 村長は神妙な表情でそう言った。 

「この人は……助かるのですか！？」 

 と栞。 

「分からない。今は魔術師による治療を受けてはいるものの、もしかしたらこのまま目を覚まさ

ないかもしれない……」 

 と村長は言った。 

「どうして？」 

「ん？」 

「どうして、この人は私を助けてくれたのでしょうか？」 

「それは彼女の思いやりだよ」 

 栞の疑問に村長はそう答えた。 



「いいかね？私の知る限りイヴァンカは思いやりがあって強い人間だ。彼女の心にある正義感

が君を助けるに至った動機なのだろう。君は今混乱しているのかもしれないが、そんなことを言

ってはいけない。それは彼女の『思いやり』に水を差す行為だ」 

 村長はそう言った。その顔は朗らかでまるで子供にものを教えるような口調だ。  

「……すみません」 

 栞は素直に謝罪した。どうやら村長は『スミノフ・イヴァンカ』という人をとても信頼しており、何

より大切に思っているらしい。 

(いいな……) 

 栞は何か温かい気持ちに包まれながら、何故かそんなことを思っていた。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、 

「おはようございます」 

 栞は結局村長の家に泊まっていた。 

「おはよう、今朝は良く眠れたかい？」 

「はい、おかげさまで……」 

「それは良かった、食事が済んだら少しイヴァンカの様子を見てきて欲しいが、頼めるかな？」 

「分かりました」 

 と、村長の頼みに栞は答えた。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

 朝食を済ませると、栞はイヴァンカの家に向かった。中に入ると、イヴァンカとは別の人物が

いた。 

「……？君は？」 

 その人物が栞に問いかける。 

「私はその人に助けてもらった人です。名前は覚えていません……」  

「そうだったのか、私は見ての通り魔術師だ。今は彼女の治療をしているよ」  

 そう言ってイヴァンカに向き直ると魔術師と名乗った人物は詠唱を始めた。彼女の周りに暖か

な青白い光が浮かび上がる。 

「あの、スミノフさんの容態はどうなんですか？」 

「うーん、あまりよろしくない状態だ。このままではもう目を覚まさないかもしれない」  

 栞の問いに魔術師はそう答えた。 

「そんな、何か私に出来ることはありませんか？」 

「そんな無茶言わないでくれよ……」 

 栞はとっさにそう言ってしまった。魔術師の人は少し困った顔でそう答える。  

「大丈夫だよ。難しい治療だけど彼女は絶対に治してみせるさ！君はその後に彼女にお礼を言

ってやってくれ」 

 その後、魔術師は栞にそう言った。 

「……分かりました。約束します」  

 栞は静かにそう答え、イヴァンカの家を後にした。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

『いいかね？私の知る限りイヴァンカは思いやりがあって強い人間だ。彼女の心にある正義感

が君を助けるに至った動機なのだろう。君は今混乱しているのかもしれないが、そんなことを言

ってはいけない。それは彼女の『思いやり』に水を差す行為だ』 

 村長は栞にそう言った。それはきっと彼女への厚い信頼と優しさから出た言葉だ。  

 

『大丈夫だよ。難しい治療だけど彼女は絶対に治してみせるさ！君はその後に彼女にお礼を言

ってやってくれ』 

 魔術師はそう言った。それはきっと彼女を治したいという強い意志だ。勿論栞を不安にさせな

い為というのもあるのだろうが……。 

 

 きっと『スミノフ イヴァンカ』という人はとてもいい人なのだろう。柄にも無く栞はそんなことを

思った。そして栞はその『イヴァンカ』という人物と話してみたいとも思った。栞は過去の記憶は

無い。 

(だから忘れてしまっているのかもしれない。でも、こんなことを思うのは初めてな気がする ) 

 栞はそう思った。 

 

「村長さん！お願いがあるんです」 

「ん？戻ってきてたのか、どうした？」 



 とある決意を胸に秘め、村長の家に戻ると栞は少し食い気味で話しかけた。  

「私、記憶が無くて皆に迷惑を掛けているのは分かっています。でも、私、スミノフさんにお礼が

言いたいんです！」 

 そう言って栞は一呼吸開け、更に続けた。 

「私に出来ることなら掃除でも洗濯でもなんでもします！だから、スミノフさんが目覚めるまでの

間で良いので私をここに泊めさせて下さい！」 

 そう言って栞は村長に向かって頭を下げた。 

「頭を上げなさい、元よりそのつもりだったんだ。気にしなくて良い」 

「で、でも……」 

 村長の温かい言葉に栞は口ごもってしまう。 

「……そうだ、君が倒れていた場所にこの子が一緒に居たんだ」 

 そう言って村長はぷるぷるとした黄色い物体を見せた。 

「サージスライムだ。このスライムに覚えはあるかい？」  

 そう言って村長は栞にスライムを預けた。そのスライムはひんやりと冷たく、手に張り付くよう

な独特の感触がある。 

「……すみません、よく覚えていないです」 

 栞は素直にそう言った。 

「そうか、いや良いんだ。もしかしたら君のペットだったかもしれないんだ。良かったらこの子と

遊んでやってくれ」 

「……分かりました」 

 村長の言葉を栞は受け入れた。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

 数日後……、 

「どうだね？イヴァンカの様子は？」 

「まだ予断を許さない状態です」 

 村長と魔術師の人が話し合っていた。栞とスライムはそれを影からこっそり見ている。  

「このままではもう目を覚まさないかもしれません……」  

(そんな……この前必ず助けるって…… ) 

 魔術師の言葉に栞は戸惑ってしまう。その戸惑いから栞は声を発しそうになったが、スライム

が口を押さえてくれた。 

「ですが……」 

 そう言って魔術師は一呼吸開ける。 

「カドゥ平原の北西に魔力を含んだ特殊な薬草があると聞きます。それがあればあるいは…

…」 

 と、魔術師は言った。 

(薬草……それがあれば……きっとスミノフさんは起きてくれるんだ！) 

 そう考えた栞はスライムと目を合わせる。 

「行こう！」 

 その言葉にスライムも頷いてくれた。それを皮切りに栞たちはその場を後にした。  

 



「……ですが、あの一帯にはアルミラージが多く生息しています。我々だけで向かうのは危険

かと……」 

「……仕方無い、国に行ってクエストを発注してこよう！」  

 その後の魔術師と村長との会話を栞達が聞くことは無かった。  

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

『サージスライム』 

 

スライム系モンスターの中でも特に知能が高い種で訓練を受けることで人間の言葉を理解する

ことも出来る。 

 

性格は人懐っこく、目や口等はほとんど動かないものの、飛び跳ねたり身体をぷるぷると震わ

せたりと意外と感情表現が豊かであり、 

両手サイズで愛くるしい見た目をしている。 

 

また、知能の高さから仕事などの面で人々をサポートしてくれるものもあり、  

この世界で最も愛されているスライムと言えるだろう。 

 

ちなみに「サージ」はフランス語で「賢い」の意味 



part.4 微睡まない夢の中  

part.4-1 

 おはようございます。炎天下の元ですが、今起きた『佐伯  翔太』です。 

「どこだここーーーーーーーーー！！！！！！」 

 僕は今、見たことも無い土地にやって来ています。本当に見覚えが無い、広大な土地だ。当

然、叫ぼうが何しようが焦りが消えることは無い。僕はその恐怖を抱えながら適当な方角に足

を運び出した。身体を大きく動かすと違和感を感じる。見ると初めて着る服を着ていた。僕が普

段着ている T シャツよりもお粗末な素材で、現代の日本人が着ているような服では無い。見た

目は大昔の百姓と言ったところだ。 

「……」 

 歩きながら冷静になって考えてみる。すると、一つの結論にたどり着いた。  

(これは……異世界転生！？) 

 それはあまりにも非現実的で非科学的な答えだった。しかし、この状況はまさに異世界転生

である。どうやら、物語だけの話だと思っていた状況が自分にも起きてしまったらしい。  

「これからどうすれば良いんだろう」 

 途方に暮れた顔で僕は呟いた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、僕はひたすら歩き続けたけど、目の前には広大な平原があるばかり、流石に最初に

ここへ来た時の新鮮な気持ちは最早どこにも無かった。その時だった。  



「……人がいる！」 

 服装や荷物からして商人だろうか？僕は一気に救われた気持ちになり、何も考えずにその商

人に話しかけた。 

「あの、すいません！」 

「……ん？おお、どうした！？」 

 僕は息切れ気味に商人に話しかけると、その人は少し驚いた表情で答えた。僕は続ける。 

「つかぬ事をお聞きしてもよろしいでしょうか？」 

「ああ、かまわないぞ？」 

「……ここは何処ですか？」 

 一瞬、間が生まれた。それと同時に何か気温もちょっと下がったような気がする。『ここは何

処？』とか記憶喪失か何かだろうか？ついでに『私は誰？』を付け加えれば完璧だ。……あ、

僕は佐伯翔太ですはい。 

「……君、大丈夫か？」 

 商人は心配そうな顔でそう言った。多分、彼が心配してくれているのは僕の頭なのだろう。え

え、分かってますよ僕が頭おかしい事くらい。 

「だ、大丈夫です……」 

「迷子か？何処から来たんだ？」 

「すみません、分からないんです。気付いたらこの平原のど真ん中にいて……」  

「そんなことがあるのか！？」 

 と、商人は鳩が豆鉄砲食らったような顔で答えた。 

「んー、君の名前は？」 



「……佐伯翔太です」 

「ショウタ？珍しい名前だな」 

 と、商人は答えた。そして、彼が知る中でこの世界について色々な事を聞くことが出来た。  

 

 彼の話によるとここは『アレンガルド』という世界らしい。今ここにいる場所は『カドゥ平原』で、

近くに村もあるという話しだ。ならばそこへ向かうのが建設的だろう。  

「その、カドゥの村はどこにあるんですか？」 

「そこまで遠くないはずだ。えーっと、ここから東だな。その先に村がある」  

 と、商人は地図を見ながら答えた。そして、 

「しかし、良いのかい？」 

「え、何がですか？」 

「聞いた限りだと君はここの住人じゃないだろう？言ったところで受け入れて貰えるのか？」  

「ですが、他に行くところもありませんから……」 

 トホホ……と、笑いながら僕は答えた。その笑顔に生気はない。  

「……だったらこうしよう！」 

 と、商人は明るい表情でそう言った。そして続ける。 

「私がカドゥ村と話しを付けよう。取引なら任せてくれ！」  

「良いんですか！？」 

 商人の返答に驚きながら僕は答える。その声には自然と期待が籠もっていた。  

「ああ、かまわないぞ？ただし……」 

 と、商人は言った。そして一呼吸の後、商人はこう言った。 



「私のペット『シェリー』を探して欲しい」 

「シェリー？」 

 僕は聞き返した。 

「ああ、このくらいの黄色いサージスライムだ。人間の言葉もちゃんと分かる」  

 と、商人は両手でサイズ感を表現しながらそう言った。  

「だが、この辺りで大分前にはぐれてしまってな……この間から探しているが、全く見つからな

いんだよ」 

「なるほど……それで、サージスライムというのは？」 

「？？」 

 僕が尋ねると、商人は『何を言ってるの？』と言わんばかりに首をかしげた。  

「サージスライムはサージスライムだよ……まさか知らないのか！？」 

 と、商人は少し食い気味に問いかける。 

「す、すいません……」 

 と、僕は答えた。 

「驚いた……どうやら君は秘境の場所からやって来たようだな！」  

 ハッハッハッと、商人は高らかに笑いながら言った。どうやらその『サージスライム』とは、有

名な生き物らしい。僕はその『サージスライム』について一通り聞いた後、こう続けた。 

「分かりました、僕も探すのを手伝いますよ。具体的にどこではぐれたんですか？」  

「恩に着るよ。この辺りなんだ、付いてきてくれ……」 

 そう言って商人は案内して行った。 

続く…… 



 

TOPIC!! 

異世界『アレンガルド』 

 

翔太や栞が住んでいた世界とは別に存在する世界。 

日本とはほど遠い中世ヨーロッパを思い浮かべるような文明で 

技術も発達していないが、日本には存在しない魔法と呼ばれる特異な現象があり、  

人々は魔法を用いた豊かな生活を送っている。 

 

異世界『アレンガルド』には多様な生物が存在しており、  

ゲル状の肉体を持つ『スライム』や、既に死んだ生物が『魔法』を糧に生き返った『ゴースト』

等、 

日本では見ることの出来ない独特の特性や構造を持った生物も存在し、  

異世界の人々はそれらを『モンスター』と呼んでいる。 

 

『モンスター』は人々と共生を果たす者もいれば、 

単に害悪となる種も存在し、中には並の人間では手に負えない凶暴なモンスターも存在する

為、 

『冒険者』と呼ばれる者たちがこれを討伐し、人々を守っている。  

 

 

part.4-2 



「この辺りだ」 

 商人はあるところで立ち止まった。 

「この辺りからシェリーとはぐれてしまったんだ……」 

「なるほど、そのシェリーというスライムが行きそうな場所とかありますか？」  

「んー、私が住んでいる町までの場所は把握していると思うから、もしかしたら帰っているかもと

思ったんだが……」 

「帰っていなかったんですね？」 

「ああ……」 

「はぐれてからどれくらい経つんですか？」 

「そろそろ一ヶ月になる」 

「い、一ヶ月！？この辺りには危険なモンスターがいるんですよね！？」  

 僕はてっきりついさっきはぐれてしまったと思っていたのだがまさか一ヶ月も探し続けていたと

は思わなかった。それはもう、ダメなんじゃ無いだろうか？と、僕は思った。口には出さないけど

……。 

「ああ、だからもうシェリーは誰かに喰われてしまっているのかもしれん」  

 商人はそう言って頭を抱えた。どうやら彼も薄々感づいているらしい。まあ、当たり前だろうけ

どね。でも……。 

「まだ分かりませんよ？」 

 そう言って僕は一拍置く。 

「シェリーっていうスライムは人間の言葉を理解出来るんですよね？だったら、通りすがりの誰

かに助けられて保護されているかもしれません」  



 そうじゃなかったら喰われてるけどね……。 

「そうか……そうだな！」 

 商人は希望を見いだすように俯いた顔を上げた。やべぇ、希望を持たせすぎたかも……。  

「と、取り敢えず目撃情報を当たってみましょう！ええっと、そう言えばお名前は？」  

「ああ、失礼、申し遅れた。私は『ルーディ・イェーガー』見ての通り旅の商人だ」  

「ルーディさんですね。この辺りで近場の町や村は……」  

「カドゥ村がある」 

「そうでした！まずはそこへ向かってみましょう！」 

 その言葉を皮切りに僕らはカドゥ村へ向かって歩き出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「ここが、カドゥ村……」 

 そう言って僕は目の前の村の入り口を見上げた。木製の柵で覆われた質素な造りで、日本の

町並みとはまるで違う。村の中は主に農業が営まれているらしく、畑が広い。僕はその辺の人

を捕まえて話しかけた。 

「あの、すいません」 

「ん、商人さんですか？」 

「え？ああ、えっと……」 



 村の住人さんの問いかけに少し戸惑ってしまった。そう言えばルーディさんと一緒に歩いてい

るので僕もその類いに見えなくも無い。僕はルーディさんに目でフォローを求めると、ルーディ

さんが続けた。 

「ええ、そうなんですよ！しかし、ここには商業でやって来たわけじゃないんです。ちょっと捜し

物でね……」 

「捜し物ですか？一体何を？」 

「実は一ヶ月前にこの平原でうちのペットのサージスライムとはぐれてしまって、その目撃情報

が無いかとここを訪れたんですよ」 

 ルーディさんは流暢にそう言った。そのしゃべり方はまさに気さくな商人といった感じだ。  

「サージスライムですか？そう言えば確か村長が……」  

 え？マジで！？いるの？そう思ったのは勿論僕だけでは無い。  

「本当か！？村長の家は？」 

 先程の流暢な口調はどこへやら、ルーディさんは食い気味に問いかけた。  

「奥の方に向かうとひときわ大きな建物がありますのでそこが村長の家です」  

「ありがとうございます。行こう！ショータ！」 

「は、はい！では、ありがとうございました」 

「はいよ！」 

 言って僕らはその場を後にした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



「あの人が言っていたのは恐らくここだろう」 

「そうですね、早速入ってみましょう」 

 言って僕は目の前のドアにノックした。しかし中からの反応は無い。留守だろうか？ 

「あの、村長に用事ですか？」 

 扉の前で往生していると、近くに居た村人が声を掛けた。 

「はい、今村長は？」 

「恐らく、イヴァンカさんのところに居ると思いますよ。ここから南西にある小さな家です。案内し

ましょうか？」 

「助かります」 

 言って僕らは案内を受け、その家へと向かった。 

「ここです」 

 村人はとある家の前で立ち止まった。扉をノックして中に居る人に呼び掛ける。  

「村長、いらっしゃいますか？客人がお見えです」 

 暫くして扉が開き、中から年老いた人が現れた。どうやらこの人がこの村の村長らしい。  

「失礼、どちら様ですかな？」 

 と、村長。 

「私は旅の商人のルーディ・イェーガーと申します。こちらはサイキ・ショータ」  

「よろしくお願いします」 

 僕の挨拶の後、ルーディさんは続けた。 

「実はこの道中で、ペットのサージスライムとはぐれてしまい、今村長の元に居るかもしれない

という話しを受けて訪ねて来ました。今、そのスライムは居ますか？」  



「ほう、あのスライムですかな？案内したいところですが、何分私も今忙しいもので……」  

「そうですか、ではまた改めてお伺いします」 

「すみません。夕刻に改めて私の家を訪ねて下さい」 

「分かりました」 

 言って僕らはその場を後にした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「いや助かったよ、ありがとう」 

 ルーディさんは僕にそう言った。 

「いえ、僕は何もしていませんよ、それにまだそのスライムがシェリーと決まったわけではありま

せんから」 

「確かにそうだな……」 

 僕がそう返すと、ルーディさんも神妙な表情で答える。まあでも話しの流れから考えて村長が

保護しているスライムがシェリーだそうに違いない。違ったら今頃喰われているはずだ。……そ

んなことを考えている内にお腹が鳴った。そう言えば今朝から何も食べていない。  

「腹が減ったのか？」 

 と、ルーディさん。 

「す、すみません、今朝から何も食べて無くて……」 

「村でパンでも買うとしよう」 

 言って僕らは足を運び出した。 



続く…… 

 

TOPIC!! 

クエスト：シェリーを探せ ! 

 

クエスト形式：捜索クエスト 

依頼者：ルーディ・イェーガー 

受注者：佐伯 翔太 

 

＜内容＞ 

ルーディのペットであるサージスライム「シェリー」の捜索。  

 

ルーディは一ヶ月前にカドゥ平原で「シェリー」とはぐれてしまい  

その後、今日に至るまで再会出来ていない。 

 

平原内には凶暴なモンスターも存在しており、 

シェリーは既にモンスターに襲われて死亡している可能性も否めない為、  

なるべく早く見つけ出す必要がある。 

 

 

part.4-3 

「どうだ？うまいか？」 



 ルーディさんは僕がパンを口にしたことを確認するとそう言った。焼きたての暖かさにふわり

とした食感、パンを噛み締めるほどに口の中に広がるバターの香りが食を進めた。素朴な味だ

が僅かに甘く、飲み込む度に空になっていたお腹を満たしていった。 

「ええ、とても……ああ、ところで」 

 パンを飲み込んで僕は続ける。 

「どうして僕を頼ったんですか？」 

「なに？」 

「いえ、見ず知らずのというか、得体の知れない僕にこんなこと……」  

 僕が言いかけるとルーディさんは豪快に笑いながらこう言った。  

「なぁに、困っていたから私は君を頼ったんだ。それは君も同じだろう？」  

「は、はぁ……確かにそうですが」 

「これも何かの縁だったんだよ、気にするような事じゃ無い」 

 ルーディさんはそう言い切った。でもまあ、おかげで僕も助かった訳だしお言葉に甘えて気に

するのは止めようと、僕はそう思った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 あれから僕らは暫く村を一通り見て回った。村の人々は気前が良く、外部の人間である僕ら

をもてなしてくれた。しかしそんな中でも村人の様子はどこか暗い雰囲気も持ち合わせていた。

聞いた話によるとこの村の冒険者がモンスターに襲われて致命傷を受けてしまっらしい。そして



その際に一人の少女と僕達が探していたスライム (かどうかはまだ分からないけど)を助けたよ

うだ。 

 ……ん？となるとそのスライムは少女のものじゃないのか？そう思ったがその人はスライム

の飼い主では無いと言っているらしい。 

「……そろそろ夕刻ですね、村長の家を訪ねてみましょう」 

 僕はそう言うと、ルーディさんも僕の言葉に同意して村長の家の方角に足を進めた。その道

中、 

「？何か様子がおかしいな」 

 ルーディさんがそう言った。確かに村人達が何やらざわついている様子だ。僕らは不穏に思

いながらも村長の家にたどり着く。ルーディさんが扉にノックをすると、なにやら表情が曇り気味

な村長が姿を現した。 

「おや、先程の……」 

 村長が僕らの顔を見るやその表情に焦りが現れる。不穏な気持ちが少しずつ大きくなる中、

ルーディさんは村長に話しかけた。 

「どうも、昼間訪ねた者です。早速ですが、拾っていただいたスライムを見せて頂きたいのです

が……」 

 ルーディさんが村長に話しかけると、村長の顔が更に歪む。 

「ああ、申し訳ありません。それが行方不明になってしまったんです……」 

「え……？」 

 唖然とする僕らに村長は続けた。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

 村長の話をまとめると、昼過ぎに少女とそれに付き添うスライムが村の外へ出て行ったという

目撃情報があったらしい。目的地は恐らく『アモールの泉』少女とスライムはそこへ向かおうと

いう会話があったらしい。しかし、そこには危険なモンスターが多数生息しており、とても少女達

だけで足を運べるような場所では無いということだ。 

「我々が付いていながら申し訳ありません」 

 村長が深々と頭を下げた。 

「いえいえ、ご協力ありがとうございました」 

 ルーディさんはそう言ったもののその表情には少し焦りが見える。僕らは村長の家を後にし

た。 

「ショータ、あまり時間が無さそうだ。付いてきてくれるか？」  

 ルーディさんは僕にそう言った。『アモールの泉』にはモンスターがいる、と言うことは戦闘に

なると言うことだ。勿論僕に戦闘経験なんて無い。運動神経は中の下、魔法？……うーん、あ

ったら良いねぇ……。 

「すいません、僕、戦えなくて……」 

 そう言うとルーディさんは、 

「ガッハッハ、まあ君は見るからにひ弱だからな！」 

 と言った。……いややかましいわ！ 

「だが良いのか？ここで俺と別れたら君は一人になってしまうぞ？」  

「ぐ……」 



 ルーディさんの発言に返す言葉が見つからない。 

「……分かりました、付き合いますよ。でも僕は戦えませんからね？」  

「良いさ、荷物持ちくらいなら出来るだろう？俺もこんなもの背負って戦う事なんて出来ないか

らな！」 

 と、ルーディさんは言った。……っていうかこの人戦えるのか、いやまあ、護衛もなしに旅をし

ているから当然と言えば当然か。僕はルーディさんが背負っている荷物を引き受けて村の外へ

足を運ぶのだった。 

続く…… 

 

TOPIC!! 

アモールの森 

 

カドゥ村から北西にある『魔力を含んだ泉』を持つ森。 

その魔力を吸った植物や、植物を食べた草食性のモンスターが独自の進化を遂げ、  

通常の治癒魔法では治しきれない傷や毒、呪い等を治す薬草や  

回復魔法を操るモンスターも存在しており、 

人々もそれらの恩恵を受けるべく泉を訪れる者も多かった。 

 

しかし近年、『カドゥ平原』内に住み着いていた『アルミラージ』が  

『レイジフォックス』の増加に伴い一定数が住処を奪われ『アモールの森』に住み着くこととなっ

てしまった。 



 

天敵がおらず草食モンスター等の餌も多い『アモールの森』は『アルミラージ』にとって最高の

住処となりその場で急増してしまい、 

周辺に冒険者がほとんどいない現状、『アルミラージ』の巣窟と化している。  

 

 

part.4-4 

 夜、三日月の月光と松明の光のみが平原を照らす中、僕とルーディさんは地図を元に北西へ

と向かっていた。道中は不穏なほどに静かで街灯も無く、目の前は深淵と言えるほどの暗闇だ

った。 

「ショータ、この暗闇ではぐれたら収拾が付かない。しっかり付いてくるんだぞ」  

「はい」 

 僕らはそんな会話をしながら暗闇の中を進む。道中、様々なモンスターと遭遇し、戦闘となっ

たが、その度にルーディさんはことごとく勝利している。ルーディさんは様々な武器の扱いに長

けており、そこから繰り出される手数で敵を圧倒していた。僕はそれを遠くから見ている。いや

情けないとか言わないで下さい僕だって重い荷物背負ってるんだから……。  

 そんなこんなで目的地となる『アモールの泉』がある森にやって来た。辺りは木々が生い茂っ

ており、道が複雑に分かれている。夜であることも相まって不気味だ。  

「こっちだ」 

 僕はルーディさんの後を付いていった。森の中に入ってもルーディさんの足は迷いが無い。

ふと、僕は何か柔らかい何かを踏んだ。足下からは強烈な腐敗臭がする。  

「げ、死肉……？！」 



 慌てて僕は足をどけた。どうやら何かの肉食獣が捕食した後らしい。だいぶ時間が経ってい

るようで虫が沸いている。気持ち悪い……。 

「！？ショータ、そこはまずい！逃げろ！」 

「え？」 

 不意にルーディさんが大声を出したが、反射神経が追いつかず指示に従えなかった。次の瞬

間背中に大きな衝撃が走る。 

「ぐああああああ！！」 

 何かが僕にぶつかってきたらしく死肉に頭をぶつけてしまった。死肉がクッションになったらし

く特に怪我は無かったが、 

「うわああああああああ！！」 

 鼻腔内に強烈な腐敗臭が蔓延する。ぬあああ最悪だ！あああああ最悪だ畜生！倒れた反動

で後ろを振り返ると、ウサギのような小動物と思われるものがいた。そして次の瞬間、『ザン！』

という鈍い音と共にウサギの影が二つに分かれる。松明を照らすと血まみれのウサギがどさり

と倒れていた。後ろには斧を持ったルーディさんがいる。  

「い、一体何が……」 

「良かった、無事だったみたいだな。どうやらこの辺りはアルミラージの縄張りらしい」  

 ルーディさんの手を取って僕は起き上がった。なるほど、この死肉はアルミラージの食べ残し

と言うことだ。 

「怪我は無いか？うっ、凄い匂いだぞ？お前……」 

「うぅぅぅぅ……」 

 顔に付いた死肉の破片を取り除いて僕らは先へ進んだ。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

 どうもこんばんは人呼んで『歩く腐敗臭』佐伯翔太です。僕は今、ルーディさんと共に泉の元

へやって来ました。しかし、辺りには目的の少女とスライムはいない。  

「どうしたものですかね？」 

 僕は泉の水で顔を洗いながら言った。クソ、まだ匂いが取れない……。  

「アルミラージの数が多い。あまり考えたくは無いが……」  

 ルーディさんは俯いてしまった。こんな危険な森を少女とスライムだけで入っているんだ。

元々希望は薄かったと言うことか……。 

「帰りますか……」 

 僕がそう言いかけた時だった。 

「きゃあああああああああああ！！！！！！！！！！」  

 森の奥から女性の悲鳴が聞こえる。間違いない、例の少女だろう。  

「行こう！！」 

 ルーディさんの言葉に頷いて僕らは走り出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 考えなしに走り出した僕らだが、少女の悲鳴は森の中を反響しており、音源の場所を特定す

ることが出来ない。 



「おーい！」 

「大丈夫かー？」 

 僕らは叫びながら悲鳴の主からの返事を待っている。しかし、それ以降声が聞こえてくる事は

無かった。その変わりと言ってはなんだけど、目の前には大量のウサギがやって来た。  

「アルミラージ？！」 

「まずい、囲まれた！」 

 僕らの周囲に何匹ものアルミラージが取り囲んでいた。流石にルーディさんでもこれはキツい

かもしれない。どうやら僕らの声に反応してしまったか……。そう思った次の瞬間だった。  

「……え？」 

 取り囲んでいたアルミラージが一斉に僕に突進してくる。ルーディさんには見向きもしない。  

「うわあああああああああああああ！！」 

「お、おい待てショータ」 

 ルーディさんの忠告も耳に入らず僕は慌てて背負っていた荷物や松明を放りだしてあらぬ方

向へ走り出した。全てのアルミラージが僕の後を付いてくる。 

「何で！？何で何だよ！！」 

 こうして僕はルーディさんとはぐれてしまった……。 

続く…… 

 

TOPIC!! 

カドゥ平原 

 



『ガレルヤ王国』の国土の 1/3 以上を占める広大な平原。 

昔はその半分以上が穀倉地帯となっており、麦を中心にした農作物が多く、 

平原内は農民や取引に訪れた商人達で賑わっていた。  

 

しかし近年になって『カドゥ村』の住人の高齢化による人手不足や  

肉食モンスター、特に『レイジフォックス』の増加、 

更に冒険者の不足により急速な衰退が進んでいる。 

 

『カドゥ平原』を国土とする『ガレルヤ王国』内でもこの一件は問題視されているものの、  

自国の経済力や軍事力の不足から、現在に至るまで解決の糸口は見えていない。  

 

 

part.4-5 

「何で！？何で何だよ！！」 

 迫り来るアルミラージを背に僕は一心不乱に走り続ける。幸いアルミラージの足は僕より少し

遅い程度、これなら何とか撒く事が出来そうだ。木々の間を縫ってひたすら走る。最早ここがど

こだか分からない。 

「クソ、まだ付いてくる！」 

 森の中は複雑なはずで右に左に様々な方向へ動き続けているが中々ウサギを振り切ること

が出来ない。しかし、僕自身の足の速さでようやく撒く事が出来た。  

「何なんだよ、一体……」 



 僕は草むらに身を潜めて呟いた。周りは暗くて何も見えないが、足音が複数聞こえる。間違い

なくアルミラージの徘徊だ。それが徐々に近づいてくるのも分かる。 

 

 ——ザザッ、 

 不意に足音が速まった。一気に音が大きくなり、こちらに近づいてくる。  

「くっ！」 

 完全に見つかった。僕は素早く起き上がり、全力で走り続ける。また当ての無い鬼ごっこが始

まった。このまま逃げ続けても勝てない、しかしアルミラージが僕の手に負えない事はルーディ

さんとの戦闘を見ていれば分かる。もしかしなくてもルーディさんとはぐれてしまったのは失策

だったかもしれない。いやあれは『策』ですらないんだけどね……。そもそも何で僕はこうもつけ

回されているんだ？先にルーディさんと共に取り囲まれたとき、アルミラージは明らかにルーデ

ィさんを無視した。どう見ても不自然な事だ。 

「はぁ……はぁ……」 

 息を切らしながらも僕は必死に脳に酸素を回す。畜生、どうしても走ることにエネルギーを使

って思考を邪魔してしまう。……えーっと、と言うことは、ルーディさんと僕に、何か、『違うこと』

を、嗅ぎつけて……。 

「うお！痛てっ！」 

 僕は木に思いっきり頭をぶつけた。しまった、考えることに夢中で前を見ていなかった。  

 

 ……頭を、ぶつけた？ 

 ……違うことを、『嗅ぎつけて？』 



「あ……」 

 そうだ、僕はここに来たとき頭を動物の死肉に思いっきりぶつけた。つまり、  

「……腐敗臭か！」 

 奴ら僕からにじみ出る腐敗臭を嗅ぎつけて追ってきてるんだ、だから足取りに迷いが無いし

ルーディさんを無視したのか。クソ、こんなことなら泉に着いたときにもっと良く顔を洗っておけ

ば良かった。でも……、 

「それなら考えがある……」 

 そう呟いて僕はまた走り出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 僕には一つの目的地があった。でもそこが何処にあるのか最早分からない。だから必死に走

り続けた。もう身体はヘトヘトだ。それでも森の中をぐるぐると走り続ければいつかはそこへた

どり着く事が出来る。当然、今もアルミラージは付いてきているのだが……、 

「やっと見つけた！」 

 僕はようやくその目的地にたどり着くことが出来た。目の前には謎の獣の死体がある。既に

満身創痍な身体に鞭を打って無理矢理手を動かした。 

「クッソォォォ！今日は厄日だ！」 

 そう叫びながら死体の肉を抉る。猛烈な腐敗臭に耐えながら死肉をちぎってその手に取っ

た。僕は目的を果たすとまた走り出した。この間もアルミラージが僕の後を追い続けている。  

「走れよ！まだ終わりじゃ無い！」 



 走り続けて何とか撒いた。この隙に僕は持っていた死肉を周囲に出来るだけ広範囲にばらま

く。そう、匂いを拡散させて僕の居場所を特定出来なくするのだ。  

「頼む、もう付いてこないでくれ！」 

 そうして僕はまた当ての無い方向へと走り出したのだ。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それ以来アルミラージとの接敵は明らかに散発的になり、接触しても死肉の匂いをばらまい

た箇所へ向かう事で簡単に撒く事が出来た。それでもまだ問題がある。  

「ルーディさん、一体何処に……」 

 この複雑に道が分かれている森で、しかも真夜中で松明の明かりも無い。こんな状況で人捜

しは至難の業だ。僕は途方に暮れてその場に座り込む。くたくたになった身体は重力に引かれ

てストンと身体を落とした。あ、これダメな奴だ。身体が言うことを聞かない。  

『僕は、立派な人間か？』 

 何処かで聞いた声が聞こえてくる。ええっと、何だっけ？これ……。  

『何から逃げた？』 

 ああそうだ、前に一度こんな夢を見たんだっけ？ 

『強く、なりたい？』 

 ……。 

『僕は……』 

 …………。 



『僕は鏡、実像である君を映し出す存在』 

 ？こんな言葉言ってたっけ？ 

『＜力＞の元へ向かうと良い。そこで僕と会えるから……』  

 目の前に鮮やかな光が灯る。 

「はっ！」 

 しまった、僕は寝てたのか？こんな状況で呑気な事だ……。 

『力の元へ……』 

 ……この声、夢で出て来た奴だ！ 

「力の元へ……」 

 僕の意思とは関係なしに自分の口が幻聴の声を復唱する。何なんだ『力』って……。そう思っ

た途端、僕はある方向をくるりと向いた。これも僕の意思じゃ無い。そして自分の身体は言うこ

とを聞かぬまま、勝手に一定の方角へと歩き出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「ここは……」 

 『アモールの泉』か？『力』とはどうやら泉の魔力の事らしい。  

「うお！」 

 次の瞬間、僕は泉の中に飛び込んだ。例によって身体は勝手に動くままだ。  

「がは！ぐぽぽぽぽぽｐ……」 

 突然に泉に飛び込んでしまった為に僕は泉の中で溺れてしまう。  



『大丈夫』 

 真後ろから突然声が聞こえてくると共に僕の動きをぴたりと止められた。  

『ほら、落ち着いて？』 

 ……？水の中なのに息が出来る？ 

『ほらね？』 

 僕は背後を向いたが、そこには誰もいない。 

「誰なんだ！？一体何処から？」 

『僕は泉そのものだよ、君が思っているような姿は存在しない』 

「一体何事なんだ？そう言えば昨日？の夕方にも君はいたよな？」  

『うん』 

「もしかして、異世界転生は君が？」 

『さあ、どうだろうね？』 

 『泉』はクスリと笑う、まるで僕を馬鹿にしているかのようだ。 

『それよりも君に力を授けるよ』 

「力？」 

『そう、それを使って待ち人の元へ向かうんだ！』 

 『泉』はそう言った。『待ち人？』ルーディさんのことか？そう思いかけた途端、目の前がまた

真っ白になった。 

 

 ——ザブン！ 



 泉から轟音が鳴るのと同時に僕は泉の中から飛び出した。僕の中から知らない力が溢れてく

る。大きく深呼吸して目を見開く。そして本能がささやくまま、僕はこう唱えた。  

 

「シュバルツ・アウゲン！！」 

 

 途端に周囲を緑色の魔方陣が覆う。これが、『魔法』……。 

「ぐあああああああああああ！！」 

 そう思ったのも束の間、頭がパンクしそうな程の情報が入り込んでくる。これはまさか、『アモ

ールの森』？頭の中に森全域の地形が映し出された。でもそれだけじゃ無い、その中にいる生

き物、風の流れ、木々の隙間から入る月光の光まで、森の何もかもが見える。  

「これは……アルミラージ？そしてこれは……！ルーディさん！」  

 ルーディさんを見つけた！どうやら今 2 匹のアルミラージと戦っているようだ。きっとルーディ

さんのことだ。多分 2 対 1 くらいなら押し切る事が出来るだろう。それよりも……、 

「例の少女は何処に？」 

 マッピングされた森を必死に探す。 

「……見つけた！」 

 木の根元に倒れ込んでいる。倒れてはいるものの、少女の肩は規則的に動いている。どうや

ら生きているらしい。僕はその少女の元へ向かった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



「大丈夫か？しっかりしろ！」  

 僕は少女の元へ駆けつけると、少女の肩を叩いて必死に起こした。  

「う……」 

 少女は僅かに口を開く。良かった、起きたみたいだ。 

「ここは？」 

「アモールの森だ、君は今まで倒れてたんだよ」 

 僕は少女に事情を話す。 

「はっ！そう言えば！」 

 少女は我に返ったらしい。 

「私、ウサギに襲われて……！」 

「もう大丈夫だ、さあ早く帰ろう」 

「待って下さい！」 

 少女は僕の手を取って動きを止めた。 

「あの、ここの薬草が必要なんです！泉にあるっていう薬草が……」  

 少女はそう言った。そう言えばそんな話あったっけ？この子はそれを探していたのか。  

「分かった、薬草が必要なんだな？でもその前に、僕の仲間と合流させてくれ」  

「分かりました」 

 少女はそう言って僕の元についた。あ、そう言えば……、  

「君、スライムを知らないか？」 

「スライム？この子ですか？」 



 少女がそう言うと頬にひんやりとした感触が伝わってきた。暗くて何があるのか分からない

が、どうやらスライムはいるらしい。後で確認しよう。 

「ありがとう、じゃあ行こう！決してはぐれないで！」 

「はい！」 

 少女は僕の手を強く握りしめてそう呟いた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 僕達は『シュバルツ・アウゲン』の魔法でアルミラージとの接敵を回避しながらルーディさんの

元へ向かった。魔法の情報によるとルーディさんはまだ戦っている。1 匹敵を撃破して残りはあ

と 1 匹らしい。 

「ルーディさん！」 

「ショータか、無事だったみたいだな！」 

 ルーディさんはアルミラージの頭に斧を命中させてそう言った。どうやら戦闘はもう終わったら

しい。 

「何とか生きてます、少女も保護しました」 

「何！？本当か！？」 

「は、はい。助けて頂いてありがとうございます」  

 少女は控えめにそう言った。 

「でかしたぞ、ショータ！！」 



 ルーディさんはそう言いながら僕に松明を渡した。ずっと暗い空間にいたためか、松明の小さ

な光でも眩しく見える。 

「君も松明を持っておくと良い……」 

 僕は少女に松明を渡そうと振り返った。 

 

 ……え？ 

 

 振り返った先に立っていた少女、それは……、 

(栞！？) 

 その姿はまさに栞そのものだった。そんな、どうして栞がここに？僕が口を開こうとしたその

時、 

「？どうかしたのですか？」 

 栞が先に僕に話しかけた。そうか、今この子は記憶が無いのか……。  

「いや、なんでも無いよ」 

 僕はにっこりと笑って栞に松明を渡す。栞は怪訝に思いながらも松明を受け取った。  

「おお、シェリー！何処に行っていたんだ！」 

 途端にルーディさんは栞の肩に乗っていたスライムに声を掛けた。スライムもぴょんぴょんと

栞の肩の上で飛び跳ねている、喜びの表現？なのかな？ 

「良かったですね！」 

「ああ、ありがとうショータ！」 

 森の中、3 人はしばしの喜びを噛み締めていた。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、僕らは泉へ向かい、栞が求めていた薬草を入手した後、森を抜けた。終わった、何

で僕は生きているんだろう？そんなことを思いながら僕は平原を歩いていた。  

「しかし驚いたな、ショータがあんな強力な魔法を使えたとは……」  

 と、ルーディさん。 

「いえ、たまたまですよ？」 

 と、僕。本当にたまたまだ。今でも何で発動したのかよく分からない。  

「今日はカドゥ村に泊まろう、君はどうするんだ？」 

 と、ルーディさん。 

「私はカドゥ村の村長さんの家に泊めて貰ってます。なので、村までは一緒にお願いします」  

 と、栞。ああそうだ、栞に言いたいことがあったんだ。 

「そう言えばまだ聞いていなかったね？」 

 と、僕は言った。そして彼女の名前は『佐伯  栞』であると知りながら、彼女の記憶が無いこと

を知りながら、僕はこう続けたんだ。 

「君の名前は？」 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 



シュバルツ・アウゲン 

 

強力な空間認識魔法 

 

周囲の地形や生物、人の存在を瞬時に把握するが、術者の脳に直接それらの情報を流し込む

ため、 

術者はその膨大な情報を処理しなければならない。 

これが出来ない状態で下手にこの魔法を使うと、脳が焼き切れて最悪脳死状態に至る事まで

ある(この状態をブラック・アウトという )。 

 

ブラック・アウトを回避するには元の頭の回転速度も重要な要素となるが、  

魔法発動時に生じる「不要な情報」を素早く捨てる判断力も必要である。  

すなわち、「シュバルツ・アウゲン」を使用すると、草木の揺れや小鳥のさえずり等、  

戦闘において不要となる情報も多数入り込んでくるが、これらを切り捨てることで  

脳に入り込んでくる情報量を抑制することが出来る。 

これは「シュバルツ・アウゲン」に限らず情報処理系の魔法に必要な基礎知識である。  

 

「シュバルツ・アウゲン」は森林地帯や洞窟、迷路などの探索や救助活動で真価を発揮する事

が出来る魔法である。 

 

 



 

part.5 夢と現実を間違えて……  

part.5-1 

 目が覚めた。夕べの疲れが取れないまま、僕はだらけた身体に鞭を打って半身を起こす。  

「うぅ……」 

 眠い目をこすって辺りを見渡す。確か僕はカドゥ村の宿に泊まって……、  

「……え？」 

 目の前にはファンタジーとはほど遠い現代的な空間が広がっていた。そう、僕『佐伯  翔太』

の家そのものである。 

「一体、どういうことなんだ？」 

 まだ寝ぼけている僕の頭に何とか血を上らせて思考する。次第に頭が覚醒してきてその答え

が浮かんできた。 

「夢、だったのか……」 

 『ふわぁぁぁぁ……』と、大きなあくびをしながら身体を起こす。なんか、妙に詳細な夢だったな

……。でも、妹と一緒に異世界転生というのも案外悪くない。ウサギから集中砲火を浴びるのも

動物の死体に顔を突っ込むのも二度と御免だが……。 

「はぁ、支度しなきゃ……」 

 残念ながら今日も学校がある。時々思うのだが休日が週に二日だけというのはあまりにも無

慈悲ではないか！だから妹は自殺なんてしたんだよ！……嘘です。僕が妹の相談に乗れなか

ったせいですはいすいませんでした。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

 時は巡って今は部活中、僕は化学室にいる。今日は特にやることは無いのだが、家に帰って

も誰もいないし、何となく帰る気にならなかった。何というかだんだんワーカーホリックの父さん

みたいになってきている気がする。これで酒でも飲めば完璧じゃなかろうか？いや僕未成年だ

から飲まないけどね……。 

「はぁ……」 

 暇になった僕は夕べの夢を振り返っていた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 異世界『アレンガルド』に手ぶらで転生した僕は出来ることも無くて平原を彷徨っていた。その

時に僕は旅の商人『ルーディ・イェーガー』と出会う。彼は僕が転生する一ヶ月前からペットであ

るサージスライム『シェリー』とはぐれており、ずっと探し回っていたらしい。それを聞いて僕はス

ライム捜索の手伝いをすることになった。僕は誰かがスライムを保護した可能性を示唆し、人

がいる場所への移動を提案、最も近場の村である『カドゥ村』へと向かった。  

 

 村にたどり着き、村民ら話しを伺うと、記憶喪失の少女 (栞)と共にスライムがモンスターに襲

われており、村の冒険者がそれを助けたという情報だ。これを受けて僕達は村長の家を訪ねる

が、その少女(栞)とスライムは行方不明となっていた。 

 



 結論から言うと、その少女である栞は助けて貰った冒険者に恩返しをするために単独で『アモ

ールの森』へ向かい、その泉にある薬草を入手しようとしていたらしい。僕とルーディさんは栞

とスライムの救助のために『アモールの森』へと向かった。 

 

 『アモールの森』では激戦が続いた。腐敗臭を嗅ぎつけた『アルミラージ』が僕に一斉攻撃を

仕掛けたりなんだかんだしたりと色々あった。そんな中で僕は魔法『シュバルツ・アウゲン』を会

得、その場で使って栞を救ってはぐれていたルーディさんと再び合流することに成功した。ちな

みにこの時に僕は助けた少女が栞であることに気付いた。 

 

 栞との再会後、記憶喪失である栞には僕が兄であることはあえて言っていない。それどころ

か栞の素性や名前に至るまで、自殺前の彼女の一切の記憶を教えなかった。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 夢の内容ははっきりと覚えている。本来、僕は夢を見た後は暫くすると内容をほとんど覚えら

れないタイプで印象に残っている夢がほとんど無い。やはりこれは妹である栞が夢に出て来た

からだろうか？……いや僕はシスコンでは無いです決して……。  

「……」 

 何となく僕は教卓の席から立ち上がった。誰もいない化学室を一瞥し、声高らかに叫んだ。  

「シュバルツ・アウゲン！！」 



 ……しかし、何も起きなかった。まあ当然だわな……何となく満足した気分で席に着こうとした

その時だった。化学室のドアから物が落ちる音がする。何事かと思って振り返ると、僕の幼なじ

み『住屋 茜』が自分の鞄を落としてその場に立ちすくんでいた。まずい！見られた！  

「ななななななななななな……」 

 と、茜は絶句して顔を手で隠している。 

「ななななななななななな……」 

 と、僕も同時に絶句していた。 

「なななななっななな……」 

 と、茜。 

「なななっなななっ……」 

 と、僕。 

「な？なななーななーな？」 

 と、茜。 

「なななな！ななっ！？ななななー？」 

 と、僕。いや、何の会話だよこれ……。しかし人は「な」だけで会話を成立させることは出来な

い。 

「きゃーーーーーーしょーたが中二病に目覚めたぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！」  

「やかましいわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」  

 

◉ ◉ ◉ 

 



 それから茜は化学室に居座り、勝手にくつろぎ始めた。 

「お前何しに来たんだよ帰れよ……」 

 そう言いながら僕はビーカーに適当なお茶を注いで茜に渡した。 

「言動と行動が合っていないぞ？……ねえ、これ大丈夫なの？」 

「……何が？」 

 茜の言葉に僕は首をかしげた。 

「いや、ビーカーに飲み物注いで大丈夫なの？」 

「何を言ってるんだよ？ビーカーは普通の水道水よりもより綺麗な精製水で洗ってるんだぞ？

そこら辺のコップより綺麗だからな？」 

 茜の疑問に僕はそう答えた。その後、茜は観念したのか「じゃあ……」と言って恐る恐るお茶

を飲んだ。何か複雑な顔をしている。 

「それよりもさっきの何だったの？」 

「もう忘れろ！」 

「シュバルツ・アウゲン！！」 

 茜は右手を前に突きだして左手で目を隠しながら叫んだ。 

「おいやめろ僕そこまでかっこつけてないしやめろぉぉぉぉぉぉぉぉ！」 

「で、何だったのこれ？」 

「ああもう分かったよ！話せば良いんだろ？」 

 こうして僕は夢で見た顛末を茜に話した。 

 

◉ ◉ ◉ 



 

「へえ、夢で栞ちゃんと異世界転生かぁ……」 

 ビーカーのお茶をすすりながら茜はそう言った。 

「まあ、色々あったよ、当分ウサギは見たくないな……」  

 僕は「トホホ……」と、疲れた笑みを浮かべながらそう言った。  

「でもさ、何で栞ちゃんと再会した時にしょーたは自分の事を何も言わなかったの？」  

「ん？」 

 僕は口を 『 ω 』
こんな感じ

にしてわざとらしく首をかしげる。 

「だーかーらー、栞ちゃんって記憶喪失だったんだよね？何で栞ちゃんの過去を教えたりしなか

ったの？」 

 と、茜は言った。全く、茜は僕が答えたくない質問をわざわざ聞いてくる。どうせ答えなんて知

ってるだろうに……。 

「そんなの、栞の過去の記憶は嫌な思い出だからに決まってるだろ……」 

「つまり、栞ちゃんが自殺した記憶を蘇えらせるくらいだったら記憶喪失のままにしておきたいっ

て事？」 

「そうだよ、何か文句あるか？」 

 ふてくされて僕は答えた。それでもなお茜は僕の顔を真っ直ぐ見据えている。  

「いや、しょーたらしいなって思っただけ」 

 と、茜は答えた。 

「はぁーーーーーーー、茜ぇ、僕はどうしたら良かったんだ？」 



 僕は化学室の教卓にぐったりと身を預けてそう言った。今、僕はかなり情けない事を茜に聞い

ている気がする。 

「うーん、私はそれでも栞ちゃんの記憶を戻したいと思うかなぁ……だって、私は『記憶がなくな

る前の栞ちゃん』が好きだったからね！これは単純に私の『私欲』からの行動かな？」  

「茜らしい行動だな……」 

「うん、そして記憶が戻った後は私が全力で栞ちゃんを支えるよ！だって私の『私欲』でむりやり

栞ちゃんの記憶を戻したんだからね、その辺の責任をちゃんと取らないと！」  

「これも茜らしいな……」 

「でしょ？」 

 そう言って茜はぺろりと舌を出した。あざといです、はい。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから僕らは他愛も無い会話をした後、一緒に下校した。ホントに何しに来たんだよ茜は…

…。 

「はあ……」 

 そして僕は今、家に帰ってきている。ご飯も食べ風呂にも入って後は寝るだけだ。  

「……」 

 不意に今日の部活での茜の言葉を振り返る。 

「うん、そして記憶が戻った後は私が全力で栞ちゃんを支えるよ！だって私の『私欲』でむりやり

栞ちゃんの記憶を戻したんだからね、その辺の責任をちゃんと取らないと！」  



 茜はそう言った。なるほど、茜らしい真っ直ぐな答えだ。いつまでもメソメソしている僕とは大

きく違う。 

「もしも、夢の中の異世界転生が僕じゃ無くて茜だったら……」 

 その時は栞の運命も大きく変わっていただろうな……。  

「……って、僕は夢の話しをどうしてここまで考え込んでいるんだよ、全く……」  

 と、独り言を呟きながら部屋の明かりを消した。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

な？ななななーなー！ 

 

なななな？ななななななーななーなーな、 

なななーなーなーなーななな。 

なななななな『ななーなななーなな(※)』な、なななななな 

なな？なななななーなーなーなーな。 

 

なな、なななーなーなななーな、 

なななななーなーなーななーな。 

 

※『ななーなななーなな』な、ななななななな 



 なな、なななななななっななっな。 

part.6 眠りの戦姫  

part.6-1 

 翌朝、鬱陶しい朝日の明かりで僕は目を覚ました。 

「うぅ……」 

 眠い目をこすりながら辺りを見渡す。どうやらここは僕の家では無く、『カドゥ村』の宿屋らし

い。 

「また例の夢か……」 

 僕はそう呟きながら半身を起こした。二日連続で夢の続きを見るとか、夢の分際でしつこいな

……。 

「おお、起きたか！夕べは良く眠れたか？」 

 僕が起きたことを確認するとルーディさんがそう言った。 

「ええ、おかげさまで……」 

 とても良く眠れました。と言うか現
・
在
・
進
・
行
・
形
・
で
・
寝
・
て
・
ま
・
す
・
はい。 

「そうかそれは良かった。ところで昨日の事だが……」 

 等とルーディさんと話していると、部屋のドアが『コンコン』とノックされた。「どうぞ」と、僕が言

うと記憶喪失である僕の妹『栞』がやって来た。隣にはこの村の村長もいる。  

「昨日は助けてくれてありがとうございました！」 

 栞はそう言って深く頭を下げた。 

「いえいえ、ご無事で何よりです。それよりもスライムの保護、ありがとうございました。お陰で

無事にシェリーと再会出来ましたよ」 



 と、ルーディさんは言った。 

「我々は何もしてませんよ。ところでルーディ商人……」  

 と、村長は言って一呼吸置いて続ける。 

「昨晩、この少女を助けた際に泉の薬草を拾ったと伺っております。もし差し支えなければそれ

をこちらに売って頂けると幸いなのですが……」 

 と、村長は言った。そう言えばこの村には負傷した冒険者がいるのだとか……。  

「おお、あの薬草ですか！構いませんよ？私のシェリーを救ってくれた礼として銀貨 1 枚と銅貨

2 枚でどうでしょう！？」 

 と、ルーディさんは言った。いやそこはタダじゃないんだね……まあ、商人という立場である以

上簡単に商品をタダにするのもアレだろうけどね……。  

「ありがとうございます！」 

 と、村長は言い、ルーディさんから薬草を受け取った。  

「あの、佐伯？さん！」 

 カドゥ村の村長とルーディさんが談話している最中、不意に栞が僕に声を掛けた。何だろう、

栞が僕のことを『佐伯さん』なんて呼ぶことに凄い違和感がある。  

「翔太で良いですよ、どうしましたか？」 

 僕が不器用な笑顔でそう答えると、栞は一呼吸置いて続ける。  

「じゃあ、翔太さん、翔太さんもスミノフさんの所に来て欲しいんです。ダメですか？」  

 栞はそう言って首をかしげた。 

「勿論良いですよ」 

 と、僕は言うと、栞はホッとしたように胸をなで下ろした。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後僕らはカドゥ村にいる冒険者『スミノフ イヴァンカ』の元へと訪れた。スミノフと言う人

は彼女の家のベッドに静かに眠っていた。顔は青ざめており首元に包帯が巻かれている。  

「……」 

 僕は静にスミノフさんの額に触れた。かなり低い体温で、呼吸も薄い。怪我がどれ程深いの

かまでは分からないが、普通この状態で人間は生きていられない。それでもなおスミノフさんが

生きているのは奇跡なのか魔法による物か……。そんなことを考えていると部屋に一人の男性

が入ってきた。見るからに魔法使いっぽい衣装に十字架などの小物が衣装の各所に備えられ

ている。 

「あなた方が薬草を拾ってきてくれたのですか？」 

 部屋に入ってきた男性がそう答えた。 

「ええ、そうです」 

 間髪入れずにルーディさんはそう答えた。 

「いやはやありがとうございました！私はこのイヴァンカの看病を務めていた魔術師の者です」  

 男性はそう答えた。やはり魔術師とかそこら辺の人だった。 

「見ての通りイヴァンカは現在瀕死の状態です。これを救う方法はあの『アモールの泉』に存在

する魔力しかなかったのです」 

 魔術師の人はそう答えた。アモールの泉の魔法……そう言えば僕もあの泉の力で魔法を取

得したんだっけな？『シュバルツ・アウゲン』——後で練習してみよう！そんなことを考えていると



魔術師の人がスミノフさんの治療の準備を始めた。もしかしたら僕の魔法の勉強になるかもし

れない、そう考えた僕は魔術師の作業を静に見守っていた。 

「……これで、よし！後は……ん？」 

 ブツブツと独り言を呟きながら魔術師の人は何やら作業を進めていたが、その手が不意に止

まった。……何だろう？何か嫌な予感がする。 

「この薬草……魔力が無くなっている！？」 

 魔術師の人はそう言った。嫌な予感がますます増幅する。  

「どういうことですか！？」 

 ルーディさんがそう聞くと、魔術師の人はこう答えた。 

「薬草に魔力が無いんです！これではイヴァンカを助けられません！」  

「何てことだ！ルーディ商人、これは本当にアモールの泉で入手した薬草なのですかな？」  

「ええ、確かにアモールの泉で手に入れた物です、間違いありません」  

 村長の問いにルーディさんははっきりとそう答えた。 

「……」 

 僕は察した、察してしまったよ。……っていうかこんなこと誰が考えても分かる事だ。僕がアモ

ールの泉で魔法を取得した時、泉の魔力が無くなり、薬草の魔力も同時に無くなってしまった

のだ。 

「すいません、それはもしかしたら僕のせいかもしれないです……」  

 僕はそう言って頭を下げた。謝罪は基本的に早いほうが良い、後になると言い出せなくなっち

ゃうしね……。そして僕はこれまで僕がやって来たことと、先程の推察を一同に伝えた。  

 



◉ ◉ ◉ 

 

「泉の魔力を受けた！？そんなことがあるのか？」 

 僕の推察を聞いた村長が困惑している。 

「モンスター達が泉の力を受けることは度々聞いていますが、人間がそれを行うのは聞いたこ

とが無いです……それに魔力を受けたとしても泉の魔力はかなり大きい物です。これだけで泉

の魔力を消失させるとは考えにくいはずですが……」 

 魔術師の人も半信半疑といった感じだ。どうやら僕のようなケースは前例が無いらしい。  

「……それならショータさん、薬草に魔力を移す事は出来ますか？」  

 と、魔術師の人は言った。 

「え、どうするんですか？」 

 僕も困惑気味に答える。 

「恐らくかなり荒技になると思うのですが……」 

 こうして僕は魔術師の指示に従ってすりおろされた薬草と向き合っていた。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……やはりダメでしたか……」 

 魔術師の人が言うとおり、様々な事を行ったが薬草に魔力が宿ることは無かった。  

「もう一度、泉に向かいましょうか？もしかしたら、泉になら魔力を戻せるのかもしれません」  

 僕はそう言った。 



「うーん、それに掛けてみるか？」 

 ルーディさんも僕の意見に応じる。 

「それなら、私も同行させて下さい！戦闘は出来ませんが、この状況なら私も何かの役に立つ

かもしれません」 

 と、魔術師の人は言った。 

「是非お願いします、えーっと失礼ですが、お名前を伺っても？」 

「ああ、申し遅れました。私は『ヘンシェル リフレクター』と申します、ヘンシェルとお呼び下さ

い」 

 ルーディさんの問いに魔術師の人、もとい『ヘンシェル』さんはそう答えた。  

「よしショータ、話しもまとまった所で早速行こう！」 

「はい」 

 ルーディさんの言葉に僕は頷いてゆっくりと立ち上がった。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

スミノフ イヴァンカ 

 

カドゥ村の数少ない冒険者であった『スミノフ  クレオス』の娘。 

 

クレオスの死後、イヴァンカは父の意思を継いで冒険者となり、  



初のクエストを進行中、『佐伯  栞』がレイジフォックスに襲われている所を発見し、 

彼女を救うためにレイジフォックスと交戦するが、複数のレイジフォックスに襲われてしまう。  

イヴァンカはこれに辛くも勝利を収めるものの、彼女自身も深手を負い、その場で意識を失って

しまった。 

 

その後、偶然通りかかった人により栞や栞と共にいたサージスライム『シェリー』ごとイヴァンカ

もカドゥ村に運ばれ、一命を取り留めるものの現在に至るまで意識は戻っていない。  

 

 

part.6-2 

「ショータ、準備は出来たか？」 

「大丈夫です、いつでも行けます！」 

 カドゥ村の外れでルーディさんの問いかけに僕はそう答えた。あとは魔術師のヘンシェルさん

を待つだけだ。 

「ショータ、アモールの森に向かう前に話がある」 

 二人でヘンシェルさんを待っていると、ルーディさんが僕に声を掛けて来た。  

「……どうしました？」 

「ショータ、君はアモールの泉で魔力を受けたと言ったな？」 

「はい」 

「と言うことは、それまで魔法は使えなかったのか？」 



「ええ、魔法の使い方も知らなかったし、魔力なんて多分泉に入るまで持ってなかったと思いま

す」 

「なるほどな……」 

 ルーディさんは言って少しの間、考え込んだ。 

「よしショータ、暫く『シュバルツ・アウゲン』は使うな」 

 不意にルーディさんはそう言った。 

「どういうことですか？」 

「あの魔法は上級魔法になる高度なものだ、本来君のような魔法を覚えたてのヒヨッコが使える

ようなものじゃ無い。俺もこの手の魔法はあまり詳しく無いんだが、恐らく術者の脳にかなりの

負担が掛かるはずだ。下手すると死んでしまうという話しまである」  

 と、ルーディさんは言った。確かに魔法を発動させた瞬間、強烈な頭痛に見舞われた。なんと

か耐えきったがあれはこの魔法の弊害というものなのだろう。というか、下手すると死んでいた

のか！？ 

「そうだったのですか！？……しかし、今回は僕のためにルーディさんが付いてきてくれるよう

なものだし僕が何もしないと言うわけにも行きませんから……」 

 そう言って僕は考え込んだ。しかし、切り札の『シュバルツ・アウゲン』が使えないのでは僕は

ただの役立たずだ。 

「なに、シェリーを助けた礼だと思っておけば良い。しかし念のためだ、コイツを渡しておこう」  

 そう言ってルーディさんは僕に一本のナイフを手渡した。 

「安物だが今のお前にはちょうど良いはずだ。だが勘違いするなよ？これはあくまで護身用だ、

くれぐれも俺の役に立とう何て考えて無茶な真似はするな」  



「……分かりました」 

 ナイフを受け取って僕はそう言った。確かにルーディさんの言うとおり、下手なことをするとル

ーディさんやヘンシェルさんの邪魔になるかもしれない、ここは素直に従っておこう。  

「お待たせしました」 

 そうこうしているうちにヘンシェルさんがやって来た。これで準備は万端と言ったところか…

…。 

「よし、では行こう！」 

 ルーディさんの声を合図に僕らは『アモールの森』へと歩き出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 アモールの森へは特に何事も無くたどり着く事が出来た。これもルーディさんのおかげだ。前

回、森にやって来た時とは雰囲気がずいぶん違う。真夜中の不気味な暗闇だった森とは打って

変わって植物が生い茂る緑豊かな景色だ。 

「ショータ、死臭は払ったか？」 

 ルーディさんがニヤニヤしながら僕に話しかけてきた。  

「その話は勘弁して下さい、お願いします」 

 何でもはしない。 

「一体何の話しですか？」 

 ヘンシェルさんが僕らに聞いた。そう言えばこの人は前回森に来た時は居なかったな……。  

「なんでも無いです、さあ行きましょう！」 



 ルーディさんが何か口を開く前に僕はそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 以前の記憶を頼りに僕らは泉へと向かう。森の中はアルミラージだらけだった。草食モンスタ

ーもいると聞いていたが、どうもその気配が無い。これほど肉食モンスターが多いのだ、恐らく

食い尽くされてしまったのだろう。そして森の奥に進むほど何故か緑が少なくなっていた。森の

中にそびえ立つ木々も奥へ進むほどに枯れ木が多くなっている。  

「この辺りにアルミラージの気配は無い、一旦休憩にしよう」  

 あるところまで来てルーディさんはそう言った。 

「分かりました」 

 僕はそれに同意する。ヘンシェルさんも同じ意見らしく、ルーディさんに頷いた。  

「何か、雰囲気変わってきましたね？」 

 その場に腰掛けながらヘンシェルさんがそう言った。彼の言うとおり周りに植物はほとんど存

在しない。この感じだと森の中央から枯れの現象が発生しているらしい。  

「ああ、まるで森の中じゃないようだ」 

 ルーディさんは辺りを見渡してそう言った。地面を見ると地肌面積が次第に多くなっており、

土の色が多くなっている 

「そろそろ行こう、なんだか不気味だ」 

 ルーディさんはそう言って僕らをせかした。それを合図に僕とヘンシェルさんが立ち上がり、

森の奥へと進んでいった。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

 不気味な雰囲気は更に強くなって僕らを焦らせる。何が不気味かというと道中にアルミラージ

が一匹も居なかった事だ。今までなら 5 分に 1 回の勢いでアルミラージと接敵していたのに、

奥へ進み始めてからその気配が途端に消えたのだ。前回、ここへ来た時は植物が枯れている

かどうかは分からなかったが、間違いなくアルミラージがうようよしていた。不安からか自然に

僕らの足も遅くなる。 

「何か……匂いませんか？」 

 不意にヘンシェルさんがそう言った。言われて嗅覚に意識を集中させると何やら鉄の匂いを

微かに感じた。その途端警戒心が鼓動を僅かに速める。これはまさか……、  

「……血？」 

 さっきから僕の本能がそう囁いている。間違いない、これは『血』だ。  

「……」 

 ルーディさんが静かに肩に背負っていた斧を持った。僕らも警戒心を強めている。  

「行くぞ二人とも……はぐれるなよ？」 

「「はい」」 

 僕らはそう言ってルーディさんの後ろを付いていった。  

 

◉ ◉ ◉ 

 



「何だこれは！？」 

 目の前の光景にルーディさんはそう叫んだ。地面に血が付いているのだ。血の形状からどう

やら何かの生物が負傷してその身体を引きずって森の奥へ進んだらしい。嫌な光景だ。  

「この森で一体何が起きているのでしょうか？」 

 ヘンシェルさんはそう言った。僕はルーディさんから受け取ったナイフをここで抜いた。ナイフ

を握る手が震えている。 

「ショータ、無理はするんじゃ無いぞ？」 

「分かってます、あくまで自衛です」 

 ルーディさんの言葉に僕はそう答えた。 

 僕らは更に森の奥を進む。不幸と言って良いか分からないが、先程から存在する血の跡を自

然と辿る様に進んでいた。血の匂いはますます増え、地面にはもう枯れ木しか残っていない。  

「……アルミラージだ！」 

 ルーディさんはそう言った。目の前には右足を失ったアルミラージが身体を引きずっていた。

成る程、さっきから地面に付いていた血の持ち主はこいつらしい。 

「どうする？行くか？」 

「待って下さい、少し様子を見ましょう」 

 ルーディさんの言葉にヘンシェルさんがそう言った。僕もヘンシェルさんと同じ意見だ。物陰か

らアルミラージを追う。 

 暫くしてアルミラージは体力の限界か木陰に倒れ込んだ。もう絶命の寸前だろう。  

「この森で一体何が？やっぱりこれは僕が魔力を受けたせいで？」  

「ショータ、今はあまり考えるな」 



 僕がそう言うとルーディさんがそれを制止した。 

「取り敢えず先へ進もう」 

 そう言って僕らが先へ進もうとしたその時だった。 

 

 ＿＿グシャッ！ 

 そんな音がして後ろを振り返ると、アルミラージの身体を木の枝が貫いていた。次の瞬間、ア

ルミラージが倒れていた木から大量の枝が伸びて僕らに襲いかかる。  

「に、逃げろーーーーーーー！！！」  

 『ドスッ！』という低い音を立てて木の枝達が先程まで僕らが居た場所に勢いよく突き刺さる。

間一髪と言った所で何とか避けきった。 

「これはまさか……ウッドゾンビ！？」 

「何てこった……」 

 ヘンシェルさんの声にルーディさんがそう言った。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

『ガレルヤ王国』の貨幣 

 

リアラ大陸に存在する『ガレルヤ王国』で用いられている貨幣。 

『銅貨』『銀貨』『金貨』の 3 種類があり、 



それぞれにガレルヤ王国国王の肖像が彫られている。 

 

レートは以下の通り 

銅貨 1 枚≒20 円 

銀貨 1 枚≒500 円 

金貨 1 枚≒2500 円 

 

 

part.6-3 

「これはまさか……ウッドゾンビ！？」 

「何てこった……」 

 ヘンシェルさんの声にルーディさんがそう言った。 

「とにかくコイツは移動することが出来ないはずです、取り敢えず無視して逃げましょう !」 

「そうだな！付いてこい、ショータ！」 

「はい！」 

 そう言って僕らは一度外側の方角へと逃げていった。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、一度僕らは撤退し、近くにある木がウッドゾンビでない事を確認してからその木陰に

腰を下ろした。 



「森の最深部の木がゾンビ化……一体何が起きているのでしょうか？」  

 その場に座り込みながらヘンシェルさんが言った。 

「これからどうする？流石にあんなモンスター俺一人ではどうにもならないぞ？」  

 ルーディさんがそう言った。僕らは黙って考え込む。 

「……ヘンシェルさん、スミノフ・イヴァンカと言う人の容態はどうなのですか？」  

 僕はヘンシェルさんにそう訊いた。 

「……あまり長くは保たないはずです。今行かなければ恐らくは……」  

 と、ヘンシェルさんは答えた。どうやら後には退けないらしい。どうする？僕とヘンシェルさん

は戦力外、ルーディさん一人では敵を振り切れない。 

「うーん、なるべく戦闘を避けて通る事を考えたいですね。ウッドゾンビの特徴は？」  

 と、僕は訊いた。 

「そうですね、ウッドゾンビはゾンビ化した古木の総称です。多くの場合、凶暴化して誰彼構わ

ず攻撃してくるとか……」 

 と、ヘンシェルさんは答えた。 

「ゾンビ化した古木……古木か……」 

 独り言を呟きながら僕は考え込む。話しを聞く限りでは古い木である程ゾンビ化している可能

性が高いと言うことになる。樹齢は年輪の数で分かるが、年輪の数を調べている間にウッドゾ

ンビは僕らに襲いかかるだろう。なるべく遠くからウッドゾンビであることを察知出来れば良い

が……。 

「……」 



 切り札は一応、持っている。そう、『シュバルツ・アウゲン』だ。これで木の中を見れば年輪の

数でゾンビ化している可能性の高い木をあらかじめ見つける事が出来る。しかし、 

『あの魔法は上級魔法になる高度なものだ、本来君のような魔法を覚えたてのヒヨッコが使える

ようなものじゃ無い。俺もこの手の魔法はあまり詳しく無いんだが、恐らく術者の脳にかなりの

負担が掛かるはずだ。下手すると死んでしまうという話しまである』  

 ルーディさんはそんな事を言っていた。つまり、次『シュバルツ・アウゲン』を使うと僕は最悪

死ぬ危険がある。でも……、 

 

 確かに『シュバルツ・アウゲン』を使ったあの瞬間、強い衝撃が走った。だけど、『死ぬ』という

程の事では無い。もし……もし仮に、いや違う。別に『異世界チート』とかそんな事を信じてる訳

じゃ無い、確かに『才能』という概念が存在することは認める。でも『才能』が関与するのは常に

『成長速度』であって『能力』に直接関与するわけじゃ無い。そんな『万能』な概念は存在しない

はずだ。でも、僕が得た『魔法』これは僕の力では無い、つまり……、  

 

「おいショータ、俺との約束を忘れるんじゃねぇぞ？」 

 ルーディさんは僕の考えを読んだのか、そう言った。恐らく『シュバルツ・アウゲンを使うな』と

言うことだろう。 

「分かってます、けど……」 

「ショータ、シュバルツ・アウゲンはお前にとって諸刃の剣だ。次使えば間違いなく死ぬぞ？」 

 ルーディさんはそう言ったが正直『死』という言葉にあまり実感が沸かない。  

 



『あの日、目の前で僕の妹が死んだ』 

 

 僕は誰かが死ぬ瞬間を目撃した。辛かった、見てられなかった。その『瞬間』が今度は『僕』

に？正直分からない。だからきっと……、 

「大丈夫です、やってのけます！前に成功したんです、きっと上手くいきます！」  

 僕は力強くルーディさんを見据えた。 

「駄目だ！！」 

 その決意の眼差しを弾き返す様にルーディさんは言った。 

「ちょっと待って下さい、ショータさん、あなたはシュバルツ・アウゲンが使えるのですか？」  

「訳ありでな、だが魔法を覚えて間もない半端者だ。コイツじゃ上手く使いこなせない」  

 ヘンシェルさんの問いにルーディさんはそう答えた。 

「魔法を覚えて？それってまさか？」 

「ああ、それが『訳あり』の内容だ、泉の力で得たものなんだと？」  

「ええ、なので昨日初めてシュバルツ・アウゲンを使ったんです」  

 ルーディさんがこちらに会話をパスして僕がそう答えた。 

「じゃあ、情報管理は？魔力制御は？」 

「それって一体……？」 

 僕が不思議そうに聞き返すと、次の瞬間ヘンシェルさんは一気に顔色を変えた。  

「ショータさん、止めて下さい！！何を考えているんですか！！」  

 今度はヘンシェルさんが止めにかかる。いや、それでも……！ 

「大丈夫です、生きて帰ります。確信があるんです」 



「馬鹿な事はよせショータ！！おいヘンシェル、ショータの魔法を止められるか？」  

「やってみます！」 

 そう言ってヘンシェルさんは詠唱に入った。不味い、魔法が止められる！？  

「ショータ、これで少し頭を冷やせ」 

 ルーディさんが僕にそう語りかけた。……いやダメだ、これじゃ魔法の薬草なんてたどり着け

ない。諦められない、だってこれは……、 

 

 ——『栞』が、僕に願った事だから。 

 

 『異世界』で栞と再会した時、僕は栞に嘘を吐いた。だってしょうがないじゃないか！栞にとっ

て辛い『過去』の記憶は無い。だったら記憶なんて無いままでいれば良い。分かってる、これは

暴論だ。はっきり言って許される事じゃ無い。だったら罪滅ぼしをすれば良い。茜だって言って

いた。 

『うん、そして記憶が戻った後は私が全力で栞ちゃんを支えるよ！だって私の『私欲』でむりやり

栞ちゃんの記憶を戻したんだからね、その辺の責任をちゃんと取らないと！』  

 茜だって『私欲』のための『責任』を取っている。それで正しいんだ。だったら僕もちゃんと『責

任』を取ろう！ 

 ——そうだ、この『シュバルツ・アウゲン』はその為の力だ！ 

 

 暴走する想いを胸に次の瞬間、僕は心の底から大きく叫んだ。  

「シュバルツ・アウゲン！！！！！」 



「間に合わない！？」 

 その瞬間、僕の周囲に魔方陣が形成される。間違いない、『あの時』と同じ魔方陣だ。みるみ

るうちに拡大する魔方陣は遂に森全体を覆っていた。やった！成功だ……、  

「うっ、ぐあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！」  

 次の瞬間、僕の頭に鋭い電撃が走った。でもその瞬間はほんの一瞬だった。それから後は…

…、 

 

 ——何も、感じなくなった。 

続く…… 

 

TOPIC!! 

『ウッドゾンビ』危険度 ★★ 

 

ゾンビ化した古木の総称で、ゾンビ化した原因により症状や危険度も変わってくるが、  

多くの場合、誰彼構わず動く者全てを攻撃する。 

 

翔太達が遭遇したケースでは、寿命を終えた木々が『アモールの泉』の魔力によって無理矢理

生かされていたが、 

泉からの魔力供給が突然ストップし、木に残された僅かな魔力のみで生きている状態となる。  

枯渇した魔力を求めてウッドゾンビは周りの植物から魔力を奪い、  

動物をも攻撃するようになって今に至る。 



 

攻撃手段は木の先の尖った枝を伸ばして対象に突き刺す攻撃で、  

油断すると一瞬で串刺しになってしまうが、 

ウッドゾンビ自身は移動することが出来ない為、 

距離を取ってしまえば安全に対処が出来る。 

ただし、森の中などの多くの木が自生している箇所では  

多数のウッドゾンビに囲まれてしまう危険があり、注意が必要である。  

 

 

part.6-4 

 ……、 

 ………、 

 目を開くと真っ暗な世界が浮かび上がる。 

「ここは？」 

 何処なのだろう？五感はほぼ機能していないが、何故だか寒さを感じる。見渡せば周囲が灰

色の雲で覆われており、僕はその中心に浮いている。 

「……！」 

 一歩、足を踏み出すと強い風が通り、灰色の雲をかき消した。途端に明るい陽光が僕の目に

映る。日中のぎらぎらと照りつける日射しというよりは夕暮れの暖かな光と言った柔らかい印象

で、光に近づく度に肌に張り付いていた寒さが和らいでいった。 

「ああ……」 



 暖かさに魅了された僕はその光に近づいていく。一歩、一歩と踏み出す度に失われていた五

感が修復されていき、まるでゆりかごに乗ってあやされているような幸福感が訪れた。目を覚ま

して間もないと言うのに再び眠気に襲われてくる。誘惑に負けてその場に倒れ込んだ、その時

だった。 

『——こっち ! !』 

 急に耳元からはっきりとした声が聞こえた。慌てて振り返るとそこには真っ暗な一本道が続い

ている。そこから足を踏み出した瞬間、ぞっと寒さが襲ってきた。  

「うぅ ! !」 

 僕は強烈な不快感に負けてすぐに後ろを向こうとする。  

『ダメ！』 

 しかし、再び後ろから声が聞こえ、今度は無理矢理に後ろを向かされた。金縛りに近い感覚

だろうか？もう後ろを向くことは出来ない。 

「ぅぅ……っく！！」 

 仕方無く歩き出すが、一歩ずつ歩む度に身体の芯が凍る様な寒さに襲われ、そうかと思うと

今度は頭痛が襲いかかる。 

「ぐああああああああああああ！！」 

 激しい頭痛は散発的に僕を襲う。痛みや寒さに耐えながら歩みを進めるとこの痛みに違和感

を覚える。頭痛の中に情報が？いや、頭痛そのものが何かの情報の様に感じる。まるで自分

の身体にナイフで文字を書いているようだ。次第にこの頭痛が発する情報が明確になってき

た。何かの絵が浮かび上がる。地面は緑が多い。森の中だ。でも、木々に葉が付いておらず、

枯れ木となっているらしい。 



「アモールの森……シュバルツ・アウゲン！！」 

 全て思い出した、僕はアモールの森で魔法を使ったんだ。どうやら制御しきれずにこうなった

らしい。僅かに後ろを振り返ると温かい光が僕を待っている。 

「そっちに行ってたら、僕は死んでいたのだろうか？」 

 そう呟いて、僕はまた歩き出した。歩き出せばより一層寒気も頭痛も激しくなる。これは恐らく

僕の身体がそうなっているからだ。 

「待ってて下さい、ルーディさん！！」 

 言いながら、僕はその一本道を進んでいった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

『一時の魔法使いは楽しかったかい？』 

「誰だ？」 

 道を進んでいく内に不意に声が聞こえて僕は後ろを振り返る。しかし、周囲には誰も居ない。  

『僕だよ、アモールの泉だ、一度話したことがあるだろう？』 

「アモールの泉？」 

 言ってる意味が分からず僕は困惑してしまう。 

『アモールの泉は魔力と共に意思を持っているんだ、前に僕が君に魔力を授けただろう？』  

 言われて思い出した。僕は前にアモールの泉に飛び込んでこうやって会話をした記憶があ

る。 

「そうだった」 



『まさか君の方から出向いてくれるなんて思ってなかったよ』  

「どういうことだ？」 

 僕が聞くと『泉』はクスリと笑った。 

『まあそれは置いておこう、君は僕に用事があるのだろう？』  

 『泉』の声に僕ははっとなって答えた。 

「そうだ……薬草が必要なんだ！この泉でしか取れなかった薬草が！」  

『なるほどね、魔力を含んだ強力な薬草が必要なんだ？』  

「だけど、この間持っていった薬草は魔力を含んでいなかった……これって僕が泉の魔力を持

っていったからなんだよな？」 

『そうだね』 

 僕の問いに『泉』はまたクスリと笑って答える。 

「だから返しに来たんだ、この魔力を……」 

『ほう？』 

「お願いだ、森を元に戻して欲しい」 

 僕はそう言うと『泉』から思わぬ発言が飛び出した。 

『まだ、ダメ』 

「え？どういうことだ！？」 

 僕の問いに『泉』はこう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



『2 年くらい前までだったかな？アモールの森はとても美しかった。草食モンスター達はここで

平穏に暮らしていた』 

 『泉』が語り出す。その声はまるで昔を憂いているようだ。 

『しかし、ある時から森は大きく変わったんだ。君たちがアルミラージと読んでいるモンスターが

ここを訪れた。その時奴らは味を占めたのだろう、アルミラージはみるみるうちに増殖し、今、こ

こに草食モンスターは居ない』 

 『泉』はここまで言って一拍置いた。 

『そこで僕は森へ魔力の供給を絶ったんだ。魔力を失って暴走した木々は、生 命
いのち

を求めて兎

を狩る』 

 『泉』はただ厳格に言葉を進める。 

『ちょうど良いところに君が来たからね、僕は君に一時的に魔力を与えたんだよ』  

 『泉』が言い切った所で僕は「そう言うことか……」と納得した。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「つまり、僕に魔力を与えたのは森を壊してアルミラージを殲滅する為ということか？」  

『そうだね』 

 僕の問いに『泉』は冷静に答える。随分と手荒なやり方だ。 

「何故そんなことを？草食モンスターを食い尽くして餌を無くしたアルミラージはいずれ餓死す

るか新たな餌場を探すはずだ」 



『少年、君が思ってるよりアルミラージは賢い。アモールの森に草食モンスターが居なくなっても

う数ヶ月が経つ。それなのに未だに大量のアルミラージが此処に居るのだよ。別にここに居る

のはなにも『餌があるから』という理由だけに留まらない』 

 『泉』は更に続ける。 

『人間が住むには『衣・食・住』の 3 つが必要だね？人間以外の動物も『衣』は置いておいて

『食・住』の 2 つを必要とするものが多い。無論、アルミラージも例外じゃない』 

「アルミラージにとってアモールの森はその『住』の役割を果たしている訳か……」  

 『泉』の言葉で全てを理解した僕はそう口を挟んだ。 

『察しがいいね、少年。天敵が居ないアモールの森はアルミラージにとって最高の住処なんだ。

餌なんて他の場所で狩りをして持って帰れば良い、君たち人間がパンを店で買って家で食べる

のと一緒だ』 

 と言った。なるほど、これなら森の餌を食い尽くしてもその場所に留まる理由がある。  

『アルミラージの『住』の要素を崩すには天敵を作るのが手っ取り早い、そう、これは『森の怒

り』なんだ』 

 『泉』の声が急に尖った声色になる。その声を聞くや僕の背筋もぞっと寒気が走った。  

『少年、君は『森を元に戻して欲しい』と言ったね？僕も同じ事を思っているよ』 

 言って『泉』は一拍置いた。 

『だから少しの間、待っていて欲しい。なに、心配せずとも 直
じき

に終わる』 

 と、『泉』は言った。だがしかし……、 

「駄目だ！時間が無い、怪我をしている人がいる。僕の目で見ても分かる致命傷だ、出来るな

らその人を助けたい。アルミラージを殲滅したいんだろ？時間が掛かるなら僕がやる」  



 と僕は言った。いつの間にか僕の目はぎらぎらと輝いている。 

『ほう？』 

 『泉』は試すように声を発する。顔は分からないもののきっと僕を試すような顔でもしてるんだ

ろう。 

『良いよ、それなら話しが早い。手数は多い方が良いからね』 

 『泉』がそう言った途端、目の前が真っ白に輝いた。 

『話しは終わりだ。間もなく君の意識は覚醒する……行きなさい、試させて貰うよ？』  

 白い光は収束し、やがて目の前にアモールの森を映し出した。  

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

クエスト：森を元に…… 

 

クエスト形式：討伐クエスト 

依頼者：『アモールの泉』 

受注者：佐伯 翔太 

 

＜内容＞ 

「アモールの森」内に潜む全てのアルミラージの撃退。 

 



ここ数年で増殖したアルミラージは森の中の生態系を完全に変えてしまった。  

森の中の草食モンスターは既に全滅し、現状、森はアルミラージの巣窟と化している。  

 

森を元に戻すためにはアルミラージの撃退が不可欠となる。繁殖を防ぐためにも一匹たりとも

残してはおけない。 

 

 

part.6-5 

「ショータ、無事か！？」 

 目を開くとルーディさんが慌てたような声でそう言った。 

「はい、大丈夫です」 

「良かった、奇跡だ ! !ブラックアウトから意識が戻るなんて ! !」 

 僕がそう答えると、ヘンシェルさんはそう答える。 

「よしショータ、説教は後だ、アモールの森を脱出するぞ？森の奥は想像以上にヤバそうだ」  

 ルーディさんがそう言った。 

「待って下さい！」 

「何だ！この期に及んでまだ何かやらかすつもりか！？」  

 僕がルーディさんを制止するが、ルーディさんは怒号でこれに返した。まあ、僕の勝手な判断

でこうなってしまった、そう言えば今振り返ってみると『アモールの泉』との会話でも勢いでもの

を言った気がする。今少し考えてみると愚かな行為だ……。 

「ぅ……」 



「ほら、帰るぞ！」 

 ルーディさんが僕の手を無理に引いたその時だった。  

『待ちなさい』 

 冷徹な声が耳の鼓膜を震わせる。『アモールの泉』の声だ。 

「何だ！？」 

「一体何処から？」 

 ルーディさんとヘンシェルさんにも聞こえたらしく、彼らは困惑している。  

『どうかこの少年の話を聞いてやって欲しい』 

 『泉』はそれだけを淡々と言った。 

「どういうことだ？」 

 ルーディさんは僕にその疑問を投げる。 

「……これは、『アモールの泉』そのものの声です」 

 彼の疑問に僕はそう答えた。 

「『アモールの泉』？泉が意思を持っているというのですか？」  

 ヘンシェルさんがまたも僕に疑問を投げる。 

「ええ、そして泉は願っています」 

 そう言って僕は一拍置いた。 

「アルミラージの殲滅を……」 

「詳しく話してくれ」 

 ルーディさんはそう言った。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

「つまり森が枯れ木だらけになっているのも全て『泉』の意思だというのか？」  

「そのようです」 

 ルーディさんの疑問に僕はそう答えた。そして更に続ける。 

「薬草を入手するためにはこの森に棲む全てのアルミラージを殲滅する必要があります」  

 僕がそう言うと二人はしばしの間、黙り込んだ。 

「……どうしますか？」 

 先に口を開いたのはヘンシェルさんの方だった。 

「ヘンシェル、ショータを連れてここを離れてくれ」 

 ルーディさんはそう言った。そして肩に背負っていた斧を構える。 

「俺がやる」 

「たった一人でですか！？」 

 ルーディさんの言葉にヘンシェルさんがそう言った。 

「そうだ」 

「いや待って下さい危険です！」 

「薬草を手に入れる可能性が見えたんだ、時間が無いんだろ？」  

「それは、そうですが……」 

「なに、俺はアルミラージ程度で死ぬ男じゃない」 

「ウッドゾンビはどうするんですか！？」 

「近寄らなければ問題は無いはずだ！」 



 ルーディさんとヘンシェルさんが二人で言い争っている。  

「……」 

 そんな中、僕はただ立ち尽くすだけだった。何か言わなければならないことは分かっている、

でも言葉が出ない。どうする？僕も戦うのか？というか僕が言い出したんだ、戦わなきゃいけな

いだろう！でもどうやって？ 

「……」 

 思考を巡らせるがその手段がどうしても見つからない。どうすればいい？どうすれば良いんだ

よ！ 

『随分荒れてるね？』 

 不意に何処からともなく声が聞こえる。『泉』の声だ。 

『少年、君は自分自身がアルミラージの殲滅を行うと言ったね？』  

「……ああ」 

 『泉』の言葉に僕はそう答えた。 

『なら、そうすれば良い。何故それを二人に言わないのかい？』 

「……」 

 『泉』の問いかけに僕は答えられない。 

『もしかして怖じ気づいたのかい？情けない事だ……』 

 ……残念ながらその通りだ。こんなの情けないにも程がある。  

『良いさ、少しだけ力を貸してやろう』 

 『泉』が言った途端、僕を中心として広い魔方陣が形成された。  

「これは……シュバルツ・アウゲン？」 



 僕を含めルーディさん達 3 人が目の前の魔方陣に驚いている。 

『僕が君の魔法を制御してあげる、必要な情報を聞いてくれれば魔法で得た情報を流してあげ

るよ？』 

 と、『泉』は言った。 

『これではまだ不満かな？』 

「……いや、十分だ」 

 僕はそう言った。 

「お、おいショータ？」 

 ルーディさんが心配そうにそう言っている。 

「ルーディさん、手分けしましょう。その方が早い」 

「い、いやだが……」 

「大丈夫です、今度はしくじらない！」 

 ルーディさんに僕はそう言った。彼の目を真っ直ぐに見やる。 

「……アルミラージの数と場所を教えてくれ」 

 ルーディさんはそう言った。すかさず僕は目を閉じて魔法に集中する。  

「……数はざっと 30 頭くらいかな？何故か南東側に集中してますね」 

「……よし、行くぞ！」 

 ルーディさんは言いながら僕に一本の剣を渡した。「剣」と呼ぶには少し短いがとても軽く、僕

でも片手で触れそうなほどだ。 

「この程度ならお前でも使えるだろう、良いか？俺は今からお前を『戦力』に数える。覚悟しろ

よ？」 



「……はい！」 

 力強く僕はそう答えた。 

「私も、バックアップを行わせて頂きます、何が出来るか分かりませんが……」  

 ヘンシェルさんもそう言った。 

「決まりだな、行くぞ！」 

 この言葉を皮切りに僕らは走り出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 目的の場所にたどり着いて辺りを見渡すと、至る所にアルミラージが徘徊していた。  

「良いかショータ、アルミラージは絶対に後ろを見ない。奇襲で確実に仕留めろ、今のお前では

真正面からのぶつかり合いは危険だ」 

「分かりました！」 

 ルーディさんの言葉に僕はそう言った。 

「シュバルツ・アウゲンを上手く使え、くれぐれも囲まれるなよ！」  

 この言葉を皮切りにルーディさんはアルミラージの群れに突っ込んでいった。僕もそれに続

く。 

「あああああああああああ！」 

 ルーディさんが早くもアルミラージに唐竹割りを決める。それを横目に僕は右へ移る。裏を取

る形だ。シュバルツ・アウゲンの情報では、こちらを向いているアルミラージは居ない。僕は一

度ゆっくりと深呼吸をした。そして最後尾にいるアルミラージに剣を突き立てる。  



「でやああああああああああああ！」 

 剣が突き刺さり、そのままアルミラージは絶命した。 

「はぁ……はぁ……」 

「もたもたするな！囲まれるぞ！！」 

「ひっ！」 

 ルーディさんの言葉で我に返った僕ははっとなって左に避ける。途端に先程まで僕がいた場

所にアルミラージが飛びついてきたのだ。 

「ショータ、一撃離脱を徹底しろ、足を止めたら死ぬと思え！」 

 ルーディさんが斧を振り回しながらそう言った。 

「はい！」 

 言いながら僕は逃げ回る。その後ろを 2〜3 匹のアルミラージが追ってきた。 

「付いてくるなぁぁぁ！」 

「追ってくる敵は無視しろ、追わせておきながらこちらに気付いていない敵を狩るんだ！」  

 追ってきたアルミラージに対抗しようとしたところで、ルーディさんがそう言った。指示に従って

魔法でこちらを向いていないアルミラージを探す。 

「そこだぁぁぁ！」 

 草むらのせいで目視では確認出来ないが目の前にアルミラージが居る。刃物を突き立てると

確かに肉を切る感覚があった。 

「いいぞ！その調子だ！」 

 と、ルーディさんは言った。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

 あれから数十分で辺りは静になった。全てのアルミラージを殲滅出来たのだ。ルーディさんが

ヘイト役を買ってくれた事で僕は一撃離脱をこなすことが出来、5 匹のアルミラージを倒すこと

が出来た。まあそれでもルーディさんの活躍にはほど遠いが……、  

「森の中にアルミラージは居ないみたいです」 

 シュバルツ・アウゲンで森の中を探り、僕はそう言った。 

「何とかなりましたね！少し休憩にしましょう」 

 途中で合流したヘンシェルさんがそう言った。言葉に従い、僕らはその場に腰掛けた。  

「やるじゃないかショータ、初めてにしては上出来だ！」  

「ありがとうございます」 

 ルーディさんの絶賛に僕はそう答えた。 

「10 分後に森の奥へ進もう」 

「分かりました」 

 ルーディさんの言葉に僕とヘンシェルさんはそう答えた。 

「しかしバックアップをすると言いながら自分は何も出来ませんでした」  

「なに、問題ないさ」 

 ルーディさんとヘンシェルさんが会話をしている。僕はその辺の木に腰掛けた。この木はまだ

生きているらしく緑色の葉が生い茂っている。 

「……なあ、ショータ？」 

「？何ですか？」 



 ルーディさんに呼ばれて僕はルーディさんの方を向いた、その時だった。  

「……！危ない！！」 

 途端にルーディさんが叫んだ為、慌てて後ろを振り向いたが、時既に遅し、アルミラージが僕

の右腕に噛みついた。 

「ぐああああああああああああああああああ！！」 

 激しい痛みに襲われて僕は叫ぶ。その反動で持っていた剣を落としてしまった。間髪入れず

にアルミラージは僕の前に周り、頭突きを入れる。 

「ぐふっ！」 

 反動で僕はその場に倒れてしまった。すかさずアルミラージは僕の喉元に噛みつこうとする。

抵抗しようと動くが、剣は既に遠くに離れて取れない。 

(何か……何か武器は……) 

 負傷した右手で必死にアルミラージを押さえながら左手で必死に使えそうな物を探す。  

(そう言えば！)  

 先にルーディさんからナイフを受け取っていた事を思い出した。左手でそのナイフを抜き取る

と一瞬だけ右手のガードを外した。これを好機としたアルミラージは僕に噛みついてきたが、す

かさず僕はアルミラージの口元にナイフを向ける。アルミラージはそのまま勢いでナイフに噛み

ついた。 

「ギィィィィィィィィィィィィ！！」  

 ナイフを噛んで歯が欠けたアルミラージが甲高い鳴き声を上げた。その瞬間、ルーディさんが

アルミラージに唐竹割りを決める。真っ二つになったアルミラージはそのまま絶命した。  

「無事か！？ショータ！」 



 ルーディさんの手を取るも僕は視線が定まっておらず、そのまま目を回して意識を失ってしま

った。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

ルーディ イェーガー 

 

「リアラ大陸」を旅する商人。 

 

彼が取り扱う品物は主に冒険者向けが多く、 

武器や防具、糧食や冒険者向けの消耗品と多彩な商品を揃えており、  

大陸全土の商品からルーディ自身が見定めた物を仕入れており、彼を知る冒険者からは好評

の声が多く入る。 

 

ルーディは武具の品定めの他、冒険者の能力やスキルを見定める事も出来、  

レベルに応じた商品を提供することも得意となっている。  

 

また、彼自身の戦闘能力も高く、身の丈程もある戦斧を振り回した豪快な戦い方が得意で、  

安易にリーチに入る者を容赦なく切り伏せる。 



その戦闘能力の高さから時折ルーディ自身が冒険者としてクエストを引き受けることもあるとい

う…… 

 

 

part.6-6 

 ……、 

 ………、 

「ここは……？」 

 目を開くと真っ暗な世界が広がっていた。 

『良くやったね、これで森にアルミラージは居なくなった』  

 ふと、何処からか声が聞こえる。『泉』の声だ。 

『ちなみに最後に君は怪我を負ってしまったらしいが、命に別状は無い上に、連れの魔術師が

回復魔法を行っているらしい。安心してくれて構わないよ』  

 『泉』が言うと目の前に森の中の映像が映し出される。映像の中ではヘンシェルさんが僕に何

やら魔法を掛けているらしい。というか、怪我を負っていた事すら忘れていた……。  

「そうか、良かった……ところで薬草は？」 

 と、僕は言った。 

『そう焦らなくてもいい、その前に君が持っている魔力を返して貰うよ？』  

 『泉』が言うと、僕の中にあった『何か』の力が失われた。もうこれ以降シュバルツ・アウゲンは

使えないだろう。 

「……もし、僕が『魔力を渡さない』と、抵抗していたらどうなってた？」  



 なんとなく僕はそう訊いた。 

『君に拒む事は出来ないさ、魔力の譲渡は『契約』に近い。どちらかがその『契約』を破棄した

時点で魔力は強制的に元の持ち主に返される』  

 と、『泉』は言った。なるほど、初めから拒否権は無かったらしい。  

『泉の元へ行くと良い、君が求めている物がある』 

 『泉』は更に続ける。 

『森をかつての姿に戻すにはまだ時間が掛かる。もしその時が来たら、もう一度ここを訪れなさ

い、きっと良い物が見られる』 

 と、『泉』は言った。僕はそれに無言で頷く。 

『最後に少年、君はシュバルツ・アウゲンに 2 度も耐えた。2 度目は流石に僕のフォローが無

かったら死んでいたかも知れないが……』 

 『泉』は更に続ける。 

『無論『魔力』自体は君の力では無い、でも強力な魔力の使用に耐え抜いた君の力は本物だと

思うよ？もしかしたら、君は良い魔術師になれるかもしれないね』 

 と、『泉』が言うと、目の前が真っ白に輝き始めた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「う……」 

「目が覚めましたか？」 



 目を開くとヘンシェルさんがそう言った。回復魔法のおかげで受けた全ての傷が完全に回復

しており、一切の痛みを感じなかった。 

「はい、ありがとうございます」 

「大したことじゃ無いよ」 

 起き上がりながら僕はそう言うと、ヘンシェルさんがそう返した。  

「少し『泉』と話してきました。恐らく森が元に戻っているはずです」  

「よし、行ってみよう。油断するなよ」 

 ルーディさんの言葉を皮切りに僕らは歩き出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 あれから泉までの道のりに枯れ木は無くなっていた。木々は葉を付けており、地面の雑草の

中にぽつぽつと色鮮やかな花が咲いている。 

「ありました。これで間違いありません」  

 ヘンシェルさんが薬草を手に入れてそう言った。 

「やけに長かったな……帰るか」 

 ルーディさんがそう言ってカドゥ村への方角を向いた。そんな中僕は泉に向かっていた。  

『無論『魔力』自体は君の力では無い、でも強力な魔力の使用に耐え抜いた君の力は本物だと

思うよ？もしかしたら、君は良い魔術師になれるかもしれないね』 

 『泉』が言っていた言葉だ。 

「本当に僕にそんな力が……？」 



「おーいショータ！何してるんだ、帰るぞ？」 

 僕がそんなことを考えていると、ルーディさんからそう言われる。 

「今行きます！」 

 そう叫んで僕は泉を後にした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 僕達がカドゥ村へ帰り着く頃には既に日は落ちかけていた。疲れ切った身体を休めたい所だ

ったが、ここは鞭を打ってスミノフさんの部屋へと向かう。 

「……もう大丈夫、直に起きるはずです」 

 ヘンシェルさんが薬草を使う。魔力が解き放たれ、スミノフさんの身体を覆っていく。たちまち

青ざめていた彼女の表情に血の気が宿っていった。 

「ぅぅ……」 

「おお、目を覚ましたぞ！」 

 スミノフさんがアパタイトの様な輝きを持った瞳を見せる。途端に周囲から歓声の声が上がっ

た。 

「ここは……？」 

「カドゥ村だ、良く目を覚ましてくれた！」 

 スミノフさんが訊くと、カドゥ村の村長がそう答えた。 

「……そうだ、私が助けた少女がいるんだ、その娘は？」  

「ここにいます、助けてくれて本当にありがとうございました！」 



 栞がスミノフさんの手を取り、そう言った。 

「そうか、良かった……」 

 スミノフさんがそう言うと、静にその瞳を閉じた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……ふぅ、何とかなったな」 

 その後、僕と共にスミノフさんの家を後にしたルーディさんが煙草を吹かしながらそう言った。  

「ええ、一時はどうなることかと思いましたよ」 

 その言葉に僕はそう答えた。普段は煙たがっている煙草の煙が何故かあまり気にならない。  

「馬鹿野郎、こっちの台詞だ。無茶しやがって……」 

 ルーディさんが言う。「無茶」というのはシュバルツ・アウゲンの使用やアルミラージの殲滅な

ど、今回はかなりの無茶があった。 

「すいません」 

 と、僕は答える。 

「さて、俺は少しカドゥ村に留まろうと思うんだがお前はどうする？」  

 煙管から煙草の灰を落としながらルーディさんはそう言った。元々僕はルーディさんとは接点

が無い。このまま付いてくるかどうかを訊いているのだろう。  

「もし、ルーディさんが良いのでしたら、このまま付いて行きたいです。他に行く当ても無いです

から……」 

 と、僕は言った。それに暫くカドゥ村に留まるなら好都合だ。栞と話しが出来る。 



「おうよ！これからよろしくな！！」 

 と、ルーディさんは言った。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

佐伯 栞 

 

「佐伯 翔太」の妹。 

 

中学に入学して以来、陰湿ないじめを受けており、 

長期化した虐めに耐えきれず自殺を図る。 

 

自殺後、栞は異世界「アレンガルド」に転生し、 

徘徊する内に「レイジフォックス」と接触、 

何とかイヴァンカに助けられるもショックで過去の記憶を失ってしまう。  

 

その後、兄である翔太と再会を果たすも記憶の無い栞は彼を兄であるという認識が無く、  

翔太もまた自分が兄であることを明かしていない。 

 

 



part.7 二つの世界  

part.7-1 

「……」 

 目が覚めた。辺りを見渡すと『日本』にある僕の部屋だ。 

「またあの夢か……」 

 死んだ妹と異世界転生して冒険する夢だ。ただの夢なら今まで見てきたが、二日連続で同じ

夢を見るのは今回が初めてなのかも知れない。 

「はぁ……」 

 ゆっくりと上体を起こしながらため息を吐く。しかし今日は金曜日だ。今日を耐えれば明日と

明後日は休みである。 

「……とは言え、休日は大学入試の勉強で時間が潰れるな……」  

 言いながら僕は服を着替えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから時は経ち、今は夕刻、部活の時間だ。とは言え本日の科学部の仕事は無い。明日

は理科の授業が無いからだ。暇だったが帰る気が起きなかった僕はその辺の席に掛けて本を

読んでいた。……しかし、 

「やっほーしょーたー！！」 

「……」 



 化学室に明るい声が響く。クラスメイトの茜だ。茜は化学室に入るといち早く僕と相対する位

置にある席を占拠した。何やら大きな荷物をその場に降ろす。  

「よっこいしょっと……あれ、どうしたの？何か元気無いけど……」 

「いつもこんな感じですお気遣いどうもありがとうございますはい……」  

 僕が言うと茜は「あはははははは！！」と、声高らかに笑った。  

「……って言うかお前何しに来たんだよ帰れよ……」 

 言いながら僕は棚からビーカーを取り出してお茶を注ぐ。  

「あはは、行動と言動が合ってないぞ？しょーたくん！！」  

 お茶を注いだビーカーを茜に渡すと、茜はそれを受け取りながらそう言った。何だろう、僕は

いつもこの人にペースを崩されている気がする……。 

「……ん？何読んでるの？」 

 ふと、茜は僕が読んでいた本を見つけてそう言った。 

「あー、異世界転生もののファンタジーだよ」 

「へー、それって例のシュバルツ・アウｇ……」 

「それはもう封印したから忘れろ！！」 

 茜の言葉を遮って僕はそう言った。 

「……お、おう。んで、面白いの？それ」 

 茜が僕が読んでいた本を指してそう言った。 

「別に、暇だから読んでるだけ……」 



 僕は明後日の方向を向いてそう言った。実際、面白いとは感じなかったが、『主人公がひたす

ら無双する』だけのストーリーを眺めているのは結構な暇つぶしになる。あと、現実逃避も出来

るし……。 

「で、お前は何しに来たんだよ、部活あるだろ？」 

 と、今度は僕のほうから茜に聞いた。茜は陸上部に所属しており、賞もいくつか取ったことの

あるエースだ。そんな彼女が今、部活をサボってここに居る。  

「私ね、しょーたが心配なの……」 

「……僕が？」 

 茜の言葉に僕は更に聞き返す。 

「……しょーたって今、独りじゃん。だから寂しいんじゃ無いかと思ってね……」 

「茜……」 

 茜の言うとおり、今僕は独りだ。妹は自殺し、両親は家に居ない。茜はそのことを避けて言っ

たが、つまりそう言うことだ。きっと茜は僕を独りにさせたくないのだろう、そう知りながら僕は敢

えて目を細めてこう言った。 

「……お前、単に部活サボる為の口実が欲しいだけだろ」  

「……ばれたか」 

 言うと、茜はわざとらしく舌をペロっと出してそう言った。そう、これはつまり僕の照れ隠ｓ（ｒｙ  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……ところで茜」 



「んー？」 

 あれから暫く特に何もしなかったが、ふと僕がその沈黙を破った。 

「茜って夢の続きを見たことある？」 

「んー、私が覚えてる限りじゃ無いかなー」 

 茜が明後日の方向を向いたまま、そう言った。 

「……もしかしてしょーたは見たの？夢の続き」 

「……ああ」 

 今度は茜が僕にそう聞くと、僕は明後日の方向を向いてそう言った。  

「それって昨日言ってた栞ちゃんと異世界転生したっていう……」  

「そう、それ」 

「へぇ、何があったの？」 

「まあ、ちょっと長くなるんだが……」 

 言って、僕はこれまでに起きた事を話した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 栞と出会ってから翌日、僕はイヴァンカという冒険者の元を訪れたんだ。イヴァンカという人

は栞を助けた人で、その時に大怪我を負って倒れてしまって、意識も無い状態だった。そこで

僕達が「アモールの泉」で手に入れた薬草をイヴァンカさんに使う。でも、その薬草は効力が無

かった。話しによるとその薬草に「回復魔法」が無かったため、薬草としての効果を無くしていた

らしい。僕達はその原因を探るために「アモールの森」へ向かうと、奥へ進む毎に枯れ木が増



えていき、しまいにはその枯れ木が僕達を襲いかかるようになっていた。これは枯れ木がゾン

ビ化して動いていたらしい。森の奥へ行くために僕は「シュバルツ・アウゲン」を使うものの、制

御しきれず意識を失ってしまったんだ。その後、僕は「泉」と再び出会い、僕に魔法を授けた理

由を知る。それは最終的に森に潜む「アルミラージ」の殲滅のためだった。それを知った僕達は

森に居るアルミラージを全て殲滅し、「アモールの泉」に魔力を返すことが出来た。これによって

薬草を手に入れることが出来、無事にイヴァンカさんを回復させることに成功したんだ。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……とまあ、こんな感じかな」 

 と、僕は言った。 

「つまり、その『イヴァンカ』っていう人を助けるために色々やったってことか」 

「そういうこと」 

 茜の言葉に僕はそう言うと、化学室の中にチャイム音が鳴り響く。  

「……そろそろ、帰ろうか」 

 茜の言葉に僕は頷いて支度を始めた。 

「……あ、そうだ！」 

 支度をする中、茜がふと声を上げる。 

「しょーた、今日君の家に泊めてよ！」 

「はあ！？」 

 茜の突拍子も無い言葉に僕はそう聞き返す。 



「良いじゃん、明日休みなんだし、数学と地学教えてよ！」  

「えぇ……ったく……じゃあ代わりに英語教えてくれ……」  

「わーい！」 

 と、茜が言ってその重そうな荷物を抱える。 

「お前それ随分と重そうだな……何が入ってんだよ」 

「ん？着替えとか諸々……」 

 と、茜は言った。 

「お前、最初から泊まる気だったのかよ！」 

 という僕のツッコミを皮切りに僕らは帰路へと付いた。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その日の夜、 

「しょーた、野菜切るの手伝って」 

「お、おう」 

 茜が夕食を作ってくれると言うことだったので近くのスーパーで必要な物を買ってきた僕らは

その下ごしらえを行っていた。……というか、茜の手料理って何だよ……結構嬉しいじゃん。 

「……よし、出来た！」 

「おお！」 

 食卓に料理が並ぶ、メインは鶏の唐揚げにポテトサラダ、シチューに温かいご飯と彩り豊かな

料理が並んでいる。これほどの食事をするのは凄く久しぶりかもしれない。  



「頂きます！」 

 二人でそう言うと、箸でその料理を摘まむ。美味しかった。でも、何だか照れくさいな。今日は

何か照れてばっかりだ。 

「唐揚げ、ちゃんと火通ってる？」 

「バッチリだ！」 

 茜の言葉に勢いで僕はそう答える。危うく声が上ずりそうだったが何とか堪えた。  

「ふふっ、良かった」 

 それを聞いた茜は笑みを浮かべてそう答える。何か面白がられている様な気がして僕は俯い

た。どうしても火照った顔を茜に見せられない。 

「どうしたの？しょーた」 

「いや、何でも無いよ！」 

「ふーん、良かった！」 

 と、茜は言いながらポテトサラダを摘まむ。何故だろう？何故こんなに恥ずかしいんだ？茜が

家に泊まりに来たことは何度もある。それでも今日はなんだか恥ずかしく感じた。どうしてだろ

う？ 

「……ぁ」 

「……ん？」 

「な、何でも無い」 

 言いながら僕はシチューを啜る。そうだ、今、この家には僕と茜の二人しか居ない。以前なら

父さんや母さん、そして栞がいた。そう、二人っきりじゃなかったんだ。でも今は二人っきり、だ

から恥ずかしいんだ。それを知ると今度は恥ずかしさよりも寂しい感情が僕を襲った。  



「……」 

「……？大丈夫？」 

 茜が僕の顔をのぞき込んで話しかける。今度はからかってると言うより本当に心配している

様子だ。 

「……大丈夫だよ」 

 と、僕は言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、 

「寝る場所は母さんの部屋を使ってくれ」 

「分かった」 

 僕がそう言うと茜が頷いて、ある部屋のドアを開ける。  

「しょーた」 

「ん？」 

「おやすみ」 

「ああ、おやすみ」 

 僕らはその言葉を交わしてそれぞれの部屋へと入っていった。  

 

続く…… 

 



TOPIC!! 

住屋 茜 

 

「佐伯 翔太」とその妹「栞」の幼なじみ。 

 

ミドルボブの赤毛の活発な印象の見た目で 

性格も明るく、とっつきやすい印象を受ける。 

 

陸上部に所属しており、多くの賞を取っているエースであるものの、  

学業の成績も良く、文武両道で、生徒だけで無く教師からも注目を集めている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



part.8 それが『世界』と分かるまで  

part.8-1 

 目が覚めた。 

「んん？」 

 目を開くと『カドゥ村』の宿屋が広がっている。 

「まただ……」 

 最近同じ夢の続きを立て続けに見ている。この現実感と言い、何やら偶然では無いらしい。ゆ

っくりと背伸びをすると、ドアがノックされた。 

「ショータ、俺だ」 

 ノックと共にルーディさんの声がする。 

「どうぞ」 

 僕が言うと、ドアの向こうからルーディさんと栞がやって来た。栞を見た途端、どうしても僕の

顔が強ばってしまう。 

「……」 

「あの、翔太さん……」 

「はい……」 

 恐る恐る栞が僕に話しかけ、僕がそれに応じる。何というかどちらもぎこちない対応だ。  

「……私とスミノフさんを助けて頂いて、本当にありがとうございました」  

 言いながら栞は深々と頭を下げる。とても身近な人間にここまで気を遣われるのは複雑な気

分だ。 

「……いえ、お二人とも無事で何よりです、スミノフさんの容態はどうですか？」  



 そう言う僕もまた、ぎこちない対応だ。どうしてこうなったのか……。 

「今はまだ安静にしていないといけないみたいですが、もう歩く事も出来るみたいです！」  

 栞は少し嬉しそうに、けれどもやはり僕に気を遣うようにそう言った。  

「それは良かった！こちらからもお見舞いに行きますね」  

「よろしくお願いします！」 

 僕が言うと、栞はまた頭を下げてそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……何だお前ら仲悪いのか？」 

 栞が部屋を去ると、ルーディさんがそう言った。 

「……そう見えますか？」 

「ああ、さっきからあの少女と一向に目を合わせねぇじゃねぇか。一体何があったんだ？」  

 僕が聞き返すと、ルーディさんがそう言った。やはりこの不自然な会話を誤魔化すことは出来

ない。 

「……大丈夫ですよ、何もありません」  

「んー、何か怪しいんだよな……」 

 ルーディさんはそう言った。 

「まあ、出会ってまだ数日の俺たちだ。言いたくない事もあるのは仕方無いが、何かあるんなら

早めに解決しておけ」 

「……はい」 



 ルーディさんの言葉に僕はそう言った。 

「まあ、この話は置いておいて、今日は一日カドゥの村に滞在しようと思ってる。お前はどうする

んだ？」 

「……それなら、スミノフさんに会ってみようと思います」  

 ルーディさんの問いかけに僕はそう答えた。 

「そうか、なら一日シェリーを預けたい。ここの村長と話しがしたいんだがそんな中にシェリーを

連れていけないからな……退屈しないようにさせておいて欲しいんだ」  

 ルーディさんが言うと、彼の肩から黄色いスライムがひょっこりと顔を出す。ルーディさんのペ

ット『シェリー』だ。 

「分かりました」 

 僕が言うと、シェリーが僕の肩に飛び乗った。ひんやりとしたゲル状の独特な感覚が服越しで

も伝わってくる。 

「決まりだ、それじゃあ俺はそろそろ行ってくる」  

 そう言うとルーディさんは僕の部屋を後にした。 

「……よし、じゃあ着替えるから暫く降りててくれ」 

 僕はそう言いながらシェリーを降ろそうとするが、シェリーは自発的に僕の肩からベッドに降り

た。 

「……驚いた、君は人間の言葉が分かるのかい？」 

 着替えながら僕はそう聞くと、シェリーは身体をぷるぷると震わせた。まるで『はい！』と言っ

ているようだ。 

「そっか……じゃあさっきの僕とあの女の子の話も聞いてたかな？」 



 ズボンをはきながら聞くと、シェリーはまた体をぷるぷると震わせる。『はい！』って言うか『う

ん！』って言ってるみたいだな、まるで活発な少年が話しを聞いているようだ。  

「……実はあの子は僕の妹なんだ。『栞』って言うんだけど、どうやら栞は記憶が無いらしい。兄

としては栞の記憶を戻してあげるのが正しいのかも知れないけど、あいつの過去の記憶はとて

も辛いものなんだ」 

 僕は上着を着ながらシェリーに語りかける。その服はどうも日本で作られている服よりも素材

が悪いらしく、ごわごわしている。まあ当然か……、 

「だから栞の記憶は戻したくない。……いや、『戻したくない』と言うよりは『戻して良いか分から

ない』かな？」 

 言いながら僕は服を服のボタンを留めた。全く、スライム相手に僕は何を話しているんだか…

…、 

「……変な話しをしてしまったね、この事はルーディさんには内緒だよ？」  

 言って僕は唇の前に人差し指を突き立てる。シェリーはそれにぷるぷると反応した。  

「……よし、行こう！」 

 靴を履いてそう言うと、シェリーは自然と僕の肩に乗っかった。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、僕はスミノフさんの家に訪れた。ドアをノックして反応を待つ。  

「……どうぞ」 

 ドアの向こうから僅かに声が聞こえて僕はドアを開けた。 



「お邪魔します」 

「君は……？」 

 中に入るとスミノフさんがベッドの上で上体を起こしていた。 

「佐伯翔太と言います」 

「君がそうだったのか……お陰で助かったよ、この通りだ！」 

 スミノフさんが嬉しそうにそう言った。 

「いえ、こちらこそありがとうございました」 

 スミノフさんの問いかけに僕はそう答える。そう、彼女は栞の恩人なのだ。  

「……？礼を言われるようなことはしてないはずだが……」 

 スミノフさんがそう言って僕は戸惑ってしまった。……そうか、今僕と栞の関係を知るものは居

ない。 

「……ええっと、シェリーですよ。この子を助けてくれたんですよね？」  

 僕は何とか言い訳を探してそう言った。同時に肩に乗っていたシェリーをスミノフさんに見せ

る。 

「ああ。この子は君のペットだったのか、てっきりあの女の子のペットかと……」  

「いえ、この子はルーディ・イェーガーという商人のペットなんです。僕はその雇われでして、ず

っとシェリーを探していたんです」 

 と、僕は言った。 

「そうか……ん？と言うことは、君とあの少女は知り合いか？」 

 と、スミノフさんは言った。その言葉に僕は一瞬動揺したが、彼女が聞いているのはスライム

を持っていたのは栞だったからであって、僕らの関係性に違和感を感じているわけでは無い。  



「……いえ、あの子がスライムを偶然見つけてくれただけです。知り合いではありません」  

「そうか……」 

 僕の言葉にスミノフさんはそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから僕はスミノフさんから栞を助けた時の状況を聞いた。クエストの進行途上で栞が襲わ

れているのを目撃して、スミノフさんがそれを助けたらしい。しかし、代わりにスミノフさんが負

傷、そして今に至ると言った所だ。 

「なるほど……怪我はもう大丈夫なんですか？」 

「ああ、明日からまたクエストを進めようと思っている」 

 スミノフさんは言って握りこぶしを作る。 

「病み上がりなんですから無理はしないようにして下さい」 

 そんなスミノフさんに僕はそう言った。 

「それもそうだな、ありがとう」 

 それを聞いてスミノフさんはそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「お邪魔しました」 

 そう言って僕はスミノフさんの家を後にする。振り返るとルーディさんが立っていた。  



「やはりここにいたか、ちょうど良かった」 

 僕を見るやルーディさんがそう言った。 

「……何かあったのですか？」 

「ああ、新しいクエストを引き受けたんだ」 

「新しいクエスト？」 

「そうだ、この度の活躍に村長が着目していてな、クエストの依頼がやって来たんだ」  

 言ってルーディさんが更に続ける。 

「それでだ、このクエストをお前に任せようと思っている」  

「僕に、ですか？」 

「ああ、頼めるか？」 

 と、ルーディさんは言った。 

「……どんな内容ですか？」 

 と、僕は聞いた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 そのクエストはどうやらスミノフさんがやりかけていたものらしく、簡単に言えば『カドゥ平原に

ある水場を探して欲しい』と言うことらしい。 

「話しによるとカドゥ村が前に使っていた古井戸もあるらしい、その辺りの安全確認も今回のク

エストの依頼内容だ」 

「なるほど、危険は少なそうですね」 



「ああ、だからこれをお前に頼みたい」 

 と、ルーディさんは言った。これなら最悪、戦闘を避けることも可能だ。  

「分かりました、引き受けます」 

「決まりだな、明日イヴァンカもクエストに同行する。それに付いて行ってくれ」  

 と、ルーディさんは言った。なるほど、当日はスミノフさんと共に行動することになるらしい。  

「分かりました」 

「よし、そうと決まれば訓練だ。明日までにみっちり鍛え上げてやる！」  

「へ？あ、はい！」 

 ルーディさんの予想もしてなかった言葉で一瞬戸惑ったが、僕はそう答えた。まあ、確かに僕

はこのままじゃ戦力外だな。 

「カドゥ平原に出る、レイジフォックスを相手に戦おう」 

「ちょっと待って下さい！実戦なんですか！？」 

「俺もいるし、実戦は経験済みだろうが……ほら、行くぞ！」 

 ルーディさんは戸惑う僕を引っ張ってカドゥ村の外へと連れ出した。  

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

クエスト：カドゥ村農業地区拡大プロジェクト 

 

クエスト形式：探索クエスト 



依頼者：カドゥ村村長 

受注者：スミノフ・イヴァンカ及び佐伯翔太 

 

＜内容＞ 

カドゥ村の農業地区を拡大するというプロジェクトがあるが、それには水資源が足りない。  

 

その為、冒険者に対し、カドゥ平原一帯の水資源の探索を要請する。  

ただし、いくつか条件があり、 

・より上質な水であること 

・村からなるべく近い場所にあること 

・安全であること(モンスターがいない、又は周辺および村からの道のりのモンスターを駆逐して

ある) 

以上が条件である。 

 

 

part.8-2 

 あれから僕は日暮れまで剣一本でモンスターと戦い続けた。 

「背筋を伸ばせ！猫背で戦う奴があるか！！」 

「相手をよく見ろ！躱されるし反撃を貰うぞ！！」 

 この間も勿論ルーディさんの指示が飛ぶ。僕はただそれに『はい！！』と返事して剣を振るの

みだった。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

「つ、疲れた……」 

 その後、訓練を終えてカドゥ村に到着する頃には既に日が落ちていた。  

「明日は早い、今夜は食事を終えたら何もせずに寝ることだけを考えろ。今日の疲れを引きず

っていたら明日に響くからな……今日の分の食事だ」 

 と、ルーディさんは言って僕にサンドウィッチを渡した。  

「忙しい時の食事はそいつが最適だ。主食、肉、野菜……これらを一口で補える」  

「はは……そうですね、ありがとうございます」  

 言って、僕はそのサンドウィッチを受け取った。 

「それから最後に、レイジフォックスは仲間を呼ぶ習性がある。だからそいつらとの戦闘はなる

べく素早く終わらせろ、そして戦闘後は増援が来る前にその場所を離れるんだ」  

「分かりました」 

 と言って僕らは解散となった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、 

「ぅぅ……」 



 目を開くとそこにはいつもの日本にある僕の部屋が広がっていた。やはり、カドゥ村での出来

事は夢だったらしい。 

「んんんんん……！」 

 僕は大きく背伸びをした。心なしか夢で行った訓練の疲れが残っている様な気がする。夢で

ある以上、多分気のせいだろうけど……、 

「そう言えば今日は土曜日か……」 

 ベッドの上に置いてあるデジタル時計を確認してそう言った。どうも最近夢の中に居る時間が

長いせいで、曜日感覚が失われているらしい。朝食を取ろうと起き上がったその時、部屋のドア

が何もしていないのに勝手に開いた。 

「んんんんん……しょーたーおはよー」 

 ドアの向こうからゾンビの様なうめき声を上げて茜が入ってきた。そう言えば夕べから茜が泊

まっていた事を忘れていた。……っていうか相変わらず寝起き酷いな！  

「ほら、取り敢えず下行くぞ……」 

「んんんんんぁぁぁぁぁぁぁ……」  

 呻く茜を連れて僕はリビングへの階段を降りて行った。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、朝食を終えて自室へと戻って来ると、僕は携帯の画面電源を開いてネットの検索画

面を開く。何となく……本当に何となく異世界で起きた栞の記憶障害について調べる事にした

のだ。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

 調べた限りだと栞に起きている記憶障害は恐らく「 解 離 性 健 忘
かいりせいけんぼう

」が最も近いだろう。特

徴としては戦争や天災、事故等による心的外傷等が思い出せなくなるという事らしい。普通は

数時間〜数日程度の記憶が飛ぶだけらしいが、栞の場合、自分の名前等も含めた全ての記憶

を失っている。 

 

 治療法は様々あるが、この中で最も現実的なものは恐らく「 認 知 療 法
にんちりょうほう

」だろう。つまり、

健忘を引き起こした原因を探る事にある。栞の場合、レイジフォックスに襲われたと言うことを

認識することで健忘を治療出来る可能性が高いと言うことになる。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「なるほどね……」 

 ネットで適当に引っかかったサイトを調べながら僕は独り言を呟いていた。もうかれこれ 30

分近くは調べ物をしている。僕は大きく背伸びをすると、また突拍子も無くドアが開いた。  

「しょーた、数学教えて！数学！」 

「お前……ノックぐらいしろよ！」 

 間髪入れずに茜が中に入ってきた。 

「何調べてるの？エロのサイト？」 



「ちげーよ……」 

 茜が僕の PC 画面をのぞき込む。何となく僕はそれを隠すように立ち回った。……いや、エロ

では無いけど……、 

「何これ？かいりせい……何て読むの？」 

「かいりせいけんぼう」 

 でも結局 PC 画面は隠しきれずに茜がそう聞いて、僕が答える。 

「記憶障害……か、栞ちゃんのこと？」 

「まあ、そんなところ……」 

 茜の言葉に僕はそう答えた。 

「夢はまだ続いているの？」 

「ああ、ここ最近ずっとその夢だ。妙に現実味が強い」 

「ふーん、そっか……それより本題の勉強だよ！数学教えて！」 

 そう言って以降、茜が夢の件について追及することは無かった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから休憩を挟みつつも夕刻まで勉強を続けた。僕も茜も成績はそれなりに良い方だが、

その成績をキープ出来ているのはお互いが苦手科目を教え合っているお陰でもある。  

「まあ、こんなものか……」 

 と、僕が言った。それを合図に二人の手が止まる。 

「うん、そうだね……じゃあそろそろ」  



 と、茜が言った。 

「帰るのか？」 

「ご飯作ろっか！」 

 僕の言葉と茜の言葉が同時に出て被ってしまった。 

「いやいや今日のご飯まで作って貰う必要はないよ！」  

「良いよ気にしなくても」 

「ご飯作ってたら夜遅くなるぞ？」 

「大丈夫、今日も泊まってくから！」 

「はあ！？」 

 思いもしない言葉が茜の口から出て来て、僕はそう言った。畜生、コイツ最初からそのつもり

で……、 

「良いじゃん！泊めてよ〜！」 

 茜が言いながら僕の身体を揺さぶる。 

「ああもう！しょうがねえなー！！」 

「やったー！」 

 僕が言うと茜は嬉しそうに飛び跳ねた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、各々入浴を終えて就寝時間となった。 

「ねえしょーた」 



「ん？」 

 自室に入る前に茜に呼び止められる。 

「君が居てくれて良かったよ……」 

「え？それってどういう……」 

 またも予想してなかった言葉が茜の口から飛び出してくる。 

「だって君の家族は皆バラバラになっちゃったから……」  

「まあ、そうだな……」 

 茜の言葉に僕はそう言った。 

「だから君まで居なくならないでね？」 

「……分かってる」 

「ずっとここに居て？」 

「……ああ」 

「……よし！じゃあそろそろ寝よっか」 

「……おやすみ」 

「うん、おやすみ」 

 そう言って僕らは各々部屋に入っていった。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

カドゥ村 



 

カドゥ平原にある農村。 

 

年間を通して安定した降水量であることから小麦を中心とした穀物の栽培が盛んに行われてお

り、 

収穫された小麦をそのまま利用したパン等の料理も多く作られており、  

それらの味の良さで評判を貰い、観光や小麦の輸出で農村にしてはかなり栄えていた。  

 

しかし、レイジフォックスの増加に伴い、田畑を荒らされる被害や、  

村民が襲われ、村の縮小が余儀なくされた。 

 

現在では僅かに残った田畑で小麦の栽培を行っており、  

村の中で消費するだけの自給自足で何とか生命線をつないでいる。  

 

 

part.8-3 

 翌日、目が覚めると僕はやはりカドゥ村に居た。ずっとこの夢が続いている、そう思いながら

もすぐに着替えて部屋を出る。 

「おお、起きたか！」 

 泊まっていた部屋を出るとルーディさんが待っていた。  

「イヴァンカは既に村の出口で待っているらしい。準備が出来たらそっちに行ってくれ」  



「分かりました」 

 言って、僕は宿を後にした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「来たか、待っていたぞ！」 

「スミノフさん、お待たせしました！」 

 僕が村の出口に着くと、スミノフさんが近くの木に寄りかかって待っていた。  

「じゃあ早速行こう！……と、言いたいところだが……」  

「？」 

 言って、スミノフさんは続けた。 

「なあ、その『スミノフさん』ってのは、止めてくれないか？何か、聞く度にむしゃくしゃするんだ

……」 

「……じゃあ、イヴァンカさん？」 

「『さん』も止めてくれ」 

「……イヴァンカ？」 

「うん、それでいい！」 

 と、スミノフさん……もとい、イヴァンカは言って今度こそ村の外へと歩き出そうとした、その時

だった。 

「待って下さい！！」 

 不意に後ろから声が聞こる。振り返るとそこには栞が立っていた。  



「あの……私も連れて行って欲しいんです！」 

「え！？」 

 栞の言葉に僕らは驚愕した。 

「何を言ってるんだ！？君は戦えないじゃ無いか！」 

 イヴァンカが栞に反論する。 

「分かってます……でも、このままじゃダメなんです！」 

「……ダメって何が？」 

 栞の言葉に僕が聞き返した。 

「私、記憶が無くて……でも、このままじゃ嫌なんです！」  

 栞は更に続ける。 

「私、過去の記憶が無いのはとても怖くて……だから思い出したいんです！その為にも、記憶

がなくなる前の状況が見たくて……」 

 栞はそう言った。確かに「記憶がなくなる前の状況を見る」と言う行為は失われた記憶を取り

戻す近道と言えるだろう。昨日(？)調べた内容で言うところの「認知療法」というものだ。 

「……本当に？」 

「え？」 

 僕の言葉に栞は戸惑う。 

「本当に、記憶を取り戻したいと思いますか？」 

「……はい」 



 僕が聞くと、栞はそう返した。……これはどうすれば良いんだ？確かに栞は「記憶を取り戻し

たい」と、そう言った。でも、これは『栞が過去の記憶を知らないから言えることなんじゃ無い

か？』と考えてしまってどうしても正しい答えが見えない。 

「……どうする？これ」 

 僕が悩んでいると、イヴァンカが僕に問いかけてきた。  

「……危険じゃないか？」 

「だが、彼女の記憶を取り戻す為にも必要だと思うが……」  

 と、イヴァンカは言った。無論、『栞の記憶を戻したくない！』などという言い訳は出来ない。栞

自身も『もう決めている』と言った表情だ。 

「……分かりました。ただし、絶対に僕らから離れないで下さい」  

 観念した僕はそう言った。 

「ありがとうございます！スミノフさん、翔太さん！」 

 と、栞は言った。 

「ハハ……君も『スミノフさん』なんて止めてくれよ……」  

 と、イヴァンカは苦笑して言った。 

「え、じゃあ……」 

 言って、栞は続ける。栞の事だ、どうせさん付けで呼んでイヴァンカから訂正されるのだろうと

思っていた。 

「『お姉ちゃん』って呼んで良いですか！？」 

「えっ！？」 

「なっ！？」 



 『お姉ちゃん』だと！？それはちょっとお兄ちゃんと話しを通してから……、  

「あ、ああ！私は構わないぞ？」 

 と、イヴァンカは言った。いや何でこの人まんざらでも無い表情を……っていうかこの件はち

ゃんとお兄ちゃんと話しを通して……、 

「よ、よろしくお願いします、お姉ちゃん！」 

「ああ！こちらこそよろしく！」 

 栞の言葉にイヴァンカは胸を張ってそう言った。 

「翔太さんも、改めてよろしくお願いします！」  

「あ、ああ……よろしく……」 

 先の栞の言葉で僕は敬語を使うのを忘れてそう言った。……っていうか、僕のことは『お兄ち

ゃん』って呼ばないんだね……いや、別に良いけど……、  

「よし、話しもまとまった所でそろそろ出発しよう！」 

 イヴァンカの言葉を皮切りに、僕らは村を後にした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……取り敢えずはこんなものか……」 

 イヴァンカが言って、僕らは各々その場に腰を下ろした。あれから数時間程周囲を探索して古

井戸や池のある場所を見て回った。池は自然の水場であることも相まってレイジフォックスを初

めとしたモンスターがたむろしていたが、古井戸は深さがある分、モンスターの水場となること



は無い、よってほとんどの場所が安全な箇所ではあった。無論、数年間放置されているだけあ

って水が止まっている箇所もあったが……、 

「今日の分はこのくらいにしておこう……」 

 と、多数のメモが残された地図を見ながらイヴァンカが言った。  

「よし、じゃあそろそろあ
・
の
・
場
・
所
・
へ行ってみよう」 

 と、イヴァンカが言った。 

「あ
・
の
・
場
・
所
・
？」 

「あの少女と私が出会った場所だ。そこに行けば何か思い出せるかもしれない」 

 と、イヴァンカは栞を見ながら言った。今のところ栞に変わった様子はない事から、栞の記憶

はまだ取り戻されていないだろう。 

「……分かった、行こうか」 

 正直乗り気では無いものの、特に言い訳を思いつかない僕はそう答えた。  

「？なんだか乗り気じゃ無いみたいだが、大丈夫か？」 

 僕の声を聞いて察したイヴァンカがそう言った。 

「……何でも無いよ、大丈夫だ」 

 イヴァンカの言葉に僕はそう返した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、イヴァンカと栞が出会ったという場所へと到着する。  

「どうだ？何か思い出せそうか？」 



 と、イヴァンカは聞いた。僕は黙って二人を見ている。  

「……すみません、よく覚えていないです」 

「……そうか、丁度ここで君はレイジフォックスに襲われていたんだ。私が君に話しかける頃に

は既に意識が飛びかけていたんだが……」 

 イヴァンカは栞に当時の状況を語るが、栞の記憶はまだ戻らないらしい。  

「うーん、やはりダメか……」 

 イヴァンカが諦めて帰ろうとした、その時だった。 

「翔太、後ろ！！」 

「え？」 

 イヴァンカの声に反応して後ろを向く頃には既に手遅れだった。背中に強い衝撃と何かに引

き裂かれたような感覚を感じると共に、身体が強制的に地面から離れる。そのまま僕は吹き飛

ばされてしまった。 

「ぐふっ！？」 

 吹き飛ばされた僕はそのまま地面に叩きつけられる。幸いにも頭を打つことは無く、そのまま

起き上がるが、背中の激痛で中々起き上がれない。何とか顔を上げると、そこにはレイジフォッ

クスよりも遙かに大きな狐が僕を睨み付けていた。 

「はああああ！！！」 

 イヴァンカがとっさにレイピアを向けるが、その狐はたやすくその刃を躱す。 

「翔太さん、大丈夫ですか！？」 

 その隙に栞が僕に手を差し伸べてきた。その手を取って何とか立ち上がったが、足下がおぼ

つかない。どうにか剣を構えたが、視点が定まらなかった。何とか意識を集中する。  



「はあ……はあ……」 

「翔太さん、無理しないで……ひっ、ち、血が……」 

 僕を支えていた栞が僕の背中の傷を見た途端、急に顔が青ざめた。  

「ち、血が……いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！」  

 栞が僕を放し、その手で自分の顔を押さえて叫びだした。 

「し、栞！？まさか記憶がフラッシュバックして……くそ、最悪だ！！」  

 僕は栞の名前を呼んではならない事を忘れてそう言った。目の前には敵がいる。僕は負傷し

てほぼ戦闘不可能、栞は混乱しており、今戦えるのはイヴァンカだけ……、最悪の状況だ。  

「くっ、何とか……戦わないと……」 

 目の前の敵を睨みながら、僕は手に握る剣を杖にして何とか立つ。  

「翔太、無事か？」 

 イヴァンカが隙を見て僕と合流した。 

「何とか、大丈夫だ……でも、栞が……」 

 僕の言葉でイヴァンカが栞を見る。どうやら気絶してしまっているらしい。  

「不味いな、あいつは恐らくクイーンフォックスだ。私一人じゃ太刀打ち出来ないぞ……」 

「何とか、僕も戦わないと……」 

「無理するなよ……私でも時間稼ぎ位なら出来る！」 

 言って、イヴァンカはクイーンフォックスの元へ突っ込んでいった。イヴァンカの動きは俊敏で

あるものの、やはりクイーンフォックスには届かない。僕はおぼつきながらも少しずつクイーンフ

ォックスと距離を詰めていった。 

「……ギャアアアアアア！！！」 



「！？不味い、逃げろ翔太！！」 

「え？」 

 不意にクイーンフォックスの標的が僕に向く。そう、僕は不用意にクイーンフォックスと距離を

詰
・
め
・
す
・
ぎ
・
た
・
のだ。 

「う、うわあああああああああ！！！」 

 クイーンフォックスが攻撃態勢に入る。覚悟を決めて僕も剣を握りしめたその時、  

「……兄さん、逃げて！」 

 栞が僕の前に立ち、両手を大きく広げた。 

「し、栞！？」 

「大丈夫、私は大丈夫だから……」 

 栞が僕を庇いながらそう言った。 

「私なら……死ぬことが出来るから……」 

 そう口にする栞は、決して僕の方を振り向かない。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

『クイーンフォックス』危険度 ★★ 

 

『レイジフォックス』のリーダーとなる存在で、生物界では珍しい雌がこの座に着いている。  

 



基本的にクイーンフォックスの行動パターンは繁殖期と活動期の二つに分かれる。  

 

繁殖期ではレイジフォックスを生み出すため、巣に籠もってじっとしている。  

この間、大量のレイジフォックスを産むために体内の栄養を消費し続けるため、  

身体は痩せ細り、ほぼ身動きが取れなくなる。 

これにより、クイーンフォックスを狩る際は基本的に繁殖期に狩ることが多いが、  

その時期はレイジフォックスが最も多くなる時期でもあるため、その点に注意が必要である。  

 

活動期ではクイーンフォックスが自ら巣を出て徘徊している時期になる。  

目的は単なる『遊び』としての徘徊であるとか、餌場や水場、新たな巣を探している、等  

様々な説が唱えられているものの、実際の目的は未だ解明されていない。  

活動期のクイーンフォックスは健康状態が最も良い時期になるため、  

運動神経、攻撃力がレイジフォックスの倍以上となり、安易に関わると危険である。  

 

 

part.8-4 

 時間を遡ること数分、栞の記憶が戻る前の事である。  

「どうだ？何か思い出せそうか？」 

 イヴァンカが栞にそう聞いた。栞は辺りを見渡してその景色を目に焼き付ける。  

「……」 



 しかし、ここで『レイジフォックスに襲われた』という記憶がどうしても浮かばない。頭では理解

していても栞にはその自覚が無かった。 

「……すみません、よく覚えていないです」 

 言って栞は俯いた。何とか思いだそうと記憶を遡るが、やはり以前の記憶は真っ白になって

おり、考えれば考えるほど虚無感が栞を襲う。 

「……そうか、丁度ここで君はレイジフォックスに襲われていたんだ。私が君に話しかける頃に

は既に意識が飛びかけていたんだが……」 

 それを見たイヴァンカがその時の状況を話し始める。聞くと、スライムと共にレイジフォックス

から逃げているのをイヴァンカが目撃して助けられたらしいが、やはりいずれの内容も栞の記

憶に無かった。 

「私とお姉ちゃんは、ここで出会ったんですよね？」 

「ああ、丁度この辺りで君がレイジフォックスに襲われていてな……」  

 イヴァンカは実際に栞が襲われていたであろう場所に立って状況を実演するように話す。そ

れでもなお、栞の記憶が蘇ることは無かった。 

「……ごめんなさい」 

「うーん、やはりダメか……」 

 イヴァンカが諦めて帰ろうとした、その時——、 

「翔太、後ろ！！」 

 急にイヴァンカが大声を上げる。その声に釣られて栞も後ろを向くと、翔太の後ろにクイーン

フォックスが腕を上げて彼を睨んでいた。 

「ぐふっ！？」 



 次の瞬間、翔太がクイーンフォックスに突き飛ばされてしまう。地面に叩きつけられた翔太は

うつ伏せに倒れてしまった。 

「はああああ！！！」 

 イヴァンカがレイピアを抜き、クイーンフォックスめがけて突進していった。栞は間髪入れずに

翔太の元へと向かう。 

「翔太さん、無理しないで！」 

 翔太の元へたどり着くと、起き上がろうとする彼の手助けを行う。彼の背中はクイーンフォック

スの爪で抉られ、赤い線がその軌跡を伝っていた。 

「……ひっ！ち、血が……」 

 その血を見た途端、栞の目の前は真っ赤に染まる。視界は何も見えなくなり、頭は全ての思

考を拒絶した。 

「ち、血が……いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！」  

 やがて真っ赤な視界は収束し、横方向の赤い線となる。線の先にはレイピアの切っ先が見え

た。 

「これは……一体……」 

 レイピアの切っ先はその赤い線を辿る様に動き、赤はそのレイピアに吸われるように消えて

いった。そして視界を遮っていた赤い何かは、遂に消えていったのである。目の前には一匹の

レイジフォックスとそれに奇襲を掛けるイヴァンカがいる。  

「これは……私の過去の記憶……？」 

 栞はそう呟いた。そして、失われていた彼女自身の記憶が逆再生でその目に映し出されてい

った。レイジフォックスに襲われていた事、その前にスライムと出会ったこと、誰も居ないまま草



原を彷徨っていた事、異世界転生した事、そして自分が自殺したこと……栞が持っていた過去

の記憶、それら全てが一瞬にして蘇っていく。 

「私は……」 

 栞がそう呟くと、目の前にあった視界が収束していった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……っ！！」 

 栞が目を覚ますと、自分が倒れていたことに気付く、状況を理解出来ないまま起き上がると、

イヴァンカがクイーンフォックスと戦っていた。翔太はその手に握る剣を杖にしてどうにか立って

いる状態であった。 

「……ギャアアアアアア！！！」 

 不意にクイーンフォックスが鳴き出し、翔太を睨み付ける。次の瞬間、クイーンフォックスは翔

太めがけて突進していった。 

(兄さんが危ない！！) 

 そう思った栞だったが、恐怖で足がすくんで動けなかった。兄を救いたい、その一心で栞は恐

怖を払拭する方法を模索する。思い至った記憶は『自分自身が自殺した』という内容だった。 

(そうだ、私は死んでいたんだ……！) 

 そう思った栞はその足を一歩前へ前進させる。『自分は既に自殺している、だからこの命はも

う不必要な物なんだ』——その想いを無理矢理に作り、恐怖を遮る。そして遂に栞は翔太の前へ

立った。 



「……兄さん、逃げて！」 

 そう言う栞は、決して兄の顔を振り向かない。クイーンフォックスの行く手を阻み、精一杯の威

嚇をする。その顔には涙が伝い、大きく広げられた両腕の先には、震えるほど強く握られた拳

があった。 

「大丈夫、私は大丈夫だから……私なら……死ぬことが出来るから……！！」  

 涙を浮かべた栞の瞳はクイーンフォックスの顔をしっかりと捉えていた。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「私なら……死ぬことが出来るから……」 

 そう口にする栞は、決して僕『佐伯  翔太』の方を振り向かない。 

「し、栞！？お前、記憶が……」 

 そう言いかけて僕は言葉を止める。そうだ、目の前にクイーンフォックスがいる。今はそんなこ

と言ってられない！ 

「兄さん、早く逃げて！！」 

 そう言う栞は決してそこから動かずに、クイーンフォックスを待ち構えている。当然、僕はそん

な言葉に従うわけに行かなかった。栞の言葉を無視して彼女の左肩に手を掛ける。  

「……ギャアアアアアア！！！」 

 次の瞬間、クイーンフォックスが僕らめがけて突進してきた。僕は最後の力を振り絞って栞を

右側へ無理矢理押し倒す。 

「……兄さん！？」 



「させるかぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」  

 栞を押し倒した後、僕は握る剣を大きく振りかぶった。その動きはクイーンフォックスにとって

不意を突いた形となり、その前脚に剣を突き立てる事が出来たのだ。  

「ギャウン！！」 

 右側の前脚に剣が突き刺さったクイーンフォックスはその足を引きずる様に逃げていったが、

対する僕の方もクイーンフォックスが飛びついてきた反動で吹き飛ばされる形となってしまう。  

「……ぐはっ！！」 

 そのまま地面に叩きつけられた僕は、その瞳を静かに閉じた。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

アモールの薬草 

 

『アモールの泉』内でのみ入手することが出来る薬草。 

 

アモールの泉内には傷を癒やす働きを持つ薬草が自生しているが、  

その薬草が泉の魔力を受けることで薬草本来の効能に加えて 

魔力による回復効果が上乗せされる為、回復力が非常に高い薬草を生み出すことが出来、  

重傷であったとしても命さえあれば回復出来る、と言われるほどである。  

 



回復力が高い薬草であるものの、植物自体の成長が非常に遅く、  

薬草の花が枯れてからようやく魔力を吸収し始める為、生産速度が遅く、  

数ヶ月〜1 年に 1 度しか採る事が出来ない。 

 

花が枯れて種が出来上がる頃には魔力を吸収している為、  

魔力を吸った薬草は種を付けているかどうかで見分けられる。 

 

 

part.8-5 

 ……、 

 ………、 

「……うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！」 

 恐怖で僕は飛び起きる。どうやらここは僕の部屋らしい。 

「夢だったのか……」 

 そう言って安心しようとした次の瞬間、左腕が全く動かない。金縛りとはまた違った感覚で、動

かそうとすると途端に激痛が走る。 

「うっ！！」 

 そして、起き上がろうとした瞬間、背中に猛烈な痛みが走った。何かに引き裂かれたような痛

みに襲われる。 

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！」  

 痛みで僕は叫ぶ。かろうじて動く右腕はベッドのシーツを必死に掴んでいた。  



「う……ぐっ……ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」  

 必死に叫ぶが、痛みが消え去ることはない。 

「んんんんんん……」 

 僕の叫び声で茜が起きてしまったらしく、眠そうな目をこすりながら僕の部屋へとやって来た。  

「どぉしたの？しょーたぁ……」 

 言いながら、茜は部屋の照明を入れる。部屋に光が入った途端、茜の表情は次第に青ざめ

ていった。 

「しょーた……ち、血が……」 

 言われて振り返ると、ベッドのシーツが血で汚れていた。 

「な……何だこれ……」 

 理解が追いつく間もなく僕はそう呟いた。次第に痛みと共に焦りが襲ってくる。  

「なんだこれ、なんだこれ……うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！」  

「私、救急車呼んでくる！！」 

 言って、茜は僕の部屋を離れていった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 かくて、僕は救急車で搬送され、そのまま緊急入院することとなった。応急手当を受けた後、

僕はそのまま病院のベッドに横たわる。 

「……どうだ？気分は落ち着いたか？」 

 医者の人が僕にそう聞いた。 



「ええ……大分落ち着いてきました」 

 僕はそう答える。 

「ふむ……君の怪我だが、左腕の骨折に頭を殴打している。そして何より引き裂かれたかのよ

うな背中の裂傷だ」 

 と、医師は言った。その怪我のどれもがあの夢で起きたクイーンフォックスとの戦いで受けた

傷だ。 

「まさかこんなことが寝ている間に起きたとは言うまい？」  

 医師は僕に疑いの目を向けてそう言った。 

「……本当です。本当に僕は寝ていただけなんです！」  

「……まあ良い、君の怪我は全治 3 ヶ月の大怪我だ。暫く安静にしていなさい」 

 医師が未だ僕に疑いの目を向けたまま、そう言った。 

「はい……」 

 僕が返事をすると、その医師はその場を去って行った。それと同時に今度は茜が病室に入っ

てくる。 

「しょーた、大丈夫なの？」 

 細々とした声で茜はそう言った。 

「大丈夫……と言ったら嘘になるかな？でも、ひとまず一命は取り留めたよ」  

「ばか！！！！！」 

 僕が言葉を言い切る前に栞はそう言い放つ。 

「私、言ったじゃん……君まで居なくならないでって……なのに、どうしてこんなこと……」 



 茜はそう言いながらも僕が寝そべっているベッドの端に顔を押し当てて泣きじゃくる。茜のこ

んな姿は今までに見たことが無い。 

「……茜、すまない……」 

 僕は言いながら茜の頭に手を伸ばそうとしたが、何分骨折した左腕はギプスで固定されてお

り、その一切を許さない。 

「……ねぇ、教えて？一体何が起きたの？」 

 充血した茜の目はこちらを向き、喉をきつく絞るような声で問われる。  

「……今から言うこと、信じてくれるか？」 

「うん、信じる……信じるよ……！」 

 僕の問いに茜はそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから僕は夢で起きた全ての事を話した。クイーンフォックスとの戦いで大怪我を負ったこ

と、そしてその傷が現実世界に引き継がれていたこと、それだけに留まらず、イヴァンカの事や

栞の記憶が戻ったこと……全部を茜に話した。勿論こんな事は非現実的な現象であって本来

馬鹿馬鹿しい話しだ。それでも茜は笑うこと無く、ただ真剣に僕の話を聞いていた。  

「……大体こんなところかな？」 

 粗方異世界での出来事を伝えて僕はそう言った。 

「そっか……教えてくれてありがとう」 

 既に泣き止んでけろりとしていた茜はそう答えた。 



「それで？今日はどうするんだ？」 

 と、僕は茜に聞いた。 

「夜遅いしここで寝る」 

「ああ……それが良い」 

 茜の言葉に油断して少し安心したような声を出してしまう。やはりこんな事が起きてしまった

以上、茜に限らず僕も怖いのだ。そんな中で誰かがそばに居てくれる、というのはやはり安心

出来る。 

「……おやすみ」 

 どちらからとも無く発せられた言葉で僕らは自然にその目を閉じた。  

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

佐伯 翔太 

 

本作主人公。 

 

端正な顔立ちで好青年な印象を受けるものの、 

ひねくれた感性と人見知り気味な性格のせいで友人は少ない。  

 

科学部の部長を務めているだけあって、学業の成績は優秀だが 



運動面はあまり得意では無く、体育は苦手。 

 

そんな彼が何故か突然異世界に飛ばされ、 

現状、現実世界と異世界を行ったり来たりの生活を繰り返している。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



part.9 閉所より見る空は……  

part.9-1 

 その後、 

「……んん」 

 目が覚めると僕は見慣れない天井を見上げていた。 

「そうか……」 

 そう言えば僕は入院していたんだったな……。 

「……んん」 

 ふと、隣を見ると茜が椅子に座って寝込んでいた。僕が声を掛ける前に茜が起き上がる。  

「おはよう」 

「……んんんおはよう……」 

 茜はうねりながらも僕の声に応えてくれた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから茜は学校へと向かっていった。当然、登校なんて出来るはずが無い僕は一人でベッ

ドに横たわったまま、 

「……暇だなぁ」 

 と、独り言を呟く事しか出来ない。ふと、窓から空を見上げてみる。雲一つ無い快晴のど真ん

中に熱い太陽がぎらぎらと輝いている。 

「……眩しい」 

 どうやら僕の目はその輝きを受け付けなかったらしい。すぐに空から目を離した。  



 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、特に何も起きずに夕刻を迎える。傾いた太陽の光は落ち着いて、淡いオレンジ色の

光が差し込んでいたが、昼間と違って地味な印象を受ける。 

「……暇だな」 

「しょーた、お見舞いに来たよ！」 

 そんな僕の独り言を裏切って、茜が突然押しかけてきた。  

「……お前、まさか毎日来る気なのか？」 

「うん、そーだよ！」 

 茜の言葉に僕は「はぁぁ……」と、ため息を吐いた。勿論、自分の意思とは真逆の行動だ。  

「はい、適当にお見舞い買っておいたよ」 

 茜は僕のため息を無視して、僕の右手側の机に見舞い品を置いた。軽めのお菓子が多い。  

「ありがとう、助かるよ」 

「良いって良いって、それよりしょーた」 

 言って茜は一拍置いた。 

「しょーたって小説書いてたりしない？」 

「へ？」 

 茜の口から予想もしない質問が飛んできて僕も思わず変な声を上げる。  

「……いや、書いてないけど？」 

 と、僕は答えた。 



「そっか、あれはてっきり君が書いているものだと……」  

 茜が独り言をぶつぶつと呟くが、僕には良く聞こえなかった。 

「ん？どうした？」 

「いや、書いてないなら良い……しょーたって今携帯持ってる？」 

「持ってるけど、どうした？」 

 言って僕は右手に持つスマホを見せる。 

「あとで URL 送るからその小説を読んでみて欲しい」 

「？……まあ、良いけど」 

 僕が返事をすると、茜は荷物を纏め始めた。 

「うん、じゃあ私はこれでおいとまさせてもらうよ」 

「ああ、じゃあまた今度」 

「うん！暇な時で良いから小説を読んでみてね！」 

 言って、茜は帰って行った。それから暫く間が開いて僕の携帯に通知が入る。  

「茜の言ってた小説か……」 

 茜の連絡先から一つの URL が表示され、開いてみると WEB 小説の投稿サイトに繋がり、小

説のタイトルが大きな文字で表示されていた。その小説の名は、  

『涙まみれのこの異世界転生に救いはないんですか！？』  

 

続く…… 

 

TIPS! 



佐伯翔太①：チョコレート菓子が好きだが、ナッツ類は苦手である 

 

 

part.9-2 

 それから僕はその小説から目を離す事が出来なくなった。何度も読み返した。何度読んでも

止まらない。別に面白かったとかそんな訳では無い。物語の内容はとある会社員が突然事故

死して『レオ』という名前で異世界転生する、というここまではごく普通の内容だ。問題はここか

らだ。転生先は異世界『アレンガルド』そして『レオ』という少年は『カドゥ村』という場所でその生

を受ける。そう、僕や栞の転生先と全く同じ名前だ。登場するモンスターも『レイジフォックス』

『アルミラージ』と言ったモンスターでこれも僕らの転生先で登場するモンスターばかりだった。

これを偶然とは言えない。 

「……どういうことだ？」 

 言いながら僕はようやく携帯の画面から目を離す。空はすっかり暗くなり、ぽつぽつと星の光

が僅かに灯るだけだった。街灯よりも弱いその光は大いなる空を灯すにはあまりにも力不足

で、奥底の見えないその暗闇には一種の恐怖さえも感じてしまう。  

「僕以外に異世界に転生している者がいると言うことなのか？」 

 そう考えて、また携帯に目を向ける。丁度 20 話程公開されており、僕が今開いているページ

はその最新話の部分だ。画面を下の方へスワイプさせるとコメント欄へ繋がった。  

「……」 

 コメントの数は 4〜5 個程度、アクセス数自体がそこまで多くない為、コメントもそれに比例し

て少ない状態だ。僕は何かコメントを残そうとチャット欄を立ち上げた。内容は勿論、作者自身



が異世界転生しているのか？と言うことだ。取り敢えず色々と書いてみる。『これは作者の経験

談ですか？』——いやダメだ、ストレート過ぎる。『あなたは一体何者ですか？』——個人情報聞

いてどうするんだよ！？『僕もその異世界に転生しているんです！』——いや、頭おかしい奴と

思われそうだ。 

「うーん……」 

 結局悩んだ末に『また読みに来ます！』とだけ残して携帯の画面電源を切った。  

「まあ良いか、寝よ……」 

 言って僕は携帯を右側にある机に放って明かりを消した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 僕が再び目を開くと、やはりそこには異世界が広がっていた。カドゥ村の宿屋だ。もう何日も

泊まっているから少なくとも病院の天井よりも既視感がある。 

「おお、起きたか！？」 

 ルーディさんが歓喜の声でそう言った。 

「……ええ、ここはカドゥ村？」 

「そうだ、イヴァンカ達がお前をここまで運んでくれたよ」  

「そうですか……良かった」 

 言って僕は真上を向いた。木組みの建物であるせいか、うっすらとヒノキのような香りがす

る。 

「……随分落ち着いているようだな、少し安心したよ」 



 ルーディさんはそう言った。そして彼は少しだけ顔を強ばらせる。  

「だったら、お前に一つ聞きたいことがあるんだ」 

 言ってルーディさんは姿勢を正してこちらを向き直す。  

「……例の記憶喪失の少女だが、記憶が戻ったらしい」  

「はい……」 

 ルーディさんは更に続ける。 

「名前はシオリと言うらしい」 

「はい……」 

「お前の事を『兄』だと言っていた。これは本当なのか？」  

「……間違いありません」 

 と、僕は答えた。 

「……つまり、お前はあの少女を知っていたが、俺たちにはその事実を隠していたと言うこと

か？」 

「……はい」 

 と、僕は答えた。ルーディさんは一瞬「んん……」と、うねってから続ける。  

「何か様子がおかしい訳だ……どうしてそんなことを？」  

 と、ルーディさんは問いただす。 

「……栞は、過去に辛い記憶を持っているんです。だから変に記憶を戻そうとするよりは今のま

まで良いんじゃ無いかって……いや、というより『記憶を戻すかどうか』って言う事を僕が決める

事じゃないんじゃないか？って思って……それで何も言えなかったんです、ごめんなさい」  

 僕はそう言った。 



「ふむ、なるほどな……」 

 ルーディさんはそう言って煙管を取り出した。丸められた煙草の葉を雁首に詰めて火を付け

る。 

「……俺も冒険者として戦うことがあるんだが、本業は商人だ。冒険者向けの商品を取り扱って

いる」 

 言ってルーディさんは吸い込んだ煙草の煙を吐き出す。白い煙は広く拡散し、やがてその姿

を消す。 

「だから冒険者との交流も広くてな……中には居るんだよ、記憶喪失になる奴が」  

 ルーディさんは明後日の方向を向いて話しを続ける。  

「シオリの様に過去の記憶を丸ごと無くすようなケースは希だが、モンスターとの戦闘時の状況

みたいに断片的な記憶喪失はたまに見かけるんだ。そいつらは口を揃えてこう言うんだよ」  

 言って、ルーディさんは煙管の灰を捨てた。再び新しい煙草の葉を摘めて火を付ける。  

「『記憶を無くした事が恐ろしい』ってな？人間、記憶を無くすと、開いちまった記憶の穴をのぞ

き込んで、その穴の深さと暗さに恐怖するんだ」 

 ルーディさんは部屋の窓を向く、空を見ながら何か懐かしむように語っていた。  

「……つまり、記憶喪失ってのは、それだけで恐怖を覚える。お前の言う『過去の記憶』っての

が何かは知らねぇが、それでもお前の行いは愚行だったと思う」  

 言ってルーディさんはこちらを向いた。煙草の匂いが急に強くなる。  

「お前、さっき言ったな？『ごめんなさい』って……それは言う相手が違うんじゃ無いか？」  

「そう……ですね」 

 ルーディさんの言葉に僕はそう答えた。 



「今のうちに妹さんと話しておくと良い」 

「そうします……」 

 ルーディさんの方を向いて僕はそう答えた。 

「ああ、じゃあ俺はこの辺でお暇するよ。早く治ると良いな」 

「ええ、ありがとうございます」 

 言って、ルーディさんは部屋を去って行った。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

ルーディ イェーガー①：髭を剃る男は全員女々しい奴だと思っている 

 

 

part.9-3 

 ルーディさんが去って一人になる。今は怪我の治療中である為、動くことさえ出来ないと言う

ことは現実世界だろうが異世界だろうが変わらない。 

「……」 

 やはりこの傷は本物だ。今までこの異世界を夢だと思っていた。でも、少なくともそれだけで

は無いらしい。現実世界に引き継がれた傷、明らかにこの世界について書かれていた小説…

…もう夢と言う言葉では片付けられない。色々な説が浮かび上がるが、それらの証明には未だ

証拠不足だ。それよりも……、 



「……ルーディさんに叱られてしまったな」 

 言って僕は窓の外を見上げる。空は雲で覆われており繊維質の白で塗り尽くされていた。雲

の下は閉塞感で満ちており、ただでさえ身動きの出来ない僕に追い打ちを掛ける。  

「……」 

 雲から目を離した所で『コンコン』とドアをノックする音が聞こえてきた。  

「どうぞ」 

 僕の声に反応してドアが開く。やって来たのはイヴァンカだった。 

「具合はどうだい？」 

「今はこの通り、身動きが出来ない。でも体調は大丈夫だ」 

 言って僕はイヴァンカにギブスで固定された左腕を見せる。 

「クイーンフォックスの撃退は見事だったよ、あれが無かったら全滅していた所だ」  

「あれは偶然だよ、栞の身体で僕の剣が隠せた。お陰でクイーンフォックスへ一撃をお見舞い

出来ただけだ」 

 イヴァンカの言葉に僕はそう答えた。 

「ははは……その判断が出来たのは君の実力だ。少しは誇っても良いんじゃ無いか？」  

「まあ、そうだな……」 

 と、僕は答えた。 

「うん、それでいい。ところで話しは変わるんだが……」 

 言ってイヴァンカは一拍置いた。 

「栞の事なんだが、君は彼女の兄なんだってな？」 

「ああ……黙ってて悪かった」 



 イヴァンカの言葉を先回りして僕は彼女に謝った。 

「別に、私は謝って欲しいなんて思ってないさ。それに、あの様子だと既にルーディ商人に咎め

られているだろうからな、私から言う事は無い」 

 言ってイヴァンカは続ける。 

「まあ、君たちは兄妹の割にあまり似てないな？」 

「ああ、良く言われる」 

 イヴァンカの言葉に僕は笑ってそう返した。 

「まあ、妹さんとよく話しておくと良い、でないと私が栞のお姉ちゃんになっちゃうぞ？」 

 言ってイヴァンカは席を立った。それは……困る。と言うか、栞は記憶が戻った後も『お姉ちゃ

ん』なんて呼んでいるんだろうか？いや、栞の事だし『姉さん』って読んでるかもな？いや、どっ

ちでもいいわ！ 

「それじゃあ私はそろそろお暇するよ」  

「ああ、また来てくれ」 

 言ってイヴァンカは僕の部屋を去って行った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 イヴァンカが去って暫くすると、今度は本命の栞が入ってきた。  

「兄さん、怪我の具合はどう？」 

「……見ての通りだ、身動きが取れなくて困ってるよ」 

 栞の言葉に僕は冗談っぽく返答した。 



「大変そうだね」 

 栞は僕の姿を見てそう言う。 

「ああ、ところで栞……」 

 言って僕は一拍置いた。 

「悪かったよ、記憶喪失のこと……」 

「ううん、謝らなくても大丈夫だよ」 

「いや、でもあれは……」 

「兄さん」 

 栞の言葉が僕の声を遮る。 

「私なら大丈夫だよ、兄さんの事も分かってるから……」  

「栞……」 

 言って僕は俯いてしまった。栞は僕を許してくれた。それなら良いんじゃ無いか？そう思った

途端、心の奥底にもやもやする気持ちが湧き上がった。  

「……いや、ダメだ。ちゃんと謝らせて欲しい」 

 言って僕は栞の方を向き直す。 

「悪かった、僕の考えが浅はかだったよ」 

「兄さん、分かったよ」 

 僕の言葉に栞はそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 それから僕らは異世界についての情報を交換した。僕が異世界と現実世界を交互に行き来し

ていること、例の小説のこと、栞の方からはルーディさんのペット『シェリー』やイヴァンカとの出

会いについてを聞くことが出来た。栞には記憶喪失の件がある分、どうやら僕の方が多くの情

報を持っていたらしい。 

「そっか、そんなことがあったんだ……」 

 僕の話を一通り聞いた栞はそう言った。 

「……初めは夢だと思っていたんだけどな、でもこの傷を受けてからは少なくともそうじゃないん

だって……」 

「不思議だね、兄妹で異世界転生なんて……」 

 栞は微笑みながらそう言った。 

「そうだな……」 

 僕は遠い目をしてそう言う。 

「うん……ねえ兄さん！」 

「ん？」 

 再び僕は栞の方を見る。 

「……私も、兄さんの手伝いをしたいと思ってるの」 

「つまり……」 

「私も戦いたい……」 

 栞は更に続ける。 

「兄さんと一緒に異世界で戦って、生活していきたいと思ってるの！ルーディさんにはもう話し

てある。後は兄さんだけ……」 



 栞は言った。……凄いな、栞はこれまででモンスターに蹂躙される経験をしてきたはずだ、に

もかかわらず戦いたいと言っている。 

「……分かったよ、でも一つだけ」 

 言って僕は一拍置いた。栞は言い出すと中々折れない、だけど……、  

「……クイーンフォックスとの戦いで僕を庇った時、『私なら死ぬことが出来る』って言ってたよ

な？」 

「うん」 

 僕の言葉に栞はそう言った。この時の栞の考えは恐らく『一度自殺した自分はもう必要ない』

という事だ。 

「その考えは止めてくれ、僕は栞が死ぬところをもう見たくない」 

 僕は俯いてそう言った。そう、栞が自殺したあの日、僕は酷いショックを受けた。それだけじゃ

無い、その後も僕の、いや僕達の環境が大きく変わってしまった。きっと栞は自分の命の重さを

理解していない。 

「頼むから自分は死んでも良いなんて思わないでくれ……お前が良くても、僕が許さない」  

「……分かった。そうするよ」 

 暫くの間が開いて、栞はそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから栞は村長の家に帰り、僕はまた一人となった。 

「栞、大丈夫かな？」 



 ベッドの上で仰向きになりながら、僕は栞の事を考えている。僕は栞との会話の中で一つの

内容を極力避けていた。それは栞の自殺の事についてだ。 

「栞、どうして……」 

 僕は栞が自殺した理由を未だに知らない。いや、恐らくこうだろうという予想は付いている。で

もまだ確信が無い。正直栞に聞いてみようかとも考えた。 

「でも、それはあまりにも無粋だよな……」 

 この件は時間を掛けよう。そう思った僕だった。 

「それくらいは良いよね？」 

 言いながら僕は静にその目を閉じた。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

作中登場小説『涙まみれのこの異世界転生に救いはないんですか！？』1〜10 話まで 

 

ある時、とある場所で生活していた会社員が突然、通りかかったトラックに轢かれて死亡してし

まう。 

 

その後、会社員は当時の記憶を持ったまま、異世界『アレンガルド』に存在する『カドゥ村』に

『レオ』という人間としてその生を受ける。 

 



冒険者に囲まれて日々の生活を送っていたレオは、その活躍を度々聞いて冒険者に憧れ、  

15 歳という若さで剣を取ることになる。 

 

彼の初のクエストは『アルミラージ』の掃討、単独で動くことが多いアルミラージの掃討は  

元々訓練を積んでいたレオにとっては容易い内容だった。 

 

調子に乗ったレオは村民の反対を押し切って『レイジフォックス』の討伐クエストを受ける。  

流石にそれを心配して別の冒険者が同行、レオを見守る形で付いて行った。 

レイジフォックスの討伐にてまどう内にレイジフォックスは次々に仲間を呼び、遂にレオは囲ま

れる形となり、同行していた冒険者に助けられる事になる。  

 

傷心したレオは暫く簡単なクエストを受けながらアルミラージとの戦いで経験を積み、  

レイジフォックスの討伐クエストを一人で完遂出来る事を目標に訓練を積んでいた。  

 

 

 

 

 

 

 



part.10 狐の寝床  

part.10-1 

 翔太が療養中の頃の事である。カドゥ村の村長の家にて、イヴァンカと村長の二人が話し合

っていた。 

「やはり、クイーンフォックスがいたか……」 

 村長は厳格な表情でそう言った。 

「ええ、今のクイーンフォックスは完全に活動期の真っ只中でした」  

 イヴァンカはそう答える。 

「……翔太のことは気の毒だが、今動かなければならないらしい」  

「……どういうことでしょうか？」 

「この村はどうやらクイーンフォックスの討伐なしに再建は出来ない、それは分かるな？」  

「ええ……」 

 村長の言葉にイヴァンカは答える。クイーンフォックスがレイジフォックスを生み出している以

上、大元であるクイーンフォックスを討伐しないと、レイジフォックスの被害は拡大し続けると言

うことだ。 

「次の繁殖期でクイーンフォックスの討伐を行いたい、だが現状、奴らの巣穴が分からないの

だ」 

 村長は更に続ける。 

「だから、活動期である今のうちにクイーンフォックスを追跡して奴らの巣穴を探す必要がある」  

 村長はそう答えた。 

「なるほど、しかしそれなら、適当なレイジフォックスを追跡した方が簡単なのでは？」  



「……レイジフォックスが巣穴に戻る頻度はかなり少ないのだ。その個体の役割にもよるが、遅

い時は半月以上も巣穴に戻らないものもいる。だが、クイーンフォックスは日暮れの時間帯に

必ず巣穴に戻る習性があるのだ。だからクイーンフォックスを追跡した方が確実というわけだ」  

 イヴァンカの疑問に村長はそう答える。それを聞いたイヴァンカも納得の表情を見せた。  

「と、言うわけで君にクイーンフォックスの捜索と追跡を頼みたい。奴が繁殖期に入る前になん

としても巣穴を見つけ出して欲しいのだ」 

「……分かりました」 

 村長の言葉にイヴァンカはそう答える。 

「良いか？相手はクイーンフォックス、その辺のモンスターとは訳が違う。くれぐれも交戦は避

けろ」 

「はい」 

「では頼んだぞ？行ってきてくれ」 

「……行ってきます」 

 言って、イヴァンカは村長の家を後にした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 一方その頃、ルーディの泊まっている宿にて、 

「……まさか君がショータの妹だとは思わなかった。はっきり言ってショータの口からそれを聞く

まで君の事を疑っていたよ」 

 翔太の見舞いを終えたルーディは冗談っぽく栞にそう言った。 



「兄さんはどんな具合でしたか？」 

「酷い怪我だったが、体調に問題は無いらしい。随分と落ち着いていたから俺もひとまずは安

心したよ」 

 栞の言葉にルーディはそう答えた。 

「そっか……良かったです」 

 ルーディの声を聞いて栞は笑顔を見せる。 

「ところで、君たち兄妹は一体何処からやって来たんだ？ショータから聞く限りだと、この場所に

飛ばされたとか摩訶不思議な事を言っていたが……」 

 ルーディは首をかしげてそう言った。 

「あはは……私も信じられないのですが、本当にそんな感じなんです」  

「んー、良く分からないな……家は何処にあるんだ？」 

「とても遠い場所にあります。多分、もう帰れないでしょう……」 

 栞は遠い目をしてそう言った。その表情には僅かに哀しみの色が移る。  

(そう言えば『シオリは過去に辛い記憶を持つ』と、ショータが言っていたな。これは地雷を踏ん

だか？) 

 ルーディはそう思ってわざとらしく咳払いをする。 

「……話しを変えよう、これから君はどうするんだ？」 

 ルーディは栞にそう聞いた。 

「私、ですか？」 

「ああ」 

「……兄さんはどうすると言ってましたか？」 



 栞はルーディに聞き返す。 

「……あいつは俺に付いてくると言っていた。戦う覚悟も出来ている」 

 と、ルーディは答えた。 

(兄さん、やっぱり戦ってるんだ……) 

 と、栞は思った。現に栞は翔太がクイーンフォックスと戦う瞬間を見ている。  

「……それなら私も戦います！兄さんと一緒に……！」 

「ほ、本当か！？」 

 ルーディはたじろぎながらそう答える。栞が翔太と共に来ると読んでおり、仲間にしたいと考

えていたルーディだったが、まさかか弱い見た目の彼女が戦いたいとまで言い出すとは思って

いなかった。 

「本当に大丈夫か？無理をする必要は……」 

「……大丈夫です、私はまだ戦えませんけど、それは兄さんも同じだったはずです」  

「ふむ、君は見た目に反して強い心を持っているんだな……」 

 栞の言葉に気圧されたルーディはそう答えた。 

「分かった、だがこれはショータにも話しておけよ？きっと君を心配しているだろう……」  

「ええ、分かってます」 

「じゃあ、行ってくると良い」 

 ルーディがそう言うと、栞は一瞥してルーディの部屋を後にした。  

「『強い心を持っている』……か……」 

 ルーディの部屋を出て一人になった栞はそう呟く。 

「そんなこと無いんだけどな……だって私は……」 



 栞はそう言いかけて翔太のいる部屋へと歩き出した。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、栞はルーディに連れられてヘンシェルの元を訪れていた。  

「……魔法、ですか？」 

 ルーディの後を付いて行く栞はルーディにそう言う。 

「ああ、俺の勘だが、シオリは……というか君たち兄妹は魔法の才能があると見た」  

 ルーディは「ショータには内緒だが……」と、前置きして更に続ける。  

「ショータは強力な魔法『シュバルツ・アウゲン』を何の訓練もなしに一度発動させている、今は

その力は無いが、その才能はすさまじいものだ。」 

 ルーディは更に続ける。 

「で、その才能を持つ妹さんなら同じような物を持っているはずだという単純な考えだ」 

 ルーディは言って栞の方を向く。 

「……繰り返しになるが、コイツはショータには内緒だぞ？言えば調子に乗ってしまうからな、こ

れでまた怪我でもされたらたまらん……」 

「……分かりました」 

 ルーディの言葉に栞はそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 その後、栞達一行はヘンシェルの元へ付いた。 

「すまないな、ショータの治療もあるのにこんな面倒事を頼んじまって」  

「治療と言っても付きっきりと言うほどでは無いので大丈夫ですよ」  

 ヘンシェルは笑顔でそう答えた。 

「ではシオリさん、早速始めましょう」 

「は、はい！」 

 栞は言ってヘンシェルの前に立った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 魔法を生み出すためには、そのエネルギーとなる『魔力』が必要である。人間には『先天性』

と『後天性』の 2 種類の魔力がある。 

 『先天性』の魔力とは『人間が産まれながらにして持っている魔力』の事で、この魔力は持て

る者と持てない者がいる。主に先天性の魔力は魔法使いの血筋や魔法を生活の糧としている

種族など、特別な境遇にある者だけが持ち得る魔力であり、それ以外の人間は一生先天性の

魔力を得ることは無い。 

 対して『後天性』の魔力は『妖精』と呼ばれる魔力を持った生物の力を借りて得られる魔力の

事で、こちらは何らかの妖精と『契約』しなければ得られないが、逆に言えば妖精と契約するこ

とで誰でも魔力を得ることが出来る。契約の内容はその妖精によって様々で、時にはその契約

が破棄されて魔力を失ってしまう者もいる。 

「……と、ここまでが魔法と魔力に関する基礎知識かな？」 



 と、ヘンシェルは言った。 

「何となく理解出来ました。私は魔力を持っているのですか？」  

「うーん、妖精と契約していないとなると持ち得るのは先天性の魔力だけなんだけど、家元が魔

法使いとかそんな話しは？」 

「……ありません」 

 と、栞は答える。当然だ、栞が居た世界には魔法など存在しないのだから。  

「じゃあ、魔力はまだ持っていないね、でも心配しないで」  

 言ってヘンシェルは指を鳴らした。途端にヘンシェルの肩に白い毛並みの狐のような生物が

浮かび上がる。 

「紹介しよう、この子は『チャイ』僕と契約を結んでいる妖精の一つだ」  

 ヘンシェルが言うと、チャイは栞の肩へ移る。肩に飛び乗る瞬間にふわりとした柔らかな風と

匂いを感じたが、質量が無いのか肩に乗った感覚が無い。 

「わっ！？」 

「暫く君にこの子を貸してあげるよ、これで魔法の練習をしてみると良い」  

 ヘンシェルの言葉と共に栞は感じたことの無い不思議な感覚が湧き上がった。  

 

続く…… 

 

TIPS! 

佐伯栞①：兄がぼやいている時はつまらなそうな相槌を打つ 

 



 

part.10-2 

「暫く君にこの子を貸してあげるよ、これで魔法の練習をしてみると良い」  

 ヘンシェルの言葉と共に栞は感じたことの無い不思議な感覚が湧き上がった。  

「チャイは炎魔法を得意とする妖精だ。この子を使って基本となる炎魔法『ファイア・シェル』を

使えるようになろう！」 

「は、はい！」 

 言って栞は身構えた。 

「魔法の使用は契約している妖精と良くコミュニケーションを取ることが重要だ、まずはチャイと

話してみると良い」 

「わ、分かりました！チャイ、大丈夫？」 

 ヘンシェルに催促されて栞はチャイに話しかけるが、チャイは微動だにせず、無反応だ。  

「はは、チャイはクールな妖精でね、あまり反応してくれないんだよ、ちゃんと意思は伝えられて

いるから安心して良いよ」 

「は、はぁ……そうなんですか」 

(妖精とコミュニケーションしろってさっき言ってたのに……) 

 心の中で栞はそう思ったが、口に出すことは無かった。 

「じゃあ、気を取り直していよいよ魔法の実践だ！ファイア・シェルは小さな火球を前方に飛ば

す初級の魔法、簡単に取得できるはずだから、取り敢えずやってみよう」  

「分かりました」 



 栞は『すぅ……』と息を吸い込んで「ファイア・シェル！」と叫ぶ。たちまち栞の左手に小さな火

球が生まれるが、その場で破裂を起こしてしまった。破裂の衝撃が栞の身体まで届いてしまう。  

「ひゃあ！！」 

「意識を火球に集中するんだ、そうすれば破裂は起こらないはず」 

「わ、分かりました」 

 栞はそう言うが、先の破裂に少し怯えて左手を身体から遠くに離した。  

「大丈夫、怖がらなくて良いよ」 

 ヘンシェルはそう言うが、栞はやはり怯えたままでほんの少し左手を近くに寄せるだけだっ

た。 

「ファイア・シェル！」 

(意識を火球に集中……！) 

 左手に生み出された火球は栞の手に残り続ける。 

「や、やった！……熱っ！！」 

 しかし、手に残り続けた火球の熱に耐えきれず、栞は意識を火球から離してしまう。当然、火

球はその場で破裂を起こした。 

「きゃあ！！」 

「大丈夫、深呼吸して……」 

 ヘンシェルに教わりながら、栞は魔法の練習を続ける。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 一方その頃、 

「レイジフォックスの数が多い……どうしたものかな」 

 カドゥ平原内を探索していたイヴァンカはそう呟いた。今のところクイーンフォックスの手がか

りは無く、しらみつぶしで探しているが、未だ発見出来ていない。  

「モンスターの気配は無さそうだ……少し休んで、先日クイーンフォックスが出現した場所へ向

かおう」 

 言って、イヴァンカは近くの木陰に腰を下ろした。持ってきていた手製のサンドウィッチを取り

出して咀嚼する。 

「はむ……うん、うまい！」 

 イヴァンカ独り言を呟きながら食事を続けるが、だんだんその虚しさに胸が痛くなる。不意に

先日、翔太や栞と共にフィールドを歩いていた記憶を思い出した。 

「パーティー……組んでみたい」 

 イヴァンカはそんなことを呟いた。今まではそんなことを考えもしなかったイヴァンカだった

が、肉親を失い、独りになってしまったこと、翔太達と冒険したこと、これらを経験することでイ

ヴァンカは自然と寂しさに気付いてしまったのだ。何より……、  

「『お姉ちゃん』……か」 

 栞からそう呼ばれた事を思い出してイヴァンカの頬が緩くなる。一人っ子だったイヴァンカは

兄妹を持つことに憧れていた。そして、栞から『お姉ちゃん』と呼ばれることに少なからず良く思

っていたイヴァンカは、 

「翔太め、こんなに良い妹を持っているなんて……！」 



 言いながらイヴァンカは草原に寝転がって空を見上げる。願いや希望を描くには丁度良い雲

一つ無い快晴だ。数秒間瞳を閉じて、再び起き上がった。 

「いけない、私は何をしているんだろうか……」 

 言いながら、イヴァンカは歩き出す。目的地は先日、翔太達と共にクイーンフォックスに接触

したあの場所だ。 

「何も無いかも知れない、それでも行くだけ行ってみよう」  

 そのままイヴァンカは歩く速度を速めた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その頃、栞は休み休みではあるものの訓練に励んでいた。 

「ファイア・シェル！」 

 魔法は想像以上に頭を使う。火球を生み出す、生み出した火球をやけどする前に手から離

す、目標の位置へ素早く飛ばす……これらの動作を一瞬で行わなければならない。暴発もあり

得る。 

「はぁ……はぁ……」 

 栞は袖で顔を拭う、頬には火球から発生する煤がこびりついて黒くなっていた。  

「……そろそろチャイの魔力が切れそうだ、今日はこのくらいにしておこう」  

「……分かりました」 

 そう言う栞の声には疲れが滲んでいる。 

「チャイ、戻っておいで」 



 ヘンシェルが言うと、チャイは栞の肩から離れていった。 

「ヘンシェル、どうだ、シオリの方は？」 

 ルーディがヘンシェルに尋ねる。 

「だいぶ飲み込みが早い、僕の予想だと明日には撃てるんじゃないかと思いますよ？」 

「そうか、アルミラージとのタイマンくらいなら出来る様になりそうだな」  

「そうですね」 

 ルーディの言葉にヘンシェルがそう答えた。 

「ところでヘンシェル、お前は攻撃魔法が出来ないんだったよな？」  

 不意にルーディがヘンシェルに尋ねる。 

「ええ、僕は攻撃魔法系が苦手なんです。攻撃魔法系は基本的に素早い魔法制御でいくつか

の動作を行わなければいけないんですが、僕が得意としている回復魔法なんかはゆっくりと時

間を掛けて魔法制御を行えます。ただし、攻撃魔法系よりも精密な制御技術が必要になります

が……」 

「なるほどな」 

 ルーディは納得の表情でそう言った。 

「シオリ、初の魔法訓練はどうだった？」 

 ルーディは気さくな雰囲気を作り、栞に話しかける。 

「思ってたよりとても難しいです……頭も身体も疲れてしまいました」  

 栞は歩きながらそう答えた。 

「ははは、皆最初はこんな感じだよ、慣れてくると簡単にこなせるようになるから、一緒に頑張っ

ていこう！」 



「は、はい……」 

 ヘンシェルの言葉に栞は疲れた返事をした。 

「それじゃあ、帰りましょう」 

 そのヘンシェルの言葉を皮切りに一行は帰路へと付いた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 一方その頃、イヴァンカはクイーンフォックスと接触した場所へとたどり着いていた。  

(ここでは色んな事があったな…… ) 

 助けた栞を連れてここで複数のレイジフォックスと戦ったり、翔太達とここへ訪れてクイーンフ

ォックスに襲われたりと、実は色々な事がこの場所で起きていた。  

「何か手がかりは……？」 

 気を取り直してイヴァンカは周囲を見渡す。既に夕刻となっており、拡散した太陽の光が空を

オレンジ色に染め上げていた。 

「……やはり、何も無いのか？」 

 何か手がかりを探すものの、辺りは草原が広がるばかりだ。イヴァンカはクイーンフォックスと

戦った時の事を思い出していた。 

「……あの時の翔太は凄かったな、見直したよ」 

 あの日、翔太はクイーンフォックスに攻撃を当てることが出来た。本人はまぐれだと言ってい

るし、イヴァンカ自身も実はまぐれだと思っている。しかしあの時、翔太は強い意志を持ってクイ

ーンフォックスと対峙していた。 



「その点は本当に凄い事だったよ」 

 言ってイヴァンカはカドゥ村への方角を向く。どうせ手がかりは無い、今日は引き上げて帰ろう

とした、その時だった。 

「……待てよ？」 

 不意にイヴァンカの脳内に疑問が浮かぶ。 

「あの時、負傷したクイーンフォックスは一目散に逃げていった」 

 となると、負傷したクイーンフォックスが何処かをうろつくという事は考えにくい。  

「となるとクイーンフォックスが逃げた先は……」 

 クイーンフォックスの巣である可能性が高いと言うことになる。つまり、クイーンフォックスの逃

げた方角に奴らの巣が存在することになるのだ。勿論これは仮説であり、実際にそうであると

いう根拠にはなり得ない。しかし、手がかりの一つであることに変わりは無かった。  

「あの時、クイーンフォックスが逃げた先は……こっちだったか……」  

 イヴァンカはクイーンフォックスが逃げた先を何とか思い出してその方角を向く。そして現在の

時刻と太陽の位置を見て今、自分が向いている方角を割り出した。  

「だいたい南東の方角だな……明日はそっち側を中心に探ってみよう」 

 言って、イヴァンカは帰路へと付いたのだった。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

クエスト：狐の寝床 



 

クエスト形式：探索クエスト 

依頼者：カドゥ村村長 

受注者：スミノフ・イヴァンカ 

 

＜内容＞ 

クイーンフォックスの捜索、及びその巣の探索が本クエストの内容となる。  

 

前回のカドゥ平原の探索クエストでクイーンフォックスが活動期に入っていることが分かった。  

活動期のクイーンフォックスは単独で巣を出入りしていることが多く、  

巣穴の場所を探るには今が好都合である。 

 

クイーンフォックスが繁殖期に入る前に何としても目標を発見、及び尾行し、  

巣穴の場所を突き止めて欲しい。 

 

 

part.10-3 

 その帰り道、 

「ん？あれは栞か？」 

 イヴァンカは遠目で栞達一行が帰るところを見つけた。 

「おーい！」 



 イヴァンカの声に反応して栞達はこちらを向き、イヴァンカの方へ近づいてきた。  

「姉さん、奇遇だね」 

「ああ……って、どうしたんだ？その顔？」 

 イヴァンカは栞の頬に付いた黒い煤を見てそう言った。 

「これは、ヘンシェルさんに教わって魔法の練習をしていたの」 

「魔法、か……頑張ってるんだな」 

「うん、少しでも兄さんの役に立ちたくて……」 

 栞はそう言った。 

「……出来るようになったのか？」 

 イヴァンカがそう聞くと、栞は首を横に振る。 

「全然、でもいつか出来るようになりたい」 

「そうか、頑張れよ！」 

 イヴァンカはまるで本当の姉のように栞にそう言った。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、 

「今日もよろしくお願いします！」 

「うん、よろしく！」 

 栞はヘンシェルにそう言った。同時にチャイが栞の肩に乗る。 

「昨日やったことは覚えてるよね？今日は復習からやってみよう！」  



「はい！」 

 言って栞は「ファイア・シェル！」と勢いよく叫んだ。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その頃、イヴァンカは昨日最後に調べた場所へ着いた。 

「私の考えが正しいならクイーンフォックスの巣はここから南東の方角にある」  

 言いながらイヴァンカは南東の方角を向く。 

「ここから南東に向かうと、『チェルニー山脈』があるな……」  

 イヴァンカは地図を見ながらそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その頃、 

「シオリの様子はどうだ？」 

 ルーディはヘンシェルにそう尋ねる。 

「仕上がってきてますよ、ほら！」 

 言ってヘンシェルは栞に目を向けた。この間も栞は訓練を続けており、「ファイア・シェル！」

と、繰り返し唱え続けている。その度に火球が生まれているが、前日と違いその場で暴発は起

きていない。『前に飛ばす』という動作こそまだ出来ていないものの、栞は確実に魔法取得への

一歩を進んでいた。 



「んん……確かに、これなら今日中には取得出来そうだ」 

 そう言うルーディの表情は暗い。 

「どうかしたのですか？」 

 ルーディの表情を察したヘンシェルは、ルーディにそう尋ねた。  

「いや、魔法の問題では無いのだ。ただ、シオリが冒険者として生きていくためには問題となる

足かせが一つある」 

「『足かせ』……ですか？」 

「ああ、シオリは一度、レイジフォックスに蹂躙されそうになっている。そのせいで記憶を失って

いるんだ、足かせにもなるだろう」 

「なるほど、『モンスターに襲われた』……この事実がトラウマになっていると？」  

「……可能性の話だ、まだそうと決まったわけじゃ無い。だが、普通ならトラウマになってもおか

しくは無いはずだ」 

「なるほど、それはそうですね」 

 ヘンシェルはルーディの考えに賛同する。 

「……まあ、これは後で俺が何とか考えるよ。取り乱してしまったな」  

「いえ、大丈夫ですよ、何かあったら僕も微力ながら力になりますので！」  

「ああ、助かるよ」 

 言ってルーディの表情はようやく晴れる。 

「シオリさん、この辺りで休憩にしましょう！」 

「はい！」 

 ヘンシェルの言葉に反応して栞はヘンシェルの元へ近づいていった。  



 

◉ ◉ ◉ 

 

 その頃、イヴァンカはチェルニー山脈までの道のりを探っていた。しかし、遭遇するのはレイ

ジフォックスばかりで目的となるクイーンフォックスは未だ見つからない。  

「うーん、やはり山脈内に入る必要があるのだろうか？」  

 イヴァンカはそのように考えるが、チェルニー山脈は広大である上に道のりも非常に険しい

為、探索には 1 週間以上の長い時間を要する。その為、一週間の探索どころか野営の準備す

ら出来ていないイヴァンカにチェルニー山脈の探索は断念せざるを得なかった。  

「そもそもクイーンフォックスの巣がチェルニー山脈に存在すると決まったわけでも無いし、どう

したものかな……」 

 イヴァンカはそう呟きながらも周囲を見渡してクイーンフォックスを探している。そう、探索クエ

ストは基本的に根気が必要なのだ。 

「もう少し探して見つからなかったら早めに引き上げよう、まだチェルニー山脈に行くと決まった

訳では無いが、どうやら野営の準備は必要らしいな」 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その頃、 

「ファイア・シェル！」 



 休憩を終えた栞は魔法の取得に向けて訓練していた。栞は既に火球を暴発させること無く、

またその手を火傷させること無く発生させる事が出来ていた。後はその火球を前に飛ばすのみ

である。 

「はぁ……はぁ……」 

 そんな栞は息を切らしていた。魔法は見た目以上に思考の瞬発力が必要であるため、脳に

送られる酸素が足りずに、息が切れたり眠気に襲われることがある。ファイア・シェルは消費す

る魔力が少ない為、普段ならこの症状は発生しないが、魔法取得の訓練中は実戦よりも魔法

を連発する為、この状態に陥りやすいのだ。 

「……大丈夫、ゆっくり深呼吸して？」 

 不意に隣からヘンシェルの声が聞こえ、栞は指示に従う。そして自分の頬をぺちぺちと叩い

て再び前を向いた。意識を魔法に集中し、前方の地平線を睨む。 

(生み出した火球を前に飛ばす！) 

 そうして栞は「ファイア・シェル！」と叫んだ。 

「……あ、」 

 その時生み出された火球は宙を舞い、勢いよく前へと進んだ。そのまま地面に着弾して破裂

音を鳴らす。成功だった。 

「やった……」 

「おめでとう、たった二日でファイア・シェルを取得出来たね、君はどうやら魔法の才能があるら

しい！」 

 ヘンシェルはそう言うが、既に栞は声を聞く余裕が無く、その場に力無く座り込んだ。  

「……うん、少し休憩しようか」 



 ヘンシェルは栞にそう囁いた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 栞の体力が回復した後、少しだけ魔法の訓練を継続していた。その後はファイア・シェルを難

なく撃つ事が出来るようになっていた。 

「お見事！こんな風に魔法は一度コツを掴めば簡単に扱えるようになるんだ。後は連射が出来

るようになれば完璧だけど、それはまた今度にしよう。今日の所はそろそろ引き上げてしまおう

か」 

「はい！」 

 言って栞達は帰路へと着いた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その道中、 

「……あれは、姉さん？」 

 栞はイヴァンカが帰路に着いている所を見つけた。 

「おーーい、姉さん！」 

「ん？ああ、栞か！」 

 イヴァンカは栞の声に反応してこちらへ向かってきた。  

「魔法は上手くいきそうか？」 



 イヴァンカは栞にそう尋ねる。 

「うん、今日はファイア・シェルが撃てるようになった」 

「凄いな、二日で魔法を取得するなんて！」 

「そ、そうかな……？」 

 そう言う栞の表情はまんざらでも無いと言った様子だ。  

「……姉さんは何をしていたの？」 

 今度は栞がイヴァンカに尋ねる。 

「私は、クイーンフォックスの捜索だ。今日も見つからなかったけどな？」  

 イヴァンカは少し困ったような表情でそう言った。 

「クイーンフォックス！？大丈夫なの？」 

「別に戦う訳じゃないから大丈夫だよ、ただ捜索するだけ」 

「そ、そうなんだ」 

 言って栞はほっとした様な表情を見せた。 

「まあそれで、明日からは野営する必要がある、村長に申し出て野営用具を借りないといけな

いな」 

 イヴァンカは背伸びをしながらそう言った。 

「……大変なんだね」 

 栞が言った所でルーディが会話に割り込む。 

「野営用具が必要なのか？それなら俺が貸しても良いが？」  

「本当ですか！？それは助かります！」  

 ルーディの言葉にイヴァンカはそう答えた。 



「何処まで行くんだ？」 

「まだ確定ではないんですが、チェルニー山脈の探索を行いたいと思っています」  

「チェルニー？あそこに一人で行くのか！？」 

「……はい」 

「……うーん、あの辺りは一人だと厳しいぞ？なんなら俺も付いていくが？」  

「良いのですか！？」 

「ああ、ただし頼みがあるんだが……」 

 言ってルーディは更に続ける。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

スミノフ・イヴァンカ①：以外にも可愛い物が好き 
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「ああ、ただし頼みがあるんだが……」 

 言ってルーディは更に続ける。 

「山脈の探索は最低でも 1 週間は必要だ。その為、準備に二日は掛けたい」 

「……分かりました」 

「で、その間シオリを鍛えて欲しいんだ」 



「栞を、ですか？」 

「ああ、シオリを山脈に連れて行くのはまだ早い。だが、今のうちに実戦経験を積ませたいん

だ」 

「……私は大丈夫ですが、栞のほうは大丈夫なのか？」  

 言ってイヴァンカは栞の方を向いた。 

「私は大丈夫だよ、早く強くなりたい」 

 栞はそう言った。 

「……そうか、なら大丈夫です」 

 イヴァンカはルーディにそう言った。 

「決まりだな、明日は俺も付いていきたい。野営の準備はその後でも良いか？」 

「問題ありません」 

 イヴァンカはそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、イヴァンカは 30 分以上早く栞達との待ち合わせ場所に着いていた。 

「……早く来すぎただろうか？」 

 イヴァンカは言いながら自分の髪に手ぐしをする。慣れない待ち合わせにそわそわしていた。  

「姉さん！」 

 そんな中、栞もまたかなり早い時間に待ち合わせ場所に到着する。  

「早いね、もしかして待った？」 



「いや、今来た所だ！」 

「どのみち早いじゃん、あまり意味ないよ？その言葉」 

「うっ……」 

 栞の言葉にイヴァンカは顔を染めた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それからルーディと合流すると、ヘンシェルから妖精『チャイ』を借り受け、カドゥ村を後にす

る。 

「シオリ、これは実戦だが気楽にやっていい。いざという時は俺もイヴァンカも居るんだ、どちら

もこの辺りのモンスターなら楽にやれる」 

 ルーディは栞にそう言う。 

「はい」 

 そう返事をする栞だったが、やはり彼女の表情には緊張の色が見える。ルーディはその表情

に不安を覚えながらも前を歩いていると、 

「ルーディ商人、前の方にアルミラージが居ます！」 

 先行して歩いていたイヴァンカから報告を受ける。 

「取り敢えず向かおう、今のシオリなら一人で対応出来るはずだ」 

 ルーディは更に続ける。 

「シオリ、聞こえたな？準備は良いか？」 

「はい！」 



 栞はその言葉と共に前進する。拳は震えるほど固く握られており、緊張の色がより一層増し

ている。 

「あれがアルミラージだ。やれるか？」 

 ルーディがそう言った。物陰から見ると、普通よりも大きな兎が徘徊していた。  

「ここから魔法を当ててくれ、出来るか？」 

「……やってみます！」 

 言って栞は拳を開き、小さな火球を作り出す。 

「ファイア・シェル！」 

 その瞬間、火球はアルミラージめがけて飛んでいったが、上手く当てることが出来ずに火球

は地面に着弾する。これに気付いたアルミラージがこちらへ勢いよく向かってくる。  

「落ち着け、アルミラージが近くまで来たら俺達が対応する。シオリは魔法を当てることを意識

するんだ！」 

「は、はい！」 

 言って栞は二発目の火球を放った。しかし、先程よりも勢いよく走るアルミラージに当てること

が出来ない。 

「も、もう無理……！」 

 遂に至近まで近づいてきたアルミラージに栞は目を逸らすが、その瞬間、ルーディがアルミラ

ージを斬り伏せた。 

「大丈夫か？」 

 斧をしまったルーディが栞に手を差し伸べる。 

「あ、ありがとうございます」 



「無理することは無いさ、少しずつ慣れていけば良い」 

 ルーディは栞にそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから休憩なしに次の獲物を探す。そんな中、ルーディは思案顔になる。先日、ルーディが

ヘンシェルに話していた『足かせ』の事だ。 

(どうやらシオリは戦いに対する恐怖は意外と少ないらしい。だが、レイジフォックスはどうだろう

か？) 

 ルーディはそう考えてイヴァンカに話しかける。 

「イヴァンカ、レイジフォックスを探して欲しい」 

「……分かりました」 

 それから適当な方角に見切りを付けて歩き出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「居ました」 

 イヴァンカから報告を受け、栞達は戦闘態勢に入る。 

「シオリ、次はレイジフォックスだ。お前が記憶を無くす前に襲われたモンスターだ」 

 ルーディは栞にそう話しかける。栞は無言でそれに頷いた。 

「出来そうか？」 



「……大丈夫、です」 

 そう言う栞の手は震えている。ルーディは一瞬迷ったが戦闘を行うことを決意した。  

「よし、やってくれ」 

「……はい！」 

 栞はレイジフォックスを見る。黄色の体毛、通常の狐よりも大きな体格に赤い瞳、そのどれも

があの時栞と出会ったレイジフォックスの見た目である。栞は恐怖で後ずさる。それを見たルー

ディはこれ以上は厳しいと判断し、引き上げようと声を掛ける。 

「シオリ、やっぱり今日はこの位に……」 

「いやああああああああああああ！！」 

 その時栞は前に居るレイジフォックスめがけて突進する。レイジフォックスはこれに気付いて

栞を躱した。 

「……コイツは不味い、追うぞイヴァンカ！」 

「はい！」 

 言って二人は武器を抜いた。 

 

TOPIC!! 

ファイア・シェル 

 

小さな火球を前方へ飛ばす攻撃魔法の基礎となる炎魔法。 

 

一撃の威力は基礎魔法らしく低いものの、 



素直な弾道であることや、速い弾速、慣れれば連射が利くことから  

継続火力や命中率に優れており、上級魔道士でも使うことが多い重要な魔法となる。  

 

また、消費魔力が低いことから、射程が短い上に目標との距離による威力減衰率が高く、  

長距離での使用には向かない。 

 

用途としては、前線を張る味方の背後から援護射撃を行う他、 

けん制や小型モンスターの掃討等に用いられる。 

 

 

part.10-5 

「……コイツは不味い、追うぞイヴァンカ！」 

「はい！」 

 言って二人は武器を抜いた。 

「イヴァンカ、シオリを頼む」 

「分かりました！」 

 言ってイヴァンカは栞の元へと向かう。その間にもレイジフォックスは「ウォォォォォォォ

ォ！！」と雄叫びを上げ、仲間を呼んでしまった。 

「栞、大丈夫か！？」 

「はぁ……はぁ……ファイア・シェル！」 

「うわあ！！」 



 イヴァンカが声を掛ける瞬間、栞は魔法を乱射する。幸い、イヴァンカに当たることは無かっ

たが、栞は気が動転していた。 

「栞、落ち着いてくれ！私だ、イヴァンカだ！」 

 イヴァンカは栞を押さえつけて必死に声を掛けるが、残念ながら栞の耳には届かない。  

「イヴァンカ、大丈夫か！？」 

 ここで、レイジフォックスを仕留めたルーディが声を掛けてきた。  

「シオリ、ゆっくり深呼吸をしろ？」 

 ルーディが栞に声を掛ける。栞は過呼吸気味になっており、完全に目を回していた。  

「はぁ、はぁ……」 

 やがて栞の過呼吸は止まるが、気を失って倒れてしまう。 

「不味いな、レイジフォックスは仲間を呼んでしまった。急いで場所を変えよう！悪いがシオリを

背負ってくれ！」 

「はい！」 

 イヴァンカは栞を背負い、その場を走り出す。しかし、既に二匹のレイジフォックスが駆けつけ

ていた。 

「たった二匹か……舐めやがってぇぇぇぇぇぇ！！」 

 叫びと共にルーディは戦斧を振りかざす。そのまま二匹のレイジフォックスは一瞬にして真っ

二つになった。 

「す、凄い……」 

「もたもたするな！急ぐぞ！！」 

「はい！！」 



 イヴァンカは栞を背負ったまま先を急ぐ。しかし、既にもう一匹のレイジフォックスが追いつい

てきた。 

「しつこい！！」 

 イヴァンカは栞を背負いながらレイジフォックスの前脚を踏みつける。「ギャウン！！」と鳴き

声を上げて後ずさりした瞬間にルーディが斧を振るった。 

「行こう！」 

 イヴァンカ達は走り出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、何とかレイジフォックスを撒いてイヴァンカ達は適当な木陰に腰を下ろした。  

「しかしこれは予想外だった。シオリはレイジフォックスに怯えると思っていた。まさか気を狂わ

せて突進するなんて、これじゃあまるでバーサーカーだな？」 

 ルーディは腰を下ろしながらそう言った。 

「ええ、このままじゃ栞は早死にです」 

 イヴァンカは栞を降ろし、頭を撫でながらそう答えた。 

「ああ、何とかしてこれを止めないといけないな……」 

 と、ルーディは呟く。そんな中、気を失っていた栞がゆっくりをその目を開いた。  

「栞？大丈夫か！？」 

「……ここは？」 

 栞は辺りを見渡してそう呟いた。 



「まだカドゥ平原の中だ。何が起きたか覚えているか？」  

「……よく分からないです」 

 栞は首を横に振りながらそう答える。イヴァンカはそんな栞にこれまで起きた事を話した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 話していく内に栞もレイジフォックスと対面した時の事を思い出していた。  

「……そうだった、ごめんなさい！迷惑を掛けてしまって……」 

「いや、構わないさ。だが、今日の所は引き上げるとしよう」  

 栞の言葉にルーディがそう答える。空を見上げるといつの間にか日は沈みかけていた。  

「……分かりました」 

 栞はそう答え、その場から立ち上がった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、カドゥ村に到着する頃には日も沈み、平原は真っ暗だった。  

「今日はありがとうございました」 

 栞はルーディとイヴァンカに向かって話しかける。 

「ふふ、どういたしまして」 

 イヴァンカは笑みを浮かべてそう答えた。 

「しゃあ私はヘンシェルさんにチャイを返してきますので！」 



 言って栞は別れていった。 

「……俺達も解散しよう」 

「そうですね、明日はどうするんですか？」 

 ルーディの言葉にイヴァンカはそう問う。 

「……シオリがあの状態なら危険だろう。正直まだ迷っているが、一応明日の訓練は無しで頼

む」 

 ルーディはそう答えた。 

「……分かりました」 

 言って、ルーディとイヴァンカはそれぞれの帰路に着く。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、ルーディは栞の兄、翔太の元へ訪れていた。  

「……とまぁ、こんなことがあったんだ」 

 簡単な挨拶を手短に終え、ルーディは本題となる栞の訓練について話していた。  

「なるほど、そんなことが……取り敢えず、全員無事で何よりです」  

 翔太はそう答える。 

「ああ、それで明日も同じような訓練を行う予定だったんだ」  

 ルーディは更に続ける。 

「だが、シオリがあんな状況だからどうしたものか悩んでいるよ。お前はどうだ？」  

「どう、とは？」 



「明日も訓練に連れて行っても良いだろうか？お前はシオリの兄だ。俺なんかよりもシオリの事

を分かっているだろう。だからこの件でお前の意見を聞きたかった」 

「……なるほど」 

 言って翔太は少しの間、考え込む。 

「少し、栞と話がしたいです。回答はその後で良いですか？」  

 翔太はそう答えた。 

「分かった。後ほどシオリに伝えよう。だが、彼女も疲弊している。明日にしようか」 

「ええ、お願いします」 

「じゃあ、俺はこれで失礼するよ。怪我、早く治ると良いな」  

「ありがとうございます」 

 翔太の言葉と共にルーディは部屋を後にした。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

レイジフォックス①：単独で攻撃を行わない理由は臆病な性格だからである。  

 

 

part.10-6 

 翌日、 

「シオリ、ショータがお前に話があると言っていた」 



 ルーディは栞に話しかける。 

「兄さんが？分かりました。今から行ってみます」 

 栞はそれに答え、翔太の部屋へと向かった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翔太の部屋の前に着いた栞は『コンコン』と、ドアをノックする。中から「どうぞ」と、声が聞こえ

て栞は中に入った。 

「兄さん、調子はどう？」 

 栞は翔太にそう声を掛ける。 

「上々だ。向こうの世界でも治療を受けているからかな？随分と怪我の治りが早いよ」  

 翔太は冗談めいた口調でそう答えた。 

「そうなんだ、良かった……」 

 栞は更に続ける。 

「ところで兄さん、私に話って？」 

「ああ、その事か……」 

 栞が言うと、翔太はどこかばつが悪そうな表情を見せる。  

「……まぁ、あれだ。妹の顔を見れなくてお兄ちゃん寂しくてな？」 

「は？」 

 翔太のふざけた言葉に栞は殺気を帯びた視線を送る。  

「悪い悪い。でも、異世界転生して色々と環境が変わってるんだ。不便は無いか？」  



 翔太がそう言うと、栞は首を横に振る。 

「大丈夫だよ、ルーディさんにヘンシェルさん、それに姉さんが優しくしてくれる」  

「そうか、良かった」 

 栞が『姉さん』という単語を発する瞬間に翔太は一瞬だけ眉を動かしたが、直ぐに笑みを浮か

べてそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「結局、何だったんだろう？」 

 部屋を出た栞はそう呟く。あれから暫く翔太と会話をしていたが、『用事がある』と呼び出した

割にはどれも他愛の無い会話ばかりだった。 

「でも……」 

 翔太が呼び出した理由は何となくではあるものの予想は出来ている。恐らく、翔太はレイジフ

ォックスとの戦いを知っている。その上で栞を呼び出したが、結局何を話して良いのか分からな

かったのだ。 

「……兄さんも大変なんだね」 

 栞はそう呟いてルーディの元へと向かう。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、今度はルーディが翔太の部屋を訪れていた。  



「シオリとの会話は終わったか？」 

「ええ」 

 ルーディが尋ねると、翔太は平然として返答した。 

「どんな話をしたんだ？」 

「別に？ただ他愛の無い会話をしただけです」 

「それだけか？」 

「はい、それだけです」 

 ルーディの返答をする翔太の表情はどこか満足げだった。 

「……それで、どうするんだ？」 

 と、ルーディは尋ねる。ここでの『どうする？』とは、栞を訓練に連れても良いか？という問い

だ。 

「……そうですね、少しの間、待ってて欲しいです。怪我が治ってから、僕も付いていきたい」  

 翔太はなんの迷いも無くそう答えた。 

「……そうか、まあお前が言うならそうしよう。じゃあ俺は野営の準備があるからこれで失礼す

るよ」 

「野営？何処かへ出掛けるのですか？」 

 ルーディが言うと、翔太はそう聞き返す。 

「ああ、イヴァンカからの依頼でな？ここから南東にあるチェルニー山脈まで行く予定があるん

だ。なんでもそこにクイーンフォックスがいるかもしれないとの事らしい」  

「なるほど……お気を付けて」 

「ああ！」 



 言うと、ルーディは翔太の部屋を後にした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、 

「……今日の訓練は中止ですか？」 

 栞はルーディにそう聞き返す。栞自身も何となく察していたが、彼女の予想は的中してモンス

ターとの戦闘訓練は中止となった。 

「ああ、だが今日は魔法の訓練を行って欲しい。俺はちょっと用事があるから付いて行けない

が、ヘンシェルに連絡を通してある。今日はそっちに向かって欲しい」 

「……分かりました」 

 言って栞はヘンシェルの元へと向かった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから栞はヘンシェルの元で魔法についての座学を受ける。内容は魔法の『属性』につい

てだ。基本的に魔法は『火』『風』『土』『水』の 4 種が基本となる。例外として『情報処理魔法』

等の特殊な分類に入る魔法も存在するが、あまり扱える者がおらず、初級者が扱える魔法で

は役に立つものが少ない為、今回は除外する。基本的に魔術師は先述の 4 種の魔法を全て

扱えるようにならなければいけないのだ。何故なら、魔力を媒介する『妖精』に得意魔法が存在

する為である。 



「得意魔法……？」 

 ここまで話を聞いていた栞がそう聞き返す。 

「そう、例えば今まで君に貸していた妖精の『チャイ』は火魔法が得意な妖精となる」  

 ヘンシェルはそう答えた。 

「……じゃあ、得意魔法ではない分類の……例えば『チャイ』の魔力で水魔法は使えないんで

すか？」 

 と、栞は疑問を投げかける。 

「得意魔法以外の魔法でも使うことは可能だ。でも、妖精が消費する魔力も大きくなるし、魔法

自体の効果も下がってしまうんだ」 

 と、ヘンシェルは答える。つまり、なるべく妖精の得意魔法となる分類の魔法を効率よく使う必

要があるのだ。その為には、 

「術者はなるべく幅広い魔法を覚える必要があるんだ」 

 と、ヘンシェルは言った。 

「なるほど」 

 と、栞は答える。 

「今回はチャイが得意だったから火魔法を教えたけど次回からは別の魔法も取得出来るように

したい。なるべく多くの魔法を覚えて欲しいんだ」 

「分かりました」 

 こうしてヘンシェルの講義は続いていった。 

 

◉ ◉ ◉ 



 

 ヘンシェルの講義は日が暮れるまで続いた。 

「今日はこんな所かな？」 

「ありがとうございました」 

 ヘンシェルの言葉に栞はそう答えた。 

「うん。多分また明日もあるだろうし、次は実技かな？」 

「分かりました」 

 言って、栞は帰路へ着く。辺りは夕暮れの淡いオレンジ色に染まっており、それが睡魔となっ

て勉強後の栞を襲う。 

「……早く帰ろう」 

 そう言ってカドゥ村の大きな門の前を通りかかると、イヴァンカが同様に帰路へと着いてい

た。 

「栞じゃ無いか！」 

 栞を見つけたイヴァンカは声を掛ける。 

「姉さん、今日はどうだったの？」 

 と、栞は聞いた。 

「クイーンフォックスの事ならダメだったよ。今日も見つからない」 

「そうなんだ……」 

 と、栞は答える。 

「……だが！本命は明日だ。明日はルーディ商人と共にクイーンフォックスがいそうな場所を探

索する」 



 と、イヴァンカは答える。 

「……じゃあ、手がかりは見つかったの？」 

「いや、それがほぼ勘に近いんだがな？」 

 栞の言葉にイヴァンカはそう返した。 

「大変そうだね、頑張ってね！」 

「ああ、栞もな？」 

と、イヴァンカは答えた。 

 

続く…… 

 

TIPS 

スミノフ・イヴァンカ②：兄妹(特に妹)に憧れを持っていた 

 

 

part.10-7 

 翌日、イヴァンカはルーディの元を訪れていた。 

「イヴァンカ、準備は良いか？」 

「大丈夫です」 

 ルーディの言葉にイヴァンカはそう答える。 

「目的地はチェルニー山脈だったな？連絡通り 2 週間の野営を想定した準備だ。だが、何らか

のトラブルが発生する事を考慮して探索期間は長くても 10 日までとする」 



「分かりました」 

「食料はある程度ここから持っていくが、2 週間分も持って行けない為、それ以外は基本的に現

地調達だ。主に狩りや山菜の採取で食料の大部分を確保する。その為、食料の管理には気を

つけろ」 

「はい」 

「よし、では行こう！」 

 言って、イヴァンカ達はチェルニー山脈を目指して村を出た。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「そう言えばまだ聞いていなかったが、何故チェルニーにクイーンフォックスがいると思ったん

だ？」 

 道中、不意にルーディはイヴァンカにそう尋ねた。 

「……クイーンフォックスと対峙した時に、翔太はクイーンフォックスに一撃与えて撃退すること

が出来ました」 

「そんな話だったな」 

 イヴァンカの言葉にルーディはそう返す。 

「その時の方角がチェルニー山脈への方角だったのです」  

「……それだけか？」 

「ええ、それだけです」 

「ふむ……まあ、無いよりはマシな『勘』と言った所か？」  



 ルーディの言葉にイヴァンカは「その通りです」と、苦笑しながら答えた。 

「……それなら、向こうに手掛かりが無かったら一週間と言わず二日程で切り上げてしまっても

良いかもしれないな？」 

「それもそうですね」 

 イヴァンカはそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 そうこうしている内に二人はチェルニー山脈まで到着した。 

「ここから先は平原よりも強力なモンスターが多い、準備は良いか？」  

「大丈夫です」 

 身構えながらもイヴァンカはそう答えた。未だカドゥ平原よりも先に出たことの無いイヴァンカ

にとってチェルニー山脈は未知が多いのだ。 

「……その様子だと少し不安だが、まあ良い」 

 言ってルーディはイヴァンカの一歩先を歩き出す。イヴァンカはそれに付いていく形となった。  

「この辺りで特に厄介なモンスターは『スライムファージ』だな。奴の粘液に触れると皮膚が溶け

ちまう。一応対策はとってあるが、どうせ用事も無いだろうしなるべく近寄らないようにしよう」  

「そうですね」 

 イヴァンカ達は険しい道を進んでいった。 

 

◉ ◉ ◉ 



 

 チェルニー山脈内はカドゥ平原と違って緑は少なく、土の色が目立つ。その原因となっている

のが有害なスライム系モンスターとなる『スライムファージ』である。食性は雑食で地面に生え

る雑草から肉食性のモンスターに至るまで様々な生物を選り好みせず捕食するが、その際に

自身の体液を獲物にぶちまける習性がある。スライムファージの体液は強い酸性で、物質を腐

食させる性質があり、これがチェルニー山脈の植物を枯れさせる原因となっているのだ。しかし

ながら、スライムファージの体液と混ざったチェルニー山脈の土壌は酸性の性質となり、ブルー

ベリー等の酸性土壌で育つ植物などがちらほらと自生していた。  

「こんな場所にレイジフォックスの巣があるとは思えんな……」 

 ルーディは吐き捨てる様にそう言った。確かに周囲にはレイジフォックスの姿も無く、急な坂

道が続くだけである。 

「……やはり、見当違いだったのでしょうか？」 

「かもしれんな？まあ、二日ほど様子を見るとしようか。ある程度回りながら野営できそうな場

所も同時に探していこう」 

 と、ルーディは言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、夕刻までチェルニー山脈を探索したが、やはり目的となるレイジフォックスの巣は見

つからない。イヴァンカ達は安全な場所を見つけてテントを張った。 

「……それどころか、ワーカーの姿も見えない」 



 ルーディは途中で拾ったブルーベリーをつまみながらそう言った。『ワーカー』というのはレイ

ジフォックスの通称のことだ。 

「ええ、ここじゃなかったらまた捜索が振り出しに戻ります」  

 イヴァンカは苦笑しながらそう言った。 

「焦るな、捜索クエストは根気が必要だ。……ところで、この辺りのブルーベリーは中々美味い

な！」 

 ここでルーディは話を変える。 

「ええ、カドゥ村の特産品の一つです。昔は取りに行った人も多かったんですが、護衛の冒険者

もいなくなって今では……」 

「そうか……」 

 暗い雰囲気を作りたくないと思い、話を変えたルーディだったが、結局イヴァンカは暗い表情

となり、ルーディの思惑は失敗に終わった。 

「……ああ、すいません。気を遣わせたみたいで」 

 ルーディの考えを察したイヴァンカはルーディにそう言った。 

「いや、良いんだ。……交代で休憩にしよう、まずは俺が見回りに行くよ」  

「……ありがとうございます」 

 イヴァンカはそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、テントを片したイヴァンカ達は再びレイジフォックスの巣を探して周回する。  



「……足場が悪いな、落ちないように気を付けろよ」 

「はい」 

 ルーディの言葉の通り、先の道は崖沿いの道となっているため狭くなっており、狭い道から足

を外せば最後、命の保証は無い。 

「俺が先に行く、付いてきてくれ」 

 言ってルーディは崖沿いに伝いながら慎重に道を進んでいった。イヴァンカもそれに続く。下

を見ると今自分のいる場所の高度がいかに高いかが分かる。一瞬の後にイヴァンカは目を逸

らした。 

(……下を見るな！) 

 恐怖に押しつぶされそうになり、今度は上を見上げる。太陽の光がぎらぎらと輝いており、イ

ヴァンカの目に入りきるものでも無く、直ぐに目を逸らしたが、その中に光を反射させる何かが

あった。 

「……ん？」 

 その『何か』はイヴァンカ達のいる道の元へ落ちて行き、やがてルーディとイヴァンカの間に

挟まるように落ちてきた。ゲル状、無色透明の物体でイヴァンカの膝くらいの大きさがある。 

「……スライムファージ！！」 

「っ！？しまった！」 

 イヴァンカ達は崖沿いの狭い道の中でスライムファージと遭遇してしまう。  

 

続く…… 

 



TIPS! 

ワーカー：レイジフォックスの通称のこと、レイジフォックス系の中でも働き手である事からそう

呼ばれている 

 

 

part.10-8 

「……スライムファージ！！」 

「っ！？しまった！」 

 崖沿いの狭い道を進んでいるさなか、丁度イヴァンカとルーディの間に挟まるような位置にス

ライムファージが落ちてきた。 

「イヴァンカ、取り敢えず戻れ！」 

「で、ですが……」 

「こんな場所じゃ戦えない！大丈夫だ、後で合流しよう」  

 ルーディは言った。策も無いイヴァンカはやむなくルーディの指示に従い、来た道を戻る。そ

れを見るとルーディは反対に狭い道の先を進んでいった。しかし当然と言うべきかスライムファ

ージはそれをただ見ているだけでは無い。 

「まずい、こっちに向かってきた！」 

 スライムファージはイヴァンカの方へと近づいてきた。近づく足は遅いものの狭い道を通って

いる都合上、イヴァンカも足を速める事が出来ない。じりじりと近づくスライムファージはイヴァ

ンカにとって大きなプレッシャーとなる。 

「くっ！もっと速く！」 



 言うもののイヴァンカの足が速まる事は無い。足を踏み外して落ちれば最後、まず助からな

い。しかし、もたもたしているとスライムファージが近づいてくる。  

「……うわあ！！」 

 急にスライムファージが体液を飛ばしてきた。イヴァンカはこれを間一髪で躱し、体液が崖に

張り付く。左手を崖から離してしまったイヴァンカはその場で怯む形となる。  

「ち、近い……！」 

 体勢を整える隙にスライムファージは直ぐそこまで近づいてきた。イヴァンカが動き出す頃に

スライムファージは 2 発目の体液を放った。 

「うっ……！」 

 今度はイヴァンカの左足に直撃する。とは言え、裂傷等の突発的なダメージにはならない為、

イヴァンカは無視して進んでいった。スライムファージと少しずつ距離を離し、遂に足場の広い

場所にたどり着く。 

「うおおおおおおおおおおお！！」 

 狭い道を抜けたイヴァンカは全力で走り出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 スライムファージを完全に振り切ったイヴァンカは自分の左足に石灰水をかける。スライムフ

ァージの体液が強い酸性であるのに対し、石灰水はアルカリ性、これによって中和する事が出

来るのだ。 

「ふう、これでよし」 



 包帯を巻いてその上から鎧を纏う。左足からはじんじんとした独特の痛みが響いていた。  

「さて、ルーディ商人を追わないと！」 

 言ってイヴァンカは足を進めた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、イヴァンカは先程の崖沿いの道を進んでいったが、スライムファージは何処かへ行っ

たらしく、道中での接敵は無かった。イヴァンカは狭い道を進む恐怖を覚えながらも少しずつ先

へ進む。 

「つ、着いた！」 

 イヴァンカはようやく狭い道を抜け、足場の広い場所へとやって来た。しかしルーディの姿は

無い。変わりに周囲にレイジフォックスの死体が数体倒れていた。どれも刃物で切りつけられた

様な傷を残している。 

「ルーディ商人、一体何が……？」 

 言って当ても無くイヴァンカは進もうとしたが、地面になにやら傷が出来ていた。何かの刃物

を地面に強く切りつけた様な後で、よく見るとこの跡が等間隔で出来ている。  

「もしかしてこれはルーディ商人が！？と言うことはこの跡を辿れと言うことか！」  

 そう考えたイヴァンカは、地面に出来た傷を頼りに先へと進んでいった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 イヴァンカは地面の跡を頼りに先へ進む。既にちらほらとレイジフォックスの死骸が見えてい

る。恐らくルーディとレイジフォックスが戦った跡だろう。レイジフォックスは既にルーディをマー

クしており、ルーディは囲まれない為に場所を移動しながら迎撃しているものと考えられる。  

「だとすると、急がなければ……！」 

 地面を見ると途中から傷の跡がぱたりと消えていた。恐らく跡を残す余裕が無くなったのだろ

う。しかしレイジフォックスの死骸がある為、目印には困らない。  

「レイジフォックスを頼りにルーディ商人を探そう！」 

 そう言ってイヴァンカはまた歩き出す、その時だった。  

「……ォォォォォォォォ！」 

 微かにレイジフォックスの遠吠えが聞こえる。恐らくルーディを見つけたレイジフォックスが放

ったものと考えられる。と言うことは、 

「遠吠えの場所にルーディ商人がいる！」 

 イヴァンカは走り出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 遠吠えの音源となる場所に着いたが既に戦闘は終わっているらしく、レイジフォックスの死骸

が残っているだけであった。レイジフォックスの死骸に触れてみるとまだ温かみが残っており、

死後硬直も無い。 

「まだ近くにいるはずだ！」 



 言ってイヴァンカはルーディの痕跡を探す。しかし、レイジフォックスの死骸の他に目に留まる

様な痕跡も無く、ルーディが向かった先が分からない。その時だった。  

「ウォォォォォォォォォォォォォォォォォォ！！」 

 またもやレイジフォックスの遠吠えが鳴る。しかし、ルーディを見つけた訳では無い。  

「しまった、見つかった！！」 

 そう、レイジフォックスはイヴァンカの目の前に現れ、遠吠えを放ったのだ。恐らくルーディを

追跡していたレイジフォックスに見つかってしまったのだろう、イヴァンカはレイピアを抜いてレ

イジフォックスに斬りかかる。 

「でやあああああああああああ！！」 

 イヴァンカの放った一撃はレイジフォックスを貫き、そのまま絶命に追い込んだ。  

「仲間を呼ばれてしまったか……ここは危険だな」 

 言ってイヴァンカはルーディの捜索を中断し、適当な方角へ見切りを付けて走り出した。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 走り出したイヴァンカを追うように足音が鳴る。レイジフォックスの足音だ。レイジフォックス単

体の強さはさほどでも無く、アルミラージよりも弱い分類に当たる。しかし、厄介なのはレイジフ

ォックスのしつこさだ。一度見つかってしまうと何処までも追われ続ける。  

「はぁ……はぁ……」 

 イヴァンカは近くにあった岩の隙間に身を潜めた。一時の後、2 匹のレイジフォックスがイヴァ

ンカを追ってここまで来ている。まだイヴァンカの居場所が分からず、周囲を回っていた。 



(2 匹か……しめた！) 

 イヴァンカはゆっくりとレイピアを抜く。1 匹のレイジフォックスがどうやら気配に気付いたらし

く、恐る恐るこちらへ向かってきた。 

「でやああああああああああああああ！！」 

 次の瞬間、イヴァンカは向かってきたレイジフォックスへ襲いかかる。奇襲を受けたレイジフォ

ックスは対応しきれずにレイピアに突き刺された。 

「ウォォォォォォォォォォォォォォォォォォ！！」 

 イヴァンカの存在に気付いたレイジフォックスは遠吠えで再び仲間を呼ぶ。イヴァンカがもう 1

匹のレイジフォックスに斬りかかろうとした、その時だった。 

 

 ——ザン！！ 

 という鈍い音と共にレイジフォックスは二つに割れた。イヴァンカの暫撃では無い。見ると戦斧

を振りかざしたルーディが居た。 

「……ここに居たか、無事で何よりだ」 

「ルーディ商人！」 

 こうしてイヴァンカは無事にルーディと合流する事が出来たのだ。とは言えレイジフォックスは

既に仲間を呼んでいる。 

「直ぐにここから離れましょう！」 

 イヴァンカはルーディにそう提案した。しかし、 

「いや待て、ここでレイジフォックスを待ち伏せたい」 

 ルーディはそう言った。 



「……どういう事ですか！？」 

 予想外の発言にイヴァンカはそう尋ねる。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

『スライムファージ』危険度 ★ 

 

無色透明の身体で大きさは人間の膝より高い位の体高となり、スライム系モンスターの中では

大型の分類に入る。 

 

移動速度は非常に遅いものの、体液は強力な酸で構成されており、  

自生している植物や周辺の動物の死骸を自らの酸で溶かして捕食する姿から『ファージ (食い

荒らすという意味)』の名が付いた。 

 

攻撃手段は自らの体液を飛ばすだけのシンプルなものだが、 

体液を浴びた者は化学火傷を負うため、 

体液を浴びた際は直ちにアルカリ水による中和が必要となる。  

また、体液の酸によって剣等の金属を溶かしてしまい、  

物理による攻撃が非常に通りにくい事から、上級の冒険者でも避ける者が多い存在である。  

 



スライムファージの対処法としては長距離からの魔法攻撃、特に炎魔法が有効とされており、  

生命力も低い為、簡単な魔法攻撃で容易に対処が可能であるが、  

魔法を持たない者は火矢や松明等の炎で対抗することになる。  
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「……どういう事ですか！？」 

 予想外の発言にイヴァンカはそう尋ねる。 

「俺は何度かチェルニー山脈を訪れたことがある。だが、ここでレイジフォックスと遭遇したこと

が無かったんだ」 

 と、ルーディは言った。 

「それってつまり……」 

「ああ、本当にあるかも知れないな？奴らの巣が」 

 ルーディは続ける。 

「だから敢えてレイジフォックスを待ちたい。奴らは俺達を追って巣穴からやって来る。つまり…

…」 

「レイジフォックスがやって来た方角に巣穴がある……？」  

 ルーディの言葉を読んでイヴァンカは言った。 

「察しが良いな。ここに居るレイジフォックスは恐らく全て巣穴防衛用のワーカーだろう。これだ

け数も多いし間違いは無い、この辺りはレイジフォックスの縄張りだな？」  

 と、ルーディは言った。 



「……分かりました。それなら手伝います！」 

 言ってイヴァンカは鞘に収められたレイピアの柄を握る。  

「助かる。正念場になるだろうが、耐えてくれ！」 

 と、ルーディは言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 岩陰に身を潜めるルーディとイヴァンカ。そんな中、こちらへ近づく足音が少しずつ近くなって

いく。音源の数も多く、最早足音の主がいくつあるのか分からない。足音に釣られて自身の鼓

動も早まっている。そんな中、ただじっと息を潜めてその時を待った。 

「来た……！」 

 一匹のレイジフォックスがこちらに向かってきた。その後ろからぞろぞろとレイジフォックスが

こちらへ向かってくる。 

「今だ！」 

 言ってルーディは戦斧を握り、レイジフォックスの群れへ突っ込んでいった。イヴァンカもそれ

に続く。 

「やあああああああああああ！！」 

 イヴァンカはレイジフォックスの側面へと回り込み、斬りかかる。一振り、もう一振りとレイピア

を振りかざす度に一匹のレイジフォックスが絶命していた。それでもなお、レイジフォックスの数

が減ることは無い。 

「うおおおおおおおおおおおおお！！」 



 ルーディもその手に握る戦斧を振りかざし、レイジフォックスの群れをなぎ倒していく。リーチ

の長い戦斧は面制圧に優れており、一対多の戦闘を有利に進めていた。その合間を縫ってイ

ヴァンカが裏を取り、ルーディが取り逃がしたレイジフォックスを斬りつける。その戦いぶりに臆

したレイジフォックス達は次第に進撃の足が緩まってきた。  

「今だイヴァンカ！畳み掛けるぞ！」 

「はい！！」 

 ルーディに合わせてイヴァンカもレイジフォックスの群れに突進する。既に体勢が崩れかけて

いたレイジフォックスの群れは案外簡単に突破できた。  

「群れの方向へ進みながらレイジフォックスを撒く。付いてきてくれ！」  

「分かりました！」 

 ルーディを先頭に、一行は山道の奥へと進んでいく。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「何とか……なりましたね」 

 イヴァンカが息を切らしながらそう言った。あれからレイジフォックスを撒く為に走り続け、結

果的に下山する形となった。イヴァンカ達は山脈付近の木陰にテントを張った。逃げ回る内に

日も暮れており、体力的にもこれ以上探索は出来ない。  

「ああ、良く耐えてくれた！」 

 ルーディはそう言った。 

「ええ、これで明日には巣が見つかりそうです」 



「だと良いな？」 

 イヴァンカの言葉にルーディはそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、 

「今日は先日レイジフォックスと遭遇した場所を中心に探索を行う。手掛かりはある程度掴んで

いる為、今日はなるべく接敵を避けよう」 

「分かりました」 

 ルーディの言葉にイヴァンカはそう答えた。 

「忘れ物は無いな？じゃあ行くぞ！」 

 テントを片したルーディはそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、特に何事も無く二人は先日レイジフォックスと遭遇した場所へとたどり着いた。先日

に戦った際のレイジフォックスの死骸は完全に腐敗しており、汚い色の骨が見えている。  

「たった 1 日でこんな……」 

「恐らくスライムファージだろう。奴の体液で死肉を溶かしているんだ」  

 と、ルーディは答えた。つまりこの腐敗した死肉は全てスライムファージが捕食した跡というこ

とになる。 



「う……凄い匂いだ」 

「まあ、そんなことより巣穴だ。確かレイジフォックスは向こうの方角からやって来た、そっちへ

行ってみよう」 

 言ってルーディは歩き出した。イヴァンカもそれに続く。 

「待ってくれイヴァンカ、足音がする」 

 道中、不意にルーディがそう言ってイヴァンカを制止する。ルーディが耳にした足音は恐らくレ

イジフォックスのものだろう。正確な数は特定出来ないが、少なくとも一つでは無い。  

「……やはり、簡単には通らせてくれないか」 

「どうします？迂回出来るなら……」 

「いや、どうせ巣に近づく程ワーカーの数も増えるだろう。昨日の尋常じゃないワーカーの数を

考えても巣穴は近いはずだ」 

 言ってルーディは戦斧を構えた。 

「合図で突破しよう！準備は良いか？」 

 ルーディの言葉に合わせてイヴァンカもレイピアを抜いた。 

「……いつでも行けます！」 

「よし、行くぞ！！」 

 言ってルーディは飛び出した。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 



チェルニー山脈 

 

カドゥ平原から南東に位置する山脈。 

 

低木や草原が多いカドゥ平原と打って変わって山脈内に緑がほとんど無く、土の色が多い。  

原因は『スライムファージ』で、周囲の植物を食い荒らしている為とされている。  

 

また、スライムファージの体液と混ざった土は酸性を示す為、  

カドゥ平原の地質と大きく異なり、平原内にある植物が自生できない。  

 

しかし、スライムファージの捕食から逃れ、酸性土壌でも育ちやすい『ブルーベリー』等の植物

もちらほらと見えており、カドゥ村の特産物の一つになっている。  

 

また、チェルニー山脈の土壌はスライムファージが食べこぼした死肉や植物を堆積させている

為、 

窒素等の栄養分の高い土であることが知られており、 

チェルニー山脈の土自体が酸性肥料としてカドゥ村でもしばしば用いられている。  

 

 

part.10-10 

「よし、行くぞ！！」 



 言ってルーディは飛び出した。イヴァンカもそれに続く。走って行くと、遠目からレイジフォック

スの姿が見えた。数は全部で 3 匹いるらしい。 

「イヴァンカ、右側を頼む！」 

 と、ルーディは言った。 

「分かりました！」 

 言って、イヴァンカは少し右に動く。 

「仲間を呼ばれる前に一撃で仕留めよう、俺が左と真ん中のワーカーを仕留める」  

 敵の間合いまで近づいたルーディは一旦、息を潜めてイヴァンカに伝える。  

「……いつでも行けます！」 

 レイジフォックスの後ろ側に付いたイヴァンカはそう言った。 

「……今だ！！」 

 ルーディとイヴァンカは同時に飛び出す。イヴァンカはレイジフォックスを正面に捉え、レイピ

アを突き刺した。ルーディもまた、2 匹のレイジフォックスを同時になぎ払う。 

「何とかなったな。このまま先へ進もう」 

「……はい」 

 言って、二人は山道を登っていった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 山道を進む度にレイジフォックスの数が多くなっていく。しかしそれは同時に目的となる巣穴

が近づいてきていると言うことになるのだ。既に二人はレイジフォックスに見つかっており、それ

らを引きつけながらも目的地を探していた。 

「向こうにレイジフォックスが 2 匹、迫ってきます！！」 

 イヴァンカがそう言った。 

「またか！2 匹なら突破して進むぞ！！足を止めるなよ！」  

 ルーディは走りながらもイヴァンカにそう答える。 

「うおおおおおおおおおおおおお！！」 

 ルーディの指示通り、イヴァンカはレイピアを突き立ててそのまま走り抜ける。前方から迫る

レイジフォックスとすれ違う瞬間にレイピアを横方向に振り、一瞬にしてレイジフォックスを斬り

伏せた。それでも二人の足は止まらない。 

「っ！？」 

 しかし、そんな二人の足が止まる時が来てしまった。そう、目の前に現れたのはただのレイジ

フォックスではない。 

「ギャアアアアアアアアアアア！！」 

 そのレイジフォックスは高らかに鳴き声を上げる。通常のレイジフォックスの倍以上の体高、

鋭い爪と強靱な前脚……クイーンフォックスだ。 

「くっ……！」 

 その姿にはこれまで数々のレイジフォックスをなぎ倒してきたルーディでさえうろたえていた。

一方、クイーンフォックスの方は縄張りを荒らされていることに酷く興奮しているらしく、はあは



あと熱い息を吐いていた。後ろからは今もレイジフォックスの群れが迫っており、このままでは

挟まれてしまう。 

「イヴァンカ、左に逃げろ！」 

 イヴァンカは指示通りに左側へ逃げ、ルーディもそれに続く。その後をレイジフォックス達が追

いかけていく構図となった。しかし、クイーンフォックスの足の速さが頭一つ抜けており、なかな

か撒く事が出来ない。それどころかじりじりと距離を詰められているまである。  

「くっ……！」 

 不意にルーディが足を止め、クイーンフォックスと相対する。  

「ルーディ商人！？」 

「おらあああああああああ！！」 

 ルーディは戦斧を地面にこすりつける。巻き上げられた砂埃がクイーンフォックスの目に入っ

たらしく、クイーンフォックスは一瞬だけ怯んだ。 

「今のうちに逃げるぞ！！」 

言ってルーディは走り出す。クイーンフォックスは直ぐに体勢を立て直したが、これによって大き

く引き離す事が出来た。しかし状況は変わらない。足の速いクイーンフォックスに追いつかれる

のは時間の問題だ。ルーディは再度、砂埃を上げて時間稼ぎを行おうとした。しかし、クイーン

フォックスは砂埃を上げる瞬間に目を逸らし、これを躱す。  

「同じ手は通じないか……」 

「商人、もう下山しましょう！」 

 イヴァンカはルーディにそう言った。 



「……だが、このままでは下山する事もままならない。俺が引きつけるから今のうちに逃げ

ろ！」 

「そんな……出来るわけないでしょう！」 

 ルーディはクイーンフォックスに向き直るが、イヴァンカがそれを止める。  

「……何を勘違いしている？俺には嫁も娘も居るんだ、お前ごときに渡す命はねえよ。安心し

ろ、考えがあるんだ」 

 ルーディはそう言ったが、イヴァンカは半信半疑といった様子だ。  

「商人……それは本当ですか？」 

「ああ、だから教えてくれ。あの時、ショータがやったのはどの足だ？」  

 と、ルーディは尋ねた。クイーンフォックスと対峙したあの時、翔太はクイーンフォックスに怪

我を負わせている。 

「……確か、右の前脚だったはずです」 

「右の前脚だな？分かった！」 

 言ってルーディはクイーンフォックスめがけて突撃していった。 

「ルーディ商人！？」 

「おらあああああああああああああ！！」 

 ルーディはクイーンフォックスの足下を掬うように斧を地面すれすれで振る。対してクイーンフ

ォックスはこれをジャンプで躱す。強靱な脚力で大きく飛び跳ねて空中で一回転し、ルーディか

ら距離を置くように宙を舞った。 

「はああああああああああああ！！」 



 その瞬間、ルーディは斧の先端を地面に叩きつけ、全精力を使って地面を押し返す。その反

動で勢いよく走り出し、クイーンフォックスの着地点と予想される場所まで先回りした。  

「食らええええええええええええ！！」 

 ルーディは着地点の左側に立って斧を振りかぶり、クイーンフォックスを待ち伏せる。クイーン

フォックスはこれを躱そうと右側に重心を移すが、これが仇となり地面に右の前脚だけで接地

する事になってしまった。翔太との戦いからまだ数週間程しか経っておらず、傷が癒えていない

右の前脚だけではクイーンフォックスの体重を支える事が出来ない。クイーンフォックスの右脚

は着地した瞬間、関節の無い場所で折れ曲がった。 

「ギャアアアアアアアアアアア！！」 

 痛みからかクイーンフォックスは甲高い鳴き声を上げる。ルーディはこの隙に斧を振りかざし

たが、すんでのところでクイーンフォックスはこれを躱し、脚を引きずりながら逃げていった。  

「す、すごい……」 

 イヴァンカは放心状態でそう呟いた。 

「ボーッとするな！それで、どうするんだ？」 

 そんなイヴァンカにルーディはそう言った。 

「え……どう、とは？」 

「今ならクイーンフォックスの跡を追える、巣の場所が分かるぞ？」  

「あ……！」 

 ルーディの言葉にイヴァンカははっとなる。 

「……追いましょう、今がチャンスです！」 

「決まりだ！！」 



 言って二人はクイーンフォックスの跡を追う。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 あれから二人はクイーンフォックスを追い回した。あわよくば討伐を視野に動いたが、右脚を

失っても尚、クイーンフォックスの身のこなしは軽く、二人がかりでも攻撃を当てられない。諦め

た二人は巣穴の特定だけを目的にクイーンフォックスを追跡したが、警戒されているのかなか

なか巣に戻ることが無かった。その為、二人は一度姿をくらませてクイーンフォックスの警戒を

解いた。今はクイーンフォックスの足跡を頼りに巣穴へと向かっている。クイーンフォックスは完

全に右脚を引きずっているらしく、地面に右脚がこすれたような跡が残っている。お陰で楽に追

跡が出来た。 

「心なしか、ワーカーの数も減ったような気がしますね」  

 不意にイヴァンカはそう呟いた。 

「恐らくクイーンフォックスの護衛に付いているのだろう。警戒態勢で巣の入り口に多くのワーカ

ーを置いているはずだ」 

 ルーディはそう答える。 

「……！？レイジフォックスです！」 

 前を歩いていたイヴァンカはワーカーを発見し、そう言った。かなり警戒している様子で、動き

が少なく、辺りを見回している。 

「見張り番だな？巣穴はここか……」 

 ルーディは物陰に隠れてそう呟く。 



「イヴァンカ、奴の死角から巣穴を覗けるか？見つからないなら殺しても良い」  

 ルーディはイヴァンカにそう言った。 

「……やってみます！」 

「見つかったらここへ即座に戻ってこい、後日また訪れよう」  

「分かりました」 

 言って、イヴァンカは屈んだ状態でレイジフォックスに近づいて行った。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 イヴァンカは息を殺してレイジフォックスへ近づいていく。遮蔽物も無く、身を隠せる場所は無

い。 

「ふう……」 

 レイジフォックスまであと 10 メートルと言った所でイヴァンカは一度、足を止めた。呼吸を整

えて一気に走り出す。足音に気付いたレイジフォックスはこちらを向くが、その瞬間、イヴァンカ

は両手でレイジフォックスの口を塞いだ。 

「ゥゥン……」 

 必死に叫ぼうとするレイジフォックスの口から片手を離し、左手だけでレイジフォックスの口を

押さえる。右手でレイピアを抜刀し、レイジフォックスの横腹を突き刺した。  

「っ……」 

 イヴァンカはなるべく音を立てないように絶命したレイジフォックスを地面に降ろした。ゆっくり

とレイピアをしまい、山道を歩き出す。すると、切り立った崖の壁に大きな穴が開いていた。  



(洞窟……？こんな場所に？) 

 中を覗こうとしたが、レイジフォックスの気配がする。イヴァンカは諦めてルーディの元へと戻

っていった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、目的を達成した二人は下山し、カドゥ村へ向かっていた。日も落ちかけており、空気

がオレンジ色に染まっている。 

「チェルニー山脈に洞窟が……商人は知っていましたか？」  

 イヴァンカはルーディにそう訊いた。 

「いや、あれは俺も初めて見た。あんな場所に洞窟があるなんて聞いたことも無かったしな？」  

 ルーディはそう答える。 

「ともかく、これでレイジフォックスの巣が特定出来ました。感謝します」  

 イヴァンカはそう言った。 

「なに、気にする事は無い。次のクエストには俺も参加する予定だからな？」  

 と、ルーディは答える。 

「次のクエスト？それは一体どういう事ですか？」 

 イヴァンカはそう訊いた。 

「ああ、巣穴の特定が出来たのなら、次は女王の討伐だ」 

「そう、ですね……まさかそのクエストに？」 

 ルーディの言葉にイヴァンカはそう返した。 



「ああ、恐らくイヴァンカだけでは無理だろう？だから、村長は俺に依頼するはずだ」  

 と、ルーディは答える。 

「なるほど、それを引き受けるのですか？」 

「勿論だ。クイーンフォックスの討伐は高く付きそうだからな？」 

 イヴァンカの言葉にルーディはニヤリと悪い笑みを浮かべてそう言った。  

「……では、翔太や栞も……？」 

「ああ、その予定だ。……と言っても、ショータは怪我が治るか分からないし、シオリは精神状

態を鑑みる必要があるがな？」 

 と、ルーディは言った。 

「ふふ……感謝します」 

 イヴァンカは安心するような笑みを浮かべてそう言った。 

「ああ、その時になったら、よろしくな？」 

「はい」 

 言いながら、二人は帰路へと着いた。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

レイジフォックス②：意外にも鼻は鈍感で、匂いによる気配に気付かれにくい。  

 

 



part.11 チェルニーの激闘  

part.11-1 

 一ヶ月後、現実世界にて僕『佐伯翔太』は自分の家に帰っていた。そう、怪我が治って退院出

来たのだ。 

「それじゃあしょーたくんの退院を祝ってかんぱーい！」  

 茜が言ってワイン……では無くお茶が入ったグラスを掲げた。まあ、僕らまだ未成年だから

ね？しょうがないね……。 

「なんでお前が家に押しかけてきてるんだよ……」 

 僕は心底面倒くさそうな表情をしながら茜の台詞に合わせてグラスを掲げる。互いのグラス

が弾き合って軽やかな音を立てた。 

「いやー良かったよ、あの時はもうダメかと思ったから！」  

「流石にダメでは無いだろ！……まあ、正直あの時は僕も不安にはなったが」  

 ハイテンションで騒ぐ茜に僕は珍しく本音を打ち明ける。それでも茜は「うんうん、大変だった

ねぇ……！」と、わざとらしく泣き真似をしながら僕の肩を叩いた。これは僕に対する配慮なの

か、それとも単に素で騒いでいるのか、最早判断が付かない。 

「だけど、お医者さんは『完治に 3 ヶ月掛かる』って言ってたけど、結局 1 ヶ月で完治しちゃった

ね？」 

 と、不意に茜はそう言った。そう、僕は担当医の予想よりも 2 ヶ月早く怪我が治ったのだ。こ

れは恐らく僕が異世界と現実世界を行き来していたからだろう。つまり、この 1 ヶ月、僕は 2 ヶ

月分の時を過ごしたという事になる。……あとの 1 ヶ月はヘンシェルさんの回復魔法のお陰か

な？魔法って偉大だ。 



「ところでしょーた……」 

 と、急に素に戻った茜が言う。 

「例の小説って読んでみた？」 

 と、茜は言った。『例の小説』とは僕が入院した頃、茜が教えてくれた WEB 小説『涙まみれの

この異世界転生に救いはないんですか！？』という小説のことだ。  

「ああ、読んだよ。不可解な内容だったな……」 

 と、僕は言った。ここでの『不可解』とは、小説自体の話では無い。小説自体は大したことのな

いごく普通の内容だった。しかし、地名、モンスターの名称やその姿、それら全てが今、僕が行

き来している異世界『アレンガルド』に登場する存在そのものだ。しかし、その物語の主人公で

ある『レオ』という人間は知らない人物だ。そもそも、『レオ』は冒険者であるが、僕らがカドゥ村

を訪れるまで、村の冒険者は『イヴァンカ』だけだったらしい。 

「多分だけど、『レオ』という人間は架空の存在なのかもしれない」  

 と、僕は言った。 

「でも、この小説の作者は……？」 

 と、茜は聞いた。 

「ああ、間違いなく異世界『アレンガルド』に居るはずだ。そして、この作者はそこで見た事、聞

いた事を小説に書いているのだろう。『レオ』という名の、多少の嘘を混ぜながら」  

 と、僕は答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 それから食事を終えた僕達は就寝準備を行うが、すぐさま寝るわけでは無い。  

「ここの文法がこうなって……」 

 僕は今、茜から英語を教わっている最中だ。1 ヶ月という長い間を病院で過ごしている。受験

生の僕にとってそれは大きすぎる痛手だ。少しでもこの穴を埋めなければならない。……まあ、

それは良いんだけど、今日も茜は泊まっていくのか……。  

「ねえ、聞いてるの？」 

 不意に睡魔に襲われて寝そうになった僕の頭を茜が小突いた。  

「だ、大丈夫……」 

「本当に？」 

「ああ、おーけーおーめーあんだーすたんど……」 

「……真面目にやれ」 

 僕がふざけていると、茜は再び僕の頭を小突いた。ダメだ、眠すぎる……。  

「……すまん、顔を洗ってくる」 

「行ってらっしゃーい」 

 茜の見送りの言葉を背に僕は洗面へと向かっていった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……」 

 ふと、目が覚める。僕はカドゥ村の宿で眠っていた。 

「んん……」 



 ゆっくりと起き上がる。もうギプスも包帯も無い。朝の気だるさに若干気を取られるものの、自

由となった身体は簡単にコントロールすることが出来る。  

「ぅう……」 

 徐々に頭が覚醒して来る。そう言えば何か忘れてるような……。  

「あ……英語……」 

 やばい、居眠りして異世界に来てしまったらしい。と言うことは今、現実世界の僕は洗面台で

寝ていると言うことになる。 

「帰ったら茜に怒られるな……」 

 「トホホ……」と、ため息交じりの笑みをこぼしながら支度をする。これからの異世界での予定

をルーディさんに聞かなければならない。ついでに英語の復習でもしよう。教科書もペンも無い

けど……。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「アイ、マイ、ミー、マイン……」 

 とか適当な英語を呟きながらルーディさんの部屋をノックする。中から「入ってくれ」と声が聞

こえ、僕はドアノブを回した。 

「おお、ショータ！遂に怪我が治ったか！」 

 ルーディさんは僕を見るや、嬉しそうにそう言った。 

「はい、お陰様でこの通りです」 

 僕は言って、腕を大きく広げる。『もう身体は自由である』というアピールだ。  



「ふむ、それなら……お前に新しい仕事がある」 

「仕事、ですか？」 

「ああ、クイーンフォックスの討伐だ」 

 ルーディさんはそう言った。 

「クイーンフォックス？」 

「そうだ。カドゥ村にとってクイーンフォックスは大きな脅威だ。だから討伐依頼が来たのさ」  

 と、ルーディさんは言った。 

「そんな……僕はあんなのと戦えませんよ！？」 

 と、僕は言った。実際、僕に対してここまでの大怪我を負わせたのはクイーンフォックスだ。今

の僕の戦力では到底太刀打ち出来ない。 

「心配するな？勿論今回は俺も参加する。それに、ショータが出くわしたクイーンフォックスは活

動期の状態だった」 

「活動期？どういう事ですか？」 

 僕がそう聞くと、ルーディさんはクイーンフォックスについて話してくれた。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 クイーンフォックス行動パターンは『活動期』と『繁殖期』の二つに分けられる。『活動期』は

様々な目的で巣の外を徘徊している状態らしい。この時のクイーンフォックスは非常に獰猛で、

危険度も高い存在という事だ。まあ、簡単に言うと『元気な状態』かな？ 

 



 対して『繁殖期』はレイジフォックスを産み出す為に巣に籠もってじっとしている。この時のクイ

ーンフォックスは体内の栄養を使い果たしてガリガリに痩せており、身動きもほぼ出来ないらし

い。簡単に言うと、子供を産むために『疲れている状態』と言える。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……つまり、クイーンフォックスの討伐は繁殖期の内に行うことがセオリーだ」  

 と、ルーディさんは言った。なるほど、クイーンフォックスが弱っている内に討伐を行うことで危

険度を減らす事が出来るというわけだ。 

「……では、クイーンフォックスは今、繁殖期に？」 

 と、僕は聞いた。 

「いや、まだ活動期の最中だ。だが、巣の場所も特定出来ているし、イヴァンカがクイーンフォッ

クスの監視を続けている。準備は出来ていると言うことだ」 

 ルーディさんは更に続ける。 

「つまり、お前が今やるべき事は訓練だ。クイーンフォックスの討伐クエストが発生するまで、徹

底的に鍛えてやる」 

 と、ルーディさんは言った。まあ、当然だろう。……当然ではあるのだが、現実世界では勉

強、異世界では戦闘訓練と、どうやら休む暇が無いらしい。 

「……分かりました」 

「何だ！？嫌だとでも言うのか？」 

 僅かに気が滅入った僕を見逃す事無くルーディさんは言う。 



「いえ、正直大変だろうとは思いますが、やりますよ！」  

 と、僕は言った。 

「その意気だ。俺も必死になって鍛えるから、お前も付いてこい。……ああ、ところで」  

 言って、ルーディさんは一息置いた。 

「シオリの事だが……やれそうなのか？」 

 と、ルーディさんは不安そうに聞いた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 ルーディさんが言うには、栞はレイジフォックスとの戦闘訓練で錯乱を起こし、混乱のままレイ

ジフォックスに突撃するという事があったらしい。その後は何とか事なきを得たが、今の状態で

栞が冒険者として生きるのは不可能と言っても過言では無い。それからルーディさんは僕に

『栞の今後について』の相談を持ちかけてきた。具体的には、栞の実戦訓練を継続しても良い

か、という内容だ。それに対して僕は『少し待っていて欲しい』と答えた。理由は、僕自身が栞に

付き添いたいからだ。僕なら、栞の混乱を止められる。栞と会話したあの時、僕はそう確信した

んだ。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 さて、そろそろルーディさんの問いに答えよう。今度ははっきりと、自信を持って。  

「僕ならいつでも大丈夫です。栞の準備が整い次第、行きましょう」  



「そうか、俺は正直不安だぞ？はっきり言ってお前らのコミュニケーションが上手くいっている様

に見えない」 

 と、ルーディさんは言った。当然だろう、栞が記憶喪失の時、僕の対応ははっきり言って愚行

だった。それをルーディさんは知っている。 

「大丈夫です。同じ轍は踏みません」 

 と、僕は言った。 

「そうか、なら良いんだが……」 

 言って、ルーディさんは一息置いた。 

「それなら、明日の朝に実戦訓練を行う。シオリも一緒だ。彼女にも伝えておいてくれ」  

「分かりました」 

 言って、僕らは解散となった。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

チャイ①：クールな性格から自身が喋る事はほぼ無い為、勘違いされがちだが喋る事は可能で

ある。 

 

 

part.11-2 

 その日の夜の事、僕はカドゥ村村長の家に訪れていた。目的は栞に会う為だ。  



「怪我、治って良かった！……兄さん、ごめん。私のせいで」 

 栞は僕にそう言った。クイーンフォックスと対面したあの日、僕は栞を庇って怪我を負った。栞

の謝罪はこれによるものだ。 

「気にするな……あれは僕がやったことだ。それに、妹を守るのは兄の役目だからな？」  

 と、僕はふざけた口調でそう言った。栞はこれに「何言ってるの？」と、鬱陶しそうな目で返

す。 

「まあ、本題に入ろう。明日、僕は実戦訓練に出る」 

 僕は咳払いをしてそう言った。 

「これに栞も参加して欲しいと思っているんだ」 

 と、僕は言った。これを聞いた途端、栞は少しだけ肩を震わせる。  

「出来るか？」 

 と、僕は栞に聞いた。栞は少しだけ思案顔になった後、僕の顔を見上げる。  

「……私なら大丈夫、出来るよ」  

 と、栞は言った。 

「……分かった、じゃあ明日の早朝に村の出口で待ち合わせしよう」  

 と、僕は栞に伝える。 

「うん、それじゃあ！」 

 言って、僕らは解散となった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



「……やれやれ、どうなることだか……」 

 その後、いつもの宿への帰り道で、僕はそう呟いていた。栞は『大丈夫だ』と、言った。だけ

ど、僕はそう思えない。そうだ、そう言えば栞が自殺する前日も同じような事を言っていた気が

する。あの日は部活が無くて、久しぶりに栞と一緒に帰ろうとしたんだっけ？あの時、栞は俯き

ながら、『何か』から必死になって逃げていたような気がする。あの時はそこまで大げさに考え

ることは無かったけど、今になって何となく分かる。何が起きていたかだいたい予想がつく。もう

現実世界に栞は居ない。その事実は変えられない。だけど今この世界に栞が居る。初めは夢

かと思ったが、頬を抓れば神経が痛む。剣を握ればその重みがのしかかる。研ぎ澄まされた五

感、脳内を巡る思考、さあ問題だ。今、僕は寝ぼけているか？ 

「否、寝ぼけてなんかいない！」 

 なら、やることは一つだろう。心地よい夜風を浴びながら、僕は一人、宿への道を歩む。そう

言えば何か忘れている様な気がするが、まあ大したことでは無いだろう。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……た……」 

 不意に何処かから声が聞こえる。その声はとても小さく、内容を聞き取ることは出来なかっ

た。 

「……しょーた」 

 そうこうしている内にまた声が聞こえる。この声は……茜？ 

「しょーたってば！」 



「はっ……！」 

 はっきりと声が聞こえ、僕は目を覚ました。いつの間にか眠ってしまったらしく、洗面台に突っ

伏していた。 

「水出しっぱなしだったよ？大丈夫？」 

「……何とか大丈夫だ」 

 茜の言葉に僕はそう答える。そう言えば、僕は英語を勉強中だったっけ？異世界で復習する

つもりだったが、あまり出来なかった、まあ当然か……。  

「無理そうなら今日はこの辺にしておくけど……」 

「いや、大丈夫だ。あと少し頑張るよ」  

「そっか、じゃああと少しだけ」 

 言って、僕らは勉強机に向かっていった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌朝、 

「ん……」 

 目を覚ますと、僕の部屋の風景が写っていた。現代的な風景だ。とても異世界とは思えない。

どういう事だ？夕べは茜と一緒に勉強していた。つまり、現実世界にいたはずだが……、  

「ここは、異世界じゃ無い？」 

 半身を起こしながら呟く。現実世界で眠ったら異世界に行く。影でそう思っていたが、どうやら

そうじゃないらしい。うーん、いまいち現実世界と異世界の因果関係が分からないな。少しずつ



身体を起こしていったが、あるところでその動きが封じられた。何かが引っかかって僕の動きを

止めている。不思議と拘束されていることに不快感は無く、寧ろ心地良いとさえ思ってしまう。

見ると僕の腰に誰かの手が掛けられていた。 

「ん？あ、茜！？」 

 なんと、僕のベッドで茜が眠っていたのだ。すやすやと寝息を立てる茜は僕の存在に気付い

ていない。 

「おい茜、起きろって……！」 

 僕はゆっくりと茜の手を解き、ベッドから離れて茜を起こす。そのまま起こすと僕が添い寝して

いる様な形で茜が起きてしまう。そうなるとこの後の空気が悪くなるか、ひたすらこの件で茜に

からかわれてしまう。どちらも嫌だったから『茜と添い寝してません』アピールの為、ベッドの外

から茜を起こす事にしたのだ。 

「んんんんんん？」  

 呻きながらも茜は目を開く。幸いなことに茜は朝が弱い。もしかしたら、この件を誤魔化せる

可能性があった。 

「よ、よし。早く朝ご飯早く食べるぞ」 

 僕は呻く茜を連れてリビングへ向かった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、各々で支度を済ませ、二人で一緒に学校へ向かう。 

「いやー久しぶりにしょーたと一緒に登校出来るよ！」 



 すっかり調子を戻した茜は僕にそう言った。そう、怪我から復帰して初の登校だ。何となくだ

が、不思議とそわそわするような気持ちがあった。 

「まあ、それはそうだな……」 

 と、僕は言った。しかし良かった。この様子だと朝の件は気付いていないらしい……。  

「ところでしょーた、今朝の事なんだけど……」 

「え！？な、なに？」 

 茜の言葉に僕は慌てふためく。『気付いていない』なんて思った途端にこれですよ……。  

「私、夕べしょーたのベッドで寝てしまった様な気がするんだよね？」  

「えーっとそれは……」 

「あ！この反応はやっぱり！」 

 と、茜は言った。どうやら茜は全てを察したらしい。 

「……ごめん」 

 僕はこの後の展開を先回りしてそう言った。この程度の事で空気が悪くなっては面白くない。

それなら先に謝っておいた方が良い。まあ、からかわれる事は最早どうしようも無いな、からか

われること自体に悪い気はしないし。悪い気はしないのかよ……。  

「良いって良いって！しょーたなら何も出来ないだろうしね？」  

「う……」 

 僕の反応を見た茜は『あははははは！』と、愉快そうに笑っている。やはり、からかわれてし

まったか……。まあ、空気が悪くなるよりはマシだろう。そんなことを思いながら、僕らは学校へ

の道のりを歩いて行った。茜の歩む速度はあまり速くない。僕はそれに合わせてゆっくりとした

足取りを保っている。意識しているつもりは無い。それでもふと、そんな事を思うのだ。  



 

◉ ◉ ◉ 

 

 僕は今、高校 3 年生だ。進学予定で大学受験を控えている。かたや異世界では冒険者の卵

で、『クイーンフォックスの討伐』という大きなクエストを控えている。どちらも戦うには準備不足

で、なおかつ時間が無い。どちらかが夢なら楽出来るが、どうもそうで無いらしい。最早一人で

はどうしようも無い。不本意ではあるが、それならば……、 

「茜、ちょっと助けてくれ」 

 僕は茜にそう言った。 

「良いよ、どうしたの？」 

 茜は僕にそう言った。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

住屋茜①：赤みがかった髪色は、父親譲りのものであり、地毛である。  

 

 

part.11-3 

「茜、ちょっと助けてくれ」 

 僕は茜にそう言った。 



「良いよ、どうしたの？」 

 茜は僕にそう言った。 

「まあ、大したことじゃないんだが、今は少し大変な時期になってるんだ」  

「うん、知ってる」 

 茜は穏やかな表情でそう囁く。 

「だから、またお前の事を頼るかもしれない」 

 と、僕は茜に言った。こう言うのは凄く恥ずかしい。だから僕は茜から目を逸らしていた。  

「言われなくてもそうするよ！しょーたは私の幼馴染みだからね！」  

 茜は高らかにそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、1 日の学校生活をなんとなく過ごす。いや、1 ヶ月休んでた分『なんとなく』で済まして

良いはずが無いのだが、休んでた分の学習が追いついておらずどうしても理解が出来ない。ド

ラマを 1 話見落とすとその後の話が分からなくなるアレだ。幸い放課後の部活は特に何も無か

った為、授業で分からなかった所をある程度聞きに行ったが、それでも到底追いつけるもので

は無かった。 

「はぁ……」 

 僕は化学室の教卓に肘を突いてため息を吐く。1 ヶ月ぶりの部活の第一声がこれだ。取り敢

えず教卓に数学の教材を並べた。とりあえず僕にとってアドバンテージが取れる理数系から取



り敢えず勉強を始める。残念ながら現状ではその理数系すら追いつけていないが、これは自分

の力で何とか追いつこうと思った。後の教科は茜が何とかしてくれる。  

「……」 

 そんな中、僕はペンを握ることも無くふと異世界の事を考えていた。今、異世界での僕はクイ

ーンフォックスの討伐に向けて動いている。次に失敗すれば僕は一体どうなるのだろう。もし、

異世界で僕が死んでしまったとなれば……、 

「くっ……！」 

 シャープペンを握りしめる。芯を出す事も無く折るように握られたシャープペンは「ギギギ…

…」と、プラスチックが軋む音がした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、結局勉強に身が入る事も無く、下校時間となる。やはり異世界での出来事に不安が

残る。それに加えて……、 

「栞……」 

 そう、栞の事もある。自分の事だけでも手一杯なのに『兄』としての責務も果たさなければい

けない。だけど、手順は踏まえてある。今度はしくじらない。 

「さあ、異世界へ行こう！」 

 言いながら、僕は帰路へ着いていた。 

 

◉ ◉ ◉ 



 

 翌日、目を開くとやはり僕は異世界へ居た。今日はいよいよ栞と共に訓練へ出る。当然、レイ

ジフォックスとの戦闘もあり得るだろう。となると、栞はトラウマで混乱してしまう。今回の訓練は

このトラウマの克服、それから僕自身の肉体的な訓練が目的だ。正直不安もあるが、それ以上

に栞は怯えている。 

「こうしては居られない、僕は栞の兄だ！」 

 自分の頬を叩いて気合いを入れる。その後、支度を済ませると僕は村の出口へと向かって行

った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「おお！来たなショータ！」 

 僕を見るや、ルーディさんがそう言った。既に栞とイヴァンカも待ち合わせ場所に到着してい

る。どうやら僕が一番最後だったらしい。 

「お待たせしました」 

 と、僕は息切れ気味にルーディさんに言った。 

「では行こう！……と、言いたいところだが」 

 言って、ルーディさんは僕の肩を叩く。 

「ショータ、本当に大丈夫なんだろうな？」 

 と、ルーディさんは言った。彼もまた、栞の件を心配しているのだ。 

「大丈夫ですよ、安心して下さい」 



 と、僕は答えた。 

「随分自信があるようじゃ無いか？かえってそれが怖いんだが……」  

 と、ルーディさんは言った。実際、僕も怖い。だから敢えて自信があるように答えている面もあ

る。 

「……まあ良い、今度こそ行こう！」 

 ルーディさんは渋々と言った感じでそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 僕らは獲物を求めてカドゥ平原を歩き出した。歩けば歩くほどモンスターが見つかる。それくら

いモンスターの数には困らなかったが、いかんせん数が多かったり、群れていたりと、僕らで手

を出せる状況に無いものが多かった。そんなわけで今はモンスターの群れを避けつつ単独で

動いている手
・
頃
・
な獲物を探していた。 

「商人、前方にレイジフォックスです」 

 イヴァンカはルーディさんにそう言った。その姿は少し遠慮気味だ。恐らく彼女も栞を気にして

いるのだろう。 

「っ……！」 

 イヴァンカの声を聞いた途端、栞の表情が張り詰める。  

「栞、大丈夫か？」 

 僕は栞にそう聞いた。出来るだけ栞を刺激しないように、丁寧に一言一句を囁く。  

「うん、大丈夫……」 



 栞はそう答える。しかし、言葉とは裏腹に栞の肩は震え、顔は青ざめていた。間違いない、こ

れは大丈夫では無さそうだ。 

「ルーディさん、ごめんなさい。一旦止めましょう」 

 と、僕はルーディさんに言った。言った途端、栞の顔は少し生気を取り戻す。  

「……なんだ？やっぱりダメじゃないか……イヴァンカ、悪いがレイジフォックスを追い払ってく

れ！」 

「分かりました！」 

 言って、イヴァンカはレイジフォックスに突撃する。対応が遅れたレイジフォックスはそのまま

串刺しとなった。 

「もう大丈夫だ、レイジフォックスは居ない」 

 僕は栞にそう言う。すると、力が抜けたのか栞はその場に座り込んだ。  

「悪いな、無理をさせて……」 

 僕は栞にそう囁いたが、栞の耳には届かず、そのまま意識を失っていた。  

「少し休憩にしようか、ショータ、付いてきてくれ！」 

 ルーディさんの指示に従い、僕は彼に付いていった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「さて、どう落とし前を付けてくれるんだ？シオリはああなってしまった。これじゃあ何度やっても

お前さんの思うようにはならないと思うが？」 

 言いながら、ルーディさんは煙草に火を付ける。 



「ええ、僕もこうなると予想はしてました」 

 と、僕は答える。 

「だったらどうしてこんな？」 

 と、ルーディさんは聞いた。 

「……栞は恐らく、人を頼ることが苦手なんだと思います」  

 と、僕は答えた。そう、あの時と同じだ。栞が自殺する前日、僕は栞の様子がおかしいと思

い、どうしたのか聞いてみたが、栞は結局答えてくれなかった。 

「その理由は、他人を信用出来ないからなんじゃ無いかと思うんです」  

 と、僕は続ける。栞の自殺、原因は恐らく『いじめ』だ。確証は無い。でもそれ以外に原因は無

いだろう。栞は日常的に『いじめ』を受けており、結果として誰も信用出来なくなってしまったと

考えられる。だから、 

「今回のレイジフォックスの件も、誰にも相談できずに今のようになってしまったんじゃないかっ

て思うんです」 

 だから……、 

「だから、栞にはもっと人を頼れる様になって欲しい、人を信用できる様になって欲しいんです。

そうすればきっとこの件も解決出来ます」  

 と、僕は答えた。ルーディさんは煙草を吸いながら少しの間、思案顔になる。  

「ふむ、なるほどな……」 

 煙草の煙を吐ききった後、ルーディさんは口を開く。 

「俺は今までお前ら兄妹が兄妹に見えなかった。お前らはあまりにも似てないからだ。シオリは

えらくべっぴんさんだが、お前はそうじゃない」 



 ルーディさんの口から突拍子も無い言葉が出て来た。僕は一瞬困惑するが、「よく言われま

す」と、テンプレのような言葉を返す。 

「だが今分かった。お前らは兄妹だ、間違いない」 

 と、ルーディさんは自信ありげに答える。 

「は、はぁ……」 

 僕は意味が分からずにから返事を返した。 

「お前が言うには『シオリは人を信用出来ない』らしいな？俺にはその理由は分からないが、お

前が言うのならそうなのだろう」 

「そう、ですね。それに間違いは無いと思います」  

 ルーディさんの言葉に僕はそう答える。 

「だが、それはお前も同じだ！お前も大概、人のことを信用してないよな？」  

「え……？」 

 ルーディさんの言葉に僕は困惑の表情を浮かべる。 

「だってそうじゃないか？今回の件も、俺が催促するまでお前はこの事を言わなかった。まあ、

相談相手は俺じゃ無くても良いんだが、俺以外の誰かにこの事を話したのか？」  

 と、ルーディさんは聞いた。 

「……いえ、誰にも」 

 と、僕は答える。 

「ほれ見ろ！だからこんな事になるのさ？」 



 と、ルーディさんは言った。確かに僕はこの事を誰にも話していなかった、理由は栞の『自殺』

が関係するからだ。でも、よく考えるとその『自殺』の件を避けて誰かに相談すれば良かっただ

けだ。 

「まあ、この件に限らずお前は自分一人で物事を解決しようとする動きが多すぎる。出来るのな

らそれでいいが、残念ながらお前はそうじゃ無いらしい」  

 と、ルーディさんは言った。 

「だからお前は人を頼れ、俺じゃ無くても良い。誰でも良いから人を頼るんだ」  

「……分かりました」 

 と、僕は答えた。 

「よし、そろそろシオリも起きた頃合いだろう、訓練を続けるぞ！」 

「……続けるんですか？」 

 ルーディさんの言葉に僕はそう尋ねる。 

「ああ、事情が分かれば話は別だ。俺に任せろ？」 

「……大丈夫なのですか？」 

「フッ、まさか信用出来ないのか？だから相談なんてしなかったんだろうが、まあ見ておけ！」 

 言ってルーディさんは栞達の元へ歩いて行った。僕のような無理に作り上げた自信とは違う、

確かなものがあるらしい。 

「何をしている？ほら行くぞ！」 

「は、はい！」 

 ルーディさんに催促され、僕も歩き出した。 

 



続く…… 

 

TIPS! 

佐伯翔太②：理数系が得意だが、文系は苦手で、得意不得意がはっきり分かれるタイプである  
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「何をしている？ほら行くぞ！」 

「は、はい！」 

 ルーディさんに催促され、僕も歩き出した。しかしルーディさんの自信は確かなものだ。僕の

様な自信とはどこか違うものがある。 

「……一体、どうやってトラウマを……？」 

 僕はルーディさんにそう尋ねる。すると、ルーディさんは「フッ……」と、含みのある笑みを見

せた。 

「……どうもお客さん！こちらは旅の商人、ルーディ・イェーガー！！お客さんの手に馴染む武

器防具から冒険に欠かせない消耗品まで、冒険者に必要な商品を何でも取り揃えておりま

す！！」 

 急に商人口調になってルーディはそう言った。思わず僕は「……え？」と、首をかしげる。 

「……つまりあれだ。冒険者と間違われやすいが、俺も商人の端くれよ。話術は心得てあるつ

もりだ」 

 素に戻ったルーディさんはそう言った。 



「……つまり！シオリの不信感は話術で解決させるんだ！それが出来ればトラウマもおのずと

克服出来るだろう！」 

 と、ルーディさんは言った。確かに、栞の『誰も信用出来ない』という心理状態が解決すれば、

後は味方を頼りに魔法を撃てば一体のみのレイジフォックスくらいなら容易に撃退出来る。栞

はまだ分かっていないが、レイジフォックスとはそ
・
の
・
程
・
度
・
のモンスターだ。 

「でも、どうするんですか？」 

「何だ？俺のことを信用していないのか？」 

 言いながら、ルーディさんは「んー？」と、わざとらしい思案顔になる。  

「よぉし、ならばこうしよう！俺が話術のイロハをお前に教えてやる、そしてお前がシオリのトラ

ウマを克服させるんだ！」 

 と、ルーディさんは言った。なるほど、ルーディさんは最初からそのつもりだったらしい。妹の

問題事は兄である僕に解決させようという魂胆だ。どうやらここまで話を誘導されたらしい。彼

の卓越した話術が成せる技、ということか……。 

「分かりました！お願いします！！」 

 僕はルーディさんにそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、ルーディさんに色々と教わって栞達の元へ急ぐ。  

「あ、兄さん！」 

 既に正気に戻った栞が僕に話し掛ける。 



「栞、すまない、待たせてしまったかな？」 

 僕は栞にそう語りかける。 

「ううん、大丈夫だよ！」 

 栞はそう言った。 

「よし、じゃあ再開しよう！」 

 栞達に合流するやルーディさんは全員にそう言った。 

「え？ちょっと待って下さい、続けるんですか？」 

 それを聞いたイヴァンカがルーディさんにそう尋ねる。  

「ああ、大丈夫だ！彼に色々と仕込んでやったからな？」  

 ルーディさんは言いながら僕を指差す。それを見た僕は、なるべく栞に気付かれないように軽

い会釈をする。 

「……それなら分かりました。栞もそれで良いか？」 

 イヴァンカは半ば不満がある様だが何とか納得してくれた。最後の選択権を栞に委ねる。  

「私は大丈夫です。まだやれます！」 

 栞はそう言った。発言ははっきりとしているが、彼女の表情は不安の色を隠せていない。やは

り、怖いのだろう。 

「よし、では行こう！目標はレイジフォックスの討伐だ！」  

 ルーディさんの声に合わせて僕らは歩き出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 その後、暫く歩いていた僕らはレイジフォックスを発見する。単独で動いているらしく、こちらに

気付いている様子は無い。 

「ショータ、手はず通りにやれよ？」 

 ルーディさんは小声で僕に話し掛ける。 

「大丈夫です、やって見せます！」 

「そう気負うな、困った時は俺を頼るんだ。お前の悪い癖だぞ？」  

 ルーディさんからそう指摘を受ける。 

「そう、ですね。分かりました！」 

「よし……お前にはシオリを任せるぞ？」 

「はい」 

 言って僕は栞の元へ向かっていった。 

「栞、大丈夫か？」 

 僕は栞の真正面に立って話しかける。ルーディさんから教わった話術の一つ『相手と目線を

合わせる』為だ。改めて彼女の目を見ると、若干泳ぎ気味になっている。  

「うん、大丈夫……」 

「……ゆっくり深呼吸して？」 

 栞に僕はそう言った。これを聞いた栞は「え、うん……？」と、若干戸惑ったものの、指示に従

って呼吸を整える。栞の青ざめた表情がほんの僅かに緩んだ気がした。気のせいかもしれない

けど……。 

「よし、栞、あのレイジフォックスに魔法を当てて欲しいんだ。出来るか？」  

 言って、僕は前方のレイジフォックスを指差す。それを見た栞は一気に表情が青ざめた。  



「う……！」 

 途端に栞は前に出ようとする。ルーディさんが言っていた『バーサーカー現象』というやつだ。

いや、名前は僕が勝手に付けたんだけど……。 

「待って……！」 

 言って、僕は栞の肩に触れる。栞の身体にわざと触れる事によって『仲間はここだ』という意

識をさせる。これもルーディさんに教わった話術の一つだ。……とは言え、こんな状況じゃ無か

ったら栞からは『……触らないで』と、冷たくあしらわれていた事だろう。何というか新鮮な感覚

だ。 

「大丈夫だ、落ち着いてもう一度深呼吸するんだ」 

 これを聞いた栞は少し荒いがゆっくりと息を吸い込む。こんな状況だが、レイジフォックスは襲

ってこない。こちらに気付いていないからだ。 

「な？大丈夫だっただろう？」 

「……う、うん」 

 栞はそう答える。良かった、どうやら会話が出来るくらいには落ち着いているらしい。だが、ま

だやることがある。 

「よし、ちょっと待っててくれ！」 

 僕が栞にそう話しかけると、今度はイヴァンカの方を向く。 

「イヴァンカ、栞の魔法が外れたら一気にレイジフォックスを仕留めてくれ！仲間を呼ばれると

面倒だ」 

「分かっているさ！」 



 『待ってました！』と言わんばかりにイヴァンカはレイピアを抜刀する。どうやら彼女の準備は

出来ているらしい。僕は再び栞の方を向いた。 

「栞、合図でレイジフォックスに魔法を撃って欲しい」 

 栞に話しかけると、栞は「分かった！」と答えて右手に火球を生み出した。相変わらず不可思

議な現象だ。それを今度は実の妹が実行している。 

「やってくれ！！」 

「ファイア・シェル！」 

 栞がそう言うと、右手に出来た火球がレイジフォックスめがけて飛んでいく。同時にイヴァンカ

もレイジフォックスに突進していった。恐らくイヴァンカは『栞の攻撃は外れる』と予想しているの

だろう。先を読んで走り出していた。彼女の予想通り、レイジフォックスはすんでのところでこち

らに気付いて火球を躱したが、イヴァンカの攻撃に対応しきれず、レイピアの切っ先がレイジフ

ォックスの身体に突き刺さった。 

「大丈夫だ！レイジフォックスは倒した！！」 

 イヴァンカから報告を受ける。 

「……はぁぁぁぁぁ」 

 それを聞いた栞は緊張が一気に抜けたのかため息を吐きながら地面に座り込んだ。今度は

意識がはっきりしている。 

「やったな、栞！！」 

「……え？でも私、攻撃を当て切れてないよ？」 

「それでもだよ！栞の攻撃でレイジフォックスの気を逸らす事が出来た、だからイヴァンカはレ

イジフォックスを倒せたんだ！」 



 と、僕は答える。まあ、どうせそんなことしなくてもイヴァンカはレイジフォックスを倒せていた

だろうが、それでも彼女からすれば、援護あっての撃破だっただろう。そうだそうに違いない。  

「それに、レイジフォックスを前にしてちゃんと正気を保てている」 

「あ……！」 

 はっとなった栞は自分の手のひらを見つめる。 

「そうだ、私……」 

 栞は独り言を呟いていたが、ある時顔を上げる。 

「私なら大丈夫だよ、そう言ったじゃん！」 

 そう言って栞は立ち上がった。その表情は穏やかなものだ。 

「さあ、次に行こう！」 

 言って、栞は歩き出した。不意に栞とすれ違う。 

「……ありがとう」 

 すれ違いざまに栞は僕にそう話し掛けた。 

「……どういたしまして」 

 栞も立ち去り、一人になったところで僕はそう呟いた。多分栞には聞こえていない。  

 

続く…… 

 

TIPS! 

ファイア・シェル：小さな火球を前方に飛ばす射撃魔法、低火力だが弾速が速く、命中させやす

い 



 

 

part.11-5 

 それから僕らは引き続きモンスターの討伐を続ける。僕は栞の援護しながらも彼女に指示を

行っていた。栞は少しずつではあるものの、確実に戦えるようになっていた。  

「日も落ちそうだな、そろそろ帰るか……」 

 ルーディさんがそう言った。結局僕は栞に付きっきりのままだったから自分自身の訓練はあま

り出来なかったのだが、まあそれも良いだろう。 

「……そうですね、戻りましょう！」 

 イヴァンカがこれに同意し、村への帰路へ付いた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 カドゥ村へ到着する頃には既に日も落ちていた。街灯も無い夜は本当に暗い、松明が無けれ

ば本当に何も見えないのだ。僕らが現実世界で夜中の外を出歩けるのは街灯の明かりがある

からなんだな、って心底思う。 

「……では、また明日！」 

 そう言ってイヴァンカは自分の家へと戻っていった。 

「……我々も解散にしますか！」 

 と、僕がルーディさんに話し掛ける。しかし、ルーディさんは何故か首を横に振った。  

「いや、待ってくれ、お前に話がある。シオリは先に帰ってくれて構わないぞ？」  



「……わ、分かりました」 

 栞は控えめにお辞儀をしてとてとてと帰って行った。残りは僕とルーディさんの二人だけにな

る。 

「……それで、話って？」 

「まあ、ここで立ち話するのも何だし、場所を変えよう。付いてきてくれ」  

「……は、はい……？」 

 僕は黙って指示に従う。何やら嫌な予感がする。また僕は怒られるのだろうか？……まあ、そ

れもこれも全て僕が未熟だからなのだろうが……。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 ルーディさんに付いていくと、村の外れまで来てしまった。夜の平原は何も見えず、恐怖さえ

感じてしまう。 

「かがり火を作る。手伝ってくれ」 

 と、ルーディさんは言って荷物から折りたたみ式のかがり火の台座を組み立てる。……何故

そんなものを持ち歩いていたのだろうか？という疑問は取り敢えず置いておいて僕もそれを手

伝い、合計で 4 箇所にかがり火を置いた。これでもなお、現実世界の街灯にはほど遠いが、か

がり火の炎と暗順応した目の力が相まってどうにか周囲が見えるようになった。  

「……それで、話って？」 

「……受け取れ」 

 僕の話に答える事無くルーディさんは僕に有無を言わせず木刀を手渡した。  



「……戦闘訓練だ。俺が相手になってやる。どこからでも掛かって来い！」  

 言いながら、ルーディさんも自分の木刀を取り出した。  

「い、今からですか！？」 

「そうだ！あまり時間が無いんだよ、早くしろ！」 

 と、ルーディさんは僕を急かす。 

「わ、分かりました。……行きます！！」 

 観念した僕はルーディさんに木刀を立てる。ルーディさんは僕の太刀筋を一つ一つ確実に受

け止めていた。木刀が交わる度に「カンッ！」という鈍い音が響く。 

「……ショータ、なにか手加減をしていないか？大丈夫だ、お前がどんな真似をしようとも俺を

倒すことは出来ないさ、本気でやれ！！」 

「うっ……、は、はい！！」 

 指摘を受けるまでそんなつもりは無かったのだが、どうやら自然と僕は遠慮してしまっていた

らしい。今度は思いっきり力任せでルーディさんに斬りかかる。それでもルーディさんはその体

格に見合わない素早い動きで僕の剣を受け止めていた。 

「そうだ、それで良い！」 

「うっ、っく……！」 

 ルーディさんに体勢を崩されそうになり、一度僕は後ろへ引いた。ルーディさんは追ってくるよ

うな事はせず、ただ僕を待ち構えている。 

「う、うおおおおおおおおお！！」 

 僕はルーディさんに飛びかかった。全体重を木刀に乗せて斬りかかったが、ルーディは軽々

と片手で受け止める。それどころか再び僕を押し返すように木刀を押しつけていた。  



「なんだ？この程度か？」 

「ぐ、ぁぁぁぁああああああ！」 

 押されながら、遂に僕は本当に倒されそうになり、また後ろへ引いた。ルーディさんはまた待

ち構えている。 

「うおおおおおおおおお！！」 

 再び僕はルーディさんに飛びかかる。今度は木刀を何度も叩きつける。力じゃ無くて手数で圧

倒しようという魂胆だ、しかしこれも全て受け止められる。  

「甘い！！」 

 今度はルーディさんから足を掛けられた。足下を掬われた僕はそのまま地面に倒れてしま

う。 

「うわああああああああああ！」 

「……直ぐに立て」 

 言われる間もなく僕は木刀を杖にして起き上がる。木刀を構え、再びルーディさんに斬りかか

った。 

「うおおおおおおおおおおお！！」 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 それから僕は夜風の冷たさを忘れ、時間を忘れ、そしていつの間にか我を忘れてルーディさ

んに斬りかかっていた。何度も何度も斬りつけていく内に自然と太刀筋も雑になってしまう。当

然、ルーディさんまでたどり着いた一撃は無い。 



「ふむ、大分熱くなってきたらしい。そうだ、それで良い！」  

 ルーディさんは冷静にそう言いながら僕の剣を受け止める。しかし、木刀が叩きつけられる音

によってそれはかき消されて僕の耳まで届かない。 

「この様子だと初めの頃に比べれば力も付いた事だろう……しかし！！」  

 不意にルーディさんが木刀を斬りつけてきた。今まで防戦体制だったルーディさんが急に攻

勢に出てしまい、僕は慌てて対応する。 

「ぐっ！！」 

「お前の動きの中に俺の嫌いな太刀筋がある！！」 

 言いながら、ルーディさんは僕に斬りかかる。切っ先が頬を掠める。僕はすんでのところで剣

をはじいて後ろへ下がった。呼吸を粗く整えて頬を拭う。  

「うおおおおおおおおお！！」 

 僕は再び攻勢に出てルーディさんに斬りかかった。「カンッ！！」という鈍い音が平原に響く。

何度も、何度も木刀を上げては振り下ろす、これを繰り返していた。  

「そこだ！！」 

 次の瞬間、ルーディ酸が僕の足下を掬う。状況も掴めないまま、僕は地面に叩きつけられて

しまった。 

「……ぐはっ！！」 

 その瞬間、ルーディさんの木刀が頬を掠め、地面に突き刺さった。「ヒュン！！」という風切り

音が僕の背筋を凍らせる。 

「今のだ、今の太刀筋が俺は嫌いだ！！」 

 吐き捨てる様にルーディさんはそう言った。 



「今、お前は諦めたんだ。俺を倒す事を！」 

「はあ、はあ……」 

 ルーディさんの言葉に僕は答えられない。それはきっと図星だったからだ。  

「ふう、立てるか？」 

「は、はい」 

 ルーディさんに催促されて僕は起き上がる。火照った身体を夜風が少しずつ冷やしていた。  

「……俺に、勝てるわけが無いとでも思ったか？」 

 ルーディさんはそう尋ねた。 

「だって……そんなの、勝てるわけ無いでしょう！」 

 僕は息切れしながらもそう答える。 

「ガッハッハ！まあ、経験の差もあるんだ、当然だなァ？」  

 と、ルーディさんはわざとらしく笑う。 

「だが、こんな老人にお前は負けたんだ、悔しくは無いのか？」 

 と、ルーディさんは尋ねたが、僕はそれに答えられない。後ろめたい感情が僕の心の底で疼

き、あらゆる発言を阻害していた。 

「……お前、『勝負』をしたことがあるか？何だって良い、『本気の勝負』だ」  

「そんなの……！」 

 『当たり前だ』と言おうとしたが、不意にその発言が止まる。勝負を、したことがあっただろう

か？本気の勝負というものを……。 

「無いだろうな、きっとお前はあらゆる勝負から逃げてきたんだ。『負ける』事を恐れて『勝つ』事

を諦めた」 



 ルーディさんはそう言ってため息を吐いた。 

「若いのに一体何を恐れているんだか……良いか？お前には欲が足りない、『強くなりたい』と

いう欲が、『成長したい』という欲が……」 

 と、ルーディさんは言った。言い返せない、僕だってあの時、『強くなりたい』と、そう思った。な

のに何故かそれが言えないでいた。 

「さあ答えろ、俺に負けて悔しかったか？」 

「そ、それは……！」 

 僕はルーディさんから目を逸らす。 

「逃げるな！答えろ！！」 

「ぐっ！！」 

 ルーディさんに強く催促され、僕はルーディさんを睨み付けた。  

「悔しかったですよ！この勝負に負けたのも、栞を救えなかったのも……！！」  

「……ほう？」 

 僕は続ける。 

「……僕一人で栞を救えなかった、レイジフォックスのトラウマも、僕一人じゃなくて、ルーディさ

んに教えて貰って、ようやく解決出来た！この勝負だって、何一つ敵わなかった！！」  

 僕はいつの間にか勝手に口が動いていた。ここまで言ってようやく落ち着いた。  

「フッ、良かったよ」 

 ルーディさんは不意にそう言った。 

「……え？」 

「お前がここで『悔しくない』なんて言ってたら、どうしようかと思っていた所だ」  



 ルーディさんは続ける。 

「お前の心はどうやら凍り付いているんだ。だから『悔しい』って感情まで麻痺していたら俺はお

手上げだった」 

 言って、ルーディさんは一呼吸置いた。 

「お前、自分の事は好きか？」 

 唐突にルーディさんはそう尋ねる。だけど、そんなの愚問だ。 

「……自分の事を好きだと思っている人間なんて居ないでしょう」 

「ほう？そんなことを思っていたのか？では自分の事は嫌いなんだな？」  

 言って、ルーディさんは一呼吸置いた。 

「何故、自分の事が嫌いなんだ？」 

 と、ルーディさんは尋ねた。 

「何故、か……そうですね、『自分の事が嫌いであるにも関わらず、自分自身を自己犠牲に出

来ない』そんな自分が嫌いです」 

 と、僕は答えた。 

「……おいおい、それじゃあ『自分が嫌いである』という根底の理由が無いだろうが、その根底

の理由は何なんだよ？」 

 ルーディさんは失笑しながらそう尋ねた。 

「……そんなの、とうの昔に忘れましたよ」 

 僕は遠い目をしてそう答えた。 

「……なるほどな。つまりお前は、自分自身を諦めてしまったわけだ」  

 ルーディさんは続ける。 



「良いか？お前はまだ若いんだ。いつの間にそうなったか知らねぇが、そんなことを思ってくれ

るな？」 

 ルーディさんはそう言った。しかしそんなことを言われても仕方が無い。だってもう遠い昔から

そうなんだから……。 

「まあ、今日はもう遅くなってしまった。続きはまた明日と行こう！」  

「……そう、ですね。帰りましょう」 

 ルーディさんに僕は力無くそう答えた。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

ルーディ・イェーガー②：実は既婚済みで娘持ちである。  

 

 

part.11-6 

 翌日、前日の疲れを引き摺ったまま僕は目を覚ました。当然、全身が筋肉痛だ。 

「……痛ててててててててて」 

 軋む身体を何とか起こしてベッドから起き上がる。ここは現実世界、この日は学校がある。流

石に休もうかと悩んだが、欠席の理由に『筋肉痛』は恐らく通用しない。『腹痛』なら通用するか

もだけどね？それに遅れきった勉強も追いついていなかった。 

「仕方無い、起きよう……」 



 背伸びをすると全身が痛む。しかし、背伸びして頭が覚醒すると、なんだか晴れやかな気分

になった。何だろう？『吹っ切れた』と言った感覚だろうか？  

「ふっ……」 

 不思議と笑みがこぼれる。これもルーディさんのお陰と言った所だろうか？不本意ではあるが

……。さあ、そんなことより支度だ。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 支度を済ませて僕は家を出る。別に待ち合わせしている訳じゃないけど公園沿いの道、ここ

で普段は茜と合流する。筋肉痛のせいで少し手間取ったせいか、いつもより遅れ気味に登校し

た僕だったが、公園前の道を覗くと、案の定、赤毛の少女が待ちぼうけしていた。  

「しょーた、遅いよ！」 

 僕の気配に気付いた茜がこちらを向く。 

「悪ぃ、でも遅刻はしてないだろう？」 

「あと 1 分遅かったら電話するかしょーたの家に乗り込んでた所だけどね？」  

 「にしし」と、悪戯っぽい笑みを浮かべながら茜はそう言った。実はこれ、冗談では無く前例が

ある。僕と栞が一度、同時に風邪で倒れた時があったのだが、その日も茜は待ちぼうけしてて

いつまで経っても僕らが来ないものだからしびれを切らして家に乗り込んできたのだ。まあ、こ

れに関しては茜に連絡をし忘れていた僕が悪いのだが、酷い熱が出てそれどころじゃ無かった

のだ。許して下さいお願いしますなんでもシマウマノシタ。  

「か、勘弁してくれ……」 



 僕は心底疲れた顔でそう言った。ただでさえ筋肉痛に苦しんでいる状態なのに茜の対応なん

て出来やしない。まあ、今やってるけど……。 

「んー？何か疲れてるみたいだね？勉強の事でも焦ってるのかな？」  

 何かを察した茜は僕の顔をのぞき込みながらそう言った。 

「ふっ……勉強と言うよりは、運動かな？」 

「え！？別にしょーたが悩む事じゃ無いじゃん！？」 

「し つ れ い な！！」 

 僕がそう返すと、茜は「あはははは！」元気な笑い声を上げた。  

「……じゃあ、勉強は上手くいってるんだ？」 

 不意に茜はそう聞いてきた。 

「……いや、正直ダメだ。どれもこれも上手くいっていない」 

 僕はそう答える。……もし、昨日ルーディさんと戦っていなかったら、きっと僕はこの答えを誤

魔化していただろう。僕はあの戦いで自分の気付けなかった弱みに気付けたのと同時に、自分

自身がちっぽけな人間であることを痛感させられた。まあ、『身の程を知った』とでも言えば良い

かな？ 

「何だろうな、やることが多すぎる。こっちの世界では勉強、異世界では戦闘訓練だ。昨日、異

世界でも動き回ったせいで全身が筋肉痛だよ？」 

 「ハハハ……」と、疲れた笑みを見せながら僕は両手を広げる。 

「ふーん、異世界でも大変なんだ？」 

 茜は僕の顔をのぞき込んでそう言った。 

「ああ、まあ話せば長くなるんだが……」 



「あ！じゃあ、部活の時にでもその話聞かせてよ！今日あたし部活サボるから！」  

「いやサボるなよ……」 

 僕の前に立ってそう話す茜に僕はやる気の無いツッコミを返すものの、茜の返事に肯定も否

定もしなかった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その日の夕方、部活の時間となり、僕は化学室に一人、静にぽつりと座っていた。この日は

勉強する予定だったが、どうもそわそわして身が入らない。仕方が無いから僕はなんとなくビー

カーを二つ用意した。別に何かの実験をする訳じゃ無くて、用意したビーカーに氷とお茶をそれ

ぞれ注ぐ。片方は僕が飲む為、もう片方は……えーっと何かの実験用だ。そうこうしている内に

化学室の扉が強引に開かれた。 

「おはよーしょーた！！」 

「もう夕方だ！」 

 ハイテンションな茜に僕はそう返した。 

「それで、異世界で一体何があったのかね？」 

 茜は教卓の前に椅子を持ってきて座る。何というか不思議な絵面だ。しかし、教卓は背が高く

作られており、茜は教卓から顔を出せなかったようだ。 

「ねー、こっちに座ろう？」 

 茜は適当な席を指差す。 

「……はいはい、わかったよ」 



 僕はしぶしぶ席を立った。この席は割と気に入っていたんだけどな……。教卓に置いていた

二つのビーカーを生徒用の席に置いて座り、茜はその隣に座った。  

「はい、お茶」 

「ありがと」 

 僕がそのビーカーを差し出すと、茜はにっこりと笑ってそれを受け取る。氷の冷たさがビーカ

ーまで伝わっており、手に触れるとひんやりとした心地よい感覚が伝わってきた。  

「それで、異世界で何があったの？」 

 茜はビーカーのお茶を啜りながらそう聞いてきた。 

「ああ、近い内にクイーンフォックスの討伐を行うんだ」 

「クイーンフォックスって、あの時しょーたに大怪我を負わせた？」 

「そう」 

 茜の問いに僕はそう答える。 

「……大丈夫なの？それ……」 

 これを聞いた茜は心底心配そうにそう聞いてきた。まあ、あの時の僕の大怪我を見れば当然

の反応と言えるだろう。 

「ああ、今回は討伐のやり方というものがあるらしい。それに次からは仲間も増える。大丈夫

だ。だけど……」 

 ここまで言って僕は一息置いた。 

「クイーンフォックスの討伐に当たって僕がそのままと言うわけにもいかない」  

「だからこその『戦闘訓練』……？」 

 次の言葉を察した茜はそう返した。 



「そう、だから焦っている。あの時僕は本当に大怪我を負った。次のクエストで最悪僕は死ぬ可

能性だってある」 

 と、僕は答えた。そうだ、異世界は現実世界と違って危険が多い、何かのはずみで僕は死ん

でしまう事だってあるだろう。そして、もしも僕が異世界で死んでしまったら？怖くて実験なんて

出来やしないが、恐らくこの現実世界でも死んでしまうのだろう。  

「だから焦っている。正直、勉強どころじゃ無くなってしまってるんだ」  

「……断る事は出来ないの？その討伐を……」 

 茜はそう聞いてきた。 

「出来ないな、僕を信じている人がいる。それに……」 

 ここまで言って僕は一息置いた。 

「……栞も、このクエストに参加予定なんだ」 

「しおりちゃんも！？」 

 これを聞いた茜は驚いた様な表情を見せた。 

「ああ、栞自身の強い意志で、な？まだ確定している訳じゃ無いからなんとも言えないけど、も

し行くのなら……」 

「お兄ちゃんとして、栞を守ってやらないと、かな？」 

 茜が僕の言葉を先読みしてそう言った。 

「ああ、その通りだ」 

 それに僕はそう答える。 

「ふーん、事情は大体分かったよ！」 

 茜はそう言って少しの間、思案顔になった。その後、茜は顔を上げて話し始める。  



「じゃあ、しょーたが今やるべき事って何？」 

「やるべき事……？戦闘訓練とか？」 

「他には？」 

「他？現実世界なら勉強もやらないといけない」 

「うん、あとは？」 

「後？えーっと……」 

 僕は思案顔になるがそれ以外に思いつかない。 

「うん、その二つだけじゃ無いかな？」 

 僕の回答を待つこと無く茜はそう言った。 

「……まあ、確かにそうだな」 

「じゃあ、やることってたったの二つだけじゃん！」 

「二つだけって……確かに数で言えばそうだけど……」 

「確かに量は多いけど、やることはたった二つ、『勉強する』そして、『戦うための準備をする』こ

の二つだ」 

 茜はそう言いながら席を立った。 

「それならこうすれば良い。今この世界では勉強する事だけを考えよう！そして異世界では戦う

事だけを考えれば良い。二つの事を同時にこなそうとするからどっちもこなせないんだよ」  

「あ……」 

 茜に返す言葉が無い。そうだ、僕は今まで様々な事を同時にこなそうとしてきた。何故なら時

間が無いからだ。僕はどうやら焦りすぎていたらしい。二兎を追う者はなんとやら……。  

「そう、だな……全くもってその通りだ」 



「うん！」 

 僕の答えに満足したのか、茜は満面の笑みで頷いた。  

「今日から計画を立ててみよう、忙しくなるな！」 

「頑張ってね！……ああ、ところで」 

「ん？」 

 茜が僕を制止する。 

「朝言ってた筋肉痛ってまだ続いてる？」 

 不意に茜が僕に聞いてきた。 

「ああ、まだ痛むよ」 

 僕は苦笑しながらそう答えた。 

「それなら少し身体を動かした方が良いよ！」 

「……筋肉痛の時に身体を動かすのか？」 

「そう、アクティブレストってやつだよ！ああ、間違えた。Active rest ってやつだよ」 

 と、茜は言った。……いや、何で流暢に言い直したし……。 

「アクティブ……？」 

「うん、軽いウォーキングやジョギング程度の運動をする事で、全身に血液を回すことが出来る

から、筋肉の疲労が早くなるんだよ！」 

「へえ、そんなことがあるのか……」 

 と、僕は答えた。それなら、下校中にでもやってみようかな？ 

「まあ、あたしが言えるのはこのくらいかな？頑張れそう？」 

「ああ、何とか気持ちの整理が付いた気がするよ。ありがとう！」  



 と、僕は答えた。 

「ふふっ、よかった。じゃあ、そろそろ帰ろうか？」 

 茜に催促されて外を眺めると、日が落ちかけてきている。そろそろ下校時間だ。  

「そうだな、帰ろう」 

 僕は言って、下校準備をした。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

住屋茜②：翔太よりも背が低い事をとても気にしている 

 

 

part.11-7 

 その日の夜、僕はぶつぶつと独り言を呟きながら勉強机に座っていた。ノートとペンを広げて

いるものの、勉強している訳では無い。今までの事を振り返りながらもこれからの計画を立て、

スケジュール表を作っていた。これまで僕は異世界と現実世界でやるべき事を分けていなかっ

た。例えば僕が退院したあの日、英語を勉強していたが、その時僕が意図しない形で異世界へ

飛ばされた時に何とかして異世界でも英語の復習を行おうとした。当然だが異世界に英語の教

材なんてものは無い。結果英語の復習は出来なかった。現実世界と異世界では環境が大きく

異なる。ならば、こうしよう。 

 



1.現実世界では『勉強』の事だけを最優先に考え、それに沿ったスケジュールを立てる。 

2.異世界では『戦う』事だけを考え、それに沿ったスケジュールはきっとルーディさんが立ててく

れますありがとうございます。 

 

 ふざけて書いたが、2 番に関してはきっとルーディさんが最良のスケジュールを組んでくれる

ことだろう。僕はいつの間にか人に頼ることが億劫になってしまっていたのだ。それは栞が自殺

してしまったという事実から来る『責任感』がそうしてしまったのだろう。確かに僕にも責任はあ

る、これは間違いない事だ。だけど、これを失敗の言い訳には出来ない。ならばこの事は一旦

置いておいて、今やるべき事を最優先に行うべきだ。 

「……ふう」 

 ある程度勉強のスケジュールをノートに書き込んだ後、僕は背伸びをする。窓の外は既に真

っ暗で、時計を見るともうすぐ日を跨ぐところだ。 

「そろそろ寝よう……」 

 言って僕はベッドへ向かっていった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、昨日が現実世界であったとすると、今、僕がいる場所は異世界だ。  

「ん……」 

 ルーディさんとのタイマン勝負の疲れが抜けきらないまま、目を覚ます。茜が言っていた『アク

ティブレスト』というやつはどうやら上手くいっていないのかもしれない。もう少し身体を動かす



べきだったのだろうか？まだ眠気の余韻が残っているものの流暢にやっている暇は無い。しば

らくすると、部屋の向こうから声が聞こえてきた。 

「ショータ！直ぐに支度して村の門へ向かえ。ぐずぐずするなよ！」  

「……はい！」 

 僕は頬を 2〜3 回ぺちぺちと叩いて返事をした。お陰で寝ぼけた声は出ていない。僕は直ぐ

に着替えて宿屋を後にした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「遅いぞショータ！」 

「す、すみません！」 

 かなり急いだつもりで集合場所へ向かっていたが、既にルーディさんや栞、イヴァンカまで集

まっていたらしい。どうやらまた僕が最後のようだ。 

「全員揃ったな？では行こう！」 

 ルーディさんの言葉を皮切りに僕らは村の外へ出た。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

「ファイア・シェル！」 



 栞の叫び声と共に火球が勢いよく飛び出す。未だ敵に命中させた弾は無かったが、もう栞は

ちゃんと『戦える』様になっている。僕は栞のそばで彼女を見守っていたが、栞は時折僕の存在

を忘れるほど、戦闘に集中出来ていた。 

「よし、この調子ならもう一人で戦えるんじゃないか？」 

 ルーディさんが栞にそう尋ねる。栞は自信なさげに「は、はい……」と答えた。  

「ショータ、次の戦闘からお前も参加してくれ」 

 と、ルーディさんは言った。僕としては少し不安が残るが、栞の側にはルーディさんが着くだろ

うし問題は無いだろう。 

「分かりました」 

 僕はそう快諾してイヴァンカの元へ向かった。 

「……あ、兄さん！」 

 不意に栞が僕を呼び止める。 

「ん？」 

「その……頑張って！」 

 栞は僕にそう言った。その声は少し戸惑い気味で、きっと何を話せば良いか分からなくなり、

結果として出て来たものなのだろう。栞が言いたい言葉は『謝罪』なのか『感謝』なのか、又は

それ以外なのか……正直僕には分からない。それでも、きっと今の栞は僕に対してマイナスな

感情は抱いていないはずだ。だから僕は笑顔を作ってはっきりと、こう答えた。  

「ああ！」 

 

◉ ◉ ◉ 



 

 その後、僕らは単独のアルミラージを探してフィールドを歩き回る。何故アルミラージなのかと

いうと、栞はレイジフォックスに対してトラウマを持っているからだ。既に克服へと向かっている

ものの、栞の護衛役が僕からルーディさんに変わっている。だからまずは栞に対して刺激の少

ないアルミラージと戦おうというルーディさんの方針から、僕らはアルミラージを探していた。  

「……しかし見つかりませんね」 

 僕はそう呟いた。暫く探し回っていたものの、見つかるのはレイジフォックスばかりだった。  

「ああ、恐らくレイジフォックスの増加に従って平原の生態系が変わりつつあるのさ。翔太はア

モールの森に行ったことがあるんだったな？」 

 イヴァンカは僕にそう尋ねる。 

「ああ、薬草を求めて森の奥まで入った事がある」 

 と、僕は答えた。 

「その節はどうも。森の中はアルミラージが多かっただろう？」  

「ああ、寧ろアルミラージ以外のモンスターはほとんど見当たらなかった」  

 と、僕は答えた。 

「それはレイジフォックスに住処を追われたアルミラージがアモールの森に行き着いたからなん

だ。もしかしたら今の平原にアルミラージはほとんど残ってないのかもしれないな？」  

 と、イヴァンカは言った。なるほど、そんなことを『アモールの泉』も言っていたような気がす

る。 

「そうか……まあ、アルミラージがいないからと言ってどうということは無いのだが」 



 と、僕は答えた。アルミラージだろうがレイジフォックスだろうがこの世界ではどちらも『害獣』

そのものだ。アルミラージがいなくなって困るのはせいぜい今の僕らくらいのものだろう。  

「フッ、そうだな」 

 イヴァンカも僕を見るや笑顔でそう返した。 

「あの、兄さん」 

「ん？」 

 栞に声を掛けられて僕は後ろを向く。 

「私の事なら大丈夫だし、レイジフォックスと戦っても大丈夫だよ？」  

 栞はそう言った。これは僕らに対する気遣いなのだろう。しかし、いきなり栞のトラウマである

レイジフォックスと戦うのは流石に気が引けた。 

「気遣いありがとう。俺達も君の力を信用していない訳じゃ無い。だが、物事には段取りっても

のがあるんだ、どうか分かってくれ？」 

 まるで我が子をなだめる様にルーディさんは栞にそう言った。 

「まあ、歩いていればその内見つかるだろうさ？こういうのは気長にやろう！」  

 イヴァンカも栞にそう言う。 

「もしかしたら、アモールの森の方面にアルミラージがいるのかもしれない。そっちに行ってみよ

うか？」 

 僕は皆にそう提案する。アモールの森がアルミラージの巣窟になっていたのだからその方角

に進めばおのずと遭遇出来るだろうという出任せに近い提案ではあったが、皆も同意してくれ

た。もっとも、アモールの森に居たアルミラージは僕とルーディさんが倒してしまったのだが…

…。 



「アモールの森となると、北西だな？こっちの方角だ」 

 ルーディさんが太陽の位置を見て方角を割り出す。僕らはそれに付いていく形でアモールの

森方面へ向かっていった。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……見つけた！」 

 アモールの森への道を辿っていく道中、ようやくアルミラージを発見できた。しかし数は 2 匹

で多対一の状況は作りにくい。 

「……どうします？」 

 イヴァンカがルーディさんにそう尋ねる。ルーディさんは暫く思案顔になるが、その後、顔を上

げた。どうやら決心したらしい。 

「次からショータも参戦するし問題は無いだろう。必要とあれば俺も参戦する」  

「分かりました。翔太、準備は良いか？」 

 そう言ってイヴァンカは僕を見る。 

「大丈夫だ」 

 僕がそう答えると、イヴァンカの合図でゆっくりとアルミラージに近づいていった。まだ姿は晒

さないが、抜刀して静かにその時を待つ。 

「いいか翔太、栞がまず魔法攻撃を行う。多分外すと思うからその攻撃後にアルミラージを押さ

えてくれ。なるべく栞に活躍させたいから手加減しておいて欲しい」  

 と、イヴァンカは言った。 



「分かったけど、僕に手加減する余裕が無いんだよな……」  

 イヴァンカにそう返すと、彼女は「ははっ、だろうな？」と、苦笑いを浮かべた。  

「まあ、私の方で手加減するから問題ない。右を任せるぞ！」  

「分かった」 

 僕の声を聞くや、栞達のいる方へ合図を送る。それを見た栞は静にアルミラージの方を向い

た。 

「ファイア・シェル！」 

 言葉と共に火球が飛び出す。弾は当たらず、アルミラージはこちらに気付いてしまった。  

「行くぞ翔太！」 

「ああ！」 

 僕とイヴァンカが同時に飛び出す。僕はイヴァンカの指示通り右側のレイジフォックスに立ち

向かう。剣をちらつかせて慎重に距離を詰めていった。  

「ギギギギ……」 

 アルミラージも歯軋りで威嚇しており、その表情はとても兎の類いには見えない。アルミラー

ジは確かにすばしっこいが、動きは直線的だ。つまり、一撃目を躱せば楽に後ろが取れる。僕

は付かず離れずの距離を取りながら静に綻びが生まれるのを待った。  

「ギャアアアアアア！！」 

 アルミラージは辛抱溜まらず僕に向かって突進する。しかし、十分に躱せる位置を保っていた

僕は右側に逸れて突進を避けた。こうなれば後は簡単だ。勢い余ってオーバーシュートしたア

ルミラージの尻めがけて剣を振る。その後、悲鳴を上げて過呼吸気味になっているアルミラー

ジの頭に向けて剣を突き、とどめを刺した。 



「ふう、イヴァンカは？」 

 ふと、イヴァンカが気になって見てみると、どうやらまだ戦っているようだ。その合間を縫って

栞が魔法攻撃を行う。残念ながら攻撃を当て切れていないが、フレンドリーファイアも無い。ル

ーディさんの指示のお陰だろう。 

「……どうやら、僕の出る幕は無いな？」 

 そう呟きながら、腰を下ろした。寂しさ半分、『休めてラッキー』と思える嬉しさ半分と言った所

か。とは言え、ここでサボる訳にもいかず、直ぐに腰を上げて栞達の元へ合流しようとした、そ

の時だった。 

「ウオオオオオオオオオ！！！」 

 急に遠吠えが聞こえてきた。それもかなり近い。 

「……レイジフォックス！？」 

 後ろを振り返ると、レイジフォックスが遠吠えで仲間を呼んでいた。しまった、アルミラージを

倒した安心感で気が抜けていた。 

「でやあああああああああ！！」 

 遠吠えで隙だらけのレイジフォックスに剣を突き刺す。取り敢えず倒す事はできたが、このま

まではレイジフォックスに取り囲まれてしまうだろう。僕は直ぐにルーディさんの元へ駆けつけ

た。イヴァンカは既にアルミラージを倒しているらしく、ルーディさん達に合流している。  

「ショータ、無事か！？」 

「はい、レイジフォックスは倒しましたが、もう仲間を呼ばれてしまいました」  



 ルーディさんに合流すると、僕はそう言った。ふと、栞の方を向くと、恐怖で足が震えている。

栞が初めてこの世界に転生してきた時に、この鳴き声を聞いたのだろう。トラウマがフラッシュ

バックしかけている。 

「ショータ、シオリを連れて行ってくれ！一人で歩けそうにないなら背負ってでもここを離れる

ぞ！」 

「分かりました！」 

 言って僕は栞の手を引いた。 

「栞、歩けるか？」 

 僕は努めて冷静に、栞と目線を合わせてそう言った。正直僕も焦っているが、それ以上に栞

は恐怖を感じている。 

「う、うん……」 

 そう言う栞の手は震えている。でも、応答できるならまだ何とかなる。  

「よし、ここを離れよう！なるべく急ぐぞ！！」 

 ルーディさんの言葉を皮切りに、僕らは平原を走り出した。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

アモールの泉①：泉に宿る姿の無い妖精、冷酷な性格だが自身の棲む森を敬愛している  

 

 



part.11-8 

「よし、ここを離れよう！なるべく急ぐぞ！！」 

 ルーディさんの言葉を皮切りに、僕らは平原を走り出した。 

「栞、手を離すなよ？」 

「……分かってる」 

 栞は少し自信が無さそうにそう答えた。今、何よりも怖いのは栞の自我が失われる事だ。レイ

ジフォックスの群れはルーディさんがいる。どうにかなるだろう。 

「良いか栞、今は僕達の声だけを聞いてくれ。それで助かるから……！」  

「うん」 

 僕は走りながら栞に声を掛ける。栞を混乱させない為に常に話し掛ける。それに応えるように

栞は僕の声を聞いてくれた。しかし、後ろからちらほらとレイジフォックスが見える。近づいてく

る度にその数が増していき、終わりが見えない。 

「ショータ、先に行け！！」 

「分かりました！栞、付いてきてくれ」 

「うん！」 

 先頭を走っていたルーディさんを追い抜く。ルーディさんは後ろで抜刀してレイジフォックスを

待ち構えた。どうやらしんがりを務めるらしい。イヴァンカもまた、ルーディさんに付こうとしてい

る。僕らは一瞥した後、栞の手を引いてひたすら走り続けた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



「はあ、はあ……」 

 僕と栞はかなり遠くまで走って行った。レイジフォックスの気配は無くなったものの、結果的に

僕らはルーディさん達とはぐれてしまったことになる。 

「ど、どうしよう……」 

 栞は不安げにそう問いかける。正直僕は何も考えられない。だけど、それで栞を不安にさせ

たらどうしようもない。何とか考えないと……。取り敢えず頭を落ち着かせて持ってきた荷物の

中から地図を取り出す。こうしてみるとここは本当に平原だ。村へ帰ろうにも目印になるコンビ

ニ等の建物なんて存在するはずがない。地図を見たところで今自分が向いている方角も分から

ない状態で、現在地の特定から帰路を割り出す事なんて出来なかった。  

「……」 

 畜生！こんな事なら方角の割り出し方をルーディさんかイヴァンカに聞いておくべきだった。

ふと、栞を見ると不安そうにこちらを見ていた。ダメだ、沈黙の時間が長い程栞を不安にさせ

る。何か話さなければ……！ 

「……取り敢えず場所を変えようか、このままだとモンスターと鉢合わせするかもしれない」  

「うん、分かった！」 

 言って、僕は読めもしない地図とにらめっこしながら適当な場所に見切りを付けて歩き出し

た。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 その後、僕らは物陰を求めて低木のある場所へ身を潜めた。あれからかなり時間が経過して

おり、このままでは二人とも飢え死にしてしまう。それを回避するためにもルーディさん達と合

流しなければならない。 

「……シュバルツ・アウゲンがあれば……！」 

 今ほどこの魔法を欲したことはない。『シュバルツ・アウゲン』は周囲の地形やそこにいる生物

を瞬時に特定出来る強力な空間認識魔法だ。この世界で栞を見つけ出す事が出来たのもこの

魔法があったからこそだ。ただし、この魔法は上級魔法で下手に扱うと死の危険さえも存在す

る。 

「なんだかんだ言っても所詮は御託か……」 

 僕はそう呟きながら、俯いた。そして申し訳なさそうに栞の方を向く。栞はなにやら物言いた

げにこちらを向いていた。 

「……？」 

 栞の表情は何処か定まっていない、何かに迷っているような表情だ。僕は咳払いを一つし

て、本題に入った。 

「栞、悪い。お手上げだ。村への方角も、ルーディさんの居場所も分からない。どうする？この

ままじゃ二人とも餓死かモンスターに捕食されるかだ。それよりはどこか適当にうろついて…

…」 

 そう栞に提案する。なんだかこう言った途端、少しだけ肩が軽くなった気がする。どうやらまた

僕は一人で解決させようとしていたらしい。これは僕の失敗、なのだろうか？まあ、それは後で

考えよう。今はこの状況を打開しなければならない。そう考えながら栞を見ると、彼女はゆっくり

と首を左右に振った。迷い気味だった彼女の表情が定まる。  



「……ううん、それよりも手っ取り早い方法があるよ！」 

「……え？」 

 栞の意外な発言に僕は拍子抜けた返事を返した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

「……おいそれ本当にやるのか！？」 

 栞の衝撃的な提案に僕は思わず声を荒げる。提案の内容はレイジフォックスにわざと見つか

りに行くというものだった。レイジフォックスはその習性から、僕らを見つけると遠吠えで仲間を

呼ぶだろう。だけど、その遠吠えをもしルーディさんが聞いていたなら、彼らが助けに来てくれ

るだろうという考えだった。 

「うん、もうそれしか方法がないよ」 

 栞は僕の顔を見上げながらそう答えた。もしそれを実行に移すなら僕は多くのレイジフォック

スと戦わなければならない。それに……、 

「栞のほうは、大丈夫なのか？」 

 僕が言うと、栞はゆっくりと頷いた。 

「私のことなら大丈夫、もう自我を失ったりしない！」 

 栞はそう言った。栞の表情は硬く、表面上は問題無さそうに見える。だけど、肩は恐怖で震え

ていた。それは栞と始めて訓練に出たあの日の僕の様に……。きっと栞も僕の様に、人に頼る

ことが苦手なのだろう。 

「……いや、ダメだな」 



 僕はきっぱりとそう言い放った。 

「……どうして？」 

「だって栞、震えてるじゃないか」 

「こ、これは……」 

 栞はそう言いかけて俯いた。ルーディさんは僕と栞が『似ている』と言っていた。今ならその意

味が分かる。 

「はあ……よし、こうしよう！」 

 僕はわざとらしくため息を吐いて、そう言った。今から僕が言うこと、それは盛大なブーメラン

だ。でも良いよね？兄妹だし……。そんな意味不明な言い訳を心の中で言いながら、僕は栞の

方を向いた。 

「レイジフォックスと戦うって案、乗るよ。乗ろう！どうやらそれしか無いらしい。……でも、栞は

もっと僕を頼ってくれ！」 

「……」 

 栞は黙って僕の話を聞いている。 

「栞、僕は栞が大丈夫だって思えない。どうしても思えないんだ」  

「……そんなこと！」 

「良いじゃないか、無理だって言ってくれて構わないよ。だって、僕も今、『大丈夫じゃない』か

ら」 

 と、僕は言った。我ながら何を言っているのか分からない。 

「自分一人じゃ無理だって事を、どうか認めてあげて欲しい。だから……！」  

 言って僕は静に息を吸った。 



「だから、『大丈夫』なんて言わないで！言わないでくれ！！」 

 そう言った所で栞は静にその頭を僕の背中に埋めた。僕の袖をぎゅっと握る。強く握られたそ

の手は震えていた。 

「……栞、怖いか？」 

「……うん、怖い、怖いよ！兄さん……！」 

「そっか……うん、そうだな。僕も、怖い……」 

 そう言う僕の声も少しずつ震えていく。僕の頬は涙を伝っていた。  

「……あれ、何で僕が……」 

「……いいよ」 

 僕が言いかけた所で栞が制止した。栞は僕が泣いている事を知っている。……我ながら情け

ないな。 

「いいよ、だって兄さんも怖いんでしょ？」 

 そう訊く栞の声も震えており、今にも泣いてしまいそうだ。 

「ああ、そうだな。怖いよ……！」 

「うん……うん！私も怖い！」 

 二人して恐怖を分かち合う。そして膨張し続けたそれは遂に、耐えきれずに崩壊した。  

「うわああああああああああああああああ！！」 

 どちらからともなく僕と栞は号泣する。ここまで激しく泣いたのは、お互い初めてかもしれな

い。その後、僕らは気が済むまで泣き続けた。 

 

続く…… 



 

TIPS! 

シュバルツ・アウゲン：周囲の広大な地形を瞬時に把握する情報処理魔法、その情報は正確だ

が膨大で、術者のコントロールが重要になる 
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 その後、正気に戻った僕達はレイジフォックスを探し始めた。『泣く』という動作も体力を使う。

いつまでもこのままではいられなかった。僕達はルーディさん達と合流しなければならない。そ

の為の作戦はこうだ。 

 

 まず、レイジフォックスを探し出して攻撃を行う。この時僕達はわざとレイジフォックスが仲間

を呼ぶように動く。レイジフォックスは遠吠えで仲間を呼ぶ習性があるため、遠吠えの声をルー

ディさん達が聞くと、『ショータ達が襲われている！』と考えてこちらに向かってくるだろう。そう

すれば僕達は合流出来る可能性が高くなるのだ。 

「……上手くいくだろうか？」 

 僕は不安げに呟く。栞はこれに答えない。でもそれで良い。本当に怖いのは『上手くいく！』

と、怠慢になることだ。僕も栞もまだ未熟で出来る事は少ない、この事に気付くのが遅かったん

だ。 

「そろそろ行こう、決して無理はしないように……」 

「うん……ねえ、兄さん……！」 



 栞がその場から立ち上がったところで、僕を見上げる。  

「……ん？」 

「あの……手をつないで欲しい！」 

 と、栞が言った。 

「え……」 

 その言葉に僕は少し戸惑ってしまう。栞と手をつないだ事なんて幼い頃以来だ。年を重ねる

毎にその頻度は少なくなっていき、今僕が『手をつなごう』なんて言ったら栞から冷たくあしらわ

れるだけだ。とはいえ……、 

「ああ、いいぞ！」 

「うん、ありがとう」 

 言って栞は僕の手を両手で握る。少し勢いよく握ってきたせいで僕は怯んでしまったが、直ぐ

にその手を握り返す。 

「……」 

 その後、僕らはレイジフォックスを探して歩き出した。栞の手は柔らかく、そして温かい。……

全く、どうして茜と言い栞と言い女子って体温高いんだろうな？でも、お陰で少し安心出来る。

僕達は生きているって分かる。この鼓動も感覚も……五感に触れるもの全てが、この世界が

『虚実』でない事を示している。ならば戦おう、夢に逃げるな！  

「栞、少し急ごう！」 

「……ど、どうして？」 

「どうしても、だ！」 

 心臓の少し前を走る鼓動に置いて行かれないように、僕は走る。  



 

◉ ◉ ◉ 

 

「……見つけた！」 

 来た道をある程度戻っていくと、一匹のレイジフォックスが徘徊していた。恐らくルーディさん

達を追い回していたレイジフォックスが群れからはぐれたものだろう。恐らくこの近くにまだ別の

レイジフォックスがいる可能性が高い。しかし、レイジフォックスの群れがいると言うことはすな

わちルーディさん達を追っているということ、そしてルーディさん達を追っているレイジフォックス

がいると言うことはルーディさん達が近くにいる可能性が高いと言うことだ。  

「仕掛けよう！準備は良い？」 

 僕は栞に問いかける。 

「うん、大丈夫！」 

「行こう！」 

 次の瞬間、僕は栞の手を離す。右手で勢いよく剣を抜き、レイジフォックスの前に立った。  

「うおおおおおおおおおおおおおお！！」 

 剣を両手に握って力任せに叩きつける。ひらりとこれを躱したレイジフォックスは上を向き、高

らかに遠吠えを発した。 

「ウォォォォォォォォォォォォォォォォ！！」 

「……耳障りな！！」 

 隙だらけのレイジフォックスの横腹に剣を突き刺す。急所を外したらしく、剣を引き抜くとまだ

前脚がピクピクと動いていたが、もう戦闘不能だろう。 



「直ぐに移動しよう！」 

 僕は栞に声を掛けて走り出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 僕達はひたすら走り続けた。少しずつ増えていく足音、確実にレイジフォックスは僕らを追っ

て来ている。 

「……追いつかれる！」 

「兄さん！あの低木の場所へ！」 

 走りながら、栞は僕にそう言った。 

「行けって事か！？分かった！」 

 僕らは方向転換して目的の場所へ向かう。その間遂に僕らはレイジフォックスと鉢合わせし

た。 

「ウォォォォォォォォォォォォォォォォ！！」 

 二度目の遠吠えだが、数は一匹。恐らく散り散りに僕らを探しているのだろう。  

「でやああああああああああああああ！！」 

 僕はレイジフォックスに剣を刺して素早く対処する。遭遇したレイジフォックスは単独だった

が、逆に言うと常に囲まれる危険があると言うことになる。  

「包囲網を作られる前に行こう！！」 

 僕らは走り出す。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

 レイジフォックスに追われながら僕達は低木のある場所へたどり着いた。この間何度も遠吠

えで仲間を呼ばれ、追っ手は 4〜5 匹に増えている。その上何処へ行っても回り込まれており、

既に半包囲されているらしい。 

「どうする？もうレイジフォックスは……」 

「任せて！私だってやれる……！」 

 栞は低木の幹に触れる。正面にはレイジフォックスが 5 匹、もう僕らで突破出来る数では無

い。 

「ファイア・シェル！」 

 次の瞬間、低木は炎に包まれ、大きな火球となる。 

「そうか、栞はこれを……」 

「……燃えろ！！」 

 栞は火球を低木ごと投げつける。巨大な弾丸と化した低木はレイジフォックスに命中し、身体

を燃やし始める。 

「ギャゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！！！」 

 熱さに悶えるレイジフォックスに向け、僕は剣を突き立てる。串刺しになったレイジフォックス

をそのまま後ろのレイジフォックスに押しつけた。炎のにおいが鼻腔を通り、むせそうになる。

火が後ろのレイジフォックスに移り、2 匹とも火だるまになった。 

「あと 3 匹！」 

「兄さん、危ない！」 



 後ろを振り返ると、一匹のレイジフォックスが襲いかかってきた。とっさに左手でレイジフォック

スの首元を掴み、致命傷を避けることが出来たが、必死に藻掻くレイジフォックスの力で倒れそ

うになる。 

「ぐっ！」 

 右手の剣を突き立てようとしたが、もう一匹のレイジフォックスが右腕に噛みついてきた。更に

もう一匹のレイジフォックスが便乗して喉元に噛みつこうとしてくる。  

「ぎゃああああああああ！！」 

「兄さん！」 

「栞！魔法を当てろ！」 

「そんなことしたら兄さんが……！」 

「大丈夫だ！やってくれ！」 

 僕はそう叫んだ。栞は恐らく魔法を当てきれない。だったら当てられるように僕が動こう…

…！ 

「このおおおおおおおおおおおお！！」 

 左手で首元を掴んでいるレイジフォックスの尻尾をかかとで踏みつける。  

「ギャウン！！」 

「今だ撃て！！！」 

 レイジフォックスが離れた瞬間、僕はそう叫んだ。 

「兄さんごめん！ファイア・シェル！！」 

 その瞬間、栞は火球を放つ。弾道は右側に逸れた。恐らく僕に当てないよう配慮しているの

だろう。 



「そこだ！！」 

 二匹のレイジフォックスを押さえながら、僕は正面のレイジフォックスに蹴りを入れる。しかし

レイジフォックスはこれを安易に躱して右に避ける。 

「……掛かった！」 

 次の瞬間、栞が放った火球がレイジフォックスに直撃する。爆ぜる火球はレイジフォックスの

半身を吹き飛ばした。 

「……いい加減離れろ！！！」 

 僕は右腕に噛みつくレイジフォックスを蹴り飛ばし、もう一匹のレイジフォックスはそれに合わ

せて後退、僕は落とした剣を左手で拾い、構える。利き腕は多分折れており、さっきから制御が

利かない。 

「ゥゥゥゥゥゥゥゥ……！」 

 威嚇気味にこちらを睨む 2 匹のレイジフォックス。もう動く力が残されていない僕は、ただレイ

ジフォックスの攻撃を待ち受けるしかなかった。 

「はぁ……はぁ……栞、いざとなったら僕を置いて……」  

 僕は正面を向いたまま後ろの栞にそう言った。 

「そんなこと絶対嫌！！」 

 言って栞は右へ逸れる。 

「ファイア・シェル！」 

 栞は火球をレイジフォックスへ向け放つ。しかし、レイジフォックスは 2 匹ともこれを躱し、次

の瞬間、それぞれのレイジフォックスが僕と栞に襲いかかる。 

「いやあああああああああああああ！！！」 



「ぐあああああああああああ！！」 

 栞は両手でレイジフォックスの前脚を押さえ、何とか一命を取り留めているが、僕はレイジフ

ォックスの攻撃を受け止めきれず、横腹に噛みつかれる。  

「こ……の……！」 

 残った気力を全て意識に振り、剣の柄をレイジフォックスにぶつける。  

「ギャウン！！」 

 これでレイジフォックスは何とか僕から離れたが、もう僕は立つことが出来ない。栞の方は何

とか押さえられているようだが、これもいつまで持つか分からない。  

「……ここまで、なのか……！？」 

 そう言いかけた次の瞬間……！ 

 

 ——ザン！！ 

 鈍い音と共に素早い動きでレイジフォックスに突き刺さるレイピア、このレイピアは、  

「……イヴァンカ……？」 

「……待たせたな？よく持ちこたえてくれた！」 

 イヴァンカはレイジフォックスに突き刺さっているレイピアを引き抜きながらそう言った。  

「……ああ……」 

 その時僕は安心感に包まれ、全身の力を抜いて倒れてしまった。  

 

続く…… 

 



TIPS! 

佐伯栞②：普段静かなせいで、クールな印象を持たれる。  
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「ん……」 

 僕は不意に目が覚めた。青臭い雑草の匂いと流血の痛み、あまり良い目覚めでは無い。  

「目が覚めたか？」 

 ルーディさんが僕の顔をのぞき込んできた。 

「……ぐっ！！」 

 ゆっくりと上体を起こすと、横腹に激しい痛みが走る。  

「おっと、あまり無理をするな？今お前は怪我してるんだぞ？応急処置は施したが、まだお前は

まともに立てる状態じゃねえ」 

「痛っ！す、すみません……」 

 ルーディさんの手を取ってようやく立ち上がる。不安定な身体を自分で支える事が出来ない。  

「……シオリ、ショータを支えてくれ！」 

「わ、分かりました！」 

 言って、栞が僕の側に駆け寄った。 

「……兄さん、大丈夫！？」 

「ああ、心配掛けたな？」 

 僕がそう言うと、栞はゆっくりと首を横に振った。 



「ううん、肩貸すよ！」 

 僕は栞の肩に右腕を置いた。ふらつく足をどうにか前へ運び出す。  

「さて、落ち着いたとはいえ俺達はまだレイジフォックスに目を付けられている状態だ。ショータ

に歩調を合わせるが、なるべく急いで村へ帰ろう！」 

「はい！」 

 ルーディさんの声に一同が返事をする。それと同時に僕に合わせながらもゆっくりと村への方

角へ進んでいった。 

「ショータ、悪かったな？」 

 不意にルーディさんがそう言った。 

「……何のことですか？」 

「今までの事だ。レイジフォックスと遭遇したあの後、俺達ははぐれてしまった」  

 ルーディさんは続ける。 

「あの時、俺が合流場所を伝えておくべきだった。俺の考えが浅はかだったよ」  

 歩きながら、ルーディさんは僕の方を向いた。 

「いいえ、ルーディさんが居なかったら僕ら全員助かって無かったですよ」  

「いや、結果的にお前を怪我させたのは俺の責任だ。ここは俺の謝罪を素直に受け取ってく

れ？」 

 ルーディさんは再び「悪かった！」と言って頭を下げた。 

「……分かりました。そういうことなら」 

「ああ、それで良い」 

 言ってルーディさんは前を向き直る。 



「……イヴァンカ、前の方に偵察に出てくれないか？もしワーカーを見つけても一人で戦おうと

はするなよ？」 

「分かりました！」 

 言ってイヴァンカは僕らよりも前へ走り出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 ルーディさん達と合流出来た僕らだったが、レイジフォックスの脅威が去ることは無い。むしろ

今レイジフォックスの気配が無い事が不気味なほどだ。  

「……前の方にレイジフォックスは居ませんね？」 

 偵察から帰ってきたイヴァンカはそう言った。 

「……変だな？俺達は囲まれていたはずだが……まあ良い、敵がいないのなら今のうちに帰ろ

う！」 

「……そうですね！」 

 ルーディさんの言葉にイヴァンカが同意する。とはいえ、一人ではまともに歩けない僕を置い

ていくことも出来ない為、走るような事は出来なかった。  

「ショータ、一応聞きたいんだが、あとどれくらい速く歩ける？」 

「はははっ、今が限界ですね……痛てて」 

 僕は苦笑いでそう答えた。笑うと横腹の傷が開く。横腹を押さえようとすると、すかさず栞が

「大丈夫？」と、カバーに入ってくれた。 

「だよな？まあ、焦っても仕方が無い……」 



 と、ルーディさんが言いかけたその時だった。 

「ォォォォォ……」 

 レイジフォックスの遠吠えだ。しかし、僕達の付近で発せられたものでは無く、何処か遠い場

所から聞こえてきた。 

「……レイジフォックスの遠吠え？」 

 イヴァンカが首をかしげながらそう言った。 

「……だとしたら好都合だな。奴らの標的が別のものに移ったのだろう。……もしもそれが人間

だったら悪いのだが、それを囮にして今のうちに逃げ帰ろう！」 

 ルーディさんは続ける。 

「イヴァンカ、遠吠えの位置はどの辺りだった？」 

「……多分、この辺りですね」 

 イヴァンカは地図を広げて答えた。 

「チッ、俺達の進行方向じゃねえか！……しょうが無い、迂回しよう」  

 ルーディさんの言葉に従って僕らは進路を変えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 遠吠えの位置を迂回した僕らだったが、村へ行くにはどうしてもその音源に近づかなければ

ならなかった。当然、近づくほどレイジフォックスの気配は増えていく。今のところ見つかってい

ないが、このままでは一生村へ帰る事が出来ない。 

「……覚悟を決めよう、レイジフォックスの群れを進む。シオリ、大丈夫か？」  



 ルーディさんは栞のトラウマを危惧したのかそう尋ねた。 

「ええ、もう大丈夫です。……兄さんと一緒ですから」 

 栞は僕の方を一瞬だけ向いてそう答えた。 

「へえ？その様子なら大丈夫そうだな？」 

 ルーディさんは関心した様にそう答えた。その時、一瞬僕に目配せを送ったが、残念ながらそ

の意図を読み解くことが出来なかった。 

「今度は固まって動くぞ。シオリ達は俺とイヴァンカの後ろに付いてくれ、絶対にはぐれるな

よ？」 

「……はい！」 

 ルーディさんの言葉に栞は元気よく返事する。 

「ショータ、悪いが少しだけペースを上げる。付いてこられないなら言ってくれ！」  

「分かりました」 

 ルーディさんの言葉に僕はそう答えた。 

「行くぞ！」 

 ルーディさんとイヴァンカは勢いよくレイジフォックスの群れに立った。それぞれ武器を振り回

してレイジフォックス達をなぎ倒していく。 

「二人はあの岩陰に隠れてくれ！」 

 イヴァンカが戦いながら右側にある岩を指した。僕らはその指示に従い、岩陰に隠れた。  

「兄さん、大丈夫？」 

 栞は僕の怪我を見てそう言った。見ると、横腹に巻かれた包帯が少し赤く滲んでいた。  

「大丈夫だ、まだ何とかなるさ！」 



 僕は栞に手伝って貰いながら岩陰に腰を下ろす。この間もレイジフォックス達の遠吠えがうる

さく響いていた。 

「翔太、大丈夫か？」 

 少し遅れてイヴァンカが僕達の方にやって来た。 

「ああ、今のところ僕らは見つかっていない」 

 と、僕は答える。 

「そうか、今はルーディ商人がレイジフォックスを押さえてくれている。事が静まるまで私も君達

の護衛に付くよ」 

 と、イヴァンカは答えた。 

「……ありがとう、姉さん」 

 栞はイヴァンカにそう言った。栞が『姉さん』という度に何か気に掛かるのは親心ならぬ『兄

心』と言うやつか……。そうこうしている内にレイジフォックスの足音がこちらに近づいてきた。  

「……感づかれたな、ここも危ない！」 

 イヴァンカはレイピアを抜いてそう言った。その瞬間、レイジフォックスは僕達の前に現れる。

岩場をレイジフォックスに囲まれているらしく、もう逃げ場が無い。  

「でやああああああああ！！」 

 イヴァンカは右側に突進していった。次々にレイジフォックスを引き倒す。しかし、左側に居る

レイジフォックスの群れが僕らを見逃すはずも無く、動けない僕にめがけて襲いかかってきた。 

「ファイア・シェル！」 

 その瞬間、すかさず栞がレイジフォックスにめがけて火球を放つ。ゼロ距離で放たれた火球

はレイジフォックスに命中し、黒焦げとなった。 



「やった！」 

「栞、次だ！」 

「え？……！ファイア・シェル！」 

 僕の声に反応してようやく次のレイジフォックスに火球を放つ。近距離の敵は命中させやすい

のか、再びレイジフォックスに火球が命中する。 

「また当たった！これならやれる！」 

 栞は次々に火球を放ち、その度にレイジフォックスに当てていく。何発か外したものもあった

が、確実に栞は攻撃を当てられる様になっていた。右側はイヴァンカがレイジフォックスを止め

ており、左には栞がいる。 

「何とか、なりそうだな……！」 

 少しだけ安堵した僕はそう呟いた。 

「……シオリ」 

 その瞬間、不意に頭の中に直接声が聞こえる。この感じは『アモールの泉』と会話している時

と少し似ていた。 

「……え、兄さん？」 

「いや、僕じゃないぞ？」 

「それじゃあ一体誰が？」 

「……シオリ！」 

 僕らが疑問を浮かべていると、再びその声が聞こえる。見ると、栞の肩に妖精『チャイ』がそ

の姿を現していた。何でも栞と一時的に契約して栞に魔力を送っている存在なのだとか……。  

「え、チャイ！？……しゃべれるんだ……」 



 そんな栞の素朴な驚愕を無視して、チャイは伝えたいことを淡々と伝える。  

「シオリ、もう魔力が無い……」 

「え……そ、そんな！……ファイア・シェル！」 

 それを聞いて素に戻った栞は試す様に呪文を唱えるが、その手から火球が放たれる事は無

かった。 

「ど、どうしよう……」 

「待ってろ、今私が行く！」 

 異変に気付いたイヴァンカが急いでこちらに向かってきたが、それよりも速くレイジフォックス

が僕らの方へたどり着いてしまった。 

「うっ！」 

 恐怖で前がシャットアウトされそうになるが、何とか抵抗しようと僕も剣を抜いた。栞も僕の側

に寄ってレイジフォックスを睨むが、遂にレイジフォックスが襲いかかってきた。  

「この野郎！」 

 鈍い剣筋を見せるが、レイジフォックスはこれを簡単に避ける。しかし、離れた瞬間にイヴァン

カが横やりを入れて何とか体勢が整った。 

「二人とも大丈夫か！？」 

「まだ攻撃は受けていない」 

「それなら良かった」 

 言いながらレイピアをレイジフォックスの群れに向けるが、じりじりと距離を詰められ、最早為

す術が無い。 

「ルーディさんは？」 



 岩の向こうで戦っているらしく、こちらに手が回せる余裕は無さそうだ。  

「くっ……！」 

 誰もが諦めかけたその時だった。 

「——そこの少女？」 

 再び脳に直接声が届く。 

「……チャイ？」 

「違う」 

 栞が尋ねた瞬間、チャイはそう言い返した。 

「じゃあ、一体誰が！？」 

 栞がそう言った途端、再びその声が聞こえてきた。 

「そこの少女、僕と契約してくれないか？」 

 

 続く…… 

 

TIPS! 

チャイ②：ヘンシェルと契約している炎系の魔法を得意とする狐の妖精、白い毛並みと大きな

尻尾が特徴。 
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「そこの少女、僕と契約してくれないか？」 



 再びその声が聞こえてきた。 

「……誰なの？」 

 栞は動転気味にそう尋ねる。 

「ボクは『ソフィー』アモール様の使い魔だ」 

 ソフィーと名乗る存在はそう答えた。『アモール様』というのは例の泉の事だろうか？  

「アモールの森に向かう途中だったんだけど、急に奴らが襲ってきたんだ！」  

 ソフィーは続ける。なるほど、レイジフォックスに見つかって遠吠えを放っていたのはソフィー

を見つけて標的にしていたのか。 

「……そこの少女、君は魔法使いだろう？だったら、ボクと契約すれば魔力が手に入る。一緒

に協力してこの窮地を打開しよう！」 

 ソフィーは栞にそう言った。 

「……ど、どうしよう？」 

 栞は困惑気味にそう呟く。『アモールの泉』は、正直な話残酷な考えを持っている。その使い

魔となるソフィー、正直信用しても良いか僕には分からなかった。でも……、  

「栞、やってくれ！時間が無い」 

「ああ、このままじゃ全員討ち死にだ！」 

 僕は栞にそう言った。イヴァンカもこれに同意する。 

「わ、分かった！……ソフィー、私と契約しよう！」 

「良かった！それじゃあ行くよ！！」 

「え！？ちょっと待っ！」 

 言い切る間もなく栞も周囲に光が形成された。 



 

◉ ◉ ◉ 

 

「……ここは？」 

 栞が目を開くと、光に包まれた空間が広がっていた。目の前には蝶のように鮮やかで、そして

ガラスのように透き通った羽を背中に持った妖精が立っていた。 

「初めまして、ボクはソフィー、キミの名前は？」 

「わ、私は栞……佐伯 栞！」 

「栞か……まずはキミと出会えた事に乾杯だ！」 

 栞の手に鮮やかな装飾のゴブレットが出現する。手に取ると無色透明な水が汲まれていた。  

「さあ、飲んで？」 

 ソフィーの催促に従い、栞は水を飲む。 

「……おいしい！」 

 水を飲んだ栞はそう答える。特に味があるわけでは無いが、柔らかな水の感触が喉を通り、

彼女の喉を潤す。 

「泉の水は澄んでいる、この味は何処の水でも出せない特別な魔法なんだよ？」  

 と、ソフィーは言いながら自分も水を含む。上品にゴブレットを口に運ぶその姿は現実感の無

い美しさがあった。 

「さあ、契約完了だ！これから一緒に戦おう！」 

 ソフィーがそう言うと、再び栞の周囲に光りが覆われた。 

 



◉ ◉ ◉ 

 

 一時の後、栞の光は収束する。彼女の肩にはもう一匹の妖精がいた。恐らくあれが『ソフィ

ー』なのだろう。 

「栞！大丈夫か！？……っ！」 

 僕は栞にそう言った。思わず立ち上がろうとして傷が開く。 

「うん、私は大丈夫。多分魔法もまだ使える。兄さんこそ無理しないで？」  

 栞は僕をなだめる様にそう言った。 

「初めまして、ボクはソフィー、ここで出会えたのは何かの縁だよ。一緒にここを切り抜けよ

う！」 

 ソフィーは僕達の前で会釈した後、栞の前に相対する。  

「栞、キミの得意魔法は？」 

 ソフィーは栞にそう尋ねた。 

「得意……っていうか、今私が扱える魔法は『ファイア・シェル』だけだよ？」  

 栞はそう答える。 

「炎魔法か……残念だけど、ボクの苦手分野だね」 

 ソフィーはそう答えた。 

「……苦手分野だと何かあるの？」 

 栞はソフィーにそう尋ねる。 

「苦手分野の魔法は魔力を通常よりも多く消費してしまうんだ。術者のコントロール能力にもよ

るけど、ファイア・シェルなら撃てて 3 発が限度だよ？」 



 ソフィーはそう答えた。 

「3 発……闇雲に撃てる数じゃないね」 

「それなら私と一緒に動こう！翔太を守りながらここを突破するぞ！」  

 栞が思案顔になっている中、イヴァンカがそう言った。  

「姉さん！……分かった、行こう！」 

「ああ！栞、私が言った時に魔法を放ってくれ！」 

 言ってイヴァンカがレイジフォックスの群れに進んでいく。栞はその後ろから彼女の背中を追

っていった。 

「……栞の魔法が撃てる様になったとはいえ、まだまだジリ貧だ……どうする？」  

 僕がそう呟いていると、僕の側にソフィーがやって来た。 

「察するに、キミは栞のお兄さんかな？かなり酷い怪我を負っているね？」  

 と、ソフィーは言った。……何で僕が栞の兄だと分かったのかは謎だが、取り敢えず「そうだ」

と、肯定する。 

「やっぱりか！なら、キミを守らないと……ん？」 

 少し思案顔になった後、ソフィーはこう言った。 

「……アモール様の匂いだ！と言うことは、キミはアモール様と面会があるのかい？」 

 ソフィーは驚いた様な表情でそう言った。……というか、現在戦闘中であるにも関わらず、こう

して流暢に会話をしている。自由人なのだろうか？ (人では無いけど……) 

「ああ。一時的にだが、アモールの泉と契約したこともある」 

 僕がそう言うと、ソフィーはその目を大きく見開いた。 



「本当なの！？そいつは凄いや！……それなら、アモール様に言えばキミの怪我を治して貰え

るかもしれないね！」 

 と、ソフィーは言った。 

「本当か！？……っ！」 

 ソフィーの言葉に飛び起きた反動で強い痛みが走る。  

「うん！アモール様は凄いんだ！その程度の怪我ならすぐに治してくれるよ？今からキミをアモ

ール様の元へ送り届けるから少し待っていてくれ！」 

 そう言ってソフィーは僕の周囲を飛び回る。彼女の軌跡に白く輝く線が描かれていった。  

「さあ、アモール様の元へ！」 

 ソフィーが言い放つと、今度は僕の周囲を光が覆い尽くした。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 目を開くと青く、暗い空間が広がっていた。所々に浮かぶ 泡 沫
ほうまつ

はここが水中である事を示

している。上も下も分からないまま藻掻いていると、脳内に直接声が聞こえてきた。  

「……まったく、ソフィーには困ったものだ」 

 聞き覚えのある声、それは『アモールの泉』そのものだった。 

「やあ！また会ったね、少年？」 

 気を取り直したのか、アモールの泉はそう言った。 

「ああ、あの日以来か……」 

 僕はそう言った。 



「ソフィーから話は聞いてるよ。なんでも、キミは今怪我をしているそうじゃないか？」  

 『アモールの泉』はそう言った。しかし、まだ『アモールの泉』が僕の怪我を治してくれると決ま

った訳では無い。 

「ああ、レイジフォックスに襲われて戦えない程の大怪我を負ってしまったんだ」  

 僕は続ける。 

「……頼む！僕を、僕達を助けて欲しい！！」 

 言って、僕は上も分からないまま頭を下げた。 

「……『僕達』？それって誰の事だい？」 

 泉はそう尋ねる。 

「『助けられる』なんて、僕の力ではうぬぼれかな？でも、一緒に戦いたいんだ！ルーディさん

やイヴァンカ、それに妹である栞と戦いたい！だから、今だけ力を貸して欲ししい！！」  

 僕は泉の中でそう叫んだ。 

「……はぁ、ソフィーに免じて今回だけは助けてあげる。でも……」  

 泉は更に続ける。 

「ボクは無償の善意が嫌いだ。与えるのも貰うのも……どちらも嫌い。だから、キミが今後ボク

の力を身勝手に欲する様なら、その時は許さない」 

 冷たい声だ。魔法でも無いのに身体が芯から震え上がる。  

「ああ、分かっているさ！」 

 僕は震える身体を押さえ、そう言った。 

「それから今回の件は秘密にしておいてくれ。この事が不特定多数の人間に知れたら、多くの

人間が力を身勝手に求めてくる」 



 泉はそう言った。 

「それもそうだな……分かった！」 

「よろしい！それじゃあ目を閉じてくれ」 

 泉の言葉に従い、僕はゆっくりと目を閉じた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 再び目を開くと、目の前は平原が広がっていた。僕達はレイジフォックスの群れに囲まれてお

り、イヴァンカと栞が必死に戦っている。僕は岩陰に寄りかかっていた。  

「……治ってる……！」 

 先程まで受けていた傷が嘘のようだ。身体も自由に動く。僕は自分の身体を試す様に、飛び

跳ねながら起き上がると、自らの腰に下げている剣を抜いた。勢いよく地面を蹴って走り出し、

標的を見定める。 

「きゃああああああ！！」 

「し、栞！！」 

 見ると栞がレイジフォックスに襲われそうになっていた。イヴァンカもカバーしきれないらしい。

だけど、今誰のヘイトも引いていない僕なら間に合う……！  

「うおおおおおおおおおお！！」 

 ——ザン！！ 

 勢いに任せて飛びついたレイジフォックスに真横から斬りつける。レイジフォックスは悲鳴を

上げる間もなく絶命した。 



「……兄さん！？」 

「翔太！？け、怪我は……？」 

「もう治ったよ……！それより」 

 僕は目の前のレイジフォックスを睨み付ける。 

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

妖精『ソフィー』 

 

アモールの泉の使い魔となる妖精。 

 

透き通った赤と暗い青、黒で構成されたステンドグラスの様な鮮やかな羽が特徴的で、  

一人称が「ボク」であるが、雌型の妖精となる。 

 

「アモールの泉」からの魔力を受け継いでおり、水魔法との相性が良く、  

水場さえあれば自身でも魔法を操る事が出来る。 

ソフィーが持つ魔力自体は少ないものの、 

アモールの泉は純度の高い魔力を持っており、通常の魔法よりも相性の効果が高い。  

 

この為、純粋な水魔法のみであれば、高い精度と威力の魔法を放つ事が出来、  



ソフィーの魔力だけでは到底不可能な中級魔法も理論上放つ事が可能である。  

 

アモールの森にアルミラージが住み着いて以来、ソフィーは住処を奪われていたが、  

最近になってアルミラージが消滅したとの噂を受け、森への帰路に付く。 

その途中、レイジフォックスと接触、命を狙われる事となり、今に至っている。  

 

 

part.11-12 

「もう治ったよ……！それより」 

 僕は目の前のレイジフォックスを睨み付ける。右手に握る剣を正面に突き立て、目の前のレ

イジフォックスに狙いを定めた。 

「ルーディさんと合流しよう！今ならそれが可能だ……！」  

 僕はそう言った。 

「そうだな……おっと、翔太は姫様
栞

の護衛だ！」 

 イヴァンカは突撃しようとする僕を制止して前に立つ。  

「姫様って何だよ……分かった！」 

 言いながら僕は逆らおうとせずに栞の隣に立った。ふと、栞の方を見るとなんだか不満そうな

表情をしていた。僕に姫様を否定されたことが不満なのか、姫様扱いをされたのが不満なの

か、僕には分からない。恐らく後者だろうけど……。 

「よし、包囲網に穴を作る。そこから一気に突破しよう！」  

 言いながらイヴァンカは突撃した。僕と栞もそれに続く。 



「ギャアアアアアア！！！」 

「邪魔するなあああああ！！」 

 無論、レイジフォックスがそれを見逃すはずも無く、数匹のレイジフォックスが襲いかかる。目

の前の一匹はどうにか抑える事が出来たが、他のレイジフォックスに対応が出来ない。 

「ファイア・シェル！」 

 栞の詠唱と共に目の前のレイジフォックスが燃え上がる。その瞬間、息をする間もなく後ろを

向き、振り返りざまに袈裟切りを放った。案の定僕の後ろからレイジフォックスが襲いかかって

きており、剣筋に反応しきれていないレイジフォックスの横腹を赤く染める。  

「兄さん、大丈夫！？」 

「ああ、助かったよ！」 

 栞の言葉に僕はそう言った。 

「くっ！ははっ、やっぱり炎魔法は辛いね、身体が燃えるように熱い……」 

 不意にソフィーがそう呟いた。 

「ソフィー、ごめん！でも今だけ耐えて！」 

 栞はソフィーにそう言った。 

「分かっているよ。ただ撃てるのはあと 2 発だという事を忘れないでくれ？」 

「うん、大丈夫」 

 栞はそう答えた。 

「よし、行こう！」 

 言って僕は栞の手を引く。一気に走り出してルーディさんの元へ向かった。  

 



◉ ◉ ◉ 

 

 ルーディさんの元へ向かいながらもイヴァンカや栞と協力して追ってくるレイジフォックスを誘

導し、何とか 1 対 1 の状況で少しずつ数を減らしていく。 

「やあああああああああ！！」 

 そして遂にイヴァンカが最後のレイジフォックスを仕留めた。後はルーディさんと合流するだ

けだ。そして今、彼の位置は目の前まで来ていた。豪快にバトルアックスを振り回し、僕達が戦

った数よりも遙かに多いレイジフォックスの群れを圧倒している。もし彼があそこで陽動を買っ

ていなければ僕らはより多くの敵と戦わなければならなかっただろう。  

「ルーディさん！」 

 僕らはルーディさんの元へ駆けつけてそう言った。 

「……ショータ！？お前、怪我は……？」 

「もう大丈夫です。完全に治りました！」 

 僕は目の前のレイジフォックスを抑えながらそう答えた。 

「治った……！？まあ良い、それならここを出よう。もう用は無い」  

「……はい！」 

 僕はそう答え、レイジフォックスの攻撃を受け流しながら前脚を一本切り落とす。大きくよろけ

た隙に脳天を串刺しにした。 

「全員揃ってるな？行ってくれ！」 

 ルーディさんはそう叫び、イヴァンカを筆頭にレイジフォックスの群れを垂直方向に突破する。

ルーディさんは隊列の一番後ろに付いた、しんがりを務めるらしい、これなら後ろから襲われる



事は無いだろう。僕達は襲い来るレイジフィックスを受け流しながら村への帰路へ進んでいっ

た。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 絶望的な状況だったが、何とか脱して村へ帰ることが出来た。村へ着く頃にはすっかり日も落

ちており、心身共にこれまでの人生で感じたことの無いほど疲弊している。  

「……長い一日だった」 

 宿に着いて早々に僕はそう呟く。その声もかすれており、喋る事さえまともに出来ない。疲れ

と安心感が一気に襲いかかり、ベッドに倒れ込んだ。もう今日は何も出来そうに無い。 

 ……何も出来そうに無かったが、部屋のドアがノックされた。少しだけ苛立ちを覚えながらも

対応しない訳にも行かず、「はい？」と呟くと、扉の向こうでルーディさんの声がした。  

「疲れているところすまないな？コーヒーを淹れたんだ。少し話をしないか？」  

 と、ルーディさんは言った。正直疲れており、今は相手したくなかったが、ルーディさんの訪問

とあれば対応しない訳にも行かず、 

「……どうぞ」 

 と言った。ドアが開かれてルーディさんが入ってくる。 

「ありがとう、お前の分だ」 

 言って、ルーディさんがコーヒーカップを机の上に置いた。カップを手に取ると、コーヒー独特

の香りが鼻腔をくすぐる。一口含めば、その香りが口の中一杯に広がった。苦みよりも酸味の

強いフルーティーな香り、僕好みの味だ。 



「……さて、今日は散々だったな」 

 ルーディさんがコーヒーカップを机に置いてそう言った。 

「ええ、大変でした。あの状況から生きて帰る事が出来たのも奇跡ですよ」  

 僕はそう答えた。 

「ああ、あの件に関しては俺にも反省点がある」 

 乾いた笑みを浮かべながらルーディさんがそう言った。恐らく仲間を分断させてしまったことな

のだろう。 

「……それを言うなら僕もレイジフォックスに見つかったあの時、急いで動いていれば仲間を呼

ぶことを止められたんです。反省点なら僕にだってありますよ？」  

 僕はそう答えた。 

「そんなことは無いさ、お前はアルミラージの相手をしていたんだ。レイジフォックスに対応しき

れなくて当然だ。……まあ、何にせよ今回学べたことは多かったな？」  

 ルーディさんの言葉に僕は「そうですね」と、笑って返した。 

「……ああ、ところでお前、怪我してたじゃないか？あれはどうやって治したんだ？」 

 ルーディさんがそう尋ねる。しかし、『アモールの泉』からこの件は秘密にしろとのお達しが来

ている。 

「……それは、答えられないです」 

「なんだ、また秘密事か？」 

 ルーディさんは冗談交じりの軽い口調でそう言った。だけど、僕は過去に栞の事を秘密にしよ

うとして大きな失敗をしている。その件は解決しているとはいえ僕が秘密を作るという事は、彼

にとって疑念になるだろう。 



「大丈夫ですよ。僕を治療してくれた『彼』は、その力を身勝手に求められる事を拒んでいるん

です。だから、『彼』が無条件に僕を助けたという事実は秘密にしてくれと言われたんですよ」  

 僕がそう言うと、ルーディさんは納得の表情を浮かべた。『アモールの泉』から秘密にしろと言

われたのは、僕を助けたという事実であって秘密にする動機では無い。まあ、ほぼ答えを言っ

ているようなものだが……。 

「なるほどな。まあ、それを聞けば答えはほぼ分かるぞ？」  

 ルーディさんは納得の表情を浮かべた。僕は誤魔化すようにコーヒーを飲む。若干冷め始め

ており、水っぽい味になっていた。 

「……ああ、ところで」 

 話題転換すべく、僕は話を切り出した。 

「レイジフォックスに襲われた後、僕は栞と二人になったじゃないですか？」  

「ああ、そうだな」 

「あの時、栞は僕を頼ってくれなくて、一人で問題の解決を行おうとしたんです。だから、『僕を

頼って欲しい』と、栞を叱ったんです」 

 僕はそう言って残っていたコーヒーを飲み干した。 

「ほう」 

「でもそれって、ルーディさんが僕に叱ったこととまったく同じで……我ながらブーメランを投げ

たな、と……」 

 飲み干したコーヒーを見つめながら僕はそう言った。カップを回せばコーヒーの黒い滴が後を

追うように移動する。 

「……やっぱり僕は兄失格です。未熟で、それでいて意地っ張りで……」  



「……何言ってんだ？」 

 僕が自虐気味にそう言っていると、ルーディさんが口を挟んできた。  

「ショータ、お前はもう誰かを頼る事が出来ている。その時点でもうブーメランじゃ無くなってる

んだ」 

 言ってルーディさんは「はぁ……」と、わざとらしく溜息を吐いた。  

「いいか？俺はシオリを叱らない」 

 そう言うと、ルーディさんはカップを机に置いて僕に向き直る。  

「俺はシオリを叱らない。俺が叱るのはショータ、お前だけだ。だからお前がシオリを叱れ。俺の

真似して叱れば良い」 

 ルーディさんの言葉に反応して僕は思わず顔を上げる。  

「そうか……そうですね、ルーディさんの言うとおりです」  

「ああ、じゃあ俺もコーヒー飲み干した事だしこれで失礼するよ」 

「はい。ご馳走様でした！」 

 言って僕はルーディさんに自分のコーヒーカップを手渡した。間もなくルーディさんが席を立

つ。ドアを開けて部屋の外に立った。 

「じゃあ、今日はよく休んでおけ、明日も訓練だ」 

 こちらを振り返らずにルーディはそう言った。 

「はい、おやすみなさい」 

 僕がそう言うと、ルーディさんは左手をひらひらさせてこれに答える。ドアが閉じられると、僕

はベッドに倒れ込んだ。 

「はぁ……」 



 短い溜息を吐いて部屋の明かりを消した。 

 

続く…… 

 

TIPS! 

佐伯翔太③：学校ではとにかく目立たない。 

 

 

part.11-13 

 翌日、疲れが取れるはずも無かったが、けたたましい目覚ましの咆哮に苛立ちを覚え、その

目が覚めた。ここは現実世界、つまり現代日本だ。 

「うぅぅぅぅぅ……」 

 こめかみを抑えながら僕は状況を整理する。時間は午前 6 時過ぎ、あくびを一つした後にベ

ッドから起き上がった。異世界の疲れが残るまま、僕は制服に着替える。残念ながら今日は学

校、寝言が言えるのは 7 時までだ。 

 

 簡単に朝食を摂って家を後にする。疲れてはいるものの遅刻無しで特にトラブルも無い。  

「ぁぁぁぁあああ……」 

 呻きの様な長い溜息を吐きながら手に握る鞄のポジションを変える。いつもの公園沿いの

道、茜はいるだろうか？ 

「……いないな」 



 僕は周囲を見渡しながらそう言った。どうやら茜よりも僕の方が先に着いたらしい。仕方無い

ので僕は公園沿いの道で茜が来るのを待った。別に約束していた訳じゃ無い。茜を置いて先に

行くことも出来るのだが、多分茜は怒るだろう。というか、茜に同じ事をされたら多分僕も怒る。  

「……あ、しょーたおはよー！！」 

 暫く携帯をいじっていると茜の元気な声が聞こえてきた。なんだか茜に合うのも久しぶりな気

がする。実際 1 日しか経ってないけどね……。 

「ああ、おはよう」 

「今朝もだらしないね？朝は弱いの？」 

「お前に言われたくねぇ！」 

 僕がそうツッコむと、茜は「あはははは！」と、元気な笑い声を上げた。……全く、朝は死にそ

うな顔をする位弱い癖に僕とここで合流する頃にはすっかりこの調子だ。一体ここまでの時間

に何があったのか……。 

「それじゃあ行こう！」 

 進行方向へ指を差して、茜は進んでいった。溜息を吐きながらも僕は従う。  

 

◉ ◉ ◉ 

 

 学校に着いたら僕はしっかりと空気を演じる。しかし、いつもなら授業は適当に過ごすが、い

かんせん大怪我を負って 1 ヶ月も入院していたせいで勉強に遅れが出ている。大学進学を目

指している僕にとって、そんな流暢な事をしている余裕は無かった。せめて遅れを取り戻すまで



は、真面目にしなければならない。とはいえ昨日はレイジフォックス達との激闘を繰り広げ、僕

も疲れている。 

「……」 

「おい、翔太！」 

 不意に自分を呼ぶ声が聞こえてはっとする。 

「翔太、受験生のくせに居眠りとは余裕だな？なら、この問題も解けるだろう？」  

「あ、す、すいません……」 

 授業を担当していた教師から注意を受けてしまった。どうやら僕は途中で居眠りしてしまった

らしい。気を取り直して指定された問題を解く。まあ、この程度なら本当に余裕だ。  

「よろしい、もう寝るなよ？」 

「気を付けます……」 

 教師の言葉に僕は素直にそう言った。 

 

 その後、僕が居眠りした以外に何か事件が起こる事も無く、ホームルームを迎えた。  

「重要な連絡事項は……ああそうだ、来週末に模擬試験がある。しっかりと勉強しておくよう

に！」 

 ホームルームを仕切っていた担任の教師がそう言った。普通ならブーイングが飛んでくる所

だが、僕達は受験生、自分で言うのもアレだが学校で選ばれし学力を持つ者達だ。素直に返事

をする。 

「よろしい、では解散だ！」 



 その直後に号令を掛けた後、僕達は散り散りになった。ある者は部活へ、ある者は直帰す

る。予定は無いけど僕も部活だ。化学室へ向かう。 

「……来週末か」 

 僕はそう呟きながら廊下を歩く。次の模擬試験はどれだけ甘えても B 判定(合格可能圏内)ま

では何とか取っておきたい。化学室で少し勉強していこう。なんなら、岡田 (科学部の顧問)でも

呼び出そう。そんな事を思いながら僕は化学室への道を歩んでいった。  

 

続く…… 

 

TIPS! 

住屋茜③：他の追随を許さない圧倒的なコミュニケーション能力を持つ。  

 

part.11-14 

 その後、ある程度化学室で勉強を終えた僕は、一人で家に帰る。茜とも合流しなかったし、多

分部活なのだろう。流石に連日サボったりはしないな……。いやサボるなよ、僕は嬉しいけｄ (r

y 

 

 家に帰ってからはひたすら今日学んだ所の復習をしていた。正直な話をすると異世界での戦

いで身体は疲弊しきっている。でも、どれだけ身体が疲れていても頭は案外回るものだ。こうし

てみると、疲労は言い訳に出来ないものだな……。 

「はぁ……」 



 溜息交じりに時計を見ると、既に 11 時を回っていた。もう少し勉強を続けても良いのだが、流

石に限界だ。 

「寝よ……」 

 そう呟きながら、僕は部屋の明かりを消した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 翌日、異世界にて僕は目を覚ます。頬には何やらひんやりとした感覚があった。  

「……ん？」 

 怪訝に思った僕は横を向くと、柔らかいゼリー状のものがぷるぷると震えていた。これは…

…、 

「シェリー！？」 

 なんと、僕の頬にはルーディさんのペットであるサージスライム、シェリーがくっついていた。

僕が横を向いてしまった為、僕の頭でシェリーを潰してしまっている。  

「ああ、悪い……！」 

 慌てて僕が顔を上げると、シェリーは潰れた状態から元の姿に戻った。どうやら命に別状は

無いらしい。元の姿に戻ったシェリーは、そのままベッドから降りて、部屋を去って行った。  

「起こしに、来てくれたのか……？」 

 一人置いて行かれた僕はそう呟いた。 

 

◉ ◉ ◉ 



 

 部屋を出て宿屋のロビーへ着くと、ルーディさんが一人僕を待っていた。  

「おはよう」 

「おはようございます」 

 取り敢えず挨拶を交わした後、ルーディさんは組んでいた腕を解いて僕に向き直る。  

「ショータ、クイーンフォックスが繁殖期に入ったらしい」  

「え……！」 

 ルーディさんの言葉に僕は押し黙る。どうやら遂にクイーンフォックスとの戦いが始まるらし

い。クイーンフォックスは繁殖期に入ると、自分の子供を産み出す為に自身の栄養を消費す

る。つまり、繁殖期のクイーンフォックスはかなり弱っている状態となるのだ。 

「じゃあ、今からクイーンフォックスの巣に……？」 

「いや、まだだ。クイーンフォックスが繁殖期になって少し時間を置いた時が奴にとって最も弱っ

ている時期になる。大体 1 週間くらいだな」 

 僕の質問にルーディさんはそう答えた。つまり、決戦は 1 週間後となるわけだ。 

「1 週間、か……」 

 偶然にも現実世界の模擬試験と時期が被る。まあ、本当に偶然なのだろうが、何か運命のよ

うなものさえ感じられた。 

「分かりました、それまでに僕も戦える水準にならなければ、ですね？」  

 僕はそう答える。 

「分かってるじゃないか、今日はアモールの森に向かおうと思うんだ、どうだ？」  



 ルーディさんはそう言った。僕は昨日、アモールの森に助けられたのだが、それを知ってか知

らずか、ルーディさんからこのような提案が来た。まあ、恐らく前者だろう。  

「そうですね、栞の新しい妖精『ソフィー』も同意するでしょう」 

 僕はそう言って同意した。 

「なら行こう、既にイヴァンカ達も待っているはずだ」 

 そう言って僕らは歩き出した。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 その後、僕達は予定通りアモールの森に向かう。道中、接敵はしたが特にトラブルも無くたど

り着く事が出来た。森の中は緑に覆われており、以前訪れた時のような不気味な枯れ木は存

在しない。 

「ここに来るのも久しぶりだ、随分雰囲気が変わってしまったね」  

 森にたどり着くやソフィーがそう言った。 

「そうなの？」 

 栞が尋ねる。 

「前の森は生命で溢れていたよ。でも、今は静けさと微かな血の臭いが漂うだけだ」  

 と、ソフィーが答えた。僕達では捉えきれない僅かな臭いを感じているらしい。  

「それでも、元凶であるアルミラージは僕達で殲滅した。いつかは元に戻るんじゃ無いか？」 

 僕はソフィーにそう答えた。 

「そうだね、そうなることを期待しているよ」 



 ソフィーはそう答えた。 

 

◉ ◉ ◉ 

 

 森の最深部、アモールの泉へとたどり着く。僕は地面に膝を着いて泉の水を掬い取った。大

自然の工程で澄まされた水からは塩素の臭いなんて微塵も感じない。静にその水を飲むと、冷

たくも柔らかな感覚が全身に染み渡った。 

「昨日は助かったよ、どうもありがとう」 

 僕はそれだけ残してルーディさん達の方を向いた。 

「……もう良いのか？」 

 ルーディさんがそう尋ねる。 

「ええ、大丈夫です。ソフィーは？」 

 言って今度はソフィーへ尋ねる。 

「ボクも大丈夫だよ。アモール様に怒られてしまった……」  

 どうやらいつの間にかソフィーも主との話を終えていたらしい。しかし言葉の割に悪びれた様

子は無い。 

「フッ、では平原に戻ろう。レイジフォックスを相手に訓練だ」 

 ルーディさんはそう言った。 

 

◉ ◉ ◉ 

 



 その後、栞は 1 人、新しい魔法である『アイシクル・アロー』を取得するため、魔術師であるヘ

ンシェルさんの元へと向かい、それを見届けた僕らはひたすらモンスターを相手に戦闘訓練

だ。 

「今日はこの位にしておこう」 

 ルーディさんはそう言った。いつもより早い時間帯だ。  

「……随分早いですね」 

 怪訝に思ったイヴァンカがそう尋ねる。 

「ああ、クイーンフォックス討伐の為の作戦会議や前準備を少しずつ行っていきたい。二人共付

き合って欲しいんだ」 

 ルーディさんはそう言った。 

「なるほど、そう言うことなら……」 

 と、イヴァンカは答えた。僕も特に否定する理由は無い。 

「じゃあ帰ろう！」 

 ルーディさんの言葉を皮切りに、僕らは村への方角へ歩き出した。  

 

続く…… 

 

TOPIC!! 

クエスト：クイーンフォックス討伐 

 

クエスト形式：討伐クエスト 



依頼者：カドゥ村村長 

受注者：ルーディ・イェーガー他 

 

＜内容＞ 

クイーンフォックスが繁殖期に入り、 

巣穴から出てこなくなった事がガレルヤ王国所属の冒険者の働きで確認された。  

クイーンフォックスは繁殖期に入ると、子供を大量に産み出すため、自身は疲弊し、  

討伐には絶好の機会となる。 

この期を逃さずクイーンフォックス及び、新女王となりうる幼体の討伐を依頼したい。  

 

なお、護衛のワーカーは本クエストの討伐対象外であるが、  

ワーカーの討伐数に応じて追加報酬も検討する。  

 


